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第三十六號

醤油中フルァクリール酸の試験法に就て

技　師　衣　　笠　　　豊

技手坪井’緑雫
技　生伊　藤　　秀　隆

　フノγアぞリーノン酸の防腐効力蚊毒力に心しては既に高所に於て調査報告する所あウ

たう（衛生試験所彙報第32號147及ユ61頁逸品）而して本訴は昭和3年6月内務省

令第15號を以て改正聚話せられたる飲食物防腐湖取締規則によウ之を防腐劃として

飲食物に使用することを禁止せられだるを以て随って之が瞼査法の必要を生ずるに至

れめ然るに本品の試験法に点しては未だ文六三何等の徴すべきものなく衛生技術者を

して甚だ不安を威ぜしむる竜のあう鼓に於て卿か之が櫨査にi資せん口的を以て一二の

試験を行ひ次の成績を得たう依て之を報告せんとす

　フノレアクリール酸は水よう結晶せしめたるものは微黄色針状の結晶にして昇華せし

めたる竜のは自色針1伏晶をなす．本品は141。に於て熔融し約50分の冷水蛇約77分

のベンツォーノ〆（ユ9Qにて）に溶解しリグロイン及二硫化炭素に溶解し難く熱湯，ア

ノンコホノγ虹にエープノγには容易に溶解す・叉本組は水前論と共に蒸留す．本品のアノレ

カリ盤は水に溶解し易く共溶液は盤酸により緑色を呈し過クローノレ銭溶液にて：煉瓦様

赤色の沈近，硫酸銅溶液にて緑色g沈重，酷酸ウラニウム溶液にて黄色の沈重，硝酸

銀溶液にて白色の沈近，酷酸銀溶液にて類別臼色の沈近を生ず此等の性質たるやフ

ノンァクリーノン酸多量に存在する場合には墾考試験に供し得べしと錐も飲食物中より抽

出せる揚合の如く微量存在に於ては一巡銑敏適確なる高慮を慮恋するにあらざれば到
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　底満足すべき結果を得られざるや勿論なか鼓に於て小官等は次の如き想定の下に之

　が目的を逞せんことに努めたう即ち本來フラン核を有する物質にして諸種の二三に封

　し鏡敏なる反癒を呈するものはフノンフローノレのみなるを以てフノレアクソーノレ酸をして

　フノレフローノンに誘導し得ば容易に詮明し得べきや明かなり然るにフノソアクリーノン酸は

共構造最もよく桂皮酸に類似するを以て其化學的性質も亦之に類する竜のなきやを想

像せしむべし

　　　　　　　《CH1躍oH　［腎y曙
　　　　　　　＼／　．　　　　　　　　　＼／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

　而して桂皮酸よう容易にペンヅアルヂヒードを誘導し得る自治に徴し本品も亦之を

適度に酸化すれば其アルデヒード健たる目的のフノレンローノレを化生し得べきや想像に

難からず依て之が酸化法としてアノレカリ性過マンガン酸カリウム溶液を以て庭理す

るの法を試みたるに遽に共目的を蓮することを得たう

　然れど雪平反癒は酸化の適度を得ること比較的困難にして坦々もすれば共匪を過ぎ

一層高級の酸化物たる焦性粘液酸等に分解しフノγフローノンの反慮を呈せざるに至るこ

とあう

　　　　　　　▽・H一・H一…H刀CH・刀C・・且

　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　0

　且つ楡膣申フノンフローノンを含有する揚合には望め之を除却せざる可らず．全操作甚

疫煩雑にしてフノレアクリーノン酸の有無に拘らず最後上之を施行せざれば結果を得ざる

の弊あう．此故に一層簡易なる方法によう豫備試験を施して共含有の疑ありと認めた

る揚合に於てのみ之が確定試験として上記の方法を施行するを最も策の得たるものと

考へ豫備試験として一層簡翠且鏡敏なる反回の披見に努めたる結果終に次の反腱iを験

知し得たり

　甚だ稀薄なるフノレアクリPノレ酸のエーテノγ溶液は微量の酸化鐵含有の硫酸（濃硫酸

100gに付10％過クローノン銭溶液1滴を加へ乾燥空氣を導入して遊離盟酸を駆除し
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たる後之を25ccmの水に混和して製：す）を層積せしむるときは下層液に於て美麗な

る紅色乃至紫紅色を呈す（以下本反慮を硫酸反慮と記す）

　本反回は甚だ鏡敏にして0．001弩（10萬分1）溶液にても面明瞭に呈色す．然れども

濃厚に過ぐるとき〔例へば0ユ％の如き）は直ちに黒禍色を呈し不明に終らしむる虞あ

るを以てか＼る揚合には更にエーテノレを以て検液を稀糧したる後行ふを可とす．本反

癒は長時間持績す

　前記硫酸試藥に於ける硫酸の濃度は注意を要する黒旅して飴り．張度の硫酸を使用す

るときは醤油等の試験に際し往々エーヲ’ノγ抽出液中の不純物炭化を來しフノンアクリー

ノレ酸を混和せざるものにあうても幾分疑はしき反慮を現はすことあう從って到定上二

一誤に陥ることなきを保し難し然るに前記の濃度に於ける硫酸を使用するときはか＼る

凝惑を招くが如き呈色を來たすことなく良果を得べし

　以上述べたる2種の反慮を醤油に慮用したる揚合の試験方法及其成績次の如し

　　　　　　　　　　　醤油中7ルアクリール酸の譲査法

　試験醤油　試験に供したる醤油は囲及孚印のものにして之に就き實験を施し不

・都合なきを確認したる後其1石につきユ0－159の割合にフノγアクリーノレ酸ナトリウ

ムを混和して試験せウ

　醤油中フノンアクリーノレ酸の抽出は検膿を鑛酸々性に於て水蒸氣蒸鱈を施すか或はエ

・一テノレを以て振壷するにあう依て先づ衣の方法に從ひ水蒸氣蒸鱈法を行へう

　醤油100ccn1を内容約800ccmの圓底硝子壕に取う之にタンニン酸19及25％燐

酸5ccmを加へたる後烈しく水蒸氣を通して蒸鱈し偬液200ccm宛2回分取し第1榴

・液を分液漏斗に移し20％硫酸10cc皿及工一一ヲ’ノソ100cclnを加へて5分聞張く振鍛

し下層の水液を去う次に第2鱈液を加へ20％硫酸10CCInを添加し張く振盟する～＝

と前の如くし下層の水液を去うエーテノγ液を2回各30ccmの水を以て洗1條したる後

1％ナトロン油液5ccmを加へて強く振撮し分離せる水性液を小甕皿に移しエーカ｝

・液を2回各10ccm宛の水を以て洗1條し洗液を前の甕皿に合し之を重湯煎上に蒸登乾澗

し残渣を少量の水に溶解して小分液漏斗に容れ20％硫酸10ccm及手一力γ30ccm

…を加へ張く振回して水回を去ウエ・一」秒レ液は少量の水を以て2回洗淡したる後無水硫
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酸ナトリウム59を加へて振鑑脆水し次に乾燥濾紙を以て小ベッヘノレ中に濾入し少：量

のエーテノンを以て分液漏斗及セ慧紙を三門し鼓に得たるエーテノレ液約1．5CCmを小試験

管に取り前記の硫酸試藥約1・5ccmを注意して加へ層積せしむるに紅色乃至紫紅色を

呈するときはフノγアクリーノレ酸存在の疑あるを以て残瞭のエーテノン液を低温にて蒸登

乾澗し残澄に1％ナトロン7！・寒i液2ccmを加へて溶／l目し撹拝しつ＼之に0・5％過マンガ』

ン酸カリウム溶液を滴加し溶液殆部旦絶或は微黄色を呈するに至う析出せる沈重を濾・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の別し濾液を小分液漏斗に壬多し20％硫酸10ccm及工一」カレ20ccn1を加へて張く振．

壷し水液を去りエーテノン液を乾燥濾紙を用ひてノ1・盗皿中に濾入し低温に於て三三し約

1－2ccmとなるに至り之にアニリン1－2滴三巴酷酸1滴を加へてフノレフローノン反鷹

を槍す

　前記水蒸氣蒸傭による抽出法は翻由中の不純物の移行少なく良好なるが如きも事實1

は然らず且つ本法の最も欧鮎とする所はフノレアクリーノン酸は只共一一部分のみ脩出する．

に過ぎずして大部分は原液中に残留するを以て租多量現存するにあらざれば楡出する

を得ざるにあり・荷ほ鑛酸々性に於て加熱すうを以てンノレフロ・一ノンを化生する飲盟1あ．

り．此の如くフノレアクリーノン酸の抽出に封しては水蒸氣蒸脩法は不適當なるを認めた

．るを以て有機溶剤抽出法の試瞼に移れわ而して醤油中＾ミタナフトーノレ及共他多くの防

腐剤抽出に封してはエーテノレ及石油工一テノγの混液を用ぶるを常とす之れエーーテノンの

みの揚合1こはエムノレジオンを生ずること少き利あるも色素等の不純物移行甚だしきを

以て石油工一ヲ’ノンを混和して之を防ぐ1こあり然れども紛幾分の不純物箱俘し來るを以．

て更に石油工一ヲ’ノレのみにて精製する揚合多し然るにフノンアクリーノン酸は石油工一ヲ’

ノγには難溶性なるを以て之が使用を避け専らエープノレを用ひて之に轄溶せしめ次1こ随・

伴移行せる不純物除去に干し種々試験を重ねたる結呆工一チノン抽出液を少量の乾燥酸・・

性白土と共に振盤するときは色素・類は之に吸著せられエーテノレ液は殆ど無色となφ以．

て容易に精製の目的を達するを得たう本精製法は醤油学習の飲食物中防腐剤の検出に

封し廣く懸用し得べき良法たるを信ず術ほ醤油中には白然に微量のフノンフローノレを含一

有すべく之が除去法としてエ・一ヲ’ノレ抽出液を重亜硫酸ソーダ溶液と共に振量するとき

は共大部分は之を除去し得るも未だ完垂なる能はず殊に前記水蒸氣蒸薗法に於ける女恥
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く著量のフノγフローールを含有する場合に於て然りとす．．然るにエーテノレ抽出液をアノγ

カリ血液を以て振嘉して之にフノンアクリーノン酸を聴溶せしめ次に之を夕嵐乾癬すると

きは全く総別し得べきを認めたり斯くして種々馬験の結果衣の試験法を案出し得たう

・本法によれば醤油1石に付109以上の割合にフノンアクソーノγ酸ナi・ソウムを混和せ

・るものを確継し得べし

　　　　　　　　　　　　　　　　豫備試験

　醤油30CCmを内容約ユ5UCCmの分液漏斗に取り之に20％硫酸5ec皿及工一テノγ

・30cemを加ヘエムノンジオンを生ぜざる様注意して5分間振盤したる後下層の醤油液を

去ウエ円心レ液を毎回水5CCI11宛を以て4回洗尽し次に乾燥酸1覧生白土3gを加へて強

く参加し直径約7cmの乾燥濾紙を用ひて濾過し濾液約1、5ccmを小試験管に∫乏くウ之

に前記硫酸試薬約ユ．5CCmを徐々に加へ目積せしめて検するにフノンアクリーノレ酸を含

有するときは直ちに或は2，3分後下層液に側て紅色乃至紫紅色を呈すべし（早福色を

．呈すうときはエ・一プノンを以て適宜稀弱し試験すべし）

　　　　　　　　　　　　　　　　本　　試　　験

　醤油200ccrnを分液漏斗に取り之に20％硫酸30ccm及工一プノン100ccmを加ヘ

エムノンジオンを生ぜざる様注意して20分間馬絆したる後下層の醤油液を去り田植チ

ノン液は毎回水20ccm宛を以て数回洗溢し洗出著色せぎるに至う之に乾燥酸性白1ヒ10

－9を加へて振細し上清液を乾燥濾紙を刑ひて他の分液漏斗中に平入し白土は少量のエ

ークノレにて洗1難し濾過し洗1夜は主液に合しエープル液に1％ナ1・ロン滴液5ccmを加

へて張く振壷したる後下屠の水塊を小事δ」脳ζ移し干一チノン液は約5ccm宛の水を以て

2回洗嘱し胸液を主液に合し次に之を重湯煎上に蒸与奪適せしめ残渣を少量の水に溶

解して小分液漏斗に移し20％硫酸10CCmを加ヘヲくに水液と約洞容量の至一三ンを

加へて張く振介し下居の水液を去うエープノレ液は少量の：水を以て1－2回洗源したる

「市之を小べ。ヘノンに移し注意して蒸発乾熟し残渣に1％ナ1・ロン滴液2ccmを加へて

溶解し縫臆しつ＼之にビウレッi・よりα5％過マンガン酸カリウム溶液を滴加して酸

化を行ぷべし即ち釦メレオン液を滴敵するときは初め藍緑色を呈する竜漸次淡褐色に

・鍵じ且つ漏濁し直るを以て一時滴加を止め定離を縫澄すべし然るときは沈垂杢く盤渉



6 衣　　笠●芽　　井●伊　　膣

し液は澄明となるに至る斯くして必要の揚合には更に過マンガン酸カリウム溶液を滴

加して途に其液微黄色叉は殆ど無色を呈するに至らしむべし（此際カメレオン液の滴．

加に從ひ共溶液盆々禍色を呈するのみにして沈近集團せざることあウ斯かる揚合には．

暫時之を放置したる後境拝すべし）鼓に於て之を小分液漏斗中に濾入し濾液（淡褐色．

を呈するを常とす）に20％硫酸ユOccmを加へ次に水液と約同容量のエーブ〃を以一

て張く振艦し水液を去うエーカレ液は少量の水を似て2回簡軍に洗濃したる後乾燥濾、

紙にて小姿皿中に濾入し之を低温にて蒸駿し少量（1－2ccm）となるに至り之に無色

アニリン液1－2滴次で氷酪酸1滴を加ふべしフノンアクソーノン酸の存在に於ては紅色

を呈すべし若し陰II生反慮又は呈色不明の揚合には之にエー：チノン2－3ccn1を加へて溶・

解し共ユ郡に就きて硫酸反1懸を強すべし著朋に陽性を呈するときは酸化不充分なるの

徴なるを以て残液に就き先づエー：テノレを蒸散せしめたる後ユ96ナトロン油液を力iへて

アノレカリ性となし注意して重湯煎上に蒸毅乾洞し以てアニリンを駆除したる後：再び前

記酸化法を反復し試験すべし之に反し硫酸反慮陰性なるときは酸化張きに過ぎたるの

謹なるを以て新たに嬉戯を取ウ慮試験を行ぷべし’

昭　和　四　年　六　月’
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醤油中ベタナフトールの試験法に就て（第三報）

緒

技　　師

技　　手

元技生

同

心

衣

服

丹

伊

　笠　　　豊

部　　安　藏

野　　政　治

藤　　秀　・隆

　醤油中ナフレーノγの試験法に冷しては既に第2報（三生試験所彙報第26號第73頁

蓼照）に於て詳細認れが研究成績を報告せり而して小官等の案出せる改良試験法によ

れば醤油中百萬分一の如き極微量のナフトーノγ含有の揚合と錐も品品に之を減点し得

べく而か竜本法慮用の爲め過誤に陥るが如き虞更になく極め丁良法たるを確信するも

のなる竜弘法は醤油中よリナフトーノン抽出操作高高難にして且つ多量のエーヲ7レ，石

油工一三レ混液を消費し幾分長時問を要する嫌あ釦之れが温め多数の欄豊に就き迅速

に施行を要する場合多き衛生警察的試験に際しては不便勘からずとなし幾多の旧記あ

るk竜拘ちず爾ほ且つ中井氏考i案の直接謡言法並に同氏のモソブデン硫酸反慮を乱用

する息合多きもの＼如し從って叉不純物による類似反乱等の爲め錯誤に陥うし揚合之

なしとせず小官等も中井氏のβナフト・一ノγに封ずるモリ，ブデン硫酸反乱の優良なるを

認むると共に共直接蒸榴法竜亦極めて簡易なるを以て之に就き少しく改良を施さば簡

便確實なる良法を案出し得べきやを期待し種々實験を重ねたるに幾分改善し得たるも

未だ以て充分満足すべき結果を牧むる能はざりしを以て終に三井氏の蒸三法は之を断

念し更に直接振盟浸出法につき簡便法を考究したるに稽其目的を達し得たり以下順次

其成績を報告せんとす

　　　　　一・中井氏モリ7デン硫酸並に有馬氏のモリブデン酸アムモン

　　　　　　　硫酸試藥に就て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

　中井氏のモリブデン硫酸試藥はモリブデン酸（MoO、）5分を濃硫酸100分申に加熱

溶解せしめたるものにして淡黄色を呈す然るに不純のモリブデン酸を使用するときは



S
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往々緑色を帯ぶることあり斯る試藥を用．ζるときはβナフトーノレとの呈色反慮極めて

：不鏡敏なるを免れず．斯の如き；場合には該試藥に毅煙硝酸適量を添加して加熱酸化せ

しむるときは良好なる試藥を得べし而して中井氏試藥は從來フレーデ氏試藥（濃硫酸

1ccm中モリブデン酸のナ㍗リウム臨叉はアムモニウム臨0．0！’9又は0．059を溶：

堺せるもの）として知られたるものに類似するを以て小官等は既に第2報に於ける研

’究の際之を中井氏試藥に回し代用を試みたるにβナフトーノンの水溶液を以てするも常

に號色反慮を呈し其用に堪へざウしを以て之を放棄せり然るに有馬三二氏（朝鮮薬學

�?書謔U年舞3號）は中井氏法に就き種々研究の結果市販モリブデン酸には往々不

純のものありて共硫酸溶液は微に青色を呈し之を試藥に供するときは二二界而に於て

濃厚なる青藍色を呈しβナフトーノ・反癒の妨害をなすを認め次に供試品に硝酸を滴加

したる後中井氏試藥を加ふるときは不純モリブデン酸による青藍色を出現することな

く且つ中井氏直接蒸傷法に於ける榴液中の爽雑物による藍色反癒も亦之を防遇してβ

ナフトーノレの反癒鮮明に生起し且つ其鏡敏度も増大することを験知し更に進んでモリ

ブデと酸アムモニウムも亦モリブデン酸と同様に硝酸の添力11によりて之を代用し得る

乙とを實験せるを以て氏は特にモリブデン酸を使用するを要せず之よう遙かに入手し

易き其アムモニウム臨をモリブデン酸の代うに其同景を濃硫酸に溶解したるものを使

用せんことを推奨せり依て小官等も亦之に就き復試し同時に此等の試薬を以てθナフ

トーノレの呈色反慮試験に際し槍液と試桑との量的關係並に屯リブデン硫酸中モリブデ

ン酸の濃度は如何なる場合を以て最：好適とするかの鮎に就きて之を試験したるに次の

成績を得ブ2り

　　　　　（イ）楡液と試藥との量的關係並に轄酸添加によリ呈色反慮の

　　　　　　　　鋭敏度に及ぽす影響

　βナフト・一ノンの10萬分1，25萬分］，50萬分ユ，75萬分1及100萬分1水溶：液を

刀1ひ中井氏モリブデン硫酸試薬，イf馬氏モリブデン酸アムモン硫酸試薬及爾種のフレ

ーヂ氏試藥につき検液と試藥の種々の便用量に於ける反慮の鋭：敏：度並：に硝酸添加1こよ

る影導を試験せム即ち共域：績次の如し
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第 表

βナフトー

ル溶液の濃

度

10萬分1

25萬分1

る0萬分1

の供1

戸主
（cc）

検液！試藥．

　」の侠 中井氏モリブデン硫酸
モリブデン酸アムモン一隅

2

2

3

5

5

5

2

2

3

5

5

5

2

2

3

5

5

δ

7δ萬分1

10q萬分1

2

2

3

5

5

5

2

2

3

5

δ

5

羅調禦加せ撃　川面…欝　・欝灘暗室ll・欝1欝
三品剰フ櫨講藥 フレーデ試藥

（濃厚液）

1

2

2

2

3

5

鮮紬紫照照繰色1騰礁灘難紫紅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　色1微紫紅…淡紫紅

　　圭襟灘繊蹴1灘縢膿惚薬

同

同

価

同

向

論づ絶1口無鰍紫紅！殆鮪癌喰鱗　　　　色
上鰍紫諏紫紅瀬紅瞬紅擁繍　　1

上i紫電継礫燃紅；覆輔鰍輔灘魔紅
1「淡紫紅！無　色ト無　色
　i　　　　　1　　　　　1
2祠　　上1無　　色無　　色
2…同上1微紫紅1無色l

　　　　I　　　l
2伺　上i淡紫紅i微紫紅

潴紫綿織

撒紫紅i無色月色1無下極鱗紅

隠翻圭i賊隠叢々
無　　色

同　　上

同　　上

堺解堤紫紅

痕　　跡

無　　色

1

2

2

2

3

5

1

2

2

2

3

5

微紫紅F無　色旨無
　　　l　　　　　i
同　　上月　　上1同

　　　　同　　上「同　　上腿

　　　I　　　l
淡紫紅微紫紅同
　　　1　　　［
微紫紅：同　　上伺
　　　i　　　i
同上1鰍雑i同

色｛無　色1無　色厩

圭鵜鋼圭i認圭檎

上1脱線同漏　　　　　　　　　　上1雌

器上1同胴歯
疎鯛上同上1同
　I　　　　　　　　　　　　I

　　　芭無　色

画上i同上
　：　　　　1
上：同　上…同　上

上同　　上・同　　上

上1同銅上
上． ｯ　五同　上
　1　　　　　…

撒紫紅1無　色無

隠圭腐圭胃

徴紫紅1同飼
同上廠黒鯛
膨練・幽

’色1無　色i無　色1無

上1同胴上i同
　　　　上巴　上1同上1同

　　　　熱鯉、1同上ト微

　　　　　　　　1
鯛圭1畏孟隅

色1無　色E無　色1

上1同　上…同　上1

　　　上郷　」，上「同

　　　上1同上上局

圭臨圭

同

同

同

解

同

11痕　跡1無

　　　　1
2同　　上．同
2岡　上尉

ii慧
　1　　　　i

色1無

上i同

上i同

鵡
上1同

色1微

上1同

上局
　　
上1同

上1同

上1同

　1

藍：微

上早

上1伺

上勧

上1同

上1同

　　

藍

上

上

主

上

上

無

同

同

上

同

同

色1無

調
上1同

調

色｝無色1

上階　　上

上伺　　上
上1同　上

．上1徴藍

上贈鬼

口

引

同

徴
（直に族滅，

無

色

上

上

上

上

上

色

上

上．

上

囎

色
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第 表

βナフトー

ル溶泣の濃

度

10萬分1

£5萬分1

50萬分1

75萬分I

IO（1萬分・1

剛・． @！1ζ了　　甲匿
乙鳥　1、．1フか

鰍の1試嗣

供試量1使曲瓶試藥

（CC）（CC）！

52「鮮紫紅
：：：：麟藍

：：：：縫疑

，，，，
求@色

モリブデン酸アムモン．試
・レーデ氏議㈱1・レーデ鰍桑（濃）陸馬 氏試渠

メルク製 和刻・ル・刻和劇・ル・製！和製

紫　　紅

淡紫紅
初微紫紅

微紫紅
非丞役紫紅

無　　色

線

同　上

同　上

○同　艦

齢　上

同．上

野　藍

　藍

同　上

同　上

同　上

阿　上

平　藍

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

濃　藍

同　上

同　上

同　疑

団　上

目　上

濃　藍

同　上

同　上

国　上

口　上

同　上

　　備考　メルク製及和製は夫々メルク肱製又は内地製モリブデン駿アムモニウムを使用し調製せるこ

　　　　　とを示す紛議1表中のモリブデン酸アムモン試歩は何れもメルク吐製品を使ガせり

　前記成績之を示すが如く中井氏反癒は勢州2CCm及瞼液5CC皿の場合を以て最適状

態となすべくβナフトーノン抽0分1溶液に於ても紛ほ陽性反慮を認め得べし然るに之

に硝酸を添加するときは共下階の鏡僧門は却って減退するもの＼如くモリブデン酸ア

ムモン試薬に在りてはメノγク砒製品を以て訓旧せるフレーデ氏稀薄試藥は中井氏試薬

に租劣るも紛ほ辛じてユ00萬分！溶液迄之れが反慮を認め得るも鰭酒の試藥に於ては

各濃度に於けるβナフトーノレ溶液のみならず配管水を以てするも既に緑色乃至藍色を

呈し何れも使用に堪へず次に有馬氏に従ひ硲酸添加を試むるに前上フレーデ氏稀薄試

藥は中井氏試藥の場合に於けるが如く硝駿添加によりて却って感度減’憎し同氏濃厚試

桑に在ウては％萬分1溶液四叉有．1｛5氏試蘂に於ては辛ぶじて5〔1萬分1溶液迄陽性

を現はすに至れり此等の場合に於ても亦硝酸の添加：量多きに過ぐるときは却って反回

の鏡敏度低下するを認めたう・然れども試薬中モソグデンの低級酸化物等不純物によ

る藍色反慮を防止するに要する硝酸量は共不純物の含：量に從ひて白ら差異あるべく前

記成績に從ひ直ちに硝酸の所要量を決定し得ざるは勿論な動荷ほ不純のモソブデン

酸を以て調製せる中井野砲桑にして藍色反響を呈する揚合硝酸添加による關係も’亦大

回に於てモリブデン酸アム卍ンの夫れと同様なるべし

　以上は前記各試薬とβナフトーノγの水溶液とに於ける丁丁なるも之等の試藥を申井

氏直接蒸偬法によウて得たる醤油の偬液に就きて試験するときは自ら別種の關係を示
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すべきは明らかにして其鯛液中には種々の不純物を含有するを以て之等爽雑物の酸化

に必要なる硝酸の添加を要するや勿論なり然るに各倉留液にようて硝酸の所要量を異熟

すべく而かも其過量は南濃の感度に妨害作用を及ぼすべく其適度を得ること頗る困難

なるを免れず

　既述の如く有馬氏はモリブデン酸アムモンは一般の二二室に於ける常備試藥なるを

以て之をモリブデン酸に代用せんことを推漿せらる＼竜市販品の多くは不緯物を含有

し前記成績の如く其反撃極めて不鏡敏なるを以て寧ろ之よう純モリブデン酸を製出す

るに若かざるべし

　　（口）モリ7デン硫酸二二中のモリ7デン酸の濃度と反回の銭敏度との關係

　中井氏のモリブデン硫酸一跨は約5箔のモリブデン酸を含有するもβナフトーノγの

呈色反慮に封しては果して高濃度を以て最適となすや之を附明するの必要を認め種々

の濃度に於ける試藥を以て試験したるに次の成績を得たう

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　三　　　表　　（汁液5ccm・田干2ccn1）

　　　　モリブデン＼酸・澱
ナフトー　’＼＼
ル水溶液　　’＼一

1

δ

10

20

50

75

100

萬

萬

萬

萬

萬’

萬

萬

分

分

分

分

口

分

田

1

1

1

1

1

1

1

5％

濃　紫　紅

和濃紫紅
紫　　　紅

淡　紫　紅

微　紫　紅

僅　微　紅

呈色せず

3％

同

同

同

同

意

同

同

　左

．左

　左

　左

　：左

　左

　左

1％

同

同

同

同

同

同

同

左

左

：左

：左

左

左

四

0．5％

同

弔

詞

同

同

同

同

：左

：左

左

四三

左

左

；左

0．25％

同

同

同

同

様

同

同

：左

左

左

：左

左

左

左

0．1％

勅濃紫紅
紫　　　紅

淡　紫　紅

微　紫　紅

僅微紫紅

極微紫紅

同　　　上

　　　　備考モリブデン酸の濃度025％以上はβナフトールの各濃度の揚合共i◎与呈色濃度に大差なく・

　　　　　　　呈色輪帯の廣さは初めモリブデン酸の含量に比例し時間の経過に從ひ却って之に反比例をな

　　　　　　せり

　　前記成績に示すが如くβナフトーノンの水溶液に於てはモリブデン酸の濃度は0・25一・

　1％にて充分なる事を確め得たう而して更1こ實際醤油中よう抽出せるものに就き試験

　せる結果は後述の如く水溶液の点滅と杢く同様にして0．25％を以て既に良好の成績

　を示せう故に中井氏モリブデン硫酸試藥中のモリブデン酸の濃度は多少の飴裕を顧慮

，　し0．5－1％濃度を以て：最竜適當とすべきを認珍たう
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　　　　　　　　　二中井氏直接蒸隅法の改艮に開する試験

　中ヲ1二氏に從ひ將油を直接蒸億に附して得たる各分鋼液中には多二量の不純物質を含有

するを以てモリブデン硫酸に作用し濃厚なる藍色乃至紫藍色を現はし爲あにβナフト

ーノγ固有の紫紅色の反回を陰蔽妨害するの事實は既に第2報に於て之を諏告せし所な

るが有馬氏は脩液中50％硝酸1滴添加にようて良果を納めたうと云ふを以て小官等

も亦硝酸添加法を復試すると共に蒸瑠法の改良につき種る試臓を施行せう今次に典方

法及成績を掲ぐべし

　以下各試験に於て．供∫∫1回目醤油は禽印にして中井氏の反回試験は前記試験成績に從

ひ傭液5CCln及試藥2CCmを以てし試薬は中井氏の原法に從ひ調製せるものを使用

せり

　　　　　　　　　　　　　　第　一　次試　瞼

　次の第ユ乃至節12試燈に於ける楡瞠はδ印醤油にβナフトーノンを1｛」萬分1の割

合に混和せるものなウ

　第1試験　検膿1〔｝OCCmを取う直接蒸舘法を行ひ鋸液5CCm宛可及的多数を分取し

直ちにモリブデン硫酸反感を試瞼し或は50％硝酸1滴を添加して同反懸を旗せう

　第2下肥　槍謎100ccnlにタンニン酸29を添加したる後直接蒸佛を行び以下前法

・と同様にして試験せり

　策3誌験　楡瞠iりi，ccm　lこ燐酸（約9Uヲ6以下之に倣．ζ）59を添加し以下雨法に準

して試験せり

　第41沈三寸軽1川CCIllに燐酸59を添加し二三を各5ccm宛10回分取したる後

残渣に水20ccエuを加へ更に聾壽傭を持績し纂13回章倉｝二三分取せわ

　簾5試験　検膣100ccmに頬1酸5g及酸性白土1gを加へ以下前法に準じて試験せウ

　第16試験　検膣ユ00ccm　lこ水50ccm水回燐酸59を加へて蒸傭し佛液を・各1し｝ccm

宛分取し之にモリブデン硫酸3ccmを暦下せしめて試駿せウ

　第7試験槍腿100CCmにユリ％ナトロン滴液を加へて溺アノリ」ソ性となして蒸瑠

し脩液5ccm宛第ユG三等迄ク｝取し次に共残渣に燐酸を加へて酸性となし水20ccmを

添加し再び同様に蒸脩し5ccm宛分取せう
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　第8試験　槍膣・100ccmに燐酸59を添加して蒸鱈し第1鱈液をユOccm第2偬液．

以下5ccm宛．分取せう

　第9試験　槍液100ccmに燐酸59を加へて蒸館し第1及第2榴液を10ccm宛極．

めて徐々1こ佛取し第3鯛液以下租佛出速度を早め5CCm宛分取せう

　第10試験　槍膿100CCmに燐酸59を加へ亜硫酸試験法に準じ炭酸．瓦斯を通じつ・

、蒸餅し食留液5ccm宛分取せう

　第1！試験長頸コノンベンを用ひ瞼膿100ccmを容れ燐酸59を添加して蒸鱈し一

第ユ三夜は10ccm爾一睡6鯛液迄5ccm宛分取したる後残渣に水50ccmを追加し一

再び蒸傭を行ひ第・9鋸液温各5ccm宛爾後10ccm宛分取せめ

　第12試験陛下コノγベンを用ひ第11試験と同様に施行せう但し蒸鯛は前回に比、．

し租徐々に行へり

　　　　　　　　　　　　　　　　第．’　四　　表

．留液

番號

穀三二試劇第2識 第・試瞼騰編

謡曲．’r叫乙剛引乙1乙
隷1翼翼儀最織暴醸最1室酵・

甲四一副剣甲甲
　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

　8

　9
　10

11

　12

　1．3

14－16

17－21

藍田1融藍1澱1深藍i灘灘

殿
転

職上

繭山上
同上1同上

藍　同上

謙欝
同上1同上

同上

同上

同上

同上
呈色せ宇

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

紫紅

同上

同上

　　」　・1　、・1深藍L

譜圭玉章野遊圭

同三親痢上
騨鷺圭㍑樗圭

同上同上　　　同上

同上同上　　　同上

同上微藍．　同上
同上呈色せ宇

同上

同上

同上
呈色せウ

微藍

同上
癩紫紅

同上

同上

同上」辻

同］同上

　　同上

　　同上

　　同上
　　同上

淡藍

同上

同上

同上

同上

同上

同上

深藍
同上

1深藍

同上

同上
大謂縣〔

一都爵
一都紫紅

大郎篇

一郡誓詮

同上

深藍1深藍i深藍

一跡紫紅
大山．藍

紫紅

同上

同上

同上臓，

同論」、

同上同上
＝哉紫紅同上

同上洞上
　　L巳
同上 糸紅

同上
淡紫紅

同上

同上

同上

深　藍

鮮紫紅

同　上

同　上

同　上

同　上

紫　紅

同　上

淡紫紅

同　上

通　上

’　　備二考．甲欄は榴液に硝酸を添加せず乙欄は50％砧酸1滴を添加して試瞼せるものなり

　前記成績に振れば醤油を燐酸々性に於て注意して徐々に蒸了するときは反慮の妨害．．

をなす不純物質は共大部分初鱈液10－15ccm．中に移行し爾後あ榴液に於ては多くは．
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βナフトーノン固有の反懸を呈するを以て之にようて租改善を施し得たる力雪如しと錐も

毎次の試駐に於て常に一定せる良好の成績を得るには相野の熟練を要すべし而して後

膨の試、瞼成績に徴すれば醤油100ccmに賢し25％燐酸5ccm添加に於ては殆と共敷

果を認めざ少き然れども端者の試験方法全然異なるを以て之を比較するを得ざるや勿

論なウ紛上記試験にようて中井氏直接蒸瑠法に擦るときは検膿中のβナフトーノレは只

．其一部分のみ呼出するものなることを認むるに足るべし次に有馬氏の硝酸添加法は前

1記の試験によれば殆ど其敷果を認むる能はこぎりき

　　　　　　　　　　　　　　　第　＝　次　試　験

　本試験に於ては醤油を蒸鰍こ附するに先立ち豫め酸性白土，鉛酷，鉛糖等を用ひて

’不純物を吸着又は沈澱除去せんことを期したう

　次の各試験に於ける丁丁は㊨印醤油にβナフトーノンを10萬分1の割合に添加せる

竜のなう

　　　　　　　　　（イ）醤油を其儘酸性自土にて慮理する方法

　槍膣100cc皿に乾燥酸性白土509を加へ数分間振帯し暫時放置したる後吸引濾過

’し残渣は水50ccmを以て洗1條し洗液を濾液に合して蒸倉留に附し瑠液10ccm宛を分

．取し各其5ccmに就き呈色反町を試験せう

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　五　　　表

て碧液番號　呈　色　反　Fユ：け認液番號1呈　色　反　慮
1

2

3

4

5

6

深　藍：

同　上

上　部紫紅下　部微豊

上部淡紫紅下部役戯
上部復紫紅下部微虫三

上三極鍛紫紅下部微號

7

8

9

10

11

12

藍

深　互陰

同　上

同　上

同　上

同　上

　　　　　　　　（口）燐酸若林に於て酸性白土を以て庭理する方法

　瞼膿100ccmに20％燐酸5ccm及酸性自士509を加へ五分間振饗し1夜間放置後吸

引濾過し残渣は水25ccmを以て洗凹し病婦を合して蒸瑠し鯛液を10ccm宛分取し

1中井氏譜慮を悩むるに第2乃至第6の各瑠液に於て微藍色暦の上部に現はれたる呈色
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層は紫紅色にあらずして稽褐色に類し共呈色の濃度は前回の回れに比し減少せう

　　　　　（ハ）燐酸々性に於て酸性白土を以て庭園したる後流動パラフ

　　　　　　　　ィンを添加し蒸幽する方法

　蒸溜前の豫備操伶は（ロ）の揚羽と全く同様（但し一夜放置せず）にして蒸鱈に際し泡

起を抑止する目的に流動パラフィン少量を添加せう其成績は（口）と大差なく其微藍色

層の上部に於ける呈色は（ロ）の場合に比し一層淡く褐色なりき

　　　　　（二）醤油を其儘酸性白土にて庭理したる後流動パラフィンを

　　　　　　　　添加して蒸喫する方法

　前場中の燐酸添加を奢略して試験するに其成績次の如し

俗丁番銃　「呈　　色　　反　　癒　　欝液番號　　呈　　色　　反　　慮

1

2

3

4

5

9胆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1！、じ
とイ、　　　　　　　　　　　　　　　」恥

同　　　　　　　　　　上

越　　　　　微　　　　　量

上部微紫紅下部徴藍
同　　　　　　　　　　　上

6

7

8

9

上部微紫紅下部微藍
同　　　　　　　　　　　上

上部穐徴紫紅下部徴藍

同　　　　　　　　　　上

　　　　　　　　　　　（ホ）鉛白液を以て白白する方法

　槍膿100ccmに鉛酷液50cc【nを加へて振盗し暫時放置したる後吸引濾過し濾液を

蒸鱈に附し10ccm二分瑠し共各5ccmに就き中井氏反慮を槍したるに各館1門島に藍

色を現はし紫紅色の呈色は何れも陰性を示せう

　βナフトーノγは二二にようて沈澱せらる＼を以て前記鉛酷の使用量は多量．に過ぎし

やも計う難し

　　　　　　　　　（へ）鉛錯及酸性白土を以て庭理する方法

　検膿100ccmに鉛酷液50ccmを加へ酷酸語性となし振蛋吸引濾過し濾液に酸性白

土209を加へ振評し再び吸引濾過し濾液を蒸鋼し前書と同様にして試験するに各回

液は何れも藍色を呈し紫紅色の輪帯を認めず

　　　　　　　　　　（卜）鉛糖及獣炭を以て庭坐する方法

　槍膿100G6mに開門の細末109を加へ振壷し暫時放置したる後吸引濾過し得たる

濃褐色の濾液に一鞭109を加へ劇中濾過し濾液を分目して反鷹を試むるに何れも藍
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色のみなりき

　　　　　　　　　　　　　　　第三次試験　　　　　　・
　本試験に於ては硝酸の代うにアノレカジ性過マンガン酸カソゥム溶液，過酸化水素，

クローノレ水、過硫酸史類等を用ひて醤油の直接蒸右留国母の反慮妨害物質を酸化除却す

る方法につき種々實駁を重ねたるに此等の酸化湖少しく過剰に及ぶときはβナフトー

ノレを破壊し適度を得ること極めて困難にして到底郵書に適し難きを認めたう．

　　　　　　　　　　　　　　　第　四　家試験

　　　　　　　　　　　　直接蒸良法と白藍韓溶法との供用

　本試験に於ては醤油を直接蒸官留に附して得たる奉還中のナフトーノンをエーテノレに弊

溶せしめ更に精製する方法を講じたり以下共成績を掲ぐべし

　βナフト・一ノレ5萬分1含イ∫醤油100ccmを直接蒸鱈に附し内液10ccln宛を分取

し第1より第3脩液迄を合してA厩となし第4髄液以下を合してB厨となし面喰を分

液漏斗に移し稀硫酸を以て酸性となし約同容量．のエーノレを加へ5分間弧重盗をなした

る後水母を分別しエーカレ層に2％酸性亜硫酸ソーダ溶液5CCm宛を加へて2回3分

間宛半畳洗灘し次に2％重炭酸ソーダ溶液5ccm宛1こて2回同様に庭漉したる後工一

蹴レ液に0．5％ナ1・ロン滴液5CCmをカrlへて3分間振曝してナフト・一ノンを之に意企せ

しめ之をエーテノレ．層よら分取して別の分液漏斗に移しエーカγ液は更に1回同上のナ

トロン溶液5ucmを以て1司様に振蜷庭面しアノンカリ無水液を合し再び稀硫酸1こて酸性

となし沸鮎49－60。の石油工部テノレユ5CCIn宛を以て2回振畳し石油工一テノレ液を小・

ぺ。ヘノンに合し60。以下の低温に於てエープノレ分を蒸散せしめ残渣に水ユOccmを加

へ微温を與へて溶解せしめ之を2験し其14≧につき中井氏反慮を検するにA，B三三

典に鮮紫紅色を呈し毫も藍色を混ずることなし

　前記試験にようて傭液中最短須相なる藍色反慮を呈する部分中にも多量．のβナフト

・一 mレ溶存することを知ると共に該振畳法によりて反鷹妨害性物質は完杢に之を除去し

得べきを認めたり依て該振叢法に立脚してβナフトーーノン10萬分1，20萬分ユ及50萬

分1含有の場合の呈色反磁を如し同時に操作の簡便改善につき多少の實験を行へり離

ち次の如し　　　　、　　　　　　　　　　　　　　・
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　　　　　　　　　　　　燐酸添加可否並重曹洗蘇省略試験　　　　、

　槍膿蒸倉留に際し25％燐酸5CCIu添加の場合と然らざる場合とにつき比．較試駿を施

行したるに燐酸添加は殆ど其数果を認めざうき之れ前段の試験成績と租矛盾する如き

も本試験は蒸凹凹につき直接反鷹試瞼を施すにあらず更に野壷法によウて精製するも

のなるを以て前試験の揚合と益回漕趣きを異にし其何れの鯛液中に不純物質移行すと

竜敢て貸せざればなう而して2％重炭酸ソーダ溶液による洗1條操作も亦之を省略する

方却って良書を示せう即ち其成績次の如し’

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　六　　　表

26％

燐酸

添加

省略

省略

省略

添加

省略

省略

省略

添加

省略

省略

重曹

洗灘

施行

施行

省略

省略

施行

施行

省略

省略

施行

施行

省略

βナフト四ジト氏

一1レ含量　反　　磨

10萬分1

10萬分1

15萬分1

15萬分1

20萬分・1

20萬分1

20禽分1

25萬分1

50萬分1

50萬分1

50萬分1

紫　　画

図紫紅
淡紫紅

淡紫紅
極書紫紅

微紫紅
淡紫紅

淡紫紅
殆となし

趣微紫紅

阿　　上

αナフチ
にルアミ
ン反町

バラ紅
同　　上

面紫紅
同　　上

図徴紫紅

微紫紅

淡紫紅
同　　上

な　　し

趣　　微

バラ紅
同　　上

衣笠，辰

濃反歴i

バラ紅
ネ町　濃

バラ紅
淡パラ紅

同　　上
趣　　微

バラ紅
微バラ紅

淡バラ紅

同　　上

な　　し

極　　微

バラ紅
雨　・上

柳澤，齋藤氏反腔i（改良法）

二色睡口歌況i弊誌珍
種　　黄

同　　上

鞍　　上

同　　上

図微類下

様懸鼻
勝機黄
同　　上

な　　し

極微下
図　　上

聞　　少　　量

澄　色　少　量

暫時の後樫色少量

同　　　　　　上

殆と沈澱せす
数時間後章色少量

暫時…後番暮色少：量

同　　　　　　上

な　　　　　　し
敷時間後趣徴量韮登
色

同　　　　　　上

聞

同

様

同

上

上

上

僅微下

帯

紫

同

国

淡

同

紫

上

下

下

上

　　備考　本試験に於ては各僧液を合して操作し反癒試瞼に於ける供試量は中井氏二六5ccm共他は各

　　　　　1ccmを以てせり以下皆之に倣ふ．片山，・池田氏反慮は何れも不良な・りしを以て省略せり

　　　　　　　　　　　　三．直接振畳法の白骨に關する試験

　中井氏直接蒸働法とエーカレ，石油工一ヲフン振盈法とを併用ずれば良成績を得べき

は勘iに第二報試験當時に豫想せし所にして前記試験によウて之を確詮し得たク然れど

竜斯くては中井氏法の特徴は殆ど杢く没却せられたるものと謂ふべきなう依て小官等

は前述の蒸鯛操作を省略しβナフトーノン含有の醤油を直接工一カレ，’石油タンヂン叉

はトノンオーノレ等にて図鑑してナフトーノンを之に轄溶せしめたる後前法に準じて精製し
　　　　　　　　　　　　〆
各回慮を試験せり而して先きに重曹による洗1條を省略するも殆ど支障なきに鑑み更に

酸性亜硫酸ソーダによる洗源も亦之を省略し得るや否や等につきて竜種々試験を施行
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せう即ち次の如し

第 七 表

血盟1ﾕ魏驚讐灘2振雛齢叢蓮・崖、著叢撫
㊧印50ccm

@，，

㊧�P00ccm

D印50ccln

@，，

@，，

?ｳ印
T0ccm

@，，

@，，

50萬分1

T0萬分1

T0純分1

Q0萬分1

T0萬分1

T0萬分1

T0萬分1

T0萬羨｝1

T0萬分1

5ccm

@，，

P0ccm

Tccm

@，，

@，，

@，，

@，，

@7，

エーテル
T0CCm

Gーテル
P00ccm

Gーテル
P00ccm

Gーテル
T0ccm

GPテルT0ccm

ﾎ油ベンヂ｝

P00ccm

ﾎ油ペンヂ｝

T0ccm

Gーテル
T0cc皿

ﾎ泊ベンヂン

P00ccm

5ccm
ｶ2回

@，9

@，，

ﾈ　略

@，，

@，，

@，，

@，，

@，，

5ccm
Qccm

@，，

Tccm
Tcc皿

獅モ高

Qcc皿

C，

Tccm
Tccm

Tccm
Rccm

C，

ﾟ

磁工一・

紫紫　紅

　　復1［趣　　細紫

趣徴紅紐
1極　　責

汪~　玖徴澄黄澄黄炉心黄門黄極微類　黄

微2＿3時間後1　控色復量

淡紫

�@紫

W紫
@紫

ｯ　上

[　紫

@紫

[　紫

･　紫

｝ルオ’一ル
，， 50萬分1 四 50ccm

，， ，， ，，
？ ？ ？ ？ ？ ？ ？

，，

?�T0ccm

25萬分1

T0萬分1

　，，

トルオール

T0ccln

H臨テル
T0ccm

，，

C，

，，

C，

，，

C，

欝コ1ニニ　　1 後パラ
g復パラ

g

徴紅

ｯ　上同
@　1

微擾黄

@　上

殆直ちに三
F復量

w直ちに暗
武F

淡紫

[　紫

　　　備考　第1溶痢を以て搬に際しては醤油100ccmに封L稀硫酸（10％）10㏄mの割合に添加し

　　　　　第2槻荊としては何れも沸鮎40－60。の石油エーテルを使用せリ

　　　　　最後の試験に於ては石油エーテル振畳液を蒸嚢することなく0．1％ナトロン滴液（始め5ccm

　　　　　後に1ccm）を以て2回振遷し三水液を10ccmとして反慮試瞼に供せり

　前表申継1振鉾溶剃として墨田テノγの外石油ペンヂン，トノγオーノン，ガソリン等を使

．用したるも何れも水層との分離朕態良好ならず只石油ペンヂンはナフトーノレの韓眠声

態比較的良好なうしを以てタンこン酸を添力nして共乳濁化を防止せんことを試みたる

も失敗に終れう斯くして水層との分離車戸なるの黒占に於てエー・テノレ最も便利なるを騎

噛せウ面してエープノ〆の使用：量は前記の稀硫酸添加：量に嘗ては醤油と同旨若くは倍容

量を適度とすべし．白白振貯法としてはエーテノレ，石油工一丁レ同容量の混液を使用し

．來うしと錐も水層との分離朕態竜比較的可良ならず且つ之を蒸傭回牧して反復使用に



醤油中ベタナフトー1ンの試験法に就て（第三報） 19

適するや否や疑はしきを以て之が使用を避け可及的軍一溶剤を用ひて良果を得んこと

を期したう

　前表際涯2振鍛剤としては石油エニテノンを使用せるも之に代はるに下記の如き品質

の石油ベンヂン（市販化學用品）3種を三士使用したるに次の成績を得た6

　　　　　　　　　　　　　　沸鮎　　　　含量　　　　沸黙　　　　　合量

　　　　　　・F　號　　』40＿70・　　50％　　70・以上　　　38％

　　　　　　乙號　　・・　　45％　　・・　　55％

　　　　　　丙號　　”　　4G％　　・・　　6Gg6

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　八　　　表

検膿2％ビ
　　スル7
番號幽イツト

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1．0％

ナトロ
ン滴液

6L、c2

回

　，，

　，9

　，，

　，，

　，，

10cc宛．

3回

　，，

　　

10cc宛
6－7回

5cc
3cc

　7，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　5cc
水3cc

　5CC
　3cc

　，，

石

ペンヂン

測石

15cc宛
甲

　2回
乙　・・

丙　・・

45」70。

　15c碗
　2回

45－70。

　15cc宛

　2回

　，，

　15cc宛甲
　　2回

乙　・・

　　油

工一アル

40。迄
　15Cc宛
　2回
40。迄2δ％

70。迄60％

　1δcc宛

　2回
45－70。

　15ec宛
　2回

　　，，

　　　中井氏0．1％

剛直。反幽鼎臆脚色1騨一
三北辰1片・哨 柳澤，齋藤氏反回

沈澱の酒
精製ナト
ロン熔竣

5cc
3cc

，，

，，

，，

，う

，，

，，

，，

，，

，，

　

，，

　　　1
徴紫細

　？

　？

紫　　紅

隈　　性

　？

徴紫紅

　？

趣徴紫紅

陰　　性

徴紫紅

　？

燃紅1微。，紅r

　9　　　　　ワ

　つ　　　　　？

紫　　紅、バラ紅

陰　　性．陰　　性

　？　　　？　．

徴紫紅｝淡バラ粒二

　？　　　　？

　？　　　　　r♪

陰　　性．陰　　性

微紫和二微バラ承工

　9　　　　　9

極微紅

淡

陰．

陰

微

陰

？

？

陰・

陰

軽微紅

　？

紅

賦

性

紅

性

性

性

耀黄瀧灘1淡紫
　　　！　　　　　　h
　？　1　？　1ワ
　．i　●　1●
　つ1　ワ　1っ・
　．　　●　1’

燈下参量看登濃紫

な’しAな・し P鮪
．・i・1・

　　　1

徴膿麗鹸紫．

　？　　　　　？　　　　？

，？1’・？

。、」。。鰻

綱欝腿紫
　i？　　　．？　　　？

．備考樋はβナ・・一ル6・鮒・含イ1鰍5a・鵬鰍酸（1・％）・Occm，，エー勉・・…h・

．　　を使用せり

　　　第2振翻は轍せしむる・となくα・％ナト・璃液5cc血及3ccm鯛ひ2回錨し
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　　　　　共アルカリ性水液を直ちに反施：試瞼に供せり

　　　　　‘1511及第12號はβナフトPル50萬分1合有水溶液5cc：11を以てせり

　前表に隔て認むる如く一一ヲ’ノン100cclnに明し1・0％ナトロン液は少くともδccm

以上使用せざる可らず叉工一プノン液の洗砂に供する2％ビスノレフィ。ト溶液は彫りに

多量使用することは之を避くべきなり實にナフトーノ7含有工一力γ液の阻却は野司、k

意を要する事項にして幾多の試験に徴するにビスノγジイット及水の多量使用は勿論少

：量にて竜洗1條回数多きに過ぐるときはβナフトーノレを込共に溶去せらる＼の虞あるこ

とは次の實験に微して明ふなるべし

　本試験に於ては何れもβナフ1・一ノン50萬分ユ含有醤油50cc皿に20％硫酸2・5cem

を加ヘエーカン100ccmを以て振壷レ以下ビスノレ7イット溶液を以て洗1條し或は之1こ

代ふるに水を以てし次に1％ナトロン滴液と共に振晒してナフト・一ノレを弊溶せしめ之

k20％硫酸0．5ccmを加へて酸性となし沸鮎40－70。の石油ベンヂンと共に振盈し更：

に之を0．1％ナトロン滴液と共に二三し妓に得たるアノγカリ性水溶液を以て二二試験

を施せう

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　九　　　表

松駐

番號

2％ビス
ルフイツ
ト

1

2

3

4

5

6

7

8

略

，，

，，

5回
2回

略

，，

，，

，，

繊臨隠
5ccm宛
2回

　，，

　，，

5ccm宛．

2回
5ec聖域

3回
5cc宛

2回

　，＝

㌦c
　3cc

　5cc
水3cc

　5CC
　5CC

　，，

5ccm宛
i3回

　，，

　15ec
　1回

　　

0．5cc

，，

，，

，レ

，，

，，

，，

，，

石　　油

ペンヂン

40－7〔ρ

1δcc宛

2回

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

30cじ

1回

　，，

0ユ％
ナトロ
ン液量

§cc

OCC

，，

，，

，，

，，

，，

8Ce川

1回
10、℃

購乏輪認識il叢

1回「”

　　l　l　l
徴紫和〔微紫紅淡パラ紅｛茨　紅

陰性1 H　　？　　？

　　i　　　I
紫　紅紫　紅淡バラ紅復　紅

　　1　｝　1
淡紫紅淡紫紅復バラ紅同　上

　　i　l　l
紫　紅紫　　　　　　　ラ紅淡　紅　　　　紅パ
同上｝同上！…同上

　　i　I　l
鮮紫紅鮮紫紅鮮バラ紅　　糸工

　　i　i　l
芒髪　紅紫　 紅…バ　ラ　紅｛麦　紅

　　1　　｝　　1

1臓1野洲紫

　？　　　？　　　？

膿叢∵∵
1：酒勾簾1藻

i可　上同　　　上！同　　上

同上髭舞同上

雛責蝠烽P壁上

f：1考　第7，8南回試賑に於ては水洗i漁は｛・7iに10秒聞程度共他は何～しも3分間振畳を以てせ’り
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　前記の試験にようてエーテノン振回液の洗1條はビスノγブイット溶液を略して簡軍に水

洗し以下石油ペンヂン及0．1弩ナトロン滴液による振盟も從來の2回分を合して1回

に短縮する方却って良結果を示せるを認むべし

　更にナトロン滴液の濃度及使用量と石油ベンヂンの使用量に關し二二せる成績を示

せば次の如し

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　十　　　表

紙ピ備燕1蕩鑛、誰翻垂蚤雛腱氏論繍瓦 i隅蔽氏購
1反癒睡i巽澱窺1獲1

㊦印50

50萬分1 2．5cc 100cc 5Cc

Q回
15cc

P回 一
0。5cc

3・，．1　　　　1　　8CC1

P回1回
鮮紫和 紫　紅 バラ紅 淡　紅 双1

　．」直ちに楼機　　色多量

深紫

，9 ，， ，， ，， ，，

一

　　唱po箇l　　l

，，

20cc
P回　1

，， 紫　紅 淡紫紅
淡バラ

g 同　上 同．上 同　　上 同上

，， ，， ，， ，， ，，

20cc

P回 一　，，
P

30cc

P回
　 淡紫紅 微紫紅

微バラ

g 微紅微榿黄
暫時後脳
F微量 淡紫

，， ，， ，， ，， ，，

30cc

k回 一
，， ，， ，， 微紫紅 同　上 同　上 極微紅 同　上

暫時側登
F微量

徴：紫

⑤印100

100寓分1 5cc 150cc ，， ，，

一
1cc

60cc

P回
，， 同　上 同　上 同　上 同　上 同　上

2時開後
~色極微
ﾊ

同上
㊦印δ0

，， 2．5cc 100cc ，，

15cc

潔� 一
0。5cc

30cc
戟E甲 ，， 同　上

微バラ

g 同　上 同　上 同　上 同　　上 同上

　　備考　石油ベンヂンは沸貼45－70。のものを使用せり

　表にようて明らかなるが如く第1試験に於ける方法順序によりて操作するときはβ

ナフトーノン50萬分1含有の場合には鮮明に100萬分1の二合に於て竜微弱ながら明

瞭に共呈色反慮を認識することを得たう然れども中井氏反慮に於てモリブデン硫酸と

の接山面に微量．の汚青色の反慮を混ぜるを以て之れが除去につき研究を進めたう其成

・績次表の如し

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　十　　一　　表

桧瞠βナフト20％

㊦印一ル含量硫酸量
　　　　　1

50

〃

50萬分1

　　

2。5cc

，，

エ＿テ　1ビスルフイ
　　水洗潔
ル副　　　　　1…灘

100cc

，，

5CC

1回

，，

5％5cc2回
　10秒宛

5％5cc1回
　3分間

2％10cc1回
　3分問

1％ナ
トロン

液量

15cc，

1回

，，

20％硫酸

0．5cc

，，

石　　油

ベンヂン

30cc

1回

，，

，，

せスルフ

ィツト洗
i條

0．1％　　20％50ヲ6　中り【二氏

ナトロ
・液量騨、艦」反巌

汚
青

反
態

8cc

1回

，，

1滴L
。L

淡輪＋

微紫紅i＋
　　　1

淡紫綱＋
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，，　　　　　　四

，，　　　　　　，，

，，　　　　　　，，

，，　　　　　　，，

，，　　　　　　，，

，，　　　　　　　　，，

，，　　　　　　　　，9

，，　　　　　　，「

，，　　　　　　　，，

，，　　　　　　，，

・｝・・ド旨1一

・い一5翻回
，，　1”　5ce宛　　＿

　1　　　2回

・i・・1繍、廻
。■．・・≦・二品回；

　　　　　　　

・い■・　一
　　　　　　　

：：1：⊥：＝

：：i：：i：：｝＝

　　，，

　　塑酸
　　酸　性．

　20％硫酸
　　0．5cじ

，，

　　，，
，， @　1　　　，，

・■・

，，　　　　　　　　　，，

，，

，，

，，

i2％3cc！口可

13分間

踊槻回
1

石；由エーテル1

．30cc1回

・；”i一；難殆無

・いi－1一・÷

・1・i一難．・

，・i・・1＿i微紫紅1＋

．i．i－i・i・

　ミ　　　　　　　　　　　　　　

・・

@　i　，・　15　消隻旨餐と糸工…＋

”　．：1滴　・　…↓

・・ @　1　・・　．3　帝ゴ了　　　・・　　1十

　　　　　　　　　　　　　　
・■・．2滴1・引＋
　　　　　　ミ
・　・トi紫紅一

　　備考　石油ペンヂン及石油エーテル1‡共に沸脂45－7〔ρのものを使用せり

　前記試駒によりて沸貼45－70。の石油工一テノレを使用するときは汚青色を呈する成

分を除去し得べきを認めたウ而して石油ベンヂンの同一沸黙に於ける分鯛液を使刑す

るときは依然として反鷹妨害性物質を除去し難きは奇異の現象に似たれども之れ蓋し

假令同一沸鮎を示すと錐も石油ベンヂンは石油工一力γに比し沸黙高き二分の含量多

きによるならんか・然ウと錐も4UD以下の極めて低き沸黙を有するものは之亦下学せ

ざるは前記成績之を立野する所なり之を要するに比重0．60－0．64程度の石油工一ヲノレ

：最も之に適すべきを思惟せしむ

　前表中最後の試瞼に於ける操作方法に從ひ50萬分1βナフトーノン含有醤油より抽

出し得たる反慮試験溶液5CCInを以てモリブデン硫酸試期中モソプデン酸の濃度1％

0．5％及0．25％の場合につきて其三鷹の三岡度を試験したるに0．5及1劣に於ては濃

紫紅色を呈し0・25％に隔ては前二者に比し少しく淡色なるの差あるのみなりき故に既

述の如く三田藥中モリブデン酸の濃度はα5－1％最も三田なるを知るべし

　　　　　　　　　　　四．醤油中βナフトール検査改夏法

　以上直接振三法に就き幾多賓験を重ねたる結果案出せる槍査方法は次の如し

　可検醤油50cc111を内容約250ccmの分液漏斗に取り20％硫酸2・5ccmを添加しエー

カγ5t｝一100c¢mを加へ5分π野以上張振回をなし少時放置し2層を分離せしめて水

暦を分別しエーカン暦は水5ccm宛を以て2回振盈（10秒聞程度）洗1條したる後之に

●
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1％ナトロン滴液15ccmを加へ3分間以上張振盟をなし（下厨の水液は明かにアノンカ

リ性なるを要す）水層を内容約100ccmの分液漏斗に移し20％硫酸0．5ccmを加へて

酸性となし沸鮎40－70。の石油工一力γ30ccmを加へ3分間以上強振盟をなし水層

を分別しエーヲノγ性液に0．1男ナトロン油石8ccmを加へ同様3分間以上振心し（下層

はアノγカリ性なるを要す）下厨液の透明となるを曾て之を分取しβナフト・一ル槍出各

反臣の供試量となすべし

　前上に得たる；粘液5ccmを取りモリブデン硫酸2cc皿を層積せしめて申井氏反慮を

検し残絵の内各1cc皿を以て衣笠辰濃反慮及柳澤齋藤氏反慮並に片山池田氏反鷹或は

αナフチ・一ノレアミン反回を検すべし

　注意　（1）本試験宮中工一テノγ溶液の水洗は軍に乳濁化による中聞薄厨をエーテ

　　　ノレ暦より分離せしむるを目的とするを以て簡畢に10秒間程度張振謝すれば充

　　　愚なム

　（2）βナフトーノレの酸性水溶液を石油工一テノレにて振量する際醤油の種類により

　　　ては乳濁化することあり斯かる揚合には該分液漏斗を40－50。の温湯中に数分

　　　間浸漬するときは直ちに分離せしめ得べし荷ほ完全に分離するには下山の水溶

　　　液を分別したる後石油工一鞭ン液を分液漏斗の上口より他の同容分液漏斗中に

　　　移すを可とす

　（3）エ・一プノレの使用は通例50ccmを以て足るも醤油の種類にようては乳濁化甚し

　　　く分離困難なる乙とあうi斯かる際にはエーヲフンを75－100ccmとなすときは分

　　　離せしめ得・べし

　　　　　　　　　　　　　　　五．総　　　　括

　敏上の試験成績を総括すれば次の如し

1．中井卑モソブデン硫酸試藥は可及的純モリブデン酸を使用するを可とす・若し不

　　純品を用ひたるときは登煙硝酸にて酸化精製するを便とす．純モリブデン酸アム

　　モンは之をモリブデン酸に代用し得べきを認むるも市販品は往々不純物を含有す

　　るを以て寧ろ之よう純モリブデン酸を製出するに若かざるべし

2．モリブデン硫酸試藥中モリブデン酸の濃度は0・5－1％を適度とすべし
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3．不純モリブデン酸及共アムモニウム盟並に醤油の直接蒸重留液中に含有する不純物

　による中非氏反慮の妨害作用を除却せんが爲め有罵氏により耐1膜せらる＼50％

　硝酸添加法は小官等の試験に於ては好結果を得るに至らぎうき

4・醤油を租多量の燐酸にて酸性となし極めて徐々に蒸傭を施すときは反懸妨害性物

　質は初館1液10－20ccm中に右饗拙し爾後の鱈液は多くの場合比較的鮮明にβナフ

　　トーノンの反癒を生起するもの＼如し

5．中井氏直接蒸舘法によう得たる瑠液を合し夏にエーテノγ，石油工・一テル等を以て

　精製するときは不純物は完杢に除去し得べきを認めたう

G．比較的少量の醤油を用ひ工一つカレを第1弊溶瑚として石油工一カンを精製振盗剤

　として專用し更に稀薄アノγカリ液を以て振壷しβナフトーノγを之等の溶剤中より

　水溶液中に移行せしめ以て之等有機溶剤の蒸爾叉は蒸蓼受操作を省略し且つ共回牧

　を容易ならしめ斯くして50萬分1以下微量のβナフトーノレを確實に検出し得る

　方法を案出せウ．本法は比較的短時間内に施行し得べし

　　　昭和四年十月
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ベタナフトーノ・の毒性に均すろ調査報告

技　師　伊　東

技　生馬　　田

幹　愛

義　雄

　昭和4年G月27日付馬洋画504號を以て衛生局長よう醤油にベタナフトーーレ使用

の件に關し之が衛生上危害の麗度を諮問し來れるを以て直ちに調査試駿を行ひ最近之

が成績を得たるを以て次に報告せんとす

　　　　　　　　　　　　　　　内　　容　　目　　次

　第一章緒論　　　　　　　る家兎の組織學的所見
　第ご章　賀験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　第四章　結　　論

　策三章少量のベタナフトールを蓮日経ロ的に投與せ　　　　丈　献

　　　　　　　　　　　　　　第一章　緒　　　論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユラ
　ナフトーノンはα一，β一共に石炭テ・一ノレ中に登見せられしものにして昔カポシ氏によ

う皮膚寄生巌病に慮用せられしも其の吸牧によう蛋臼尿及び血色素尿を起すを認めら
　　　　　ユラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さり

れナイセノレ氏も亦家兎實験に於て之を謹明せう．共の後ブーシャーはベタナフトーノン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
の純品を得之が張き殺菌力を有するを知れう．又シュナイデノレによればベタナフトー

ル及び曹達の等量心尽の1％液は脾脱疽菌の芽胞を96時間にて殺し5％のりゾーノγ

液は10日間にして之を殺せるを知りリゾ・一ノγよう遙に張力なるを報告せり・叉連鎖

朕球菌及チフス菌に封してはりゾーノγより二倍強力なりと

　然して其の毒力に開し彼は更に研究を進め家兎に封ずる致死量を定めたり・則ちア

ノγコホノレ溶液として経口的に與ぶる時は膣電1kgに封し3．8gにて死を來し皮下注射

にては3。09：なうと．叉1．59を皮下に注入する時は蛋自尿を來す滝血色素尿は之の懸

用方法にては致死量を與ムる竜之れを見るを得ず．思ムに吸股の緩慢なるによるなら

ん．1％液（アノγコホノレとグリセリンとを適當に加へて作れる溶液）の静脈内注射にて

は1kgに封し0．（159にて既に痙攣を起し0・OSgにて死に至る・．然れどもi若し門脈内
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に注入する時は同一結果を得るに1倍孚の用量を必要とす．之れはブーシャーの読明

せるが如く肝臓に於て硫酸と複合して解毒さる＼によるものならん

　　　　　　　　　　　　　の
　猫はウ｛ノレレンツ及びず一ジュに依れば遙かに鏡敏にして1kgに閉し0・1gを経口的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
に與ふるも数時間にして死を來す・白色マウスは猫と同様なう（ぺ。ヒ。一ノンド）

　犬は典の大部分嘔吐するの故を以て経口的による中毒を見るは至難なう．然れども

1kgに危し0．5gにて1－1．5時聞にで中毒症朕を登し下痢，血便をともなふ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　多くの哺乳動物（モノレモット，鼠，猫，犬，馬）等に於てウ｛ノレレンツがコーベノγトの

下に行へる實験に於ては皆種々の腺臓器に刺激を與へ其の分泌を高む．虚液流出，涙

液流出，血鼻汁，氣管枝分泌，尿意，下痢等あウ且呼吸困難，細脈膣温下降を見る

　然して之等を剖見するに臨床的観察に一致し各粘膜の炎症及び田血，肺出血，肺肝

凝，腎出血を野犬を除きての動物にては出血性腎炎を見る

　ユ8S6年ブーシャーは偶然にも家兎をナフタリンにて飼育せし際水晶膣潤濁を見た

ウ．その後フランスの眼科醤ノサー及びドーノレによウ水晶膿のみならず平飼にも獲化

を及ぼすべきを知れう．次いで多くの學者に依うナフタリン白内障及び其他の眼下化

に就き主として解剖學的に詳細なる研究行はれだう。然して共ナフタリンに依うて來

る眼養化はナフタリンに依る直接作用にはあらでナフタリンが平内にて少くともその

一部はベタナフトーノンに墾化し共作用に依るものなうと見倣されたう

　　　　　　　　　　　　　ラ
　即ち1901年v・d・HoeVGは動物實駐にてペタナフト・一ノンは毎回水晶膿及び綱膜

に平町を下すべきを確定せう（SnelleDjr，　Ulry，　Sa働er，　sowie　Igorsheimer　und

Rube11）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　ナフトーノγの排泄は主として一部は工一一チノン硫酸の形に於て（レスニク及びネンキ）

行はる＼ものなるもフェノーノレの如く：更に酸化されてヂオキシナフタリンに竜進むも

のなるべし

　ベタナフトーノγは此の如き毒力を有する一方には川前塗せる如くその殺菌力も著し

く張大なるを以て即ちソゾーノγ又はフェノーノンの5倍以上有力にして其1％液は葡萄

四球苗の如きはユ5分にして之を殺しフェノーノレの90分に比すれば遙かに勝れう・

故に近來之が防腐殉としての使用如何は俄かに控頭し來れる問題となれう．然れども
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之が可否に就きて猶詳細なる實験的研究をかけり

　上述し來うしベタナフトールの毒性は主として急性申毒を意味し防腐剤として使用

せし時の如き少量宛連日服用せしめし時の報告を見ず

　よりて小官等は其意味に於ける實験を行ひたるを以て次に報告する事とせり

　　　　　　　　　　　　第二章　實験方法及び實施

　　　　　　　ユの
　先に衣笠技師等がフノγアクリノγ酸其他数種藥物の醤油に封ずる防腐敷力を比較試験

して報告せる際同時にベタナフトーノγの醤油に封ずる防腐力を二二せられその際本剤

が少くと竜其防腐力を登揮するには0．005％を必要とするを報告せられたう

　ヌ衛生局長ようの諮問書に添付し來れる杢國醤油醸造組合聯合會理事長茂木啓三郎

氏の請願書に依るも醸造家がベタナフトーノγを使用するに一石當う二匁にて防腐の目

的を達すと・巳Pち之を換算せば約24000倍にて0．004％強となる・帥ちほ思衣笠技師

等の報告と一致せるを以て小生等も防腐敷力の標準を0．005％にるけり・叉茂木氏に

依れば1石の醤油を1人にて使用するに約十ケ年を要すと・之を1日に換算せば1日

約509を：要する事となる・即ち老若男女を問はず1日約509の醤油を弓取するもの

と見倣：し此庭に健康大入の李均膿重を50kgと假定せば三重1kgに回し1ccmの醤

油を用ひ若し該醤油が0．005％の割合にベタナフトーノレを含むとせば膿重1kgに封

し毎日0．005％｛ミタナフトーノレ1．Occmをとる理となる・此庭に於て小官等は實．験

動物に家兎を選び毎日其三重1kgに封し1萬倍ベタナフトーノレ0・5ccm（0・005％とせ

ば1・Occm）を飼料に混じて経口的に與へ4ケ月に及びし竜のを脱血死に至らしめ肝

臓，肺臓，腎臓，眼球等に封して其組織學的検索を行へめ

　市販ベタナフトーノレはアノγファナフトーノγを混ずるもの多くアノγファ形の毒性はべ

タ型のものに比し遙かに強力なり．依りて余等は之の誤差を避けん爲市販中言も純品

なうと稻せらる㌧カールノ“ウム製のペタナフトーノγを實験材料として使用せ6

　　　　　　第三章　少量のべタナフトールを蓮日経口的に投與せる家

　　　　　　　　　　兎の組織肇的所見

　カーノンバウム製ベタナフトーノレの一萬倍水溶液を4匹の健康なる家兎に其膿重1kg

に郵し0．5ccm宛毎日食料に混じ7月24日よみ始あ12月3日一6日に及ぶ・其内第
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3號は中途にて死せるを以て残うの3例に就いてのみ組織學的徐査を行ひ得たり・同

時に血液の形態學的検査も行へるを以て此庭に併記する事とす．然して其組織學的二

三方法としては動物を脱血死に至らしめパラフ｛ン包痙法を用ひ主としてヘマトキシ

リン，エオヂン染色法に依ウ肺臓，肝臓，腎臓，眼球につき槍査を行へり．所見次の

如し

　　　　　　　　　　　　第1例　2．4kg♀家兎（不如i）

　1：10．000ベタナフト
　　　　　　　　　　1：10．000ペタナフトール憧：重1k9に封ず
　　　　　　　　　　卿ル1口の全投與量るエHの投興量

　　　0．5CCm　　　　　　　　　1。2CCIn

　　　　ペタナフトール飼育前の直打

1虹色素（ザ　一　リ　一）

赤血球、数（トーマツアイス）

白虹h球数（　　　・・　　　）

　白1中性嗜好白血球
鉛川（擬エオヂン細胞ヲ合ム）

掛・ヂ・嗜好・一

読1牒性嗜好白血球
下レト　淋　巴　球

　ム　

サ医　淋　巴　球
染1

鮎禰胞及び移行形

　　62

6．000，000

　9．000

　42．8％

　0．4％

　　0
　44．8％

　7．2％

　4．8％

　投　與　H　数　　　　投塗せる全絶封量

24／VII，？9よリ6／Xll，ユglこ至

　　　　　　　　　　　　17．32nlg。る136日問

　　　　　　　飼育後136口目の1図像

　　　　　　　　　　62

　　　　　　　　6．6489000

　　　　　　　　　12．600

　　　　　　　　　37．6％

　　　　　　　　　1．2％

　　　　　　　　　　　0

　　　　　　　　　30．8％

　　　　　　　　　27．696

　　　　　　　　　2。8％

　致死前の瞠重は2．Okgにて経過中外見的に少しの異状を認めず．又水晶膿潤濁を見

ず．尿の蚤自1こ就きては州県注意せしにユ5／XL，g頃よウの尿に煮沸試騎にて毎回痕跡

の蛋自．尿を引しも血尿は之を全く見ず

　剖見ずるに肉眼的に著明なる混化と認めしものを述ぶれば右肺臓下葉に比較的廣範

なる出1血．竃を見，鰯するに多少硬なウ・肝臓は黄謄を瓜はしむる如く著明に褐黄色を

呈しアチヌス著明なり．腎臓は外見上何等の鍵化なき如く被膜は容易に剥離し得．叉

切断面にも異常を見ず

　四鏡するに肺臓は肉眼的所見に同じく一・般に充血を呈し肺胞内に多量の出血を見，

所によりては小山三枝中にも小出血を見る．又所々の肺胞内に1よ液性滲出三白」血球遊

　　走肺上皮細胞の脱落を言忍む．旧例は三箕験例中最も高度の病毛塗を呈せり（節1囲参
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照）

　肝臓・アチヌス著明にして小楡膿管は殆んど全部謄淵△を以て充浦し著しく憤張せり．

叉中心静脈附近の肝細胞間の謄毛細管中にも大なる謄汁滴を見る，然して」般に中心

削鮒近の肝細胞は原形質の構造不明にして染色悪しく前場解不良勧r（第2圖

参照）

　腎臓．前二者の如き著明なる礎化なきも一般に租≧充血を由仁に腎綜毬に著明にし

てために杢膿として多少肥大せるを認む・從ひてポーマン薬嚢の内外二葉間の室隙は

狭少なウ，叉曲細尿管の上皮細胞は多少腫張し果粒も亦壇回せるものの如し

　眼球．水晶膿異常なく殆んど礎化を見ず

　　　　　　　　　　　　第2例　2．3kg♀家兎（不姫）

1：10．000ペタナフト
ール畳豊重1kgに封ず　　　　1口の全尾與琵
る1口の投四二

　　0．5ccn1　　　　　　　　　　　　　　　　　1．15CCIu

ベタナフトーノL飼育前の1血像

　血．色素（ザーリー）
赤」血．球数（卜一マー，ツァイス）

白血球数（・・）
　　中性嗜好白血球（擬エオヂン細

鼠毛讐㌧嗜好・血球

難騨騨。球
　　六　　　淋　　　巴　　　球

　　軍　　細　　胞　　及　　移　行　型

　　65－

7．293．000

　10．900

　5L2％

　0．8％

　　0
　38．0％

　16．0％

　2。4％

　投　與　日　数

241VII，黒9より41XII，2gFこ至

る134日間

投與せる全絶週・量

　15．411119

飼育後の血像

　　63層

6．000．000

　9．400

　29．2％

　O
　o。4％

　57．6％

　10．0％

　2．8％

　致死前の膿重は2・6kgにて経過中には第1例に同じく著明なる異土なく水晶膿異

常なく尿所見は20／XI，・9頃より煮沸試、1瞼にて痕跡の蚤白を認めしに過ぎず検鏡するも

異常なかOき

　隠見するに著明なる縫化は肝臓に見られ第1例と全く同じ所見を呈し肺，腎，眼球

には肉眼的には異常を脇見し得ず

　槍嚇する、に

　肺臓は第一例と略≧同所見なるもその程度は租≧輕微なう
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第1圖

　　　　　第1例　2．4kg♀家兎
136口問に全・量17。32m9の’くタナフトールを毎日終口

的に與へしものの肺臓，ヘマトキシリン，エオヂン染色
接大L182肺胞内に著しき山田を認む　　　　　　　　　　　　　　　第　2　1団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1例　と同じ家兎
　　　　　　　　　　　　　　肝臓：‘ヘマトキシリン，エオヂン染色　接大1：182
　　　　　　　　　　　　　　全覗野の小韓膿管著しく撲張し且其中及中心艀脚甘近
　　　　　　　　　　　　．．・の毛脆管に膿汁の馨滞を見る
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肝臓．所見第］例に同じ

腎臓，所見第1例に同じ

眼球。礎化を認めず

　　　　　　　　　　　第3例

痴愚霧1筋飯島髄・日・全投戴

　　　　0．5ccm　　　　　　　　　　1．1ccm

　ベタナフトー乃飼育前の」血液像

　血色素（ザーリー）　59
　赤血球数（卜一マ，ツァイス）　5．356，000

　　白血1球数（　・・　）　 14．000

　　　　編1躍暮鯵（擬エオヂン　5協

　齪・オヂ・轍伯麟　　・

　　）大淋巴球　　　　　　　　　　　　　　　　12．4％

　　　　翠紬胞移行型　 3．6％

2．2kg♀家兎（不妊）

　投果日数　鰍せる全繊撤
鐙懸㌔寄／XI阜gに　1・63m・

　　　　　　飼育後の血液像

　　　　　　　55

　　　　　5，028．000

　　　　　　9．400

　　　　　　53．6％

　　　　　　　　0

　　・　　　　　　　　0

　　　　　　27．6％

　　　　　　14．4％

　　　　　　4．4％

　経過中本例に於ては全く異常を認めず・蛋白尿も之を登見し得ざうき

　剖擁するに肉眼的には何等異常を見ず

槍鏡するに

　肺臓は氣管弦及び肺胞の所々に液｛燈性浸出及び自血球遊走を認め一般に充血を認め

しも出血は之を見ざうき

　肝臓．黄膿色なき竜小葉間結締織租≧多くアチヌス著明にして細胞索の間隙塘大せ

ウ

　腎臓．眼球に獲化を見ず

　以上の實験成績を綜合する1と最竜著明なる組織學的鍵化は肝臓及び肺臓に存し腎臓

に於ては一例を除く他の二例に於て輕度の鍵化を認むるのみ．眼球には杢く憂化を見

ざウき．要之肝臓に於ける著明なる遜化はブーシャーの言へるが如く膓管より吸牧せ

らる㌧ベタナフトーノγの肝臓に於て解毒さる＼際受くる害によるなるべし
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　　　　　　　　　　　　　　　第四章結　　　論

以上の實験の結果結論を下す事次の如し

1．ペタナフトーノレを膿重1kgに劉し0．5mg宛蓮日経口的投與を行ひ133日以上に

及ぶ家兎の肺臓，肝臓，腎臓は一定の病的痩化を受くるも腎臓の鍵化は他の二者に

比し極めて輕微なウ

2．依うて之を醤油防腐剤として用ぶるは不適當なウと認む　　　　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　丈　　　　厭

（1）　KaposiドWieIler　med．、Vochenschr。1881　NL£2－24．

（2）　A．Nei5ser，　ZeIItralb1．　L　med。、Viss．19，545（18SI）．

（3）　BQucllard．　Compt．　rend．　Acad．　d．　Soiences　105，702（18S7）．

（4）　H．Sこ｝meider，　ZeitschL　f　Hyg．　u．1nfektlσ∫1skht．52，534（1909）．

（5）　J．1・e5こ逗ge，　GJn1Pも．　reユ1d．　Soc．βjoL　56，853，972，10」6，1028（19⊃6）．

（6）　II．：Beじhold，　Zei七scsch蔦f．　Hyg．　u．　Infektio皿skht．〔塙112，137r1906）．

　　　　　　　　　　　　　　　●
（7）　、Villenz，　aus　Heffters】E【and－buch　d．　exp．　PharmakoL

（8）　v．d．　IIQeve，　Gr江le3　Arclliv　f．　OphぬalmQl．53．74（1902）．

（9）　M．Lesllik　U．M．　XenckちBe乙d．　chem．　Ges　19，1δ34（1886）．

（10）衣笠，服部；衛生那珂所彙報　第32號

く

ノ
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飲食物中サリチール酸の試験法に就て

技

技

技

　　　　　　　　　　　　　内　　容

第一章　緒　　言

第二章　肉類中のサリチール酸試験法に關する

　　　研究
　　從來の試験法の不備と共改良に就て

　二、エーテル抽田法に就て

　三、硫酸による酸度とエーテル暦の乳濁化と

　　の關係に就て

第三章　味曾醤油中のサリチール酸試験法に關

　　する硯究
　一、過クロール餓及ミロン爾反回を以てする

　　試験に就て

　　　　　　　　　　　　　第一章

師

手

生

目

衣

服

岩

部

笠

兀

安

豊

藏

恒

次

二、味曾醤油中のサリチ隔〃酸の類似反慮に

　　就て

　　從來報告せられたるサリチール酸の呈色

　　反晦に点て

四、

五、

第四章

第五章

第六章

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒

　サリチーノレ酸は飲食物の防腐湖として古來最も慣用せらる＼ものなるを以て飲食物

よう之を槍出する試験法は極めて重要なることに厩す然るに屡々食品の性状に依り杢

くサリチーノレ酸を含有せざるに拘はらずナリチーノレ酸類似の反懸を生起し営めに其の．

存在を誤認せしめたる例勘からず

　從來サリチーノン酸に封ずる敷種の鏡敏なる呈色反回懸用せらる＼も未だ固有の反慮

登見せられざるを以て一定の試験法を確定する乙と不可能なり故に可槍物質の種類に

癒じ種々の精製操作を施し之に各種の呈色反慮を慮用し以てサリチーノγ酸の存否を推

定せざるべからず

　之を文獣に徴するに果汁，葡萄酒類，肉類，鶏卵，珈三等に就き施行せられたる試

鹸報告殆と枚墨に蓬なきところなる竜未だ各種の食品に勤し共通的に慮用し得べき良

法無きは頗る遺憾とするところなう然るに小官等は今回小魚類の佃煮申に惹起するナ

　サリチール酸呈色反慮の鏡敏度比較試瞼

　味町中サリチール酸の特別試刷法

　食品中サリチール酸槍出に封ずる一改

　良法に就て

　結　　論

　総　　括
　　引用文献

言
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リチーノン酸の類似反磨に就き之れが鑑別試験法研究の必要に迫られ之を機とし從來最

竜類似反癒を呈するものとして知られたる旦」ミ喰醤油等に就きて竜亦種々貴瞼を重ね從

來施行せられたる試験法に改善を加へ類似万慮を生起せる場合之を究明し確實に判定

し得べき各種の反慮に就き研究し以て是等の類似反鷹を生起し穿き肉類又は味噌醤油

等の中に添加せられたるケリチーノレ酸を明確に鑑識し得べき一新改良法を案出せウ今

之れが研究の経過並に試駿成績を示せばヲくの如し

　　　　　　　第＝章　肉類中のサリチール酸試瞼法に關する研究

　　　　　一．從來の肉類中サリチール酸試験法の不備と其改良に就て

　楡膣に適當なる溶剤を用ひてサリチーノン瞭を才由出精製したるものに就き過クローノレ

鐡並ミロン氏反慮を検し以てサリチール酸の存否を到定する方法は從來最も廣く採用

せらる＼試雅法にして日本薬學會衛生調査委員倉協定のサリチーノレ酸槍査法も亦本法

に披れるものなるが本來是等の反回はサリチーノレ酸の固有反慮に非るを以て屡々サリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
チーノレ酸を全く含有せざる食品中よウサソチーノレ酸に酷似せる反慮を生起し大なる過

誤に陪らしむること少からず・故に欧米に於ては〔％に1900年代ようサリチーノレ酸の

固有反慮に就き試験せられたる丈獣少からざる竜未だ適當なるもの登見せられざるが

如し然りと錐も之を比較研究するに少くとも現在の過クローノン鐡並にミロンの爾反慮

のみによりて鑑識せんとする方法に比し遙かに優良なるを断言するに揮らざるところ

にして寧ろ我国の食品中ずフチーノレ酸試騎法の何等顧みられずして今日迄放任せられ

たるを不審とする竜のなウ而して口本藥學倉衛生調査委員會協定のナリチーノ〆酸検査

法申肉類の試騎法に關するものを示せば次の如し

　細釧せる槍膣509をベツヘノレに取う2％炭酸ナトリウム溶液50ccmを加へ善く

混回して均等なる扉粥状となし丁丁聞冷・浸したる後時計硝子にて覆ひ沸脳｝重湯煎中に

時々1・蓬拝しつ》i≧時間加熱し温に乗じ内容物をガーゼ上に移し魅漉し漉液にクローノン

ナトリウム5gを伽へ稀硫酸を以て酸性となし加熱して沸騰するに至高冷後濾過して

得たる澄明なる演液にエーカン及石油工一ヲ7ンの等分混和液絢同容量を加へ暫く野壷

すべし此際工一プノレ層乳濁歌を呈する、ときは分離せる澄明の水雁を分男Uし乳化せるエ
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一ヲノレ層にクロ・一ノレナトリウムの粉未5gを加へ適度に乱暴し斯くしてエーテノン層全

く分離するに至う水5ccmと共に2回振盛洗1濾したる後乾燥濾紙を用ひて甕皿中に濾：

潔し水頭1cc皿を加へ低温を以てエーカγ分を蒸登し共残渣にクロロフォノγムを加へ

て善く撹和し小分液漏斗に導入し水1cc皿及新に製したる・0．05％過クローノン餓溶液1

乃至2滴を混和し振盟すれば水層は紫色を呈し之を硫酸軸性となすときは脱色す又残

渣を少：量の水に溶解しユ0％硝酸々化乗溶液2－3滴を加へ2分間煮沸し稀硫酸2－3

滴を加へたる後ユ％亜硝酸ナトリウム溶液を滴加すれば赤色を呈す（ミロン氏心慮）

　小官等は前記の方法に從ひ東京三越及松坂屋爽涼のワカサギ佃煮，青森漁民罐詰ワ

カずギ飴煮並にノ・ぜ及自走の佃煮を購入し之に就き試験したるに何れ竜過クローノγ底

反鷹陰性を呈し松坂屋フカサギに就きてミロン氏反慮を面したるに是亦陰性を示せり

次に松坂屋フカずギ及ハゼ佃煮にずりチーノレ酸を種々の含量に於て混和し試験を施す

に1萬分1の割合に添加せるものは過クローノγ鐡反言に於て陽性を示し2萬分1に於

ては多くは陰性を示し時として陽性を呈する等不確實にしてミロン氏心慮は何れも陰

性なうき

　是等の試験成績に徴し本法は極めて不在敏なるのみならずエーテノレ石油エーテル暦

は著るしく乳濁化し之をコ書夜以上静置するも爾ほ且つ分離完全ならざる留連あう其

分離せるエーテノン石油工一テノレ居は槍禮の種類に掩う℃は脂肪共他色血合にようて署

るしく著無し共感登残渣をクロ、フォノγムに溶解し過クローヲン餓溶液にて麻裏すると

きは是等の不純物にようて水暦に紛はしき色相を生じ以てサリチ・一γ酸の呈色高慮を

著るしく妨害して之を不鏡敏ならしめ叉過クロール餓反鷹及びミ亡ン氏反映を瞼する

πめには別々に懐乱を秤姦し少くと竜2回同一抽出操作を反復せざるべからざる等幾

多の敏黙を有するものなることを認あたう

　然る1こ凋逸國公定肉類中サリチ・一ル五爵査法を観るに前記能動會の協定：法と少しく

異劾二弓・唯振撒の灘蹴を一旦ク・・シ・・γ醸溶解せしむることなぐ直

ちに共残渣につき過クローノレ餓反慮を楡する竜のにして其際著名なる藍紫色を呈する

ときは之を以てサリチーノレ酸存在の徴とせらる小官等は或は寧ろ猫逸法の優れるにあ

らざるかを思惟したるを以て松坂屋フカサギ及鍵詰ワカサギ飴煮につき本法を試みた
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るに渦クローノレ銭にようて著明に帯赤紫色を呈せう次に飴煮製品の過クローノγ銭によ

る呈色溶液を硫酸雨性となしエーラノレを以て振量韓溶せしめエ・一プノン分’を蒸散せしめ

残渣を桑毒忌の方法に從ひ過クローノレ鐡を以て試験するに依然として陰性なうき更：に

三越及松坂屋ワカずギ及白魚の各佃煮につき藥學會法に從ひ試験し得たるエーヲノγ石

油エーテル混液による高富抽出液を蒸散せしむる乙となく直ちに0．05％過クロー川鍛

溶液と共に振心するに其水層は何れ竜旧著なる帯赤紫色を呈せり出て水暦の紫色を呈

せざるに至るまで同上過クローノγ鐵溶液を以て数回反復振撮し各水性液を合し之を硫

酸々性となすに稽淡色となる竜杢く消失するに至らず

　次に之をエーテノγと共に振寂しエーテノレ層を分取しエープノγ分を蒸散せしめ共残渣

につきミロン氏反言を楡するに何れも陰性を示せう更に三越ワカずギを同様に庭理し

得たる過クロPノン餓による濃紫毎の水溶液をクロ・フ才ノンムにて藪回反復振壷するに

クロ、フォルム振二三は櫻實紅色を呈し水盛は大部分脱色し只僅微の類紫色を呈せウ

叢に於てクロ、フォノγム溶液を2％重炭酸≠トソウム溶液にて数回振心するに從ひク

ロ、フォノンム層は終に無色となれり依て水液を硫酸々性となしエーテノンにて振面しエ

ーテノレ分を蒸散せしめ残渣につき過クロール餓思慮を試むるに淡紫紅色を呈せう侮前

記無色となれるクロ、フォノレム液を蒸散せしめ残渣につき同様に過クす一ル鐡反鷹を

滅するに是亦淡紫紅色を呈せう

　以上の試騎によりてフカずギ及自魚の佃煮中にはサリチーノン酸類似の過クローノγ鍛

反命を呈する成分を含有し硫酸声楽に凡てエーヲ’ノγ石油工一カン寸地にて振撮すると

きは之に轍容：するを認めたう而して之につき日本藥學會衛生調査委員會協定法を殿守

して試．験するときはサリチーノン酸を混威せさるものは陰性の結果を來し良好なるが如

きも之に2萬分ユ以下の割合にずりチーノγ酸を混和せるもの戸冠陰性にして鼻鏡敏な・

るを免れず猫逸公定法はワカずギ等の佃煮に封しては全然活用するを怨ず蚊に於て漏

れが改良試験法の必要に迫られ種々實験を重ねたる結果酸性自土を慮用するときはエ

ーテノレ振猛液の乳濁状を破壊し且つ精製の目的を諭し極めて良好なる結果を得べきを

確認し次の改良試験法を案出せう

　櫨膣50gを鼠取し之を陶製乳鉢内に鵜確硫漉して可及的均等の痴態となし次に之
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』を2％の炭酸ナトリウム溶液50ccmを以てベッヘノ7／内に洗入し善く混回して均等な

・る靡粥状となし30分間冷浸したる後時計硝子にて覆ひ沸騰重湯向上に時々撹乱しつ

、30分聞加熱し温に乗じて内容物を木綿布上に移し歴渡し残渣に少量の熱湯を加へ

て再び歴漉し洗熊を初めの漉液に合しクローノγナトリウム5gを加へ稀硫酸を以て酸

’性となし加熱して沸騰するに論う冷後面硫酸5ccmを追加して分液漏斗中1こ濾面し妓

に得たる澄明なる濾液に一団チノン及石油工一ヲ’ノγの等分混和液約同容量を加へ30分間

1説く二二し放置すべし此際工一チノン層乳濁歌を呈するときは分離せる澄明の水厨を分

別し乳濁化せるエーテノレ層にクロ・一ノγナトソウム5－109を加へて飽和せしめ適度に

・振聴し斯くして可及的水層を除き次に乾燥酸性自土5－109を加へて高取しπる玉露

’明のエーテル液を別の分液漏斗に移し（必要の揚合には乾燥濾紙を用ひて濾過すべし）

馳2回各5ccmの水を以て振幅洗濃し乾燥濾紙を用ひてエ・一テノレ液を小べ。ヘノレ中に馬

入し水約1ccmを加へ低温を以てエーカ警分を蒸歯し残渣を少量のクロ、フォノンム及

水を以て小分液漏斗中に洗虚し振嘉し水層を分別し之に少景のクロ、フォノγムを加へ

一て再び振恋しクロ、フォノンム振鑑液を合し水晶2ccmを加へ新製の0．05％遇クローノレ

ー鐵溶液2滴を加へ振蛋して水層の紫色を呈するや否やを乱し次に前上鐡溶液3滴を添

加し虚血して呈色の有無及色調を乱し更に同上試藥5滴を追加して同様に瞼し最後に

10％過クローノγ鐵溶液1滴を加へ振面して検すべし斯くして水層紫色を呈するとき

1は之を分取しク切・フォノレム暦に水2乃至3ccm’を加へ同様に過クローノン鐵溶液を加

へて振漏し此操作を反復して水層紫色を呈せざるに至う呈色せる振盤水液を合し少：量

・のクロ、フォノンムにて振幅洗溌したる塩水液に稀硫酸を加へて酸性となし2回約同容

量のエーテノγを以て振面しエーカン液を合し少量の水を以て2回洗面したる後口一テ

ノレ分を低温に蒸散せしめ残渣を少量の水を以て試験管に需品し総量を約5ccmとなし

10％硝酸水銀溶液2－3滴を加へ2分間煮沸し冷後記硫酸2滴を加へたる後1ヌ6亜硝

酸ナトリウム溶液3－5滴を加へ：放置すべしナリチーノレ二叉は共盤類の存在に於ては

一赤色を呈す（ミロン論証慮）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　今本法を慮卜して束京市販ワカサギ佃煮、』錐詰フカサギ飴煮，白魚，ノ・ぜ，アミ，

＝アサリ及鮎の各佃煮等に就きて施行せる試験成績を掲ぐれば次の如し
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山

＼反㈱頁

培灸日ユの手壼貰真

三越ワカサギ佃煮

同上桧盤にサリチー
ル酸11δ萬添加
同上にサリチール酸
1／10萬ε云加

松坂屋ワカサギ佃煮

同ヒ桧燈にサリチー
ル酸1／2萬添加
同上ワカサギにサリ
チール酸】μ0萬添加

琵詰飴煮ワカサギ

同上雪囲にサリチー
ル酸1！10拍’ξ添加

白　蕉　佃　煮
阿上訴麗にサリチー
ル酸1110萬添加
鮎　　　　f「n　　　≡煮

同上桧登にサリチー
ル酸1／10鶏添加

．ハ @　ゼ’　佃　　煮

ア　　ミ　佃　煮

ア。サ　リ　佃煮

白舌，．（ホごイ■し）

過　　　ク　　　ロ　　　一　　　ノレ　　歩糞　　反

0．05％過ク・一ル鍛1叡ヒ

2　　満 3　　僑 5　　滴

三〇95ゴ＆クロ

ール戯溶：言淀

呈色せず

微声｝赤紫色

呈色せず

呈色せず

美紫色
呈色せず

呈色せす

呈色せず

呈色ぜず

呈色せず

復石1；赤紫色

呈色せず

呈色せず

美　紫色

呈色せず

呈色せず

彼怨撃赤紫色

呈色せず

微帯赤紫色1淡富岳斐旨色

　　　　｝
呈色せず　呈色せず

呈色せず　呈色せず

呈色せず　呈色せず

呈色せず　呈色せず

呈色せず　呈色せず

呈色せず　呈色せず
　　　　「

1　　滴

過クロール
戯呈色液の
窃三繧麦酸｛生1こ

よる呈色の

匡」コ挨々｛生過

クロール鍛
呈色液のエ
ーテル振穀
そ受母：液の呈

色朕況

ミロン氏

反

捌せず1淡紫紅色． w艶せずl

l欝灘難ず螺：1：難

　　　　1　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　美　紫　色；濃　紫　色弓台脆写す　　　　一
　　　　1　　　　；

姦響騰1難き羅i雛

呈色せず　；平信紫紅色1　＿　　　　一

　　　　l　　　　l
帯赤紫色．帯赤紫色；殆麗色す　1焦　　　色

微繊色論算計，。眺す繍艶
無記艶！嚇紫色1堺臓色す1三二艶

呈色せず　呈色せず　　　一　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　
期せ`撤せず・一［一
呈色せず　｝呈色せず　1　一　　｝　一

呈色せボ　i呈色せず　1　一　　｝　一
　　　　　　　　1

微帯赤紫司陰　性

無　　色！淡紅色

微　紅　色

目　　　性

∫τ頁ミ｝なる宗工

色

役紅　色

陰　　　性

微　紅　色

陰　　　仕

後山　色

陰　　　性．

微紅色、

　前記試験成績を掘るにノ・ぜ，アミ及アサリは既に過クローノレ戯反慮陰性を呈しワヵ，・

サギ，堅魚及鮎は何れも著明なる過クロール鐵反立を生起するもミロン獄屋慮は杢く

陰性を示し之1こ1．0萬分ユの翻合1けジチーノン酸を自力；1せるものは明かにミロン氏反

慮陽性を呈せり・過クローノン二二鷹及ミロン一反慮はサリチール酸の特異反慮として．

從來最も推奨せらる㌧ところにして前蓮の如く薬學倉協定飲食物防腐布強気法中にも

該2法を採用せり然るに飲食物の種類によりて｛ま之に含博する常成分中過クローノレ餓．

によ6類似反身を生起するものあるを以て特に注意を要：す即ち喋噌・醤ll駐の如きは其．、

適例にして之等は特にサンテール酸を混和せざる竜のと錐も常法に從ひ試験を行ふと

きは往々過クロール鐵によウ紫色乃至紫紅色を呈し以てサリ．チーノン酸の存在を誤認せ

しめたる例珍からず然るに此等の類似反慮とサジチーノン酸の反唯とは自ら差異あ姥臣
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ち後者は過クローーノレ鐡によりて紫地色を呈し之を稀硫酸にて酸性となすときは直ちに

脱色し類似反慮に於けるものは硫酸熱性となすも容湯に脱色せず却って共色澤鮮明と

なることあるを以て爾者之を虚誕し比べしとなす竜のある竜類似直直を生起する飲食

．忌中サリチーノン酸を含有するときは之によウて判別し得ぎるべし叉ミロン氏反癒はサ

リチーノン酸を含有せざる味噌，醤油中よ6類似高慮として生起することあるを以て総

ての飲食物にi幽しサリチーノレ酉愛の検出反唇として之を鷹志し得るや否や疑問なうと難

前記小魚族の佃煮類に到・してば小官等の試験せる範囲内に於ては気心鷹何れも陰性を

示し類似反慮を認めざうき

　　　　　　　　　　　　　＝二．　ユ：　・一　テ・ノレ書由　出　5去　　　　　　　　　　　　　　　‘

　從配食晶中よリサリテール酸化の滋雨成分の抽出には一般にエーテノン及石油工一テ

ノγの同量混液を使用す之れ蓋しエーテノレのみを使用するときは種々なる黒占に起て便利

なる竜工「チノンは溶解力強きを以て他の不純物も亦多く随伴し大ひに精製の目酌を妨

害するに反し石油洞窟テノレはサリチール酸の如き杢く之に不溶なるが如くエーーオノンに

面し溶出力極めて劣る竜のなるを以て之により不純物質の轄溶を制限するに外ならず

．叉溶剤の乳濁化を著るしく紗からしむる爲に慮用せらる＼ものなりとの説あるも必ず

・しも然らざる場合あるを認む

　小面等はエーテルを以てエーカン石油エーテル混液に代用せしめんとするに當う各

’方面より研究し溶剤の乳高張虹に精製の目的を完全に達し良好なる結果を得たウ

　一般に溶剤の乳濁化は可槍溶液の酸度と極めて密接なる囲係を有するものにして共

遊離鑛酸の酸度を短髪ならしむるときは全く乳濁化することなく1－2時間にして完

全に分離するを認めたう即ち前記改良試験法に述べたる「漉液にクローノレナトリウム

・5gを加へ稀硫酸を以て酸性となし加熱して沸騰するに至う冷後払硫酸5ccmを追加

し分液漏斗中に肩入す」の代うに「古年にクローノレナトリウム5gを加へ21）％硫酸

’を加へてコンゴーロート紙を以て面するに微弱酸性（類紫色）を呈するに到らしめ更

・に同硫酸2ccmを追加し張酸性を呈せしめ加熱して沸騰するに到らしめ冷後分液漏斗

やに濾謝す」の如く庭心するときは溶剤は全く乳濁化する乙となく完全に分離し得べ

し從って酸性白土の使用量も前記試験法に比して著るしく少量即ち3－5gにて充分
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にしてこの際に於ける酸性自土は乳濁液の羽裏を目的とするものに非ずして溶湖中に

聴溶せる色素等の爽財物及び混入せる水分を除去するにあウ而して本操作によりて浸．

盟抽出液は殆ど全く無色透明を呈するに到るべし

　次に前記抽出液の蒸登残渣を溶解せるクロロフォノレムを水5ccmを以て二品し之を

分離しこの操作を約3回反復し各洗液を別々の試験管に容れ過クローノレ鐡溶液を加メ、

るに第1回洗液は最も多量の不純物を含有し多くの揚合汚藍色を呈し第2洗液は汚禍

一汚類黄色にして第3洗液は微類赤紫色を呈することあるを以てサリチーノγ酸の反慮．

に類似するときはクロロフォノレム液を以てせる盤化鐡呈色液に合併しこの際注意して．

可及的完全に洗回するときは爾後の操作を著るしく良好ならしめ得べし

　小官等は次の實，瞼に於てフ’カずギ，ノ’ぜ，アユ，アミ，アサ・リ，白魚等の佃煮類，

白魚のボイノγ，牛肉大和煮及佃煮等と之に10萬分1の劉合にナリチーノγ酸を混入せ

しめたるものにつき夫々エーカレ抽出法とエープノレ石油工一プノン混液抽出法の爾者を

比較封照しエーカン抽出法の優良なるを認めたり共成績次の如し‘

　槍’山中ユ0萬分1の割合にサリチF一ル酸を添加せるものは鵜島研磨せる謡曲50gに

0．01％サリチーノレ酸溶液0．5ccmを添力nし更：に水50ccmを加へ均等の靡粥歌となし蒸．

卜して面容に復し調製せウ

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　二　　　表

＼　＼、、
　　　　　　　反絶：の種類

　　　　　ll£＼
絵心の種類　　　1㌃1　＼＼、

　　　　　　　の櫛亙＼＼

四丁≧ワカーり’ギ利三實fln

煮

同　　　　　　　上

同上絵農にサリチ＿
ル離1／10萬添加

同　　　　　　　」二

松坂屋ワカサギ秤貰
佃煮

同　　　　　　　上

同志昌昌にサリチー
ル’_　　111し】ヨケξ　　ゴ朶力瓢

同　　　　　　　上

エ　一　テ　ル

石汕工Pテル

エ　P　テ　ル

エ．　一　テ　　ル

石油二一テル

エ　一　テ　ノレ

エ　一　テ　ノレ

石油工一テル

エ　一　テ　ル

エ　一　テ　ル

石油工一テル

エ　一　テ　ノレ

沿クローール戯反
0．05％辺クロール∫筑1審ffと

ほO％言芭ク

iロール戯
コセほり　コ　ロリ

」’‘－ @、ノ7
‘1計fl㌔

2　言i茸

呈色せず

倹鋼帯
赤紫色
呈色せず

役　　帯
赤紫色
呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

3　言、：、

呈色せず

微　　帯
赤紫色
呈色せず

役　　帯
赤紫色
呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

5　消　　 1　滴

邊クロール
鉄呈色液の
硫殻i鞍性に

る墨色の饗
化

呈色せず

淡　　帯
赤紫色
呈色せず

淡　　帯
赤紫色
呈色せず

呈色ゼず

呈色せず

呈色せず

灘。色1殆艶せず

　　　｝
窃｛赤紫色」殆脱色せず

言提　　　弔事看？淡色とな

赤紫色る
　　　著しく淡色幣赤紫色
　　　　となる

淡紫紅色殆脱色せず

総画鑓1

硫酸々牝言＆

クロール戴
呈1色液のエ

ーテル民田
後母液の呈
色肌況

復幣赤色紫

殆，脆色せず

復帯赤紫色

二二赤紫色

微石｝赤紫色

復右1；赤紫色

ξ．堀1｝＝赤紫色

巨茨｛1卜赤紫色

ミロン‘

氏反匹1

陰性
陰｛生

紙紅色

微紅色

陰　｛生

陰性
役辛絶

微紅色．
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三越ワ　カサギ
飴　　煮　　銀　　詰

同　　　　　　　上

同上検盤にサリチー
ル酸1110萬添加

同　　　　　　　　上

　　　　　　1
鮎　　　継　　　幽

門　　　　　　　上

同上検髄にサリチー
ル酸ユ110萬添加

同　　　　　　　　上

ア「 ~　佃・煮

同　　　　　　　上

同上検膿にサリチー
ル酸1110萬添加

同　　　　　　　上

ア　サ　リ　佃　煮

同　　　　　　　上

同上桧盟にサリチー
ル酸1110萬添加

同　　　　　　　　上

司　ゼ　佃　煮

同　　　　　　　　上

同上検盤にサリチー
ル酸1／10萬添加

同　　　　　　　　上

白　魚　佃　煮

同　　　　　　　上

同上検禮にサリチー
ル酸工110萬添加

同　　　　　　　上

白　魚　ボ　イ　ル

同　　　　　　　上

同上検髄にサリチー
ル酸1／10萬添加

同　　　　　　　上

目　　肉　　佃　　煮

同　　　　　　　上

同上検燈にサリチー
ル酸1！10萬添加

同　　　　　　　上

牛　肉　大　和　煮

同　　　　　　　上

エ　一　テ　ノレ

石汕工一テル

エ　一　テ　ル

エ　一　テ　ル

石油工一テル

エ　一　テ　ル

エ　一　テ　ル
石油工一デル

エ　一　テ　ル

エ　一　テ　ル
石油工一テル

工　一　テ　ル

エ　一　テ　ノレ

石油工一テル

エ　一　テ　ル

エ．　一　テ　ル

石油工一テル

エ　一　テ　ル

エ　一　テ　ノレ

石汕工一テル

エ　一　テ　ル

エ　一　テ　ル

石汕工一テル

エ　一　テ　ノレ

エ　一　テ　ノレ

石油工一テル

エ　一　テ　ル

エ　一　テ　ル

石油工一テル

エ　一　テ　ル

エ　一　テ　ル

石油工一テル

エ　一　テ　7レ

エ　戸　テ　ル

石油工一テル

エ　一　テ　ル

エ　一　テ　ル

石油工一テル

エ　一　テ　ノレ

エ　一　テ　ル

石油工一テル

エ　一　テ　ル

ェ　一　テーノレ

石油工一テ1レ

エ　一　テ　ル

エ　一　テ　ル

石油工一テル

エ　一　テ　ル

エ　一　テ　ル
石油工一テル

エ　一　テ　ル

呈色せず

呈色せず

呈色せず

竃神赤
紫　　色

呈色せず

呈色せず

呈色せず

微　　帯
赤紫色
呈色せず

呈色ぜず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

僅微帯
赤紫色
隠微帯
赤紫色
呈色せず

呈色せず

菩薩：帯
赤紫色
呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

微　　帯

赤紫色
微　　幣
赤紫色
呈色せず

呈色せず

呈色せず

淡　　帯

赤紫色
呈色せず

呈色せず

微　　幣

赤紫色
呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

僅微：帯

赤紫色
呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

微　　帯
赤紫色
微　　帯

赤紫色
呈色せず

呈色せず

微　　帯

赤紫色
僅微尋了｝

赤紫色
呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

禾霞濃帯

赤紫色
淡　　帯

赤紫色
微　　帯
赤紫色
淡　　帯
赤紫色
徴　　帯
赤紫色
帯赤紫色

呈色せず

呈色せず

前者より
穂弧

呈色せず

呈色せず

微：　帯

赤紫色
微　　帯
赤紫色
前者より
租弧

呈色せず

呈色せず

呈色せず

微　　帯

赤紫色
呈色せず

呈色せず

微　　帯

赤紫色
微：　帯
赤紫色
呈色せず

呈色せず

淡　　帯
赤紫色
淡帯紫色

呈色せず

呈色せず

微帯赤紫
色（臓厚）

微　　幣

赤紫色
呈色せず

呈色せず

淡紫紅色

幣赤紫色

濃　　帯

赤紫色

濃紫色
淡　　帯
赤紫色
濃藍紫色

帯赤紫色

濃紫色

呈色せず

呈色せず

帯赤紫色

帯赤紫色

呈色せず

微　　帯

赤紫色
淡：　幣
赤紫色
帯赤紫色

呈色せず

呈色せず

微　　帯

赤紫色
淡1　帯
赤紫色
微　　汚
紫紅色
僅微帯
赤紫色
帯赤紫色

帯赤紫色

呈色せず

呈色せず

帯赤紫色

帯赤紫色

呈色せず

呈色せず

帯赤紫色

帯赤紫色

呈色せず

呈色せず

殆脱色せず

殆脆色せず

稗淡色とな
る

著しく淡色
となる

微に槌色

殆脱色せず

精淡色とな
る

著しく淡色
となる

完全に脱色
す

完全に脱色
す

脱色せず

殆股色す

淡色となる

完全に脱色
す

殆脱色す

穂淡色とな
る

完全に脱色
す

脱色す

脆色す

殆脱色す

殆脱色す

微帯赤紫色

微帯赤紫色

微帯赤紫色

微帯赤紫色

淡懲赤紫色

微帯赤紫色

微帯赤紫色

微帯赤紫色

無　　　色

無　　　色

微幣赤紫色

無　　　色

微幣赤紫色

無

無

色

色

微考￥｝赤紫色

無

．無

無

無

無

色

色

色

色

色

陰性

陰性
微紅色

微紅色

陰、性

陰性

微紅色

淡紅色

微紅色

微紅色

陰　性

微紅色

微紅色

極　微
紅　色

微紅色

陰　性

陰　性

微紅色

淡紅色

徴紅色

微紅色

陰　性

陰性
微紅色

微紅色

殆陰性

微紅色
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！ゴ轟獄矯蕪」・礁難撫欝・湛・撚色艶・
同　上！一一テ・鱗灘紫欝紫奮撚瞬す

1‘’い 色微紅色

虫唾紅色

　次に來京市内各公設市揚販實のワカサギ8種に就きエーテノン抽出法に從ひ試験せる

戒績次の如し

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　三　　　表

　　　　反施｛の種類

捻｛盒の種類

淺草｝姪三味線堀市揚購入
ワ　　　カ　　　サ　　　ギ

淺草涯田町市揚購入．
ワ　　　カ　　　サ　　　ギ

本所｝玉業フF町1「∫揚測孝入

ワ　　　カ　　　サ　　　ギ

本所1亘線町市議同学入．
ワ　　　カ　　　サ　　　ギ

ノJ・石川涯駕籠町市錫眞1牟入

ワ　　　カ　　　サ　　　ギ

小石川延；彫目町市場購入
ワ　　　カ　　　サ　　　ギ

麹町ll｛市ケ谷市場購入
ワ　　　カ　　　サ　　　ギ

庶布置霞町市場購入
ワ　　　カ　　　サ　　　ギ

過クロール鎧反施｛
0．0δ％過クロール鐡溶液 凹面線

　　　　　　　　　　　　　

2滴3滴 P5消11滴
呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

香寺幣赤　紫　色

呈色せず

呈色せず

呈色せず

．呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

徴帯赤紫色

微帯赤紫色1淡帯赤紫色

三思。農：1：難

　　　．、」

禁樂雀i輪帯赤紫色

醒せず1鵡撚掛

徴帯赤紫色帯赤紫色

呈色せず　　錦帯赤紫色

靱帯赤紫色帯赤紫色

雛泌鷺姦讐

勲記51謙舞

ミロン

氏反撃

微に偲縛す

微に墨色す

役に拠色す

撒に提色す

微に槌色す

毛「夏に蒲色す

扱に物色ナ

徴に二輪色す

　　　　1
後帯赤紫色1陰　性

綴帯赤紫色．

A性
淡帯赤紫色：陰性
　　　　…
微幣赤紫色：陰　性

微帯赤紫色i陰性

細帯赤紫色i陰　性

縫帯赤紫色・陰。性

獣帯赤紫色陰　性

　　　　　　三．硫酸に依る酸度とエーテル居の乳濁化との關係に就て

　前述の如く可楡液を酸性に於てエーテノレと共に振堂するに欝ウ其酸度とエープノレ液

の乳濁化との問には糧めて密接なる關係を有し種々實験の結果検液は何れ竜其種類に

依うて硫酸の吸牧率（コンゴーロ・一ト紙を用ひて微弱酸性を呈する迄に要する稀硫酸

の添加量，）を異にし20％硫酸2－4ccmにて微弱鑛学閥性を呈するものあり或は6－

10CCmを要するものあう故に從來の試瞼法に於けるが如く一・律に同丑，の稀硫酸を添加

するときは灘の種類によ旗灘硫酸の濃度1曙しき懸隔あ鴫めに期白膨達し

得ざる揚合之なきを保せず從って或一定度の遊離鑛酸々性を保だしむるためには：最初

コンゴーロート紙を用ひて中和乃至微弱鑛酸々性を呈するに到らしめたる後下に必要

量の稀硫酸を添加せざるべからず而して種々箕蓬aに徴するにエ・一三ン，石油工・一クノγ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ層の乳濁化を避け且つナリチrノレ酸を最もよく抽出し得べき最適の酸度は微弱鑛酸々

三叉は酷野々性に於て抽出するに在う然れども斯の如き酸度に於ては次の成績に示す

．が如くエーラノン石油工一カン混合．液使用の場合には充分抽出の目的を達し得べき竜工

一プノン振撮法に依るときは10萬分1サリチーノン酸幽趣の検膿に在うては総ての實験

に点てミロン言論慮は陰性を示せう然るにこの抽出母液に更に20％硫酸2cc【nを添

加し適度の張酸性に於て抽出を反復するときは始めてミ順ン氏反慮陽性を呈する面出

一象を示せり而かも此程度の酸性に点ては振盗後1－2時間の静置によりて爾液層は完

垂に分離し総ての場合乳濁状を呈する’ことなかウき即ち共試験成績を示せば次の如し

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　四　　　表

黒門の種類

松坂屋ワカサギ佃惑こ
1110萬サリチ・一ル酸添加

同　　　　　　　　　上

三越秤費ワカサギ佃煮
11iO萬サリチール酸添加

同　　　　　　　　　上

三越飴煮ワカサギ佃煮
1110萬サリチール酸添加

同　　　　　　　　　上

鮎　　　　佃　　　　煮
1／10萬サリチール酸添加

同　　　　　　　　　上

伺　　　　　　　　　上

溶剤の種類

エ　　一　　テ　　ノレ

石油工一テル

エ　・一　テ　ル

エ　一　テ　ル
石油工一テル

エ　一　テ　ル

エ　一　テ　ル

石油工一テル

エ　一　テ　ノレ

エ　一　テ　ル
石油工一テル
エ　一　テ　ノレ

石油工一テル

エ　一　テ　ノレ

　　　　　1
ノ　　ロ　ロ　　ノ　弱轍碓抽出艦騰姦二
障範化塗蝶 ミロン彌化歪或 ミロン
法　　　　氏法　　　法　　　　氏法

陽　四

隅　性

陽　性

陽　町

田　性

陽・性

陽　性

陽・性

陰　性

陽　性

陰　脚

韻　性

陰性
陰　性

陽．性

陽・性

陽・山

陽　性

陽　性

陽．性

陽　性

陽　性

　　　　　11
　　　　　　前上母液を強硫酷酸々性抽田
　　　　　　酸々性抽出
藍臣化歪茂　ミロン鞭化£伐ミロン
黒去　　　　氏法　　　法　　　　氏法

陽　性

同　右

陽　性

陰性

　　1
　－　1－
　　I

　　I

　＿　　1　＿

一「一

陽　性陰性

　前表：に示すが如く血液に20％硫酸を添加し弱酸性ならしめたる後更に2ccmを追

加し張鑛酸性を呈せしめエーラノレ抽出法を行ムときは10萬分1サリチーノン酸添加の立

合何れも陽性を示し從來の如く徒に多面の稀硫酸を添加する必要無くして充分乳濁化

を防ぎ満足なる成績を得べきことを認めたう

　　　　　　第三章　味噌並に醤油中のサリチール酸試験法に熱する研究

　　　　　　　一・過クロール鐵及ミロン爾反庶を以てする試瞼に顧て

　味噌並に醤油中にずりチーノγ酸に酷似せる過クローノン附帯鷹を生起する物質を含有
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　　　　　　　　　　　　　　　　　くり
するものなることは既に：喜多尾元英氏にようて唱へられたるところにして同氏は数種

の味噌に就き各共509をベッー・ノ・に取う少量の水を加へて稽軟稠となし之に盗酸約’

ユCCIn及クロ、フォノレム50ccmを加へ硲子棒にて克く撹和したる後クロ、フォノレムを内．

溶約100ccmの分液漏斗に移し水10ccmを加へ之に稀薄過クローノン戴溶液2－3滴を

加へて振盛するに何れも紫董色を呈し少量の稀硫酸を加ぶれば其色相却って一層鮮明

となるもサリチーノγ酸は之に反して脱色すべきを以て徐野中に一定丑のサリチーノレ酸・

を添加し其脱色の程度を比較し以て之を検出し得べきことを報告せう然るに本法に依

れば微量のサリチーノレ酸の揚合は到底之を鑑識すること不可能なり而して槍膿を直接

クロ・フォノンムにて庭理する方法は現今も紛ほ屡々採用せらる＼ところにして共然る

所以は蓋し一般に味噌類の如き濃稠なる丁丁を前記藥學丁丁定法に從ひ2％炭酸ナト

リウム溶液にて庭理し稀硫酸々性に於てエーヲノン石油工一テノレ混液にて振閉するとき

は甚しく乳濁化し液層の分離極めて困難なるを以て比較的簡便なるクロ、フォノレム直

接抽出法の行はる＼ものなるべし

　小官等は味噌類にi回し前記佃煮の試験に用ひたる改良法を慮回したるに極めて圓滑

に精製抽出の目的を回しエーヲ’ノレ層は澄明に分離し乳二化による分離困難を來すこと

なく極めて良好なりき即ち共試：験法次の如し

　検膿50gにつき前記肉類中のサリチーノγ酸試験法に從ひ庭理して得たるエープノレ

抽出液の蒸劔残渣を前記の如くクロ、フォノンムにて庭理し之を水洗し其洗液の過クロ

ーノレ餓溶液により紫色を呈せざる間は之を反回（第4芋洗液は既に往々ナリチーノレ酸

類似の紫色を呈することあウ通例3回洗濃を以て充分なう）したる後クロ、フォノγム

‘層を過クマーノレ餓含有の水を以て数回反復振盟し以下肉類の揚合と杢く同様に二丁し

ミロンリントナー丁丁慮を肥せう

　本法を癒用して市販の二丁類6種及び醤油5種に就き施行せる試験成績を掲ぐれば

次の如し
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第 五 表，

　味　　　　　噌’

　鳥　　味　　ロ曾

　金山寺昧ロ曾

　鯛　　味　　噌國

　すつぼん昧嚇

　柚　　昧　　噌幽

’　◎　　醤　　油

　京都田印醤油

　大阪㊧印醤油

　松葉印醤汕
　淺草三1目線堀市
　；場より購入．醤油

過クロール鐡反言
0．05％　　湿クロール重践i容1液二

2　滴

呈色せず

畠摩せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

3　滴

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

δ　　滴

呈色せず

呈色せず

僅微帯赤紫色

呈色せず

棚微帯赤紫色

趣微帯赤紫色

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

呈色せず

10％過クロ
ール餓溶液

1　　滴．

外帯赤紫色

微帯赤紫色

微死聲赤紫色

極微帯：黄紫色

極微帯赤紫色

淡帯黄赤紫色

呈色せず

呈色せず

呈色せず’

呈色せず

呈色せず

過クロール蛾

呈色液の硫酸

々‘性による呈

色の憂図

解に脱色す

微に脱色す

微に脱色す

殆と脱色す

脱色す

趣微帯赤紫色

硫酸’々噛生過ク

ロール餓呈色
おし

液のエーアル
振子後母液の
呈色歌況

軽微帯赤紫色

僅微帯赤紫色

極微：幣黄紫色

無　　　　色

無　　　　色

祠≧微帯赤紫色

ミロン’

氏反癒、

微紅色

微紅色

極微紅色

陰　　性．

痕　　跡

樋復紅色、

　前記の試験成績に糠れば醤油は検品5種二二クローノン鐡三三を呈する竜のは皆無に

して味噌は6種類中鯛味噌一種のみ僅にミロン氏反慮陰性を示せるのみにして其他は、

何れ竜過クロ・一ル鐵反慮及びミロン氏反慮共に陽性を示し到底斯の如き方法を以ては

味噌の防腐剤として使用せられたるサリチーノレ酸津完杢に鑑識るすこと不可能なるべ

きを思考せしめたるを以て次に専ら味噌醤油等の食品中に惹起するサリチ・一ノン酸の類．

似反慮の鑑別法に就きて研究せり

　　　　　　　　　＝。味噌，醤油中のサりチ唱ル酸類似反磨に就て

　前述の如く喜多尾氏は味噌，醤油のずソチ・一ノγ酸試験を行ふの際之に酷似せる反回1

を呈する物質の存在を認めプ～る結果醤油の主要原料たる大豆の煮熟せるものを帯側を

以て分解し共分解溶液ようクじ・、フォノンムに移行する成分を検したるに恰も味噌，醤

油の盤酸添加液より同一溶媒に轄溶し煎る物質と其過クローノレ鐡反慮に居て同一と認

むべき結晶性物質を丁丁性状を槍し本成分を以てチロジンならんと推定せう

　　　　　　　　くユ　
　然るに町口博士は其性三等に徴しチロジンとは杢く異種の物賀なうとせられ同氏は
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醤油中サリチーノン酸類似の反懸生起物質としてメラオキシフニニーノレ離酸の性耳犬に一

致する結晶性物質を抽出せウ

　、之を成書に徴するに過クローノン鐡によりて紫色乃至紫紅色反回を呈する物質は多く

はフェノーノγ性水酸墓を有する芳香族有機化合睦にして殊にフェノーノレ類及オキシ酸に

属するもの多し即ちフェノーノン，アノンファナフトーノン，オノγト及バラオキシベンッアノン

デヒード，オノレトオキ平ベンッアノレデヒートメタカノレボン酸，サリチール酸アミド，

’オキシテレフタル酸，オキシナフトエ酸（S．1），ヂオキシ安息香酸（2．6），トリオキシ安

．息香酸（3，4，5），レゾノレチン及チロジンスノンフォン酸等は何れもサリチーノン酸類似の反

癒を呈す典他ビリヂソ島の誘導膿例へばテトラオキシピリヂン，コメナミン酸及ピロ

　　　　ゴコメナミン酸の如し紛ほマノレトーノレの如き化合物も亦類似反憲を呈ず而してワカサギ

等小魚の佃煮の場合を考ぶるに過クロールζ撮こようてサリチール酸類似の反懸を呈す’

る成分は硫酸々性に於てエーテノン石油工一：チノン混液中1こ轄溶し：哀るものなるを以て或

はフェノーノレ類若くはオキシ酸類に厩する物質なるが如き竜一方に於てミロン氏反慮

’陰性なるを以て或はマノレトーノレと同様の關係を有する成分にあらざるかを想像せしむ

次に醤油は小官等の施行し得たる試験の範園内に於ては既に過クローノレ餓反感殆と陰

性なるを以て問題とするに足らず之に反して味噌類に在りてば大部分過クローノレ銭及

・びミロン氏爾反慮共に陽性を示せり此等の關係を考察するときはサリチーノレ酸類似の

反慮を呈する成分は各検膿の異なるに從ひ之を異にするものあるは勿論同一検膿中に

も斯かる類似反鷹を呈する成分はエ邑一の物質にあらざるべきを思惟せしむるに足るべ

し殊に臨化鍛反施｛に於て然ウとなす斯の如きを以て果して如何なる物質が類似反懸を

呈するや之を閑明する乙とは極めて難事に鳩すべし故1こ小官等は前記の事實1こ徴し此

等の類似反慮を生起する物質本腔の研究は今暫らく之を措き先づ從來のずりチーノン酸

の反癒として報告せられたるものを慮用し實1験的に類似反慮と之を識別する方法なき

や否やに就きて研究せム

　　　　　　三從來報告せられたるサリチール酸の呈色反癒に就て

　從來サリチール酸の呈色反回として報告ぜられたる竜の㌧中より主要なるものを掲

記すれば次の如し
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　（一）　過クローノン鐵反慮

　本法はナリチール酸の鑑識法として最も古くより慮用せられたるものにして其呈色、

　　　　　　　　　　くきう
はホ．ヅプッガノレトナー氏に依ればFe（OH）（C7H503）2＋H20なる反慮によウ叉ワイン・

　　　　　　　くのうンドヘノンツ爾氏に依れば〔：Fe（C6H、000）、〕Hなる反慮に因く，ものなりと読明せら、

る

　本反慮は極めて鏡敏にしてソンケ氏に依れば検液10CCInに当ナし40萬分1サソチー、

ノン酸の存在もよく鑑識し得べしとなす

　前述の如く蛋白質の分解産物たる7エノ・一ノγ誘導膿も亦臨化鐵により本反慮と類似、

の呈色反慮を生起するを以て蛋白質等の不純物の共存の揚合には本反慮は著るしく妨

害せらる＼を免れず故に食品中よう之を鑑識せんとするに當ウては一定の精製法を施．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
・したる竜のにつき行はざるべからずこの見地よわゲネノンジ。ヒ氏は瞼液を燐酸々性と

なし時計硝子にて覆ひ共内部に稀薄過ク．ローノγ戴溶液にて灘潤せしめたる濾紙片を懸

垂しつ㌧蒸登するときはよく1萬分の1のサリチーノレ酸の存在に於ても荷ほ紫色を呈．

し之を鑑識し得べき方法につき報告せり

　現時一般に慮用せらる＼方法即ち瞼膣：をエープノレ石油工一力γ混液及びクロ・フォ、

ノンム等にて抽出精製したる竜のにつき0．05％の新製過クローノレ鐵溶液1滴を添加し鑑i．

識する方法は猫逸公定法肉類中のサ「リチーノレ酸鑑識法に準挨せる竜のなるべし

　　　　　　　　　　　　くの
　（二）　ミロンリントナ・一氏反慮

　二二のミロン氏反慮として使用せられたる方法をリントナー氏は特にずりチーノン酸一

の鑑識に便せんが爲に次の如く改良せり

　検液に1Q％硝酸水銀溶液1滴を加へ2分聞煮沸し之に2－3滴の稀硫酸を添加し

必要に鷹じては再び煮沸し（試藥の過剰を避くべし）1％亜硝酸ナトリウム溶液を滴加、

すサリチ」ノレ酸並に其盤類の存在に於ては赤色を呈す．50萬分の1の鏡敏度を有す

　硝酸水銀溶液は硝酸水銀109を90ccmの水に溶解し加熱し之に純硝酸（比：重1・4）

を滴加し硝子捧にて盛塞性盤類をよく破砕して完全に溶解せしめ冷後水を加へて10甑

CCInとすべ：し

　　　　　　　　　　　　　くわ
　（三）　ジョリッセンクレット氏反慮　　　．　　　　　　，
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　本法はサリチーノン酸と同様の過クローノレ銭反癒を生起するマノレトーノレの共存する揚

合之を鑑別し得へき反慮として推奨せられたるものにして共方法次の如し

　槍液ユOccmに封し10劣亜硝酸ナトリウム溶液4滴，酷酸4滴及OUO％硫酸銅溶

一液1滴を加へたる後三三を加熱して沸騰せしむサリチーノレ酸の存在に於ては血紅色を

呈すべし

　　　　　　　　　　　　　くヨ　
　（四）　シゼーマングロッス氏改良法

　前記ジ。リッセンクレ。ト氏法を改良せるものにして其方法次の如し

　検液に10％亜硝酸ナトリウム叉はカリウム溶液及昌0％酷酸各4－5滴を加へ次に

1・0％硫酸銅溶液1滴を添加し各試藥の添加毎によく振謹したる後沸湯中にて45分間

加温し冷後観察すべしナリチーノレ酸の存在に於ては血紅色を呈す此際試藥と永溶液の

み1こ就き盲験を行ムベ：し

　本法に擦れば0．005－0．01mgのナリチール酸竜よく；瞼出し得べしオノンチノール，ア

ノレブチン，レゾノレチン，フロリヂン等は過クロP一ノン餓反慮を呈するも本反鷹を生起せ

一ずフェノーノン類及サジゲニン竜亦サリチーノγ酸と同様に本反慮を呈するも共鏡敏度遙

に異るを以て之を識別し得べく水酸化イソフターノレ酸は10萬分1の稀薄溶液に於ても

よく呈色する竜過クローノン戴反慮全く異るを以て容易に鑑別し得べし此等の見地よう

シャーマン及グロッス氏等は飲食物中のサリチ・一ノン酸の鑑識法としては過クローノン銭反

癒，ミロンリントナ・一氏反慮及本反慮の呈する成績を綜合して到定すべきことを推奨

一せう

　　　　　　　　　　リラ
　（五）　マンデリン氏反腱i

　ヴァナヂン酸を濃硫酸に溶解せるものは從來マンデリン氏試藥として一般アノレカロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くね　イド類の鑑識に使用せられたるものにしてバラーノレ氏はずりチーノγ酸の稀薄溶液3－4

『滴を1－2ccmの硫酸に添加し之に前記マンデリン氏試藥を2「3滴添加するときは藍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロリ色を呈することを認め次でメーノレ及バイテル爾氏はマノレツ珈瑳中のマアトーノレとサリ

チーノン酸の鑑別に本試藥（94－98％硫酸に0．5％の割合にザァナヂン酸アムモニウム

を溶解す）を慮用せう即ち微量のサリチーノン酸を含有する旗腔を蒸駿したる残渣を

一5－10滴の氷酷酸に溶解し之に2滴②マンデリン氏試藥を加ムるときはサリチーノン酸の
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：存在に於ては暗藍i色の線條を生じ直に隷色に鍵ず本反慮を慮用すれば0・025－0・05狙g

・の微量のサリチーノレ酸もよく之を楡出し得べしと云ふ

　　（六）　コーベノγト氏反鷹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コーベノγト氏試藥は從來モノγフ｛ンの楡出に倖用せられたる竜のにし，てクラーノレ

　くエリ
’．≠ﾍ之をサリチーノγ三三其盛類の鑑識に慮用せう即ち固形槍膿を濃硫酸2滴に溶解し

　1－2滴の本試藥（濃硫酸3ccmにフ才ノンムアノンデヒード溶液3・滴を混和せるもの）

　を添加するときは直に二三紅色を呈すアセチーノンサリチーノレ酸，ザローノン等ば本試藥

　添加後1－2分時聞経過後に於て呈色すべし

　　サリチーノレ酸以外のフェノ・一ノン類等の本試藥による呈色反慮は次の如しフェノーノン

　〈赤紫），ブレンツカテヒン（紫色），レゾノγチン（深橿黄褐色），ヒドロヒノン（汚緑禍

　『色），焦性鼠食子酸（褐色），アノγファ及べタナフトーノレ（汚褐色），桂皮酸（褐色），マ

　ンデノγ酸（黄色）

　　　　　　　　ロヨラ
　　（七）　セノγフ氏反慮

　　セノンフ氏はサリチーノン酸の固有の反正を得んとし種々實験の結果コーベノント氏試藥

　とマンデリン氏試藥とを併用し從來の諸反鷹に優れるものとして之を報告せり共方法

　一次の如し

　　40％フォノレムァノレデヒード溶液及濃硫酸同容量を混和しよく冷却し次に槍膿を甕皿

　・中に取ウ本試藥を滴加して湿潤せしめたる後少量のヴアナヂン酸アムモニウムを加へ

　よく撹拝するときはサリチーノレ酸の存在に於ては直ちに伯林青を呈し速に緑青色よウ，

　・緑色に麸ずナリチーノン酸或は他の呈色物質存在せざるときは黄赤色叉は擾色にして

　．2一3分間後に於て帯緑黄色となり終に緑色に憂ず試藥の添加量は槍膣量に慮じ加減す

　．るを要すサリチ・一ノγ酸約1mgに封しフォノγマソン硫酸混液2滴ヴァナヂン酸アムモニ

　ウム3mgを適量とす本試験に依ればサリチール酸0・02mgの存在に於ても極めて明瞭

　・に誼明し得べし

　　両ほ著者は本反回の比較的固有反鷹なることを謹明せんがだめフェノーノン類並にフェ

　ノーノレ化合膿及びコーベノγト氏試藥或はマンデソン氏試藥によりて呈色すべき物質に

　つきて試験を施行し次の成績を得たウ
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年 六 表

桧 盟　騨ζ三一農 ヴァナヂン酸アムモニウム添加反感

サリチール酸

サリチール酸アルデヒード

フ　ェ　ノ　一　ル

レ　ゾルチ　ン

ピロガロール

パラクレゾール

オルトクレゾール

メタクレゾール

ブレンツカテヒン

グアヤコール

オ　　ル　　チ　　ン

フロ、グルチン

アルファナフトール

ベタナフトール

ワ　ニ　　リ　ン

ヒドロノン，チモール，タンニン酸，浪
食子鼓，ストリキニーネ

ザロール，ペトール，サリチン，フェナ
七チン，アンチピリン，安息香酸，モル
ヒネ

呈色せず

淡黄色

淡紅色（蒼白色）

同　　上

同　　上

呈色せず

淡紅色

同　　上

鮮紫色

同　　上

椎黄色

橋　　色

呈色せず

扱紅色

黄　　色

呈色せず

呈色せず

伯林岩（帯線告より線1色に憂ず）

同　　上（同　　上）

繍色轡聾舗灘鮮に）
禍　　色

同　　上

幣線色

深紅也

洋紅色

汚禍色

同　　上

口　　色

呈色せず

‘幣線色（汚褐1色に憂ず）．

同　　上

チョコレ・一ト褐色

赤色及禍色（濃淡極々）

殆と同上

　本試験の實施に當ウ槍腱液朕なるときは呈色妨害せらる＼を以て共酸性溶液を適甘

なる溶ラ㍉・1にて振回し少量の極めて稀薄なるアノレカリ性溶液となし之を盗皿に取りて蒸

薮し共残渣を可及的小面積となし之に就きて前記の如く試験すべし

侃ま前記7種の艶反鷹以外1・ツンヂナ＿巌鷹，り＿グン、・巌慮及デーぜ＿路

反慮等あるも實際の慮用に際して殆と問題とならざるべきを以て之を省略せう

　　　　　　　　四・サリチール酸呈色反庶の鋭敏度比較試験

　小官等は次の方法に從ひナリチーノレ酸の10萬分ユ，20萬分1，40萬分1及80萬分1

含有水溶液各ユOccm（サソチーノγ酸として夫々0・1，0．05，0・025及0．0125mgを含有す）・

を以て前記各反慮の鏡敏度を比較せう
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　（一）　過クロ・一ノレ’鐵反回

　丁丁に0．05％過クローノレ鐵溶液を徐々に滴加し其呈色の最高度を観察せう

　（二）　ミロンリントナー氏反鷹

　槍液に硝酸水銀溶液2滴を滴加し2分間煮沸し冷後1劣硫酸2滴及1％亜硝酸ナト

リウム溶液5滴を加ぷ此際煮沸後完全に冷却せしめたる後稀硫酸を添加せざるときは

反鷹の鏡三度著るしく劣るべし

　（三）　ジョリッセンクレット氏反懸

　槍液に10％亜硝酸ナトリウム溶液4滴，局方酷酸4滴，10弩硫酸銅溶液1滴を加

へ煮沸せしむ此際サリチーノン酸不含の水につき盲験を行へり

　（四）　シャーマングロッス氏改良法

槍液に10％亜硝酸ナUウム溶液4滴，50％酷酸4滴，塊硫酸銅溶液1滴勧h

へ45分間沸騰水溶中にて加温す此際ナリチール酸を含まざる水に就き盲験し之と比

較せう

　（五）マンデリン氏反鷹

　検液を盗皿中に取あ稀薄ナトロン液にて微弱アノンカリ性となし水浴上にて蒸登乾澗

し其残渣を氷酷酸約1CCInにて小試験管に洗入し之に本試藥（ヴァナヂン酸アムモニ

ウム0．5％濃硫酸溶液）1滴を加へ振回す

　（六）　コーベノレト氏反慮

　槍液を甕皿中に取う微弱アルカリ性となし水浴上に蒸登乾澗し其残渣に2－3滴の

濃硫酸を添加し溶解せしめ之にフォノレマリン硫酸（濃硫酸3ccmにフォルマリン3滴を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’混和せるもの）を滴加混合す　　　，　　　　　　　　　　　　．

　（七）　セノレフ氏反慮

　検液を三三に取りて微弱アノγカリ性となし水浴上に蒸登乾澗し其残渣にフォノレマソ

ン硫酸（濃硫酸みノレマリン同量四三）約2－3滴を滴加し其呈色を検し之に微量のヴ

ァナヂン酸アムモニウムの粉末を添加（丁丁の結果前記マンデリン試藥1滴を添加する

を便とす）混和す

　共試験成績次の如し
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第　　　’ヒ　　表

反慮の種類
検液10じcm中のサリチール酸の含最

喩蓋8液1・・器面面聡も1亨液i灘i備考

過・・一ル j微紫・蝶騰葛騨
ミロンリントナー氏法1淡　　　　　　紅微　　　　　　紅

艦長L鵬認：　一
　　　　　　　　　
巖一マングロツ劉鮮　卑　・・．淡　血　・・

同上水のみの揚創無　　　　　　　　　　　　　　　色　　　　一

・ンーγ減法 I回・湘色せず
コーベルト氏法i呈色せず　　　1　　一
　　　　　　　　　

・ル・ ｣i・・鍛、響）；雛（臨勤

鋤湖海挙汚1・

痕

徴

跡

紅

騰撚：婚）1せず

萎騨総
　＿　1同　上

＿i＿　σ
　　　1

瞭鴫久

　　　呈　　色
　　　・1非耐久性

　＿　1＿
殆ど呈色逗色
　　　i非耐久性

　　附記　前表中のセルフ氏反1奮に於てフォルマリン硫酸のみの添加によりては何れも歪く愛日なかりし

　　　　　を以て之を省略せU

　前記の試験成績を看るに過クローノレ餓，ミロンリントナー，ジ。リ。センクレ。ト，

シャーマングロ。ス改良法，マンデリン及セノγフ等の諸反鷹は何れもずリチーノレ酸

｛〕，1n19の存在に於てよく鏡敏に之を鑑識し得るも濁うコーベノント氏反鷹は不鏡敏にし

て既にこの濃度に於ては呈色せず叉シ。1一マングロ。ス氏改良法はジ。リ。センクレ。ト

氏の原法に比して遙に鏡敏にして0．0125mgの如き極微丑のサリチーノレ酸の存在をも

鑑識し得べし但し水浴中に於ける加温時間は必しも45分を要せず10－20分にて充

分なることを蔦舞知せう

　　　　　　　　　　　五・味噌中サリチール酸の特別試験法

　前記試験成績に示すが如く佃煮類に惹起する過クローノγ餓によるずリテール酸の類

似反慮は何れもミロンリントナー氏反回を生起せざうしを以七この雨反回を副用し多

くの場合よく之を鑑別し得べきを信じたるも味噌の揚合には其成分中過クローノン蛾並

にミロンソン㍗ナー氏の雨反慮を著明に生起するものありて肉類に於けるが如き方法

によりては之を鑑識し得ざることを認めたら

　小官等は先づ味喰を前章に於ける肉類試験改良法に準櫨して庭理し共臨化餓反回を
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呈する成分を分離し更に之をエーラ’ノγに轄溶せしめたるものに就きミ廿．ン氏三鷹の外

前記各種のサリチール酸瞼出反鷹を三二し以て類似反慮を生起するや否やを検せるに

次の成績を得たク但しコーべ・レ砥皮慮ば前記試験成細こ於藷し創く木下敏なうしを

以て之を採用せざOき

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　八．・　、表

反　　　癒　　　の　　　種 類 呈 色 反 則．

巡クロール鋤i法

ミロンリントナー順法

ジョリッセンクレット氏法

シャーマングロツス氏改良法

マンデリン氏法

セルフ氏法

心血赤紫色
．微　．紅、．色

微帯赤黄色

淡帯黄赤色
』藍『色（直に寝藁黄色に憂ず）

藍　色（直に汚黄色に攣ず）

　　前記成績表を看るに味ロ曾申のサリチーノレ酸の瞼出に當りては前章に述べたる佃煮，

　肉類等に慮興せる試験法によりて抽出精製するときは何れもずリチーノレ酸に租類似せ

　る聖慮を生起し確實に鑑別すること困難にして特別なる腱恕法を必要とするものなる

　ことを知れり

　　從來サリチーノン酸の特種抽出捌として使用せられたるものはクロ、フォノγム，トノレ

　ォFノγ，主旨テノレ石油工一ヲ’ノγ混三等なるを以て之等の溶剤を種々交互に組合せて實

　．瞼せるも終に浦足なる結果を得る能はざらしも偶然過クロ．〆」レ鐵による呈色液を稀硫

　酸の代うに酷酸々性に於てエーテノレにて振回するときはサリチーノヒ酸は完杢に抽出せ

　らる＼も類似反射を生起する不純物質は共大部分母液中に保留せられ爲めに大ひに精

　製の目的を達し得べきことを露見せう今シャーマングロッス氏改良反慮を鷹課して施行

　せる實駿経過を示せばi欠の如し

　　試験法は前記試験に於て施行せしと殆ど同一にして四過クロ←～レ鐵による呈色液を

，稀硫酸にて酸性となす代う・に50％酷酸10滴を加へて酷酸々性となしエ・一テノレを以て

抽出し共轍麟につきシ・一マンぞ・・祇改良騰獄験し筒聡の下めエーカレ

櫨畷硬に硫酸碓とな，し酷酸々性に於ける抽出の果して完杢なうや否やを搬
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るに何れの場合にて竜極めて良好なる成績を示せう

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　九　　　表

検

5萬分1サリチール酸含有味脅

】0萬分1サリチール激合有昧臆

サリチール酸不含味噌

逞クロール鐡反慮

濃

帯

淡

紫

赤　　紫

帯　赤　紫

色

色

色

「〒：言酸々｛’｝三藍ニカ寄けるエー

テル抽μ1液の呈色反施1

酷凹々性抽幽母液の硫
酸々性に於けるエーテ
ル抽出液の呈．色反動

濃

復

微

赤

赤

貰

　i
色！微
　1
色1微

色1

黄

黄

色

色

　前記の成績に依う過クローノレ鐡呈色液を酷暗々性に於てエーカンを以て抽出すると．

きは大ひに精製の目的を話しシャ・一マングロ．．ス氏反慮に歴ては完杢に類似反慮を防遇．

し得べきを認めたるを以て更にマンデリン氏及びセノγフ氏の雨反慮につき試験したる

にサリチーノレ酸を白白せざる駐長ロ曾に在りては何れも陰性を呈し極めて良好なる成績を．

示せう故に是等の3反癒をサリチーノレ酸10萬分目添加の味ロ曾につき試験せるに何れ．

も明に陽性を示し完杢に之を鑑別し得たう即ち之等の成績を示せば次の如し

　　　　　　　　　　　　　　　第　．十　　　表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

反磨の種類　11・齢1・・チー・飴オ∫囎1・・チー喉不含贈

シャーマングロッス氏法

マンデリン氏法

セルフ氏法

淡　　赤　　色・

藍何灘煎汁り）
藍色（二二繋u）

後　　黄　　色

淡　　黄　　色

淡　　黄　　『色

　前記の試験実績を看れば味噌類に在ウては過クロ・一ノレ鐵反慮，ミロン氏反鷹は何れ．

も陽性なるもシャ7マングロ。ス西台良法，マンデリン氏法定セノレフ魔法の3反癒は何「

れも陰性にして之に10萬分1の割合にサリチーノレ酸を添加せるものは顯著なる陽性を

呈するを以て之にようて確實にサリチーノレ酸の存在を鑑識し得べし而してマンデリン

氏反懸とセノンフ氏反慮とは甘言慮の性質殆ど同一にして総ての言合1司一・呈色を生起す

るを以てマンデリン藩翰慮を以て之を代表し得べし結局過クロール餓反慮を以て豫備「

試験となし該反慮を呈する揚合に限ウミロソ一反慮，シャ・一マングロ。ス照覧癒及マン

デリン氏反慮を検し以てサリチーノレ酸存否の到定をなすを最も妥當と信ずるものなり

　サリチーノン醍は素よ舅軍聚性酸なるを以て前記三下㌃に於て過クローノレ餓呈色液を酷・
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酸稔性に於て振盟せるエr一テノレ抽出液の蒸倉留に際しては往々にしてサリチ・一ノン酸の一

部鱈出し爲めに呈色反撃を著るしく不鏡敏ならしむることあるを以て豫めエ・一テノレ液

．にナトロン滴液を添加して微弱アノレカリ性となし灘留するを可とす

　　　　　　第四章　食品中のサリチール酸橡出に封ずる一鶴艮法に就て

　前記の試験成績を逓召するに小官等の試験せる槍膿の範月内に調てはワカサギ等の

ノ1・魚の佃煮類は過クローーノレ鐵反慮のみ陽性にして味噌類に匿うては過クロ・一ノγ鐡及ミ

Pンリントナー氏反慮共に陽性なるもシャーマングロッス及マンデリンの2反慮陰性な

るを以て容易に之を鑑別し得べし而して小官等の創節せる球験法を三戸し：て抽出精製

せる揚合サリチーノン酸以外の成分にして果して之等4種の反慮全部陽性を呈するもの

存するや否やは両ほ多数の食品につき實験するに非れば今遽に之を断定し得ざるべき

も現時に於けるが如く軍に過クローノγ鐵及ミロンリントナー氏の爾反慮のみによウて

到定するものに比し遙かに優良にして過クローノレ鐵反鷹を以て豫試験となしこの試験

に於て陽性を呈する場合に限う更に逡んで其過クローノレ鐡呈色液につき酷酸々性工一

カレ抽出精製法を施し之に就き爾他の3反癒を検する試験方法は之を一般食品に慮用

し殆ど理想に近きサリチール酸試験法なうと信ずるものなう今其一般試験方法を掲ぐ

れば次の如し

　　　　　　　　　　　　食品中のサリチール酸試瞼法私案

　液状の検膿に在うてば其100CCm（舎利別歌のものに在うては水を加へて適宜に稀

鐸し叉炭酸含有のものに在りては微温を與へ炭酸を騒除したるもの）を分液漏斗に取

めクローノレナトリウムを加へて飽和せしめ20％硫酸を加ヘコンゴーロート紙を用ひ

て微弱酸性（類紫色）を呈せしめたる後更に同硫酸4ccmを追加しエーテノン約同容量

を加へ30分間張く振盟しエー一テル層を分取し之に乾燥酸性自土5－109を加へ張く

振壷し（エーテノン液著しく著色するときは更に適量の酸性自土を追加して振盟すべし）

エーヲノン液を別の分液漏斗に移し（必要の揚合には乾燥濾紙を用ひて濾過すべし）2

同各水5ccmを以て振蛋洗1條したる後乾燥濾紙を用ひてエーカレ液を小蒸鯛コノレベン

中に濾入し水約2ccmを加へ注意してエーテノレ分を蒸鯛し其残渣をクロ、フォノンム約

20ccm及少量の水を以て小分液漏斗中に洗入し（この際水液の総量を約5ccmとなす
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べし）振盤し水層を試験管に分取し之にユ0箔過クローノγ鐵溶液1滴を加へて呈色反

慮を楡し更にクロ、．フォノレム層に潮水5CCmを加へ．て数回振難潴廉し手洗液につき同

様に過クローノγ無反慮を検し以て共洗液呈色反慮を生起せざるか若くは微にサリチー，

ノン酸類似の反慮を呈するに至ウクロロフォノレム暦に水馬ユOccmをカ1へ新製の0・05％

過クP一ノン鐡溶液を順ヲくに2打三ゴ，3滴，5滴及同！乾｝％溶液1滴を滴細し毎回よく振

盟して共呈色歌況を槍し斯くして水暦紫色を呈するときは之を分取しクロ・フォノレム

暦に水撃5ccmを加へ同様に過クローノγ鐡溶液を加へて振慨し此操作を反復して水層

紫色を呈せざるに至り呈色せる極圏水液を合しクロ、フナノンム約5CCmにて振盈洗潔

したる後水液に50％酷酸約10滴を加へて酸性となし3回各階・一チノン約同容量をカnへ

て振卜しエーテノレ振畳液を合し少量の水を以て2回洗源したる後工一頃レ液を小蒸偬

コノレベンに移し水渋10ccm及30％ナ1・ロンII｝1液約6滴を力1へ微溺ア泥カリ性となし

エ・一 vノレ分を蒸脩すべ：し

　団形の検膿に在ウては共細確せるものユ00gをべ。ヘノレに取ウ2％炭酸ナトリウム

溶液ユOUcc皿を加へ善く混期し30分間冷浸したる後時計硝子にて覆ひ沸騰重湯煎上

に時々撹拝しつ＼30分間加熱し温に乗じて内容物を木綿布上に移し歴漉し手玉に少

量の熱湯を加へて再び厘漉し洗液を重湯煎上に蒸発濃縮して初めの漉液に合し20％．

硫酸を加ヘコンゴー巨川ト紙を用ひて微弱酸性（類紫色）を呈せしめたる後事硫酸

4ccm　を添加し加熱して沸騰するに至り冷後分液漏斗中に導入し濾液に食塑を加へて

飽和せしめエ・一節ン約同容量を加へ以下液膿の揚合と同様1こ腱賃すべし

　前上の蒸登皇民を水を以て劃軽羅筒中に洗入し線量を！5CCmとなし之を3分し次

の試験を行ふべし次の3種反慮悉く陽性を呈するときはツ’リチーノレ酸又は鎌倉類存在

の薇とす

　（イ）水を力1へて約10ccmとなし稀硫酸を以て中和し10％硝r俊水銀溶液2滴を添

加し2分間煮沸し冷後ユO％稀硫酸2滴及1彩亜硝酸ナトリクム溶液5滴を加ぶると

きは暫時の後紅色を呈す

　（ロ）　水を加へて約10ccmとなし酷酸を以て中和し！0％亜硝酸ナトリウム溶液4

滴，50％酷酸4滴及1鬼硫酸銅1容液1滴を加へ各試桑の添加毎によく振広し20分間

●



飲食物中サリチール酸の試瞼法に就て 57

沸騰重湯煎中にて加回するときは椎赤色乃至血紅魚を呈す，

　（ノ・）槍液を甕皿に取ウ重湯煎上にて蒸登乾澗し其残渣を南俵酸約1ccn1にて小試

験管中に喜入し濃硫酸1－2滴を加へたる後之にヴ。ナヂン酸魔窟1滴を加’へ振噛す

るときは藍色乃至緑藍色を呈しi卓に緑色よウ黄色に墾ず

　　10％過クローノレ鐡溶液　等鉦の食盤を添加調製すべし約2ケ月問は使用し得

　べし

　　0．05％過クローノン餓溶液　前記ユ0％溶液を稀繹して使用すべし一日以上貯戯す

　べからず

　　10％硝酸々化乗溶液硝酸々化乗10gに水90CCmを加へ加熱し殆と沸騰せしめ

　…欠に四硝酸（比：重1．4）を滴聴し盛韮性盤全溶するに至り冷後水を加へてユ00CCmと

　なし製すべし

　　ヴァナデン硫酸試藥　ヴァナヂン酸アムモニウムを幽94－98％硫酸中にO．5％の割合

　に溶解して製すべし

　　小官等の品定に係る上記試験法に從ひ味噌，醤油，フカサギ佃煮等に就きて施行

せる試験成績を示せば次の如し

　　　　　　　　　　　　　　　第　　十　　一　　表

検　謹　の　種頭
0．05％過クロール餓による反慮

・滴1・滴1・滴
仙　豪　辛　昧　噌呈色せヂ　微帯赤紫淡帯赤紫

野、。騰揚サ’チー畷僅儲赫微｛撚灘赫
　　　　　　　　　　　　　　穐　　微　　　　　　　　　　　　　　　　　　微考1｝赤紫岡　1晦　八　丁　味　喰呈色せず
　　　　　　　　　　　　　　帯赤紫

1：羅：に灘灘難lll難

轍。．蠣鵬一ル護熱器夏1鷺糞

趣廿味溶せず瞬赤螺・赤紫
蝉1。歯痛サリチー職僅鰭赫！鰭赤紫灘赫

西京白味剛艶せず1艶せず1艶せず
　　　　　　　　　　闘　　　　　　　　　I　　　　　　　　l

10麗・・一ル…1踪［・。一マ・・デ・

震2滴による反翻撫ツン反脆・

帯　　赤　　紫

蜷　　赤　　紫
（上よη穂弧）

淡　帯　赤　紫

帯　　赤　　紫
〔上より稿強♪

帯　　赤　　紫

帯　　赤　　紫
（上より穂強♪

帯　　赤　　紫

幣　噛赤　　紫
（上よ肋租張）

帯　　赤　　腰

帯　　赤　　紫
｛上より租弧）

呈色せず

微紅1

微：紅

微痕跡

微　紅

微：紅

微　紅

僅微紅

淡　紅

陰　性1

微紅

陰　　性

淡血・紅

陰　　性

淡血紅

陰　　性

淡血紅

陰　　性

淡血紅

陰　　性

淡血紅

陰　　性

　藍

陰　　性

鮮　　藍

陰　　性

　日

陰　　性

藍　　緑

陰　　性

藍　　線



58 衣　笠・服 ●器　　元

同　上検畿にサリチール酸i
1110萬添加
同　上味噌｝にサリチール酸
　　　　　　　　　　徴帯赤紫115萬添加

野1二二リチ’畷鱗麟
欝平冠灘1サリチー酸脚隔・紫

欝嬉野穰堺町潮脚赤紫
ワ　カ　サ　ギ　佃　煮…呈色せず
野1。艦・・チー畷臨赤紫

戸口幣赤紫「副帯赤紫記田赤紫
　　　i

淡嚇蜘赤紫
　　　1
淡㈱ｿ赤紫
欝辮蕪
呈色せず呈色せず

微帯赤紫1淡幣赤紫
　　　｝

帯　　赤　　紫

幣　　赤　　紫
（上より租強）

帯　　赤　　紫
（上より租弧）

帯　　赤　　紫
〔上よリ租強♪

帯　　赤　　紫
（上より租弧，

帯　　赤　　紫

幣　　赤　　紫

　　　　　　　　　　
僅微紅殆と陰性i殆と陰性
淡紅1淡血紅1藍線

　　I　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　

微　紅：淡虹h紅藍　　緑

微紅 P淡血紅1藍
　　　　　　　　　　　ト
微　紅1淡1虹紅1　藍
　　I　　l
陰性． A　　　　　性1陰　　性
　　1　　　　　　　　1

極微紅．淡鮮紅淡　　叢

　前表に示すが如く味噌，醤油及佃煮類等に冷しテソチーノレ酸を10萬分1の割合に

混和せるものは西京白味噌を除きては何れも之れが存在を鑑識し得たう而して西京味

噌に在うてはシャーマングロッス及マンデリンの爾思慮殆と陰性を示し之を再三復試す

るも同様にして何れも極めて疑はしき成績を示せるを以て更にサリチーノレ酸を5萬分

の1の割合に添加せるものに就きて之を検せるに何れの反賑も著明に陽性を呈せり

　　　　　　　　　　　　　　　第五章　結　　　論

　從來飲食物中サリチーノン酸の試験法として鷹用せらる＼もの＼内日本藥學會衛生調

査委員協定法は最も適法なるを認むるも既述の如く該法實施に當うて往々遭遇する

不便はエーテル石油工・一テノレ混液を以て振撮するに當わ乳濁化を來すことにして之れ

が望め水暦との分離に長時間を要し共分離不完全の場合には不純物による類似反鷹並

に妨害作用一層甚だしく膨めにサリチーノレ酸橡出の吟興度を非常に低下せしめ且つ錯

誤，に陥らしむる敏黙あわ叉幸にしてエーカL層の分離完杢なるを得たる場合に於ても

其抽出液の精製を施さビるを以て過クローノレ鐡及ミロンリントナ門門考慮共にずりチ

・一 mレ酸の含量1萬分1以上にあらざれば陽性を呈せず過クローノン一反慮の試験に於て

水船とクロ、フォ・ノレム層との分離良好ならざる場合多く不純物によう認証着色し蔦め

にずリテール酸存否の撰定を惑はしむるてと大なり故にエー一力γ石油工一力γ抽出液

を酸性自照にて庭暫し次に共巴町残渣をクロ・フォノレムに溶かし之を完杢に水洗する

ことは絶封に必要なるを思惟せしむ紛藥學三法によう過クローノン鐵及ミロン雨門出反

　へ慮を試験せんが爲めには夫々検瞠の規定供試料を用ひて操作せるずリテール酸の抽出

物につき試瞼をするを可とするも斯くては甚だ繁雑なるを免れずさりとて同一供試料
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の抽出物を折牛して爾反慮を検するときは乙張三度は盆i々低下し果して實用に適し得

るや否やを疑はしむ夏に爾反鷹の内其一反回のみ陽性を示し他は陰性なる場合之を如

何に判定すべきやの問題を生ずべし小官等は此場合云云鷹島に陽性を呈したる際に於，

てのみサリチ・一ノレ酸の存在を判定すべきを至當と認むる竜技術者にようては往々にし

て共一反鷹のみに從ひ少録することあるを灰聞す之れ各高慮によりて共鏡温度を異に

するを以て假令不鏡敏なる反心陰性を示すとも他の鏡敏なる七去陽性なるときは之れ

が存在を認定する竜敢て不可なしとの論懐なるべきを試聴せしむ然れども雨反鷹共に

サリチ・一ノン酸固有の反論にあらざるを以て其一反応のみによりて判定することは極め

て危瞼なるを免れず期の如き關係は猫リサリチーノレ酸の二合のみに止まらず殆と総て

の防腐剃の試瞼の揚合に於ても亦同様にして技術者に層謔､て當該防腐剃存否の到定上

見解を異にし爲めに往々物議を醸すことあり是等は主として試験方法の法文上の訣陥

に基因するものと云メ、を得べし

　前記試験成績に從ひエーカγ石油工・一力〆混血抽出法とエーテノレ抽出法とを比較す

’るに槍語中ようずリチ・一ノγ酸を抽出する能率はエーカγ法遙に優れるを認Uべし然れ

ども不純物の弊溶する割合も亦面面法に比し一暦大なるの訣黙あO泊れが爲め從來の

試験法に於ては多くはエーテノンに石油工一テ．ルを混和して之を防遇するにあるも振盈

に際し乳濁化の嫌あク故に小官等は優秀の抽出力を有する屯一テノγを使用し次に之に

随俘移行する不純物の除別法を考案し以て過クローノン鐵及ミロン点出癒に出て最も類

似の反面を呈する味噌，醤油類に面して竜亦心用に堪ゆべき一新槍査法を創温し得た

う而して前記工一ヲノレ石油工一プノレ冷感液を小官等の案出せる精製法によう庭心して

得たる抽出物のクロ、フォルム溶液に0．05彩過クローノレ餓溶液2－5滴添加によりて

其呈色反鷹を槍するときはワカず高等の小魚族等の佃煮の如き過クロール餓にようて

サリチーノン酸類似の反慮を呈する物質もサリチール酸を混嘉せざる検品に在うては何

れの揚合に竜陰性を示し之にサリチーノレ酸を添加せる竜のは其含：量10萬分1の縞合

乙こは時として陰性を示し或は陽性を呈して一定せざるも5萬分1以上に及ぶときは常

に陽性を示すを認む但し味喉類に封してはエ・一テノレ石油エーテル心隔担！出法を三富し

て試験せざりしを以て弦に蜥定するを許さ団るべきもエーカレ抽出法の成績に鑑みフ
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カナギ等と同一開係なるべきを想像するに難らず次にエ」タノン抽禺法にようては0．05

％過クローノレ鐡溶液2滴添加の場合には総ての検腔に於て何れも陰性反癒を呈し5滴

に及ぶときは陰性陽性殆ど相孚ばしサリチール酸を！0萬分1の割合に添加するとき

は何れ竜0．05％過クローノン鐡溶液2滴添加によりて既に微に陽性を示し次で3滴追加

によりて租顯著なる反慮を’現はし更にミロンジントナー，シャーマング・・ッス及マンデ

リンの3反慮も亦何れも陽性を呈し以て共存在を確認し得たり但し西京臼味喰のみは

前述の如く10鴻分1添加：量に於てはシャーマングロッ7及マンデソン雨反慮陰性を示

し5分1量に於て始めて著明に陽性を現はせう

　凝ってサソチーノレ酸の防腐敷力を考ぶるに飲食物の種類によ6て一定せざるべきも

通例0．01－t｝．03％にて三二の目的を達し時として0．05－0．1％を要することあうと云

ふ而して清酒に在りては一石に旧約10匁（0．02％）即ち5千分1の使用を許容せられ

萎酒の如きは1L中0．059（2萬分1）にて足ると云ふ（Prior）又Hatzfeld氏に從

へばチフス菌及コレラヴ｛ブソオは（1．2％濃度にて10－24塒…間内に之を死滅せしむ

るも芽生菌に封しては同濃度に於ては数果なく綜状菌もU．396以下にては其螢育抑制

の致采なしとせらる然るにBoeseke11及Waterm之m爾氏はIlatzfeld氏ようも遙か

に少量のサリチーノン酸にて三三二二菌（Pellicillium　glauiu皿）の増殖を抑遇せしめ得

たりと云ふ紛ほ一般に酸酵防止には0．2タ6にて奏回すと云メ、

　斯くの如くずソチ・一ノγ酸を飲食物防腐の目的に使用する揚合には5萬分1以下の微

量に於ては殆と共敷果なかるべし從って小官等の創案に係るエーテノレ石油工一カレ抽

出法並にエーカレ石油工・一テノレ混1夜抽出法に於て穣膿よう得たる抽出物のクロ、フォ

ノγム溶液に0．05％過クローノン頚溶液2－5滴添加によウ陰性を呈しだる二合にはず

りチーノy酸を含有せざるものと鋼定するも敢て不可なかるべし斯くして陽性の場合に

於てのみ前記試験法に從ひ他の3反慮を検し以てサリチ・一ノレ酸の存在を確認するを便

とすべし　　　　　　　　　　　　　　’

　次に軟食物中ナリチーノン酸の試験に際し最も注意を要することはサリチール酸含宥

の清酒を原料として製造しブ2る食酷及之を以て調味せる食品並にナリチーノレ酸含有清

酒を調味料として使用せる食品類の揚合にあう即ち：是等の飲食物中には時として10萬
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分1程度迄サリチール酸を含有するに至ること之なきを保し難きを虞る．＼、ものにして

斯ると1 ｫは小官等の改良試瞼法によりて其存在を確認し得るに至るやも計り難し然れ

と竜前記飲食物に封するナリチーノレ酸の保貯力を考慮するときは斯の如き微量のサリ

チール酸は防腐の目的に故意にサソチみノン酸を混加せるものとは認め難く殊に可楡品

が前述の如き關係よウ微量のサリチーノレ酸混入の可能性を認め得る揚合に於ては徒ら

に之を追究するζとなく寛大の庭置を取るを妥常とすべし両ほ果實類には天然に微量

のサリチーノγ酸を含有することあうとせらる㌧を以て注意を要すべく此等の果實類及

其調製品に封し小宜等の試駿法を慮用したる揚合如何なる關係を有するかは後日試験

の上報告する所あるべし

　第3章に於て述べし如く喜多尾氏は映噌醤油中過クロ・一ル餓によリサリチーノレ酸類

似の反癒を呈する物質は大豆蛋自質の分解成績物なるべきを思惟し大豆を盤酸を以て

加水分解を行ひ之を瞼したるにクロ、フォノレムに移行せる物質は過クローノン鐵によう

て著しく紫董色を呈し且つ稀硫酸に由つて共反慮一・層鮮明となり之より分離し精製し

得たる…結晶性物質は過クロ．一ノレ鐵反慮の外ミロン氏反慮をも呈するを認めたり依て

小官等竜亦大豆の加水分解成績物の小官等の改良試験法に封する關係を知らんが爲め

黄粉50gに38％盤酸400ccmを加ヘアスペスト板上に24時間加熱分解したる後分

解液1009を取うエーテノレ100ccmと共に振蛋し以て前記新検査法に從ひ試験したる

乾こ0・05％過クロ・一ノン鐡溶液2滴及3滴によりて呈色せず5滴追加に及びて僅微帯赤紫

色を現はし：更に10％液1滴添加によりて淡帯赤紫色を呈せるもミロンリントナー，

シャーマングロッス及マンデリンの3反慮は何れも陰性を示せり更に黄粉50gに25％

硫酸400cclnを加ヘアスペスト板上にて16時間加熱したる後分解液100cclnを取φ

同様に試験したるに盤酸の揚合と同様に過ク…一ノレ鐡によう類似反慮を呈せるのみな

うき

　　　　　　　　　　　　　　第六章　総　　　括

　前記試験成績に從ひ之を総括すること次の如し　　　　　　　　　　　　　’

　1．ワカサギ，自魚及鮎の如き小魚の佃煮は常法に從ひ鑛酸々性に於てエーテノレ，石

　　油工一テノレ混液振盟法を行ひサリチーノレ酸を槍するときは過クローノレ鐵に．ようて
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ずりチ・一ノレ酸類似の面諭を生起するを認めたり

2．前記一一テノレ，石油工一テノレ抽出液を適量の酸性白土と共に振盈するときは極め

　　て分離し難き乳濁暦を存する場合に寝ても容易に之を解除することを浮べく同時

　　に其工一カレ液は殆と無色となう之れが爲め多量の不純物除却せられ大ひに精製

　　の目的を達し得べし

3．前記精製抽出液の命尽残渣をクロ、フォノγムに溶解し之を完杢に水洗したる後過

　　クロール餓溶液と共に反復振撮し以てサリチーノン酸類似の反慮を呈する成分を悉

　　く分取し次に其呈色水癌を硫酸々性に於てエーヲノレと共に振点して之に聴溶せし

　　め典蒸登残渣につきミロンリントナー氏反賑を検するときはナソチーノン酸を含有

　　せざるものは常に陰性を示し10萬分1の如き微量のサリチーノレ酸現存に於ても

　　陽性を呈するを認めたう

4．然るにエーテノレ，石油一一テノレ混液を用ムるときは乳亡状を來たし水面との分離

　　困難なる場合多きを以てずリテール酸の抽出力該混液より遙かに優れるエーヲフン

　　を用ひ共融鮎たる多量に随伴移行する不純物の除別法を考究せり即ち此等の有機

　溶融と血液の振藍に際し乳濁朕を來たすは白雨現存する遊離弱酸の濃度に關歯す

　　るを以て共好適の酸度を検出し次で其工一テノレ抽出液をエ・一テノレ，石油工一テノγ

　混液抽出法の裏合と同様に庭理して過クローノレ鐡及ミロンリントチー氏反慮を検

　するときはサリチ・一ノレ酸ユO萬分1含有に於ても陽性を呈しエーーテノレ，石油工一

　ラノレ法に比し操作容易なウ

5・味噌類に在ムては前記試験法にようてはサリチーノレ酸を含有せざるものと難も過

　クローノン鐡反感のみならずミPンリントナー二七慮も亦陽性を呈するを以て佃煮

　類に封ずる試験法は之を慮面することを得ず然るに共過クローノレ戴呈色溶液を酉告

　酸々性に於てエーラノンと共に振畳して之に轄溶せしめ之につきシャーマングロ。ス

　及マンデリン爾反懸を嘉するときはずリチ・一ノン酸を含有せざれば常に陰性を示し

　サリチーノレ酸10萬分1量の現存に於ても多くの揚合陽性を呈し5萬分1以上に

　於ては山国に陽性を現はすを認めたう

6．斯くして血痕の瞼膿は直接に固形の瞼膿：は常法に從ひ浸出しイ！｝たる溶液につき：最



飲食物中サリチール酸の試瞼法に就て 63

　適度の硫酸々性に於てエーテノンと共に振盤し以下前述の如く腱理して過クロ・一ン

　鐵反慮を槍し陽性の揚合には更にミロンリントナー，シャーマングロッス及マンデ

　リンの3反慮を寵し何れも陽性を呈する場合に於て始めて槍膿中ずりチーノレ酸存

　在の命定をなすときは飲食物中他の成分に因る類似反鷹等の爲め過誤に陥るが如

　きこと之なかるべきを確信す即ち小官等の創定し得たる新法は從來の検査法に比

　し遙かに優秀なるを断言し得べし

7．小官等の新検査法に諮れば槍禮中10萬分1の微量のサリチーノレ酸も多くの場合

　之を選出し得べく5萬分1量に於ては常に確實に詮明し得べし而して此際特に最

　　も注意すべき黙はサリチ・一ノン酸含有清酒を原料叉は調味料として使用せる飲食物

　試験の吻合に在姥Pち使用清酒よウ極微量のサリチーノレ酸移入すること絶封に之

　なきを保し難かるべきを以て之が剣定置大に考慮を要すべし

（1）

（2）

（3）

（4）

（5，

（6）

（7）

（8）

（9）

（10）

（11）

（12）

（13）

（14）

（15）
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所謂病原大腸菌に附する研究（第一報）

泌尿器系疾患の病原ブこりし大腸菌に：就て

技師秋葉朝一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　論　　　　　　　　・

　大腸菌が諸種の疾患を惹起する洋琴は異論なき腱にして腹膜炎，膿嚢炎．腎孟母，膀

胱炎，清化器障害，膓炎，産褥熱，局所化膿，肋膜炎，網膜炎，敗一血症等の原因とな

るは周知する所なう．而て此病原たる大腸菌は腸内大腸菌と異る性歌を有するPara

colibakterienなる揚合と全く同一なる普通大腸菌なる揚合とありて此を一括して病

原性大腸菌腸となす事は不可能なり．腸炎或は清化障害患者の糞より分離せる大腸菌

は普通大腸菌と生物學的性状を異にし対極て毒力高しと云ばる（Dyspepsie　Coli

nabh　Adam）．即ち不節翻なる食物撮取により消化管内の環境攣移するために麸化し

易き腸丙大腸菌は悪化して腸炎或は清絶障害を起すものと思考せらる・此に反して泌

尿器系疾患，即下炎，腹膜炎等の病因となれる大腸菌は此を腸内大腸菌と外外し得ずと

する報告多し．又他方泌尿器系患者よウ分離せる大腸菌は腸内大腸菌と異る竜のなう

とする落合，Herold等の報告あウ．思に大腸菌が不断に極息する腸管の歩合Σ然らざ

る泌尿器系共他の揚合とにては大腸菌の病原性に當然差異を認めらるべきには穿る

か．何故ならば大腸菌と常に接馨しをる腸壁は大腸菌に曝して可成の抵抗力を有すべ

く從って著き組織抵抗の減弱か或は無力の猛化せる大腸菌の存在するに非ずんば腸炎

を起さぎるは當然ならん・然しながら他の器官即三三，腹腔，腎孟，膀胱等の場合に於

ては組織抵抗薄弱なるを以て普通大腸菌と錐も僅少の誘因によりて病原性を逞うし得

るもめと思考せらる．即大腸菌が疾病の原因となる能力は共侵襲ずる器官的の差異は

あれども普通大腸菌たると猛化せる異型大腸菌たるとを問はざるものには非ぎるか．

余は此黙を解決すべく各器官の病因たうと認めらる＼大腸菌に三七器官の系統別に研

索を績行せんと思考し最初に泌尿器系疾患の病因たうし大腸菌に就て其研索を試み其
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結果を第一・報として登表せんとす

　細菌性腎肝炎，肪胱炎の80％は大腸菌によるものなうとせらる＼程此疾病に零し

大腸菌は密接なる關係を有するものにして其主たる理由は泌尿器官と消化器と：は相隣

接するがために尿道よう昇向性に大腸菌が侵入し易き車即事者とも同一・淋巴系統に属

し腸管壁に出覆したる淋巴液は泌尿器官を通って昇流するために淋巴道からも容易に

侵入し得る事にして且稀には血管系によって移行する事も考へらる．大腸菌はかく泌

尿器系には侵入し易きものなれども此が病因となる機甲に就ては身腔的素因と病原菌身

との二方面よう考へざるべからず・現在の多くの臨床家の意見によれば溜化障害，熱

病性．慢性重篤疾患による身膿嚢弱等が誘因となうて此によう大腸菌が泌尿器に侵入

する機国資は菌薮育の好機が與へられ且組織抵抗の滅弱と相侯って炎症起るものなう

とせらるれども更に疾病を惹起する大腸菌は普通大腸菌と異るものにして特殊の病原

性を有するものなうてム設竜あう．要するに大腸菌が病因となるには尿の馨滞，組織

抵抗の滅罪と云ぷ因子の存在が誘因として最有力なる事は臨床的経瞼並に河合氏の馬

験によりても明瞭にして唯病因となれる大腸菌が腸内大腸菌と異ると云ム纂が果して

必要なる因子なうや否やは疑問とする所なう．若し腎歩脚，膀胱炎患者の尿よう分離

せる大腸菌が常に特殊の性歌を有するものなれば其性駿と病原性との關係を認識して

病原性大腸菌なるものを想定せざるべからざるもi難し著明なる差異を見出し得ずして

幾分の塗料の傾向の認めらるるに過ぎざる場合には此は菌が尿路に生存したるために

結果せる麸性と見るべきならん

　次に腎孟炎，膀胱炎患者尿よう分雌せる大腸菌が腸内大腸菌と異るものなりや否や

に就て實験せる諸家の報告を以下に摘録するも差異有無の論櫨とする所は（一）毒煙

（二）溶血反慮（三）脂肪分解作用（四）血清學的平癒の四黙にあって共他の性朕に於て

は杢く匝継し得ずとせられる・よって以上の四身占に就て諸家の報告を吟財ミせん

（一）毒力　泌尿器系病原大腸菌が腸内大腸菌に比して毒力高しとはHerold，落合氏．

等の云ぷ所なるが信太氏は多数の菌株に就て實験して著明なる差を認ずと報告せウ

（二）溶：血．反鷹次に雨者の分別に聾して最重要規されをるは溶血反慮にし・〔Dudge一・

on，　Wordley＆Bawdre1，：Bi七ter＆Gunde1，　Meyer＆：Lδwellberg等の諸氏は尿路系の・
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病原性大腸菌と腸内大腸菌と共に溶血性，非溶血性菌株を有し此によウて匠別する能

はず只病型内至傳染経路の上に幾分の意義をもたしめたるに過ず

　唯落合氏の報告によれば家兎血球に封ずる溶血反慮を以てしては別ち得ざるも

牛，豚血球を以てすれば病原大腸菌は溶血し腸内大腸菌は登く溶血せざる事を認むと．

云ぷ

．（三）脂肪分解作用

　大腸菌の有するリノ｛・」ゼは隔て微弱なるも一白の有する此性状を比較するに病原た

ウし：大腸菌には些著明なりと落合氏は報告せり

　（四）凝集坤軸　凝集反慮を大腸菌風の分類に慮用せんとせる實験は多数あれども結

局各株特異の關係にあると結論するが尊堂なうと考へらる匁朕態にして只溶血性菌株

は比較的統一せる成績を示す・凝集反慮によって病原大腸菌と腸内大腸菌とを匿罪せ

んとせる實験も少からざれども患者血清によるも冤疫血清を以てするも鑑別し能ずと

するが至斜ならん

　以上を約言すれば泌尿器系の病原たりし大腸菌と腸内大腸菌とは異るものなうや否

や未解決の問題にして余は最近の星表にして從來の實験とは特異な黒畔菅櫨を置き彼

此相慣せるものなう．とする落合氏の實験を追試して本問題を關明せんと意圖せう

　　　　　　　　　第一項　病原大腸菌と腸内大腸菌との毒力比較

　急性亜急性腎孟炎，膀胱炎患者尿よウ病原たりし大腸菌七株を分離し腸内大腸菌五

株を揮び爾者の寒天斜面培養の生菌一定量をマウスの皮下に注射して其最小致死量を

定む（第一表墾照）

　　　　　　　　　　　　‘第一表　毒　　力　　，比　　較

㌔海一角ミ・白餌ll／・・ 】／4” 1／8” 1／16・・
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　　　　　　　詑　マウス12－1δg，生国，皮下注射，1－2口にて死するを標準とす

　落合氏は病原大腸菌は腸内大腸菌に比して毒力高しと報告せるが余の得たる成績は

病原大腸菌にして極て低き竜のあわ叉腸内大腸菌の中に竜毒力の高きものあうて爾者

の仏力に差を認むる事能はざりき．此黙は信太氏の成績と一致す．若し病原たbし大

腸菌が腸内大腸菌に比して著く毒力高きものなうとせば毒力の高き菌のみが病原性

をもつものなうとするか或は大腸菌が泌尿器官に侵入繁殖した爲に毒力が増強したる

竜のなりとせざるべからず・余は腸内大腸菌を尿中に七代五十日間に亘って培養して

毒力が張めらる＼か否かを一々るに毒力は決して塘強せず從って毒力の強い菌株のみ

が病原性を有するものと考へざるを得ず。此は先に述べし所の毒力の低きものと錐も

病原たりうる事實に矛盾するのものにして從って泌尿器系の大腸菌によう疾患の起る

機韓は身膿的誘因のある所に毒力高き菌來うて始て起るものには製して組織抵抗の減

弱尿諺拝撃の條件の存在する所に偶々侵入せる大腸菌或は共時迄非病原的に棲息せる

大腸菌が薮育の好機を與へられて旺盛なる登育をなし魂迎の毒力には關係なく所謂

”reMve　Vi乙uleuz’，を得て疾病を惹起するものにして大腸菌の毒力の高低は共病原性

1こ無關係なうと結論すべきなウ

　　　　　　　　　　　　　第＝項　溶血反庶試験

　Kayserが大腸菌の溶血反鷹に就て報告せる以來Mandelbaum，：Bark，　Schottm岱

11er，　Schmidt寒露の業績績出し大腸菌の溶血反慮と毒害とは卒行ずるものには非

ず且分類上の標準ともなう得ずと云ふ結論に達せう．叉緒論に述べたる如く13itter

＆Gulldel共他の諸家の研究によれば泌尿器肝疾患の原因たうし大腸菌と腸内大腸菌

とは溶血反鷹にようて匠別する事不可能なれども落合氏は家兎血球をもつては匿別し

得ざるも牛，豚血球を用ふるならば匿別し得る竜のにして即ち病原大腸菌には陽性

であう腸内大腸菌にては陰性なうと報一三ぜう．余は前項の毒力武験の結果よう推論し
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て病原たうし大腸菌にのみ特殊のものに非るべしとの考の下に此反慮を研究せウ．

最近信太氏も血液前板面上塗布試験によりて牛，豚，入，家兎1蛍の血球に封ずる溶

血心慮を試みて爾者の間に差異を認め得ざりしと報告せう

　實験方法

　魚種大腸菌のブイヨン五日培養を遠心沈澱して共上清液に動物血球10％浮游液を

加へ室温に2週日放置して其結果を挑む

　第二表滲照　病原たりし大腸菌にて牛，豚，家兎血球に虚して溶血力を有するもの

と有せざる竜のとあり叉腸内大腸菌に竜有するものと然らざる竜のとあうて差異を

認むる事能はず．卒板面塗布試験も同様の結果にして此成績は信太氏の成績と一

致す

　　　　　　　　　　　　第二表溶血反歩

　愉株～～典ミ　　　兎　　　　牛　　　　豚
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大

腸
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士

圭

1貴

　　　　　　　　　　　　　　　註　試験管内溶血反腱i

　　　　　　　　　　　第三項　脂肪分解作用試験

　大腸菌の脂肪分解作用を分類上に誤用せるは落合氏の創意にして泌尿器系の病原た

る大腸菌は腸内大腸菌に比するに這々著明なる脂肪分解力を有すと云ぷ・余の追試成

績を以下に記す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　實験方法Rolla－Michaelis氏等の方法にようて行．ζ．即ち］．ノ15歪ル第1，2燐酸盤

混合酒（PH7．0）の5倍稀繹液を以てトリブチリン飽和溶液を作り此溶液8ccmに寒天

斜面24時間培養菌1斜面を5ccmの生理的食盤水に俘臥せるもの2ccmを加へて．全量

9
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をユOccmとなし室温にて作用せしめ一定時問後にドロツプビペツトを用ひて滴数を算

定して脂肪の分解度を乱す・結果は第三表に見らる㌧如く病原性大腸菌，腸内大腸菌

の各一株に点てリメーゼ陽性にして雨二間に首肯出來うる程度の相違なし

　　　　　　　　　　　　第三表　リバーぜ作用

～畜一胡、一時～塑Ll直 後い　時　剛・時　悶i剃 定
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　　　　　　　　　　　　　　　第四項結　　論

　泌尿器系疾患の病原たりし大腸菌と腸内大腸菌との間に於て

（一）帝室の差を認め得ず

（二）溶血反慮にようてはたとへ牛，豚血球を以てしても此を砥別する事不可能なう・

（三）大腸菌の脂肪分解作用は極て微躬にして此によウて爾者の差を見る事を得ず

　以上の結論として泌尿器系の病原たうし大腸菌は腸内大腸菌と何等異るものに非ず『

とせざるべからず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　三って泌尿器系大腸薗性疾患は特殊の大腸茜即ち病原性大腸菌とも云ふべき竜のに

ようて起さる＼には非ずして腸内大腸菌が此に封ずる抵抗力の簿羽なる疎遠な脚係．

にある泌尿器に侵入し誘因に促されて病原となるものなうと考へるが至當なう．：E11一．

terokokke11，：B．：Ploteus等の病原性機韓も同様ならんと考ぷ

　　附　記

　腸炎の病原大腸菌は或特殊な猛化せる大腸菌（wildgewordene）なうと云メ、事が一般：

の定論なるも脂嚢炎，泌尿器系疾患等の混合に於ては此と異う病因となうし大腸菌は、

普通大腸菌と異る所なし・此は器管の差異に誌くものにして腸管は大腸菌の棲息地に、
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て菌に封ずる抵抗力は極て張き筈なれば此を障害するには菌の猛墾が重要なる因子を

なす竜のならんも其他の器官にあうては大腸菌は侵入異分子であう從って器官は菌毒

に封ずる抵抗微弱にして大腸菌は容易に病原性を登揮し得るものならんか・斯くの如

く大腸菌は侵襲する器官によりて鍵性して始めて病原となる；場合と常態にて病原とな

る揚合とあり・三って此意味に於て絡ての大腸菌は病原性大腸菌と竜云ひ得る竜のに

して特に病原性大腸菌凪と云ふものを匠別する事は不可能なう．病原性大腸菌と云ふ

語は語の構成上一つの菌厨を意味するものと解繹せられ易きが故に余は軍に病原たう

し大腸菌を意味するものとして「所謂」の二字を此に冠せしめたう

稿を終るに臨み恩師竹内敏授の御指導を深謝す．

　　　　　　　　　　　　　　主　　要　　文　　獄

：K：011e，　Kralls　u．　a．：Haudbnch　der　pathog乏11en　Mikroorgallislneu．3anHage．：Balld　VI，　S．415

：Bi　tter　L　u．　GUIlde1玉1。；　：Kli．　Wo．1924。

Meyer：K．u．恥wellberg　W；K1．　Wo．192壬

1」6wen　berg；　　　　　　　　KL　Wo．1925

落　　合　　貞　　俊　　野生學傳染病學雑誌　纂21巻22巻

信　太　格　太　郎　　京都府立謄大雑誌　第3巻　1號

DudgeQI1，　WQrdley　u　Bawdrel；J．　o£Hyg．1922．21．
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紙幣，書状及び一般書類の浩毒法（第三報）

感熱消毒並に其内際法

技師秋葉朝一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　言

　圖書館，簡易保瞼局等にて萬入に接鯛するカード記帳等に消し毒を行ひつ＼ある所竜

あれども未一般に施行されざる朕態にあるを遣憾とす，亦傳染病院，結核療養所等に

於も之に出入する書歌，病室に使用する書類等に下し充分なる清毒を施すもの稀なる

の現歌な6．此等書類の清毒機としては減腰，灘熱，Forlnaldehydとを協力作用せしむ

るS．K式清凹凹を完全なるものと思考す．即FormaldellydのΨ肯’毒力に此滲透性を

助るに滅罪を以てし更に湿熱滅膣の清毒．力を協力せしむる装置なう．かくの如くして

S．K式消毒機は完杢なる清二丁を有すれど竜構造簡易ならず從って高儂なる爲に小

部の書歌，書類等の清毒用としては一般に普及せられざるかの憾あり・よって余等は

書歌書類等の大量ならざるものに封ずる簡便なる門門を目的として二四を進た丁丁

って其主眼とする所は清毒器製作の簡易なると操作の輩純なるとにあう

　　　　　　　　　　　第壼章　渥熱消毒法の理論的實験

　余等の一人川端は佐藤技師と共に術彙33號に於てForma］dehydには滲透力なき故

に書類の中央にては減腰を以てするも長時間作用せしめぎれば清逸の目的を達せず．

乾熱にては100。1時間以上の加熱も術不充分なうとし而も紙質の鍵化・書物の形崩れ

を避け／しには100。以下の温度なる事を必要とし100。以下にて消毒を全からしめんに

は湿熱によるを良とすと報告せり．しかし前之験に於ては此を實際化するに根披とな

る基礎的成績に到達せざりしが故に三等は引績て温度，灘度と清毒力との相關闘係を

追求し其得たる成績並に此實際的弓用に封ずる考案とを報告せんとす
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　　　　　　　　　　　　　　　心慮装置

　　　　　　　　　　　　巻尾結論の部に掲たる圖蓼照

　山越製油熟電氣滅菌器・に心慮の：F乏mをとうつけ且可及的氣密設備をなせう．：Fa11は

浬度を速に均等化せんがために叉空回の移動は熱の消毒力を高むる事を考慮して備へ

たるものなり．灘度測定には毛髪湿度計は高温時の使用不可能なるを以て乾濃球温度

計を用ふる事となし灘球をうるほす貯水の蒸登を最小ならしむるため1こ綿紗の漸く通

う得る程度に管頭を狭搾せウ

　二度の調節には硫酸と水との一定混合量を蒸丁丁1に入れて電熱器の上段に載す．不

揮援性物質（臨類，硫酸）等の水溶液は水蒸氣の最大張力を下降せ．しむるが故に水と

硫酸との種々量の混合によって各温度に於て希望する灘度を滅菌器内容に與へる事を

得且此によれば水蒸氣力｛多少回外に逸走するも水分を補給する事を得るの便あり．蓋

此硫酸水を刑ひだる所以は清毒器氣密ならず水蒸氣逸散するが爲にして若半弓ならば

後章結論の部にて述ぶる如く簡瑠こ一定水量を響町せしむれば足れり

　　　　　　　　　　　　　　　實駿準備

　　　　　　　　　　　　野師使用カード及紙片町彫

　カードは縦横各約3cn1の長：さを有する正方形にして此1000枚を一組のカードと

なして滅菌す．此カード群は部厚の書類若くは書物の代用となす．荷他に長さ3Cm

幅U．3emの紙片を造り三角コノレベン中に入れて滅菌し一・定の病原菌を附着ぜしむるに

使用す．更にカードと同質の紙を以て慕遣横丁3cmの袋をつくり一方を糊着して此を

適営の数丁丁裟して二重封筒，内部の巻紙共他の門門に代用せう

　　　　　　　　　　　　　　使用せる菌種

　本論験に於ては結核菌の使用を最適當となすも試験の繁雑をさけて此を放棄し代ふ

るに大腸菌及葡萄状球菌を以てせり・紛脾脱誌面は實際問題に遠きを以て省略せり．

葡皆瀬球菌は無芽胞病原菌中隔抵抗力強きものにして此に封ずる溜磁力は組ての無芽

胞病原菌に封ずる消毒力を意味するものと考へらる＼なり

　菌材料は37c，24時聞普通ブイヨン培養を用ひシとして此以外のものを用ひず
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　　　　　　　　　　　　　　　心慰方法

　三角コノレベンに入れ滅菌したる長さ3cm幅0．3cmの紙片に菌培養ブイヨンを注ぎ

菌液を充分しませたる後に過剰のブイヨンを去り37。の夢i俘卵器中にて充分乾燥せしめ

可及的紙片の湿度を少からしめ此を1000枚カードの爾端部と十七部に挿入す．カー

ド群は二種とし一は丁丁し他はせざるものとす・丁丁せる竜のは装釘せる書物にせざ

るものは堆積せる書朕と見倣すものなう・其他滅菌時計グラスの上iこ紙片を載せたる

ものを準備せわ．此所要の下熱に自由に接鯛せしめ得る揚合にして他の條件の下に於

ける紙片への封照となせり．更にカードと同質の幾枚かの紙袋中に菌附着カードを入

れ更に此を一重及二重封筒に入れたるものを準備す

　以上準備せるものを消毒器申に納め一定濃度一一定湿度にて30分野型置するものと

す．その後各紙片をブイヨンに投じ37。に48時間培養して消毒敷果を興す

　　　　　　　　　　　　　　　實　験　成績

　　　　　　　　　　1・一定温度，一定輝度に於ける消毒實験成績

　前述の實験’方法に從ひ各温度1000，90。，80。，70。に於ける輝度100％，80％，60％40％，

20％を以て30分間庭置したる賓1瞼成績は第1表よう第13表に表示せり

　全賢瞼成績を通覧するに乾熱消毒にありては1000以下の温度は旧くその清毒滅菌

の敷を認めざるも此に湿度を與ふれば71）。に於ける低温にてもよく清毒滅菌の致を認

めたり．而て湿度は何れの温度に側ても高きよ6低に段階的に消毒補助敷物を失ふ事

を知れり．即ち最消毒滅菌確逆なる範園は100。40％以上，9」。60％以上，80。80％以

上なうとす

　　　　　　第一表　100。に於て灘度約80％作用時間30分の場合の

　　　　　　　　　　菌種附着カード消毒試駒成績

＼」鯉1大
　　　　　瓶鵬所1　端
　　　　　　　1

腸 苗 葡　　　萄　　　llた　　球　　　菌

中 端 端 中 端

締有力　一　ド

締無カー　ド

該灘熱に自　山に接鯛せ　しめ得る紙月’
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了．．ヒ

f． C． C

＿垂．普D

二重封筒

普通封筒中に密封せる紙片

浩毒前に於ける一種附茄釈片

照 十 十 十 十 十 十

第二i表　100。に於て湿度約60％作用時間30分の場合の

　　　　菌種附着カード清毒試験成績

隈＼＼紙脳断種、火
　　　　　篶｝セ挿
　　　　　　罵所　　端

腸 甫 葡　　萄　　簸　　球　　1葭

ψ 端 端 ∫P 端

翻｝イ∫カード

締無カード

フ　　ラ　　イ

ー重封
二重封．

灘些に白田 Dに撚せし嗣字る縮

樋ま嘱中。鶴せ孫片

筒　一　一　一　！一　一　一
筒　　　一・　　　一　　　一　　1　一　　　一　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　浩轟前に於ける苗種附着紙11’
llゼー一．「皿一’一y『…r…』∵一「．一．一；．　．．一　一一．『」．．　皿マー一

年三表10げ1こ於て澱約40％f㌻用1欄3・分の揚戸の

　　　　菌種附清カード清毒試験成績
　　　　　　　　　’

＼塑野竹．大
　　’＼　駕しIT挿
　　　＼　　　　　ヨ　にロ　　　　　＼竺丁

準｝『f∫カード

締無カード

フ　　ラ　　イ

腸 衛 葡　　有　　歌　　球　　蕾

靖 Φ 端 端 中 端

該・撫・・蕨壁・め得・瓢，1

著通封筒IPに密封せる紙片
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一重封筒
二重封筒

聴前・塑る欝齋脚・
封 ’照 十 十 十 十 十 十

第四表　1000に於て湿度約20％　作用時間30分の二合の

　　　菌種附着カード消毒試験成績

大 腸． 菌 葡　　萄　　状　　球　　菌

端 中
端幽

端 中 端

寸寸カード
締無カード

十 十

該灘熱に自由に接隅せしめ得る紙片

フ　　ラ　　イ 1一
．菩通封筒中に密封せる紙片

一重封筒
二垂封筒

澗毒前に於ける菌種附着紙片

封 照 十 十 十 十 十 十

第五表　90。に於て湿度約80箔　作用時間30分の晶晶の

　　　菌種附着カード清畠試験成績

大 腸 』薗

端 中 端

締有カード
締i無カード

葡　　萄　　歌　　球　　菌

端 中 端

該翻に自由に高角恥しめ得、紙片

7　　ラ ・1一
普通封筒中に職封せる紙片

一重封筒
二重封筒

．言締前に方弼。苗田付着紙片

封 照 十 十 十 十 十 十
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第六表　90。に於て湿度約60％作用時聞30分の二合の

　　　菌種附着カード清毒試験成績

紙土’附着菌種

　　瓢昌‘挿
　　入暢所・

大 腸 菌 葡　　萄　　歌　．球　　菌

締石一。．

締聖一ド

端 li雪． 些｝　＿墨L

●

中　　　　端

該潔熱に自山に接申せしめ得る紙片

フ　　ラ　　イ 1

樋ま描中に糊せ撫∫卜

＿壷封筒

二誓．勲筒

沿毒前に於ける密種附着紙片

封 照 十 十 十 十 十 十

鯉そ中門白白40％鰍耳野30分の鞭

　　　菌種附着カード浩毒試験成系fl

大 腸 苗

圃 中

締右カード
締無力戸ド

D

葡　　萄　　飛　 球　　苗

端 中 端

．一 @　　　 ±　　　　 一

該潔熟に自由に接鵤せしめ得る紙片

フ　　ラ　　イ

魯潤描巾に密封せる紺卜

一：重封筒

二重封筒

浩目前に於ける苗種附清紙片

封 照 十 十 十 十 ÷ 十
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第八表　90。に於て二度約2彫6作用時間30分の場合の

　　　　菌種附着力・一ド清毒試験成績

締有力ごド・

締無カード

大 鳴
葡　　萄　　歌　　球　　菌

端 中 端 端 申 端

十 十 十

十

一轍に．
Mに灘捷。め得．、紙片

フ　　ラ　　イ

菩通封筒中に轡封せる紙片

一重封筒
ご重封筒

溝毒前に於ける苗種附茄紙ノ『

封 三 十 十 十 十． 十

第九表　80。に於て湿度約80劣作用時間30分の揚戸の

　　　　菌種附着カード消毒試験成績

大 腸 菌 葡　　萄　　欺　　球　　菌

端 中 端 端 中 口．

　締有カード

＿墾カゴ

該灘熱に自由に雪囲せしめ得る紙片

フ　　ラ　　イ

舗封 艪ﾉ翻輪謝
一重封筒
二二：重封筒

消毒前に於ける蔚種附着紙片

封 照 十 十 十 十 十 十
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第十表　80。に於て湿度約60％作用時間30分の揚合の

　　　　二二着炉ド嚇瀬蝋

大 腸
1緊「 葡　　萄　　歌　　…球　　苗

端 中 端 端 中 端

山有力一■
締無カード

十

十

十

十

十

該灘熱に．自由に接引せしめ得る紙片

フ　　ラ　　イ

聾通封筒中に密封せる紙片

一：重封筒

二重封筒 十

消毒前に於ける荷種附茄；艇片

墨寸 照 十 十 十 十 十 十

第十一表　80。に於て灘度約4（」％作用時聞30分の場合の

　　　　　菌種附着カード清畠試験成績

大

端

幽腸

中 端

萄 葡　　詰1∫　　朕　　球　　菌

端 中 端
。

締右カード
締無　力　一　ド

± 十

十

± 幽 幽

十 十

該濃熱に白由に接篇せしめ得る紙片

・ライ1
曹通封筒中に密封せる紙片

一重封筒
二並封筒 十 十 十

清幽前に於ける鳶種附着紙片

三㌔1 照 十 十 十 十 十 十

●
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第十二表　70。に於て高度約．100％作用三二30分の場合の

　　　　函種附着ヵ＿ド清毒試験錨

大 腸 葡　　：萄　　歌　　球　　菌

端 中 端 端 中 端

締有カード

締無カード

十 十

十

十 十 十

十

十

十

三熱に自』由に接角蜀．せしめ得・紙1卜

フ　　ラ　　イ

柵封筒中に密封竺る紙片

一重封筒
二重封筒 十

言臓前に於ける ﾓ嚇紙片
封 照 十 十 十 十 十 十

第十三表　70。に於て灘度80％作用時間30分の場合の

　　　　菌種附着カード清毒試験成績

大 腸 菌 葡　　萄　　歌 菌

端 中 端

締有カード
締無カード

十 十

十

十

・端 中 端

十

十

十

十

十

該灘i熱に自由に接鯛せしめ得る紙片

フ　　ラ　　イ

．麺・塒…舗せr紙．片

一一 d封筒
二重封筒 十 十 十

油毒前に於ける菌種附震紙片、

封 照 十 十 十 十 十 十
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第十四表　灘熱澗・毒實胎戎績一覧彦ξ

　濃　度

温　度

　100つ

　9〔P
　δ6・

　7〔｝。

10「1％ 8〕％ 60％ 40％ 20％

十 十

十

十

±

十

十

十

十

十

1

　　　　　　　　　　II・濃熱消毒と乾熱消毒との成績比較

各温度に於て充分なる温度の揚合と不充分なる濃度の場合と乾熟なる場合とに於け

る二二力を次1く表示して四度が浬度の浸透力を張め消毒力を高むる上に如何に必要な

るかを示さん

　　　第一一表　灘熱100。SO％，乾熱100。に於て30分間庭置の實験成績

葡 萄 飛 球 官f

潔 熱 乾 熱

端 中 端 端 上 端

締早早　一　ド

締無力一　ド

十 十

十

十

該熱度1に自出に接隠せ　しムう得る紙片

フ　　　ラ　　　イ

書βコ茸筒中に密∫，せる紙片

一　：重　封　筒

二　∬：封　筒 十

濡門前に於ける四種附着紙片

封 照 十 十 十 十 十

第二表　漏熱100⊃20％，乾熱100。に於て30分間庭置の實験成績

覆 萄 那こ 球 画’

灘 熱 乾 熱

端 中 端 端 中 端

締イ∫カー　ド

締無カー　ド

十 十 十 十 十

ナ

十
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該熱度に自由に接醐せしめ得る紙片

フ　　ラ　　イ

．普通封筒中に密封せる紙片

一：重封筒
ご．重封筒 十

沿毒前に於．け。齢重圏．済紙ノ㌃

封
晦

十 十 十． 十． 十 十

魔三表灘熱鵬・銘，「乾熱9の、於て3・分間麟の實験成績

．＼響十三灘葡萄熱欺乾球
　　　　　誠片挿
　　　　　　入蜥；　端　　中　　端　　　端　　中

．菌

．　熱

端

締有カード
締無カード

十

十

十

十

十

十

該熱度に自由．に接課せしめ得る紙片

フ　　ラ　　イ
．年

＝汗通三封筒中に密圭fせる紙片

一：重封筒

ご重封筒 十

十

十

十

十

消毒前に於ける萄種附游紙片

封 照 十． ．十 十 十 十
弟

難論ぴ2・辮乞糊・於て・・分隙二二

締有カード
締無．

J6ド

葡 萄 球

灘 熱

端 中 端

十・ 十

十

乾 熱

端 中 端．

十

十

十

十

十

十

該熱度に自由に接剥せしめ得る紙片

・ライ1 十
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普通封筒中に’ ｧ封せる紙ノを

一重茸筒
二重封筒 十

十

十

十

十

沿電顕に於ける千種附茄紙片’

封 照 十 十 十 十 十 十

第五表湿熱80。80劣，乾熱80。に於て30分間慮置の實験成績

’、 @　紙片附）資副司

　　　　熱
　　　　　療笑芸所．

　　葡　　　萄　　 ，歌　　　球　　　苗「

灘　　　　　　熱　　　　　乾

端　　 中．　　端　　　端　　 中

．熱

．端

締有力βド
締無カード

十

十

十

十

十

十

両度にr舳に興せしめ得る紙1片

フ　　ラ 列 十 十 十

．普通封筒中に霧封せる紙片

一：重．封筒

こ重封筒

十

十

十

十

十

十

獅撃前に於ける萬種附　吉紙片

封 環 十 十 十 十 十 十

第六表掘熱so。60％，乾熱8Q。に於て30分間庭置の国国成績

紙片F11着蔭種

　　熱
　　1弩岸頚
　　　入饗．駈

葡 萄 球 黄

灘 熱

端 中 底

三二カード
芝む無カード

± 十

十

乾 熱

端 中 端

十

十

十

十

十

十

該熱度に自由、に接鵤せしめ得る揚合

フ　 ラ　．．イ． ．一 Di →一．

十 十

舎蓮封筒中』1こ密封せる紙片
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一・ d　封　筒

二重封　筒

十

十

十

十

十

十

1臓前に力辱ける断購着垂氏片

劃・ 照 十 十 十 十 十 十

第六表 灘7び8・％乾熱7・1・去て・・分註二二の職蝋

・＼響欝
　　　　　　紙鷺所

葡 萄 欺 球 憲r

灘 熱

端 中 端

締有カー　ド

締無力一　ド

十

十

十

十

十

十

乾 熱

端 中 端

十

十

十

十

十

十

該熱度に自由に接鰯せしめ得る揚合

フ　　　ラ　　　イ 十 十 十

善通封筒中に密封せる紙片

一　重　封　筒

ご　重　封　筒 十 十

十

十

十

十

十

十

滑・毒前に於ける菌’種附茄紙片

日 照 十” 十 十 十 十 十

　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　論

　以上の實験成績によって結論すれば次の如し　　　　　’，

1．灘熱によって一般病原菌附着紙片を30分問に消毒し得る最低温度は80。にして

80Q以下の温度にては如何に湿度を多くするも清毒の敷果を認めず．而て各温度に於

ける最低有漏耐熱を示せば100。40％，90。60。％，80。80。％とす

　而て以上g三熱にては紙質，筆蹟（インク，筆ジ鉛筆）等に何等の障碍を與へず

2・湿熱と乾熱とを比較すれば乾熱にては100。30分間にて完全なる消毒滅菌の三無．

きに反して湿熱にては41）％の二度を與へる事1とよう完杢なる清畠1りを現す．同様に

90。，80。各30分間の乾熱は消毒滅菌敷高全くなきに90　に最：低60％，80。に：最低

・80％の古謡を與へる事によ亟完全なる消毒敷果を現すに至る
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3．以上の灘熱は最困難なる緊搏せる】000枚カードの中央部にまで滲透しよく消毒．

しうるものとす

　　　　　　　　　　　第二章實際上に於ける三熱消毒法

　　　　　　　　　　Ll黒熱消毒器内に於ける書籍の消毒

余等は第一章に述べたる箕験に劫て墓礎白城績を得πるによ下酒灘熱1こようて’

書籍の消毒を試みたう・先づ皮製”クロース製，紙製各種類の書籍並に2000頁，1000・

頁，500頁，300頁の書籍を撰び此中央部に菌附着カードを密封せる封筒を挿入し此

に湿熱清毒を施したる成績を以下の表に記す

　成績を丁丁するに二丁丁丁30分の庭置によって総ての書籍は丁丁央丁丁消毒せら

る＼事を知る・而も表装は100’80弩1ζ於て幾分の影響をうくるも此以下ならば何等・

の破損を旧きず

　　　　第一表　100。に於て各二度の許に書籍浩毒及装訂鍾化の三選成績

　　　　　｝言｝惇i

　　　灘　度1書籍頁数
温度i　　　　　l

紙片附浩菌種　i
大剛下蹴球r．溌釘無憂イヒ館

○

○

度

80％

60％

2000

1000

δ00

300

皮　　製・表紙

クロース珪こ　闘

1紙　裂・
1

2000

10σ0

500

31）0

1

1皮　　製表紙

1クロース製　　・・

紙　　　製　　・・

，幾分罷1溶け背綴墾

化す

　　　，，

　　　，，

　　1

　　1
4Q劉

20％

鱒
1000

500

3σ0

2000

1000

500

300

憂化なし

　，，

十 十

十

十

十

十

十

十

皮　　　製表紙

クロρ噂ス褻～　・・

紙　　　製　　・・

皮・　　製表紙

クロース壌3　　，・

匿　製・

愛化なし

　，，

　，，

憂化たし

　，，

　，，
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第二表　90。に於て各灘度の許に書籍消毒及装訂鍵化の實験成績

清毒

温度

。

九

〇

度

　・…・

灘度1書轄頁数

8り％

60％

40％

2000

1000

500

300

2000

10QQ

500

300

2000

1000

1500

300

紙片附与菌種
大腸証拠鰍繭 装釘種類

「皮　製表紙

クロース製　　　

紙　’　製　”
1　　　　　・

皮．　製表紙

ク・一ス製　”

紙　　　製　　・・

攣’

ｻ歌態

幾分膠溶けるも背綴
墾化なし

　　　，，

　　　，，

二化なし

　，，

　，，

十

十

十

十

十

並製副攣切な・
レ・一・・いし．

…紙　　製　。i　。
1　　　　　　　　　｛

第三表　80’に於ける各灘度の許に書籍清丁丁装丁礎化の實験成績

消　毒

湿　度

八

O

度

灘度

86％

60％

書籍頁数

2000

1000

500

300

紙　片　附　茄　菌　種

大腸刺葡萄騰苗

2000

1000

500

300

十

十

十

十

十

十

±

装釘種類

皮　　製表紙

クロース製　”

紙　　・製　”

皮　　製表紙

クロース尋常　・・

紙　　製　”

．憂化欺態

攣化なし

　，，

　　

二化なし

　，，

　，，

　　　　　　　　　　IIガーゼ減菌器による書朕の消毒

　家庭用簡易消毒器を目的としてガ・一ぜ滅菌器を選びたり．通常のガーゼ滅菌器に℃

は水蒸器多量に浸入するπめに水分を内壁及び書歌に凝固灘潤せしむる牽あり．よつ

イ可及的蒸氣侵入を僅少ならしむべく一団の如く改良せう

　　　　　　　　　　　　　改良ガーゼ滅菌器圖解

　ガPギ滅菌器の側面の蒸氣侵入口を封じ別に側部に数個マ）蒸氣母入口を有する管
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Oo

．Bをとゆつけ此はAなる螺旋筒によって被はれ小

口の開閉調節に用ぷ

　Cは内郡の掘熱を測定するために湿度計を挿入す

る孔なり

　蓋は氣密に閃つる事を得るものなうとす

　以上の實験装置に於て小孔全部を閉鎖せる揚合に

ては吟興の侵入僅少なるために温度は90。以上に昇らず，漁民は約80％に達するの

み：若し1孔乃至6孔を開ば98L100。9S％に蓮す．從って何れの揚合に於ても内

部に納めたる一重，二重封筒に密閉せる菌附着紙片は完杢に清毒せられたウ・而も紙

質，筆墨，インク，鉛筆等のi筆蹟は何等の影響を被る事なし．此成績よウして普通販

質せられつ＼あるガーゼ回忌器の覆蓋に少しく操作を加へて二二となし且二二侵入口

を封鎖すれば内部の三熱は三二の二二よう二二微量に入るを以て9UQ－100。80％一9P

96となるを以て書歌，紙幣，小冊子等の清朗に充分なう

　　　　　　　　　第一i麦　ガーゼ改良滅菌器による：鼻歌消毒成績

　　　　　　　　　　　（90。に達して後30分間）

紙工’附茄菌種
加熱蒸氣侵入ロ　海躍1伏のπ確 　　　　　　　　　灘度旧態　書癌の攣置歌態

大腸司葡唱酬fI

衝閉したる場合

孔一個開きたる

寄合

孔六個開きたる

揚合

一　重　封　筒

二　重　封　筒

一　：重　封　筒

二　重　封　筒

一　重．封　筒

二　距〔　封’筒

　SO％

（goo－800）

　90％

（9δo－850）

　9S％
（1000－gso）

憂化なし

　　　　　　　　　　　　　　　結論及　考案

　以上第一章，第二章に實駿せる成績によって書歌，書籍等に封して80。SO％以上，

90。60％以上，100。6〔1％以上の湿熱を30分間作用せしむる事により極て深部に迄

到蓬する消轟力を登庁せしめ得る事を知れり，即2000頁の書物の中央部に挿入せる

大腸菌及葡萄欺球菌は確箕に死滅するなう・而も紙質，華蹟は何等の憂化を被らず只
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書籍は10080％の湿熱にては幾分膠の軟化を示す．故に書籍等装釘をなせる竜のは

100。60％以下の湿熱に依らぎるべからず．即一般書状，書籍の消毒としては90。一1QO。

60弩を標準とすべきものなう

　　　　　　　　　　　　考案1．・ガーゼ減菌器の改罠

　灘熱消毒を行ふに：無益軍な．る器械はガーゼ滅菌器に少しく改良を加ぶれば足る，即

普通ガーゼ滅菌器は蒸氣の侵入多量なるを以て此を極度に小ならしむべし

　覆蓋を氣密になしうる様にし小口全部を封鎖すれば先づ可なう．かくして内部の灘

熱は90。95－9S％位なるが故に30分間の慮置によウて充分消毒しうるものなう

　　　　　　　　　　　　　II．口熱消毒器

　次に相當量の書；伏，書籍等を消毒するに適する消毒器の構輩を示さん

　1）．装置．下層の如き巌重に湿熱の逸走を防ぎ得る函をつくう1個の：Fa11を取附

く．：Fa11は水の蒸畿を促進し湿熱を李等ならしUると共に室氣の移動にようて灘熱の

滲透を助長するものなう．鐡製蒸磯皿は出來得る限り旧き事を必要とし霊熱器の上に

装置して此に一定：量の水を盛る・函の上側に乾湿球輝度計を挿入しうる様になし乾球

は李常温度の指示に用ひ線球は稀に灘度の検定に用ふ

　2）・漁度の與へ方

　昇等の實験に於ては既製乾熱滅菌器を慮用せるが爲に可及的氣密操作を施すとも完

全に湿熱の遁走を防ぎ得ざ6しが故に水と硫酸の混合液を用ひたう．蓋硫酸と水の混

合液によれば希望の灘度以上に出ずして而も灘熱の逸走につれて水分を補給し大髄希

a，a’……………乾灘球灘度計

b・。。・・9…………温’度調節暑犀

C・・。・・…。・。・…。。。電　 熱　
｛｝臣

d・……・・………Fan

e・…。・・・・・・…。…塗聾i集芝蒸嚢皿

f．∴∴．＿＿・・…．密閉しうる扉

望湿度を維持し得るが故なう。然れども此方法は實際には適せず且氣密なる函を用ぷ
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れば極て簡呈11に所要の湿度を函内容に撃茎、る方法あり

　即ち一定容績の塞氣に任意温度に任意湿度を與ぶるために蒸聚せしむべき水量を下

記の式にようて算出し此水量を蒸薮一皿にもうて蒸登せしむれば可なう

　　§水蒸氣張力と一立方m中に於ける其重さとの關係

　一立方1n中に於ける水蒸氣の重をgにて現したるものをωとすれば

　　　　　　　　　　　　　　　　　αδ　　f
　　　　　　　　　　　　　　ω；一×　　璽
　　　　　　　　　　　　　　　　　760　1十αご

　　αは氣墜7601nm及氷黒占に於ける乾燥空氣一立方工nの重さにして129・2789

　　δは水蒸氣の室氣に封ずる比重にして0．6221

　　αは1。に封ずる涌谷の膨脹率にして0．0367

　　6は水蒸氣の温度を振氏によりて表したるもの

　以上の債を前回に置換すれば

　　　　　　　　　　　　ω＝1．05S21。．　∫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1十〇，00367‘

　　　　　　　　　　　　　一∫＋∫（　1．05S21　　　　　　　　　　＿11十〇，00367‘）

　此式の第2項は比較的小なるを以てωの略値は直に∫の数値を以てするも可なう

　　　　　　　　　　　　　　　部　　ω＝∫．’

　　　　　　　　　而して澱　・一f文…

　　　Fは一定温度に於る水蒸氣の最大張力’

　　　ω＝∫を入れば

　　　　　　　　　S＝⊥×100　．●．　ω＝8×　1しと：なる

　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100

　故に1方立mの氣中に任意の湿度を與へんとせば上式よう所要の水量を算出する事

を得べし．從って函の容積π立方mなうとせば所要の水量はオ～ωとなる

　上式によって一定の澗毒器に就てイ∫数灘熱に封ずる所要水丑を算出して置けば清轟

の操作は簡エ餌こなしうるものなり

　　稿を終るに臨み多大の御助言を得たる勝田學士に深謝す
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市販消毒剤の清毒力概評

技師秋葉朝一郎

　市販消毒剤は年々その数を壇しつ＼あれども未だ乙れが如何なる程度に有致なるや

を報告せるものを見ず．乙れ一つに從來の市販消毒捌なるもの㌧世人に重きをなすな

きと共に唯一時的出現消毒齊1に過ぎざるもの多きがためなるべし．甚だしきに到うて

は前年の商品と同様なるものを名稻iを礎夏して販責する等のものあり・勿論此は消森

剤の製造販責が誰にても自由になし得らる結果なるやも知れず・余等は最近迄に市揚

に販回せる消毒剤に就いて實瞼鷺る結果を総括し叢に報告せんとす

　　實験方法

　本三三は米國公衆衛生局に於て採用せるりデアノγ・ウオ・rカー爾氏の改良清毒剤検

定方法を以って統一實験せう．使用菌種は標準的チフス菌なう

　　實験成績

　消毒捌には目的によって種々の種類あう乳捌あウ溶液あウ粉末朔あり石鹸剤あり

故に余等は市販消毒剤を以下三種類に分類しその成績を表示す

　三朔及溶液消毒湖は第一表よう第九表に乙れを示す

　粉末消毒剤は第十表より第十三表にこれを示す

　石鹸清毒齊1は第十四表より第十六表にこれを示す

　　記載法

　石炭酸係数とは可槍清毒剤と石炭酸との清毒力（稀輝度）の比なう．從って消毒剤

の消毒力石炭酸と同等なれば石炭酸係数は1，優れば1以上，劣れば1以下なう
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　　第一表乳管清二二圷ヒロF一ム

　　作用時間
　　　　　2．5分　　　5分　　10二分L　15分目　30分目　6U分

　　　　　　ま下ヒローム稀下墨濃度

端

1：1

1：15

1：2

1：4

1：10

1：50

1：75

1：100

1：150

1：200

第二表

　十　　　一　　　一　　　一

　→一　　十　　　一　　　一

　十　　　十　　　一　　　一

　十　　　十　　　十　　’十

　十　　　十　．十　　　÷　　　＋

　　　局方石炭酸

　十　　　一　　　一　　　一

　十　　　十　　　一　　　一

　十　　　十　　　十　　　十

　十　　　十　　　十　　　十

　　甘藷楚酸係官　0．0216

製造者圷　　銀　之　助

　　作用時間

～2．5分稀程濃度

1二10

1：15

1：20

1：75

1：100

1：150

1：200

製造所　束京市麹町匿有祭町一丁目一番地

十

十

孚L剤消．毒剤花コF一モリFP

石油乳剤

　　　5分　　10分　　155｝　　30分　　6（）ク｝

　花コーモリ印石油乳三

十　　　十　　　一　　　一　　　一

十　　　十　　　十　　　十　　十　　　十

　　局方石工酸

十　　　一　　　一　　　一　　　一

十　　　十　　　÷　　　一　　　一

十　　　十　　　十　　　十　　　÷　　　十

　石畏酸係戯0．125

　口本石泊橡式會吐

　第三表　乳湖1川留剤エムノγデシン

漏響運㌧・分一・分1・分　分15分

　　　　　　　　エムルァシン

1：20

1：30

1：40

1：50

1：60

1：8Q

1：90

1：100

1：110

1：120

　　製造所

　　第四表

　　作用時間

稀将濃度

1：190

1：200

1：210

1：220

】：230

1：24ゆ

1：250

】：260

1：270

1：2SO

1：290

1：3CO

1：7〔L

I：SQ

1：90

1：1eo

1：110

1：120

　十　　　十　　　十

　十　　　十　　’十

　　　局方石炭酸

　十　　　一　　　一

　十　　　＋　　　一

　十．　十　　　一←

　十　　十．　十

　石淡酸係数041

甲府市；棚生町　宮

十　　　　一　　　　一

十　　　十　　　十

十　　　一　　　一

＋　　＋　　十

　　　　　　　　澤　良．造

乳剤病毒剃ミケゾ・一ノレ

2．5分　　5分　7．5分　　10分　12．55｝　　15分

　　　ミケゾール

十　　　　一　　　 一

十　　　一　　　一

十　　　十　　　一

十　　　十　　　十

十　　　十　　’十

→一　　十　　　十

十　　　十　　　十

十　　　十　　　十

十　　　十　　　十．

十　　　十　　　一←

十　　　÷　　÷

　　局方石目酸

十　　　一　　　一

十　　　十　　　十

十　　　十　　　十

十　　　十　　　十

→　　　十　　　十

石炭酸係数2．r5

　　　　　商’

十

十

十

÷

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

襲造江東京市日本橋1・1≦駿河町盗番地

三井鎮III籾i式合吐　　　　務　　貰；

十

十

十

十

十
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　　　第五表幽．清毒湖リゾホノンム

＝：禦　・・分　・・分
辮1膿度

　　　　　　　　　リゾホルム

　1：20　　　　　　　「　　　　　．一

　1：30　　　　　　　　十　　　　　　　一

　1：40　　　　　　　＋　　　　　　一

　1：50　　　　　　　＋　　　　　　＋

　1：60　　　　　　　＋　　　　　　十

　1：70　　　　　　　＋　　　　　　＋

　1：80　　　　　　　　十　　　　　　十

　　　　　　　　　局方布炭酸

　1：60　　　　　　　＿　　　　　　＿

　1：70　　　　　　　　一　　　　　　一

　1：80　　　　　　　　＋　　　　　　＿

　1：90　　　　　＋　　　　＋
　1：100　　　　　　　十　　　　　　十

　1：110　　　　　　　　十．　　　　　十

　1：120　　　　　＋　　　　、＋

　　　　　　　石炭酸係藪0．45

　　　　製造所　大阪市東匠年野町二丁目

　　　　　　　吉萬・商店．．．

　　　　第六表　清幽剤リゾーノγ、

＼嘩型　。、分　。、分
稀程濃度

　　　　　　　　　リゾ＿ル

　1：130

　1：140

　1：150　　　　　　　＋　　　　　　一

　1：160　　　　　　　十　　　　　　十

　1；170　　　　　　　＋　　　　　　＋

　1：180　　　　　　　十　　　　　　十

　　　　　　　　　局方石炭酸

　1＝60

　1：70　　　　　　　十　　　　　　一

　1：80　　　　　　　＋　　　　　　一

　1：90　　　　　　　＋　　　　　　一

　1：100　　　　　　＋　　　　　十
　1；110　　　　　　　　　十・　　　　　　　十

　1：120　　　　　　十　　　　　　十

　　　　　　　　石炭酸係数1．9

　　　　　製造所　大阪東旺道修町三丁日

　　　　　　　田　邊　五　兵　術

15分

十

〒

15分

十

十

第七表∵乳剤消毒剤アノγボース1宵毒藥

　　作用時間

漁蕪ミ鮒　鮒’15分
　　　　　　　アルボース1肯毒藥

　1：2　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一

　1：：3　　　』．　　　　‘一　　　　　一

　1：4　　　午　　　　　＿　　　　　一
　1：5　　　　　十　　　　　　　一　　　　　　　三

　1：6　　　　　十　　　　　　　　＋　　　　　　　　一1

　1：7　　　　　＋　　　　　　　　÷　　　　　　　　＋・

　1：8　　　　　十　　　　　　　　十　　　　　　　　十

　　　　　　　　　局方石炭酸

　1：60　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　．　　　　　　　一

　1：70　　　　十　　　　　　　＿　　　　　　　」

　1：8〔｝　　　　　　　十　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　直

　1：90　　　　　＋　　　　　　　＋　　　　　　　一

　1：100　　　　　十　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　十

　1：111　　　　　　十　　　　　　　　　　÷　　　　　　　　　　十

　　　　　　　石炭酸係戴0．058

　　　　　製造所　扇橋三三株式會祀：

第八表乳剤清遊剤クレオリン消謎要論

　　作用時間

稀継摩

　1：50

　1：60

　1：70

　1：80

　1：90

　1：100

　1：110

　1：50

　1：60

　1：70

　1180
　1：90

．1：100

　1：110

　1：120

　　2．5多二｝＝　　　　　　7．5分

．’ E．

�Eシ聴藥．

　　　十　　　　　　　　一

　　　十　　　　　　　　一

　　　十　　　　　　　　　一

　　　十　　　　　　十

　　　十　　　　　　　十

　　　十　　　　　　　十

　　　局方石炭酸

　　　十　　　　　　　一

　　　十　　　　　　　一

　　　十　　　　　　　　一

　　　十　　　　　　　　一

　　　十　　　　　　十

　　　十　　　　　　　十

　　　十　　　　　　　十

　　石炭酸係鍛LO

製造所　東京市外田端

　大彦．製藥所

15分

十

十

手
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　　第九表

　　作三時開

稀搾濃庇

　1：80

　1：90

　1：1QO

　1：110

　1：】20

　1：130

　1：60

　1：70

　1：80

　】：9〔〕

　1：100

　1：110

製造所

　　第十表

打製遡
稀騨濃慶

　1：500ゆ

　1：10000

　1：15000

　1：200〔｝0

　1：GO

　1：70

　1：50

　1：90

　1；100

　1：110

　　　製造所

乳荊消毒剤後藤デシン

　2．55」」　　　　　　7．5分　　　　　　　　15ク｝

　　後慾デシン

　　十　　　　　　一

　　十　　　　　　十

　　十　　　　　　　十

　　÷　　　　　　十

　　局：方石炭酸

　　十　　　　　　　十

　　÷　　　　　　十

　　十　　　　　　　十

　　∴　　　　　　　　十

　　十　　　　　　十　　　　　　十

石炭酸係鍛L24

　　紳戸市八雲通四丁目

後藤デシン本舖

粉末清毒剤カポリット

　2．5ラ｝　　　　　　7。δク｝　　　　　15多｝

　　カポリッ　ト

　　十　　　　　　　一

　　十　　　　　　÷

　　十　　　　　　　十　　　　　　　十

　　局方石炭殻

　　十　　　　　　　一

　　十　　　　　　一

　　十　　　　　　　十

　　÷　　　　　　十

　　÷　　　　　　十　　　　　　十

石淡酸係藪116．O

Levcr　Kusen　b．　K61n　a．　Rh．

Farbenfabrikell　Vorm．　Friedr．13ayer＆Co．

　　　　　第十一・表　粉末澗毒剤

　　　　　珪弗化マグネシウム

　　作川時間
　　　　　　　　2．5ク♪　　　　　　　7．5分

瑚睾濃度

1：4．0

1：4．5

1：5．0

1：5．5

1：6．O

l：6．5

1：70

1：SO

l：90

1：1GO

1：110

　　　珪弗化マグネシウム

　　　　十　　　　　　　一

　　　　十　　　　　　十

　　　　　÷　　　羊

　　　　　十　　　　　　十

　　　　　十　　　　　　　十

　　　　局方石炭酸

　　　　　十　　　　　　　一

　　　　　」＿　　　　　　　　　一

　　　　　十　　　　　　　＋

　　　　　十　　　　　　十

　　　石炭酸係数OO56

製造所　東京府北宮島郡名多町

大日本入造肥料株式倉杜王子工揚

　　第十二表

稀罧濃度

1：5．0

1：10

1：15

1：20

1：40

1：60

1；70

1：80

1；90

1：100

1：110

製造所

15分

「十

十

十

粉末消毒剤スメソット

三25ク｝　　　　　　7。5分

　スメリット

　十　　　　　　　一

　十　　　　　　　・一

　十　　　　　　　　十

　÷　　　　　　÷

　肩方石炭陰

　＿L　　　　　　　　　　　＿

　十　　　　　　　一

　十　　　．　　十

　十　　　　　　十

　十　　　　　　十

石炭蘇鍛0．！5

　中　央　荷　工　殖上

15分

半

十
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趨轟表禦鯵∵ト指
稀程濃度

　　　　　　　　　クライ　ト

　1：8000　　　　　　　一　　　　　　　一

　1：9000　　　　　　　　　十　　　　　　　　　一

　1：10000　　　　　　　十　　　　　　　一

　1：11000　　　　　　　十　　　　　　　＿

　1：12000　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　一

　1：13000　　　　　　　　　十　　　　　　　　　一

　1：14000　　　　　　　十　　　　　　　十

　1：15000　　　　　　　十　　　　　　　十

　1二16000　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　＋

　1：17000　　　　　　　十　　　　　　　一｝一　　　　　　　十

　1：18000　　　　　　　十　　　　　　　十　　　　　　　十

　　　　　　　　　局方石炭酸

　1：70　　　　　　　一　　　　　　一

　1：80　　　　　　　十　　　　　　一

　1：90　　　　　　　　十　　　　　　十

　1：100　　　　　　　十　　　　　　　十　　　　　　　十

　1：110　　　　　　　十　　　　　　十　　　　　　十

　　　　　　　石提写方藪1515

　　製造所　東京市口本橋匠本町三週目十一番地

　　　　　。，　里　村　三　治

　　　　　第十四表　石鹸消毒捌

　　　　　　三軒ブリアンチン

　　｛二月」時間

愈　a5分　15分　60分
　　　　　　　　藥用ブリァンチン石鹸

　】：50　　　　　　　　一　　　　　　　一

　1：60　　　　　　　十　　　　　　一

　1：70　　　　　　　十　　　　　　一

　1：80　　　　　　　十　　　　　　十

　1：90　　　　　　　十　　　　　　＋　　　　　　＋

　1：100　　　　　　　　十　　　　　　　十　　　　　　　十

　　　　　　　　　局方石炭酸

　1：60　　　　　　　　＿　　　　　　＿

　1：7r、　　　　　　　　み　　　　　　一

　1：80　　　　　　　　十　　　　　　　一

　1；90　　　　　　　　十　　　　　　十

　】；100　　　　　　　　十　　　　　　　十

　1：110、　　　　　　　十　　　　　　　十　　　　　　　十

　　　　　　　　石炭聯数OB

　　　　製造所　東京市剥1田琶鍛冶町七番地

　　　　　　　　小　野　助　春

　　　　　第十五表　石鹸消毒剤

　　　　藥用．メヂケート石鹸二野

濃遡』扮・・分’15分
　　　　　　　藥用メヂケート石鹸
1：1000　　　　＿　　　＿　　．＿

；：1118　．．工　　＝　　＝
　1＝1750　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一

　1：2000　　　．　　　　　　．十　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　一

　1：2250　　　　　　　　　十　　　　　　　　　÷　　　　　　　　　一

　1：2500　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　一←　　　　　　　　　一

　1：2750　　㌦，　　　　　　十　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　．一

　1；3000　．　　＋．　　　＋　　　　一
　1：3250　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　十　　　　　　　　　＋

　　　　　　　　　局方石淡酸
　1：70　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一

　1：80　　　　　　　＋　　　　　　一　　　　　　一

　1：90　　　　　　　　÷　　　　　　十　　　　　　一

　1：100　　　　　　　　十　　　　　　　十　　　　　　　＿

　1：110　　　　　　　　十　　　　　　　十　　　　　　　十

　　　　　　　石炭酸係藪22．13

　　製造所　東京市日本橋置蠣殻町二丁目王番地

　　　　　　　安　藤　井　筒　堂

第＋六表石鹸清毒剤アノレボース石鹸

謬．・・分・・分15分
　　　　　　　　アルボース石鹸
　1：200　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一

　1：210．　　　　　　　十　　　　　　　一・　　　　　　一
　1：220　　　　．　　　　　　＿←，　　　　　　　　　≦」　　　　　　．　　　＿

　1：230　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　＿

　1：240　　　　　　　　十　　　　　　　＿　　　　　　　＿．

　1：250　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一

　1：260　　　　　　　　　　　十・　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　＿

　1：270　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一

　1：280　　　　　　　　十　　　　　　　一　　　　　　　一

　1：290　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一

　1：300　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　＿

　1：310　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　＿．

　1：320　　　　　　　　　　＋1　　　　　　　＿　　　　　　　　　＿．

　1：330　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　十　　　　　　　　　＿

　1：340　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　一

　1＝350　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　十

　　　　　　　　　局方石炭酸
　1：70　　　　　　　　、一　　　　　　　一　　　　　　　一

　1；80　　　　　　　　　十　　・　　　　　一　　　　　　　一・

　1：90　　　　　　　　十　　　　　　一　　　　　　一
　1：100　　　　　　　十　　　　　　十　　　　　　一

　1；110　　　　　　十　　　　　＋　　　　　＋．

　　　　　　　　石炭酸係藪3．C｛

　　　　　　製造斯　扇橋製藥株式會証
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　総　　　括

以上の消毒剤を石炭酸係歎次に記せば下の如し

　　　　　　　　　清毒剤二名

孚L剤，溶液剤

粉末消毒齊1

石鹸消」毒剤

ミケソーノレ’

リヅーノレ’

後藤デシン

クレオリン

リソホノγム

エムノレブシン

花コーモリ印石油乳剤

アノレボース

圷ビローム

クライト

カボリット

．スメリット

珪弗化マグネシウム

藥用メデケー1・石鹸2號

アノγボース石鹸

桑用ブリアンチン

　石炭酸係鍛

　　　2．75

　　　工9

　　　1．2墨

　　　1．O

　　　O．45

　　　0．41

　　　・0，125

　　　《，．05S

　　　O．0216

　　ユ5ユ．5

　　ユ16．0

’　‘　　　U．15「、

　　　0．0056

　　22ユ3

　　　3．01

　　　0．8
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　　　　　　清涼飲料水原料試験成績報告

　　　　　　　　　　　　　　　　技　師『衣　　笠　　　豊

　　　　　　　　　　　　　　　　技手服・部　安藏i

　　　　　　　　　　，・　技生柳σ　喜久雄

　昭和4年6月24日付術保第493號を以て衛生局よう起泡剤フォームシラップと干す

る清涼飲料水原料の起泡性成分に就き叉同年8月3日付衛門下525號を以て無酒精ビ

ーノレ原料と稻するもの、清涼飲料水原料として衛生上危害の有無其他調査方照會あり

だるを以て之に就き試験を施行し次の成績を得だう依て之を報告す

　　　　　　　　　　　　　　一．試験材料

　衛生局より途附せられたる可検品は2種にして次の如し　．

　岬フ・rムシラ・マ’

　本甲は大阪市港門九條南通』丁目堀口商店販責英國’ロンドン，スチブンソン∫エン

ド・・ウ⇒レ會祉製造に係り比重’1・072を有する弱有機酸性濃赤褐色の液禮にしてカラ

メノレ類似の香氣並に刺戟性の苦味を有し之を振回すれば著しく泡起す．槍艦の総量

217gなウ

　　乙　無酒精ビーノレ原料

　本学は東京府荏原門門塚村日本町料稼式會肚製造に係る濃赤褐色透明の液禮にして

比重0．950・を有し生肝的特異の芳香を放つ．之を味ふときは舌端に強烈なる刺戟苦味

を與へ且つ久しく持績す．検膿の総量113gなウ．

　　　　　　　　　　　　　＝・試験方法並成績

　（イ）　サポニン質の抽出試験

　検禮209を蒸登皿1こ秤回し1％炭酸ナトリウム溶液を以て中和し重湯煎上にて徐々

に蒸登せしめて禍色の濃稠なるエキス状となし之を95％のアノyコホノγ5ccm宛を以

て5回温浸し各浸出液を合し之よ・わアノンコホノγ分を蒸散せしめ叢に得たる黄褐色エキ
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ス駿の残澄を100CCmの蒸鋸水に溶解し硫酸アムモニウム209を加へたる後分液漏斗

に移し約99の流動石炭酸を加へ反復張振盗をなし1笠夜営放置し水液厨を除き石炭

酸層に鹿狩水50・cm及工一チノン100cc・nを加へ両ほ忘潮の際乳化を避け！tがためア

ノレコホル約4ccmを添加し温く振盗し1笠夜間放置し爾回暦充分に分離したる後水

液贋を分離し之を重湯煎上に注意して蒸酸し鯨に残留せる黄褐色のエキス肢物質を約

1疋lccm宛のアセントにて5回反復腱齢して精製し共残渣ようア・セントを蒸散せしめた

る後更に95％アノンコホノレにて数回反復浸出し各浸液を合しアノレコボル分を蒸散せし

めたるに黄褐色飴歌の物質を得たう次に之を硫酸乾燥器にて1書夜間乾燥後秤量する

に国営膿はO・3109及乙検薩は0・0229を示せり

　之等雨抽出サポニン質の水溶液は何れも張き起泡性を有す之に就き次の呈色反転及

溶血作用の試験を施せう．

　（ロ）　サポニン質の呈色反慮試験

　　a．硫酸反鷹
　前記抽出瞼膿少量を時計皿に取り濃硫酸1滴を滴加せるに甲，乙雨者の槍膿共に初

め黄赤色を呈し徐々に其色調濃厚となう遽に赤色に麸じ20分後には赤董紫色となう

更にユ時間後には漸次槌色して友色に遜ぜう而して三等呈色反回の關係は試製の純サ

ポニンの夫れとよく一一致する乙とを認めたう

　　b．フレーデ反慮

　前記抽出精製検膿少量を時計皿に取らフレーデ試藥（強硫酸100CCInにモリブデン

酸アムモニウム59を溶解せるもの）1滴を滴加せるに甲楡醗は直に濃青色を呈し漸

次淡色となう更に帯青線色に墾じ1時間後には槌恋して終に才色となウ乙検膿1ま最初

青色よう漸次濃青色となう20分後には帯青緑色に麸じ1時間後には漸次赤色して次

色となれり．之等の反鷹は何れ竜劃照として施行せる試製サポニンの反慮と殆と一致

せう

　（～・）　サポニン質の溶血作用試験　　　　　　　　　　1

　内容約5cc皿の小試験管に生理的食竪水に溶解せる1％淡赤色不透明の股繊維牛血

液1CCmを取うこれ1こ櫨膿の0・1箔生理的食事溶液1CCmを加へたるに直1こ溶血作用
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を生起し全く透明となれり然るに封照として生理的食盛水のみを加へだる竜のは全く

慶化なかうき

　更に前記脱繊維牛．血液10CCInをべ。ヘル1こ取う之に検液10ccmを加へ溶血作用の

ために透明となうたる液禮に0．1％コレスタリンエーヲフシ溶液2ccmを加へ約36。

にて2時間放置しエーテノγを蒸散せしむるに残液は不透明の俘游物を有する液膿とな

れウ前記の諸反慮は乙検醗に比して著明ならず

　　　　　　　　　　　　　　　三．総　　　括

　前記試験成績に徴するに甲乙爾種の槍膿は共にサポニン質を含有するものと認む而

してずポニン質の毒性に關しては別紙當所け｝東技師の調書に依う明瞭なるも實際種々

のサポニン類を清涼飲料水に使用したる場合果して無害のサポニンなるや将π有害性

のものなうや之れが鑑別は極めて困難にして到底其取締を逮行し得さるべきを憂惧す

るを以て清涼飲料水に起泡i剤としてサポニンの使用は當分之を許可せざるを可と信ず

　　　　　昭和四年十月
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サポニン膿の藥理作用及び毒性に關すろ調書

技　師　伊　東． 幹　愛．

内　　容　　目

第一章　緒　言

第二章　エンチームとサポニンとの交互作用

節三章　細菌酵母並に高等植物細胞に封ずる作

　　　用
立四章　下等動物に封ずる局灰作用

第五章　高等動物に封ずる局所作用

第六章　血液に封ずる作用

第七章　血液を除外せる他のリポイドに富む細

　　　胞に及ぼす作用

第八：章　中櫃照射系に封ずる作用

第九章．筋肉に封ずる作用．

　　　　　　　　　　　　　第一章　緒

　　次

第＋章

第＋一章

第＋二章

第＋三一

第十四章

．第＋五章

第十六章

第十七章

言

腺臓器に封ずる作用

二化管に封ずる作用

循環系に及ぼす作用

致死量

慢性中毒及び習慣性

維口的にサポニンを與へし際の作用

紹口病質輿に於ける少量のサポニン

は果して吸牧さるしや否や

起泡剤としてサポニンの磨用及其可

否

文　獣

　サポニン燈は農く杣物界に存し植物生理學上重要なる機能を有する物質にして殊に

含水炭素新陳代謝に大なる關係を有する・もの）ロし而して其直接及び間接に人膣に封

ずる影響少からざるを以て現今までに研究せられたるナポニンの種類は彩しき多数に

上り旬未知のもの多きが如し然れども共大部分は程度に相異こそあれ一定の共通毒性

を示し只極めて謡扇のものは殆ど無毒なウ

　而して其共通毒性はナボニンの化學的性質なるヒ。レス．テリ著との特異親和力に基

因す即ちずボニンは生仏細胞の重要成分たるソボイドと語脈的に結合しこれよウピョ

ンスグリンを奪ふが故に其外観のみζらず機能をも：破壊し細胞を死滅せしむ故にずボ

ニンは細胞毒帥ち原形質毒として其毒性を登揮する物質なう

　以下項を分ちて其生理的作用に就き述べんとす

　　　　　　　　　　第＝章　エンチームとサボ＝・ンの交互作用

　サポニンのエンチームに封ずる作用に關する研究は未だ充分ならざるも植物性エン

ーチームは殆ど影響を受けざるが如く之に反して自然界に於てヴポニンの合成並びに破
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壌は一に杣物エンチームに依うて行はる＼竜の㌔如し然れども：實験的にサポニン液に

エンチーーム液を混ずるときは其工γチームは破壊を受くると同時にずポニンも二二嬢．

せらる例へばBlau　u．　Sieburgが行へる如く37。に於てタカヂアスター一ぜをサポニン

液に混ずるときは二日稀鑛酸と煮沸せるが如く徐々に加水分解を受け共際ヂァスター

ぜ込旧記；壊・ぜらる

　動物性酵素例へばパンクレアチンはヘレボレインに温し緩徐なる解毒作用をなす帥：

ち之を破壊す（Holste）故k内服せるサポニンは速に吸牧せられざるときは小腸に於

て膵液に言う少なくとも其一部は分解せらるべし然れどもプチァリン及び盤酸ペプシ・

ンは何等作用せず（Bralldl　u．．　Mayr），コーベノ・トはキラヤサボニン（Quillaja　Sapql血），，

埋ンド・ス摺一ン（Sapfndus　Sゆoni11），癒瘡木皮サボニ1ン（Guajakrin4eDsεLponin）・

オノニスサポニン（OnOllissapOIli11）を反覆犬に與へ共糞便を櫨せしに何れもサポゲニ

ンとして存在するを知れウ1

　故に若し血忌が行はれざるときは犬の腸管はサポニンをずポゲ出ンまで分解する能二

力を有することを知るに足る

　されど日常サポニン含有の杣物を常食とせる動物にあウては後に詳述するが如く面一

進えで乏を破壊する能力を有するものあるが故1と斯る動物に於ては糞便中にナボニー

ジ，ずボゲニン共に之を誼明し得ず

　　　　　　　　第三章　細菌，酵母並に高等植物細胞に及ぼす影響

　ずボニンは細菌及び綜見醒菌に記し或程度の影響を與ぶるも完杢なる殺菌力は之を有

せず然れども：ナボニンは細菌被膜成分たるジボイドを犯すを以て他の消毒藥の浸入を∵

容易ならしめ聞接1と清毒の口的を果す

　反訴にサポニンは細菌並びに綜歌菌に依り一定の二化を受け膠状物質となる主とし．

てサポゲニンの生成に依るものなり

　酵母醗酵に封ずるサポニンの作用は匿々にして酵母の種類，其活動歌態及び醸酵が

細胞を有するメデ，シム内1とて行はる＼や否や等に依ウて相異を來す．ツーボニンの種

類及び其濃度に關係あろは勿論なウ’故に統一せる概念を得るは山々困難なるを以て…二二

・に先人の實験例を禍ぐる事とす

ψ
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　：Lundbergに依ればシクラミンは如何なる濃度に於ても糖液中の酵母細胞を害すと

報告し』Sat帥aは0．02－0．039のRnbensapollinは．1009の二二に於て甜茱汁の酒

精醗酵を抑制せるを見Neubergは酵母液にキラヤサポニン，メルクサポニン，ヂキ

トニンを加へしに却て其作用を：刺激詠進せるを認め生活せる酵母細胞に訂しても亦キ

ラヤサポニン，メノレクサポニン等は糖鍵化を促進せしにヂキトニン，シクラミンは却

って之を抑制せう

　サポニンの醗酵高進作用は常に其濃度に李行ずるを以て鯛媒作用ならんと考へらる

二二1作用は盤類の存否に大なる關係を有す即ち相面向の盤類を共存せざるときはサボ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コニンは三三高濃度に於ても酵母細胞の畿育に直して何等の作用も瞥爲せぎるが如く長

時間サポニンとの作用を受けしめし酵母は形態學上殆ど何等の縫化を認めず然れども

ずボニンと同時に盛類の作用を受けしむるときは酵母細胞は多く死滅するに至る

　サポニンはリポイド・と化學応化を管み酵母細胞の原形質リポイドのコFイド朕態に

麺化を漉し從って其透過性も攣化す少量のサポニンにより原形質の．ヒ。レステリγ分

子に輕度の影響を與ふるときは酵母細胞の醗酵能力は促進せらる㌧竜原形質の構造に

著しき麺化を記すが如き：量に於ては其醗酵能力は全く抑制せらる

　サポニン含有植物の貯藏細胞はそれ自身生活能力を害せらる＼事なく著しき濃度の

サポニンを七山す高等植物のサポニン貯藏に馴致せられざる部分はサポニンにようて

原形質の透過性高まり細胞内容を外部に流出す

．西

@　　　　　　　　第四章　下等動物に封ずる心急作用

　Le幅diti　u・Rosellbaum　lこよればサポニンの1萬倍溶液は既に原生動物に回し著し

．き影響を與へ甚しきは之を死滅せしむ即ちパラメチエン・（Paral：nlicien），スヒ’ロスト

ーメン（Spi…tm・n、，ナスタージエン（A・t・・i・n）1の如きは上ヒ較的稀薄液に於て短時間

に死滅す・V・Prowazeck‘1こ依ればカノンビディエン（Cαlpidien）に稀薄なるサポニン溶

　　　ラ
液を加ふるときは原形質は光を強く屈折し始め所々に室胞を作り次いで強く光を屈折

する顧粒の活醗なる蓮動並に二間にリポイド小滴出現するを認めやがて膨脹し小空胞

4‘bavula，，に凝iずプ廿ワエックによう　，，Cavulation「des「Pr6tplasma‘‘「、な・る名稚を附せ

られたる此現肇は先づ第一÷に原形質が其均等歌誌を失ひ次いでリポイ1ドが小球を作う
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二次酌に共中に二二貯溜レ以てカプラを作るものなう

　サポニンはトリノ｛ノゾーーマに記しても亦有毒なう和田氏に依れば一般に赤血球に封

ずる作用はトリパノゾーマに封ずる作用と準行す即ち溶液血作用高きサポニンはトリ

パノゾーマにi魁する殺菌力弧し

　　　　　　　　　　　第五章　高等動物に封ずる局所作用

　中等度の濃度を有するサポニン二二に魚類を放つときは直に呼吸困難を來πし水面

に浮びて盛氣を求む然るに之を清水中に放つときは直に回復す若しサポニン液中に共

儘放任するときは焦点は杢く癖揮し腹部を上位に向けて二死状態に陥るべし此二三は

古昔ギリシャ時代より既に普く知られ多くの乱民は今月に至るも旧記三二として使用

し居れうキラや酸は三十萬倍の七二液に於ても侮硬骨魚を中毒せしむと云ム（コーベ

ノレト），頭足類も亦此濃度に於て痛疸せらる然れど竜蟹及海老類は著しき抵抗力を有す

艶死せる魚類を剖見するにえらはサポニンに依り犯されて其組織に攣化を來す爲に呼

吸困難を來す二二は蛙に比し著しく抵抗力弱く既に稀薄なるサポニン液により死滅

す　　　　　1

　オーバートンによればサポニン加等張盛二二に於ては蛆斗は比較的長く生存し時に

24時間以上に及ぶ事あるも始め数分間にして一定の刺激症状を呈す即ち不規則なる

膿蓮動を始め皮膚上皮細胞の繊毛運動又不二期となり聞もなく益く停一止し上皮細胞の

外面は膨隆し細胞の遊離を俘ひ次いで及膚上皮細胞群遂には全皮膚上皮細胞は杢く離

回するに至る始め刺激の爲に著しく変へし蓮動は該愛化回る頃よう多くは再び三三と

なり尾部の循環も術山山なり2－3時間後に至れば鰭斗は漸次コ辱容積を縮小し始め途

に牛減すオーバートンは此現象を一定の二水學的弓の下にありし淋巴液が皮膚の上皮

を失ひし事によウ外界に流出するが爲に起るものなウと説明せウ故に二二濃度に於け

るサポニンの作用は皮膚及びえらの上皮細胞をはく離せしむるが爲に起るものにして

紛蓮んで膿内に侵入し他の臓器を直接犯す爲にはあらずこれも恐らく蜥斗の杢膿表の’

上皮細胞のリポイドとずボニンか二二的に結合するが爲に必乙う魚類に在りてはえら

の細胞のみが結合するが爲に生活不能～こ陪う死滅せるゼ、のならんと

　ll市乳動物及び人類の粘膜に封ずるサポニンの作用も亦同様に説明し碍べしサポニン
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液を黙眼するときは直に登赤，腫張，流涙及び疹痛を來す・反覆して黙眼するときは

角膜に自血球の遊走必こり遽に自斑を生ず．キラや皮，及サボン草を取扱ふ者に結膜

炎，鼻加答兜をみるは周知の事なウ繊毛細胞は遊離の状態に於てはサポニンに記し甚

だ鏡敏なう1％の割合にキラや酸曹達を生理的食二水に溶解し之に蛙の咽喉粘膜細胞

を投入するに共細胞は直に共機能を停止す但し著しく稀薄なる液は繊毛運動を刺激

するが如し

　多くのサポニンは刺激性の苦味を有し少しく濃度高きときは口中の灼熱威を豊ゆ少

．藪の竜のは輕度の刺激と同時に甘味を有する竜のあう之を古．くよう三味料として用ひ

らる＼所以なう以上の如き諸症状は皆ずボニンが口腔感畳憩経末梢を刺激することに

ようて回するものにして蒼白なる二三不良の二三を有する患者に治療の目的を以てサ

ポニン含有の歯磨を使用せしむる事あり叉粘膜刺激による反射作用として所謂三二作

用をサポニンに望み含漱及び二目乏湖として用ぷ

　胃腸粘膜及び其寄生鍛に封ずる作用も局所作用に厨すサポニンは胃壁を刺激し一定

度を越ゆるときは嘔吐を惹起す鏡敏なる患者のぜネガ三二用後の嘔吐は屡々見る所な

ム

　少量のサポニンによる二三疾作用が嘔吐に先立つ惑心によう著しく高めらる＼は論を

挨たず小腸に於ては若しサポニンが速に吸牧せられざるか叉は破壊せられざる時には

腸腺の著しき分泌を誘登し腸の蠕動を充進せしむ然れども菜食動物は著しきサポニン

分解性を有するが故に例へば牛，兎，馬の如き動物にては10％豚にては30傷に及

ぶ張力のサポニンを與ぶる竜無害なb若し之等の動物が他の何等かの原因によ6て腸

加答兜を併瑳し居れうとせばサポニン含有の食餌を與ぶれば動物は腸潰瘍を俘なへる

廣範なる腸炎を惹起すべし（コーベノγト及びブランドノレ氏）

　腸寄生鐙に封ずるサポニンの作用はクノンスカルが實駿的に謹明せるが如く厚き被膜

を有する蝸鐡は不鏡敏なる竜然らざる蠣鐡の如きもの四鏡敏なう

　サポニンを温血動物の皮下に注射するときは其刺激によう甚だしき疹痛を伜なへる

無菌的化膿をむこす之に關しノィマイエノンの詳細なる研究報告あるも共にサポニン膿

は皮下に用ひられざる事を力設し居れり
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　　　　　　　　　　　　　第六章　血液に封ずる作用

　サポニンの．血液に封ずる作用は最竜特異にして且叉興味多く從って之に關する研究

業績も膨しき多数に上れるを以て先づ遊離赤1血球に封ずる作用次いで脱繊維血液最後

に全血液に及ぼす作用に就き述べんとす．　　　　、

　實験動物の無血清赤血球を1－2％の割合に生理的食臨水に浮遊せしめそれに同じ

く生理的食臨水に溶解せしめたるずボニン液を添加するときは多くのずボニンは共10

萬倍稀鐸度に於ても猫好く完杢なる溶血現i象を呈す無血清赤血球の代りに脱繊維血液

の50－100倍液を用ムるも等しく溶血を見るも共程度は著しく減弱す

　脊椎動物の赤血球にして此現象を呈せざるものは一もなくそれ故に現今に於てはサ

ポニンの検出法として映くべからざるに至る然れども同一のサポニンに封し動物の種

類によう其溶血程度に相遠あるが如く同一動物の血液に封ずる溶血作用はナポニンの

種類にようて署しく異なる1％の血液を溶血せしむる稀繹度1萬倍を中簿度と見倣さ

ば其溶血の張弱によリサボニンを三種類に分ち得べし即ち1｛，萬倍以上の稀薄度に於て

張溶血作用を呈するツ’ボ三ンとして知られたるものにナノレ：ナずボニン（SarsaSapollin），

パリリン（Parillill），シクラミン（Cyclami11），キラや酸（Quillajasliule），モーラーサボニ

ン（Mowrahsapollin），ヂキトニン（Digitonin），等あう1萬倍以下1こ於て作用を示す

弱溶血サポニンにはカメリリン（Chanユaeliri11）癒哲木葉の中性及酸性ずボニン（das

Ileutrale　und　s飽re　SaP611ill　der　Guajakb1三Ltter），癒癒木皮の中性及酸性ずボニン（das

neutrale　un（1　slLure　Sapollin　d．　Guajakrillde），9一ストロファンチン酸　（die　g－stroph・

alltins三lure），グリチリ1チン酸（diG　Glycyrrllizins測re），オノニス及唐小豆のサポニン

（die　entsprechellde　Substallz　d．　OIlollis　u・d・Abruswurzel），オイバトソウム，レノ“ン

デ｛アヌムのずポニン（die・beidc11　Sapollille　des：Eupatorium　Reballdianum），サボノレ

ビン（das　Saporubri11），ずボノンビン酸（die　SaPorubrins三lurc），ノ｛フィオペディノレムず

ポニン（das：Paphiopcdilu皿saponi11），コシニウムナポニン（Coschliumsal）olli11），ボリ

シアスサボニン（Polysciassaponin），デ｛オスコレアサボ昌ン（Dioscoreasaponin），メ

ツォノイノレームツ’ボニン　OIezoneurulnsaPolユin），ニテ｛リアコうずボニン　（Tiliacorasapl

onill），デ｛プロヒジアずポニン1（Diplochisiαsa1〕011in），ヘプタフ’ロイノγ一ムサボニン
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（Heptapleurumsaponin），エリアサポニン（Eriasapollin）等あう（コのべノレト）

　臨に述べたるが如く回れ等の溶血現象はサポニンのヒ。レスラリンに封ずる特異な

る親和力に墓ぐものにして則ち赤血球の被膜乃至基質成分たるヒオレステリンをサボ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
ニンが奪ム故に血球は破壊す故にもし豫めサポニン溶液にヒ。レステリンを加へてサ

ポニンヒ。レ．ステリードを造らしめ此れを赤血球に作用せしむるも全く溶血現象を認

めず二ってヒゴレステジンを血清乃至血漿中に多量に含有せる杢血液はサポニンに封

して著しく彊度の抵抗力を示す即ち先づ血清叉は血漿中のヒ。レヌテリンと結合し術

過剰のサポニンある時は始めて血球に作用するものなう故に血漿のヒ。レステリン含

量の相異によりてサポニンに封ずる抵抗力に叉差異を來す1

　以上は専ら試駒管内に於ける實験なるが生膿實験に於てサポニジを静脈内に注入せ

る際同様の溶血現象を呈すや否やに就きてはすべてのサポニンに就き未だ杢く確定的

の結果を得ざるもの＼如し猶詳細は腺臓器に封ずる作用の項中に記述すべしその内シ

クラミンに就きては略諸學者の説一致しその攣死：量以下を静脈内に注入するときは直

ちに血色素の血球外流出を回し血栓形成を誘致す．Tuεanon、vは多くの解剖の結果次

の如き結論を下せり

　「シクラミン静脈注射により致死せる動物g肉眼二二顯微鏡的検査によれば臓器の

高度の炎症の外に到る二大二分破壊せる赤血球外に血色素を遊離し又血液凝固を來し

．横絞二二李筋のミオヂンは凝固せウ」と

　勿論之の事實を総べてのサポニンに慮用せんとするは誤れう

　　　　　第七章．血液を除外せる他のリポイドに富む細胞に及ぼす作用

　シ1ユロイデノレに依ればサポニンは赤血球のストローマに附着する如く他のリポイド

に忌む細胞，臓細胞，肝細胞ゼ腎臓細胞回腸細胞1こ附着してその機能を防止すと

　　　　　　　　　　　第八章　二二示申経系に封ずる作用

　サポニンを極めて稀薄なる二三に於て静脈内に注射するどきは（例へばキラヤサボ

㍗キシンを二重1kgに回し0・5mgの割合に注入する揚合）之の物質は1分の後には．

三二中を循環しその血漿中のヒ。レスヲ’リンと結合するが故にその溶血作用に就きて

は杢く之れを考ぶる必要なし即ちサボ昌ンの杢部はヒ9レステリ：みドに縫化し從つて
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解毒され生命に封ずる危瞼は除かるべき理なり然るに事實は之に反すPachorukowに

依れば犬叉は猫1こ腔重1kgにつき0・5mgのサボトキシンを静脈注入せるに第ユ及第2

日目には何等の著墾なく第3日目に至う始めて食慾映乏を來し涙漏，化濃性結腺炎を

起し動物は嚢弱し始めついに虚脱症歌を呈し死亡せウ之を剖見するに肉眼的には何等

の鍵化を認めずと．コーベノレトに依れば之の事實は鵬及脊髄の重一要なる部分が流血中

よウ徐々に毒物を吸着し鳥めに癌痺に陥る1こよるものなりと之の際流血中のサボニシ

ヒ。レステリ・一ドが幾分解離してサポニンが胎紐胞に吸着せらる＼ものなるか又はヒ

。’ 激Xテリードとして癖揮的に作用するかいつれかに考へらる．いつれにせよ膨細胞

はかなウ張度のサポニン吸着力を有し夫自身は癖痺するものなり

　威昼棘経の末楕に封しては既述の如くその稀蒲液に於ても之を刺激し劇痛を來す蓮

動神経の末棺はその筋肉に入る直前1こ於て之れを癖痺する故に初めはクラーレ蕩三に見

ゆるもやがて筋自己を犯すに至る

　　　　　　　　　　　　　第九章　筋肉に封ずる作用

　Overto11に依：ればナボニンは溶．血を起すよりも猫稀薄液に於て筋繊維を犯すと則ち

その外厨は数分乃至数時間にして死するも内層は数日問は生存し得少しく濃厚なる液

を用メ、る時は筋肉は始め不透明となり外層は糊歌を呈し内層は多くの不規則なる断片

に分離しシクラミンの如きサポニンはミオジン凝固せしむるに至る

　　　　　　　　　　　　　第十章　腺臓器に封ずる作用

　人間及脊髄動物のすべての粘液腺は稀薄なるサポニンに依りて興奮し著しき分泌塘

加を；來す眼血膜，鼻，咽腔，喉頭，及び膣腺皆然り・宵腺も亦ずボニンに依ウ刺激さ

れ反射的に著しき胃液を分泌す．汗且泉に封してはその詳細なる實験なきを以て不明な

るも民間に於てナボニン含有の生藥を援汗粥として永くより用ひもれるものあるを以

て見れば同じく分泌塘加を來すものならん腎臓に封ずる作用につきてコーベノントの研

究業績を見るに人及犬に於ては或る種のナポニンは利尿作用をイfし著しく尿量塘加を

認めたるも同時に蛋自尿，白血球尿，圓燵尿を引きあこせb則ち少くともある程度の

腎臓炎を誘発せるを認U．Tufanowの實験に方奪てもシクラミン中毒に於ける動物は廣

範なる腎臓炎を：惹起しみれるを報告せう
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　非趣口的に用ひたるサポニンが血色素尿を起すや否やに就きては．W，　V・Schuユzの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ報告は最竜精密を極めたるを以て一部此遜に轄載す彼は・｛リリン（Parillin），サルササ’

ボ土ン（Sarsasaponin），スミうずボニシ（Smilasapolli11）を犬及猫の艀脈内に注射し

て實、瞼せる所に依れば之の三物質は酪々同様の作用を呈し致死量に至らざるか又は殆

んど病的症歌を呈せざる分量に於て赤血球の破壊を來しその色素を血清に遊離すもし

破壊せる赤血球の量少き時はヘモグ・ビンの杢量は肝臓にと、られ問質の杢丑は肝臓及

脾臓にとらる故に術進みて障害を來さざるも破壊せる赤血球の量多き時は肝臓，脾臓

骨髄等は血色素及間質の杢量を捉ふる能はずして血液，腎臓，腸管等に獲化を來す即

ち血液にては溶血せるヘモグロビンよウメトベモグロビンを生じ肝臓に於ては過剰の

膿汁色素生じ絵りて一部血中に流出すごヘモグロビン，メトヘモグロビン膿汁色素は

一部腎臓より排泄せられ其際腎臓の實質を犯しヘモグロビン及メトヘモグロビンは不

溶の状態に於て細尿瞥中1こ二三を言うマノレピキー氏小朧のカブ毛ノレを塞ぎ遽に曲，直

爾細尿管に及ぶと

　尿を二色乃至赤色に至らしめざる他のサポニンに於てもサポニン注射後赤Jf証回数を

数ふる時は回しき減少を來せるもの多しとコーベノレトは言へう

　　　　　　　　　　　　第十一・章　消化管に劉する作用

　胃の運動は張力なるサポニンに依りて興奮しその結果蠕動及逆蠕動起る鏡敏なる患

者のゼネが根浸服用後往々にして嘔吐することあるは吾入のよく知れる庭なう腸運動

竜亦サポニン刺激によ．りて興奮し下痢を來す然れども草食動物に於てはずポニンがそ

の腸管内に於て酵素によう不溶解性の無毒の終産物に分解するを以て此の作用は不明

瞭な少　　　．　　　　　　　　　｝　　　　　　・

　純樺なるサポニンを静脈内に注入する時は胃腸粘膜め構造に著明なる鍵化を認むコ

ーベンントが猫及犬にキラや酸啓達を注射せる箕験に於てば胃腸粘膜は先づ充血を起し

ついで高度の浮腫を來し小出血を認め：最後に粘膜の壊死を來す然して爾氏はか＼る鍵

化を起せる粘膜面ようサポニン及サポゲニンを遊離し得たるを以七之の鎚化は一つに

サポニンが胃腸粘膜面よう排泄せらる㌧がために惹起さる㌦ものな6と説明ぜう

　　　　　　　　　　　　第十＝：章　循環系に及ぼす作用
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　サポニンの多くは動物の三内に入る時は不麸めま＼か叉はサボゲニンとして心臓に

達しその作用を現はす然してその多くは強力なる心臓毒なウ・即ち温血並び1ζ｝翁’血動

物共に初めその作用を充進せしめ途いに股縮性静止を來す事恰竜ヂキタリスの作用の

如し叉ヂキタリスと協力作用をイfすることはPos両Gwの研究以來廣く知られたること

にしてサポニンとヂキトキシンを夫々箪猫にては中毒：量に達せざる微量（餐O・021119）

を混合するときはその混合物の毒素は著しく高まり忽ちして心室股縮性静止を來す

（ストラウブ三法）

　血管並びに．血腰に封してその致死量程度に用ふるも初めは高なる作用なきが如し勿

論死の直前に至らば血厘は漸時下降し始む・臓器の灌流實験に於てはサポニンには血

瞥を蹟張するものと牧済する竜のとあるも共にその租度は輕微なう

　　　　　　　　　　　　　第十三章　致　　死　　量

　サポニン致死量の最も確定的なるものはその艀脈内注射によるものなり経口的に與

へし竜のに於ては多くの動物は是を嘔吐するが故にその正確なる量を知る能はず・嘔

吐を知らぎる動物に於てもその一部は吸験せらる㌧ことあらん竜多くはそのま㌧か叉

は分解して未吸牧のま㌧排泄せらる＼か故に不確實なり．又皮下注射によるも前即せ

る如くその吸牧極めて徐々にして不充分なるが故に正確なる挙国i率を知りがたきと局

所の障害のために死を零す怖あう故に最も確實と瓜はる＼静脈内注射’によるもの＼み

をか、げんと欲す

　猫に於てコーベノレト及そのi1ヨ下生の箕瞼によれば

サ　　ボ　　ニ　　ン　種　 類

キラヤサポトキシン‘Qllillaja－Sal〕otoxin）

キラや酸ソーダ（QnillajasこIure　als　Na－Salz）

アグロステンマサボトキシン（AgrostemmasaPotoxin）

サボナルビン（SaPQIlalbi11）

．サボルビン（Saporubin）

シクラミン（Cyclami11）

ゼネギン（Senegin）

サピンドゥスサポトキシン（SaphldussaPQtoxin）

サルササポニンくSa・・漁p・ni1・）’． @’隔0

　　mg　　：死に至るま
　　　　　　　　　　　槻　察　者pro　l　kgKgw　iでの時間

　o．5

　1．O

　LO

　2。u

　2．0

　2。0

　4．5

4．5

41｝一δll

　4　口　　　1．Pacllonlkow

　2　冒　　　　3K：Qbert

　　　　；
43露讐…llI】　　　lI｛rnska11

・蹴 堰E
　　　　V．Sclmlz16時間　．1

4－6目　　　Tllfa110W

60「一難…IliJ　　　　　　Atlass

4δ口駐…rll】　　　　　1｛rnミkalI

：；1）時間　　　、㌦SChulZ
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パリリン（ParllH11）

スミヲサポニン（Smilagaponin）

120－150

1．65」230

12－16時陶・

　6日

1v．　Schulz

，，

　犬は狙と略同じシクジミンの犬に封ずる：最小致死量は膿重1kgに封し2こ3mgな少

（Tufallow）

　＝寸白蟻は猫及犬ようはるかに抵抗力弧く：Kofier　und　S6hrutk暗こよれば次の如し

サボ昌γの種類
ヂギト畠ン（〃レク）（Digiton111（Merck））

．プリムラ酸（コフレル）（P・lmulas加re（K・Eer）》

ギプソフィラサポニン（コフレル及ダフェルト）
（Gypsophilasaponin（：Kofier　u．　Dafert））

サポトキシン（メルク）（SaPQtoxi11（Merck））

サボトニン（スターメル）（SapotQlli11（Stllalner））

ゼネギン（メルク）（Senegh1（Merck））

メルクの白色サポニン（Saponin　Pllr．　allriss（Merck）

粉末サポニン（Powdered　Saponin）

グアヤックサざニン（メルク）（GualaksapOIlin（ムlerck））、

・子・キ遡・ン（・ル・）（翠…K・…m・・S・p・ni・（Merck））、

サピンドゥスサポニンでホッフマン，ラ，ロッシュ）
（Sapilldussapolli11（Hoffmaユm－La　Roche））

皿gpro　lg．　Kgw．

　0．01
疑

　0．015

　0．015

　0．02

　0．02

　0．045

　0。06

　0．1

　0．8

　0．9

　1．0

死する迄の口口

2

4

3

1

1

．2

3

4

．2

1

1

　家兎に就きては多くの正確なる結果の報告なきもコフレノγに依れば多くのサボニソ

にっき猫璽）致死量の約4倍と考ふるを至當ならんと言へう（コフレノン）

　　　　　　　　　　　　　第十四章　慢性中毒及習慣性：

　Hueck，　Wa¢ker，　K6hlerに依れば猫にメノγクのサボナノンピンを致死量以下に反覆し．

て二二内に注射するときは一定度の免疫を獲得すと：是は血漿中にヒ。レスプソ．ン増加

を來し爲めに牛後の注入ずポニ．ンを中和して不威となすものなり故にその免疫は用ひ

しサポニンに封ずる特種免疫に越あらずしてサポニンー般に共通する種族免疫なウ彼

等はナポニン注射によりて副腎中のヒ。．レステリンを高め得る事に成功せるを以て血

漿囲めヒ・レステリン供給所は副腎なうとせう1）oh1も．面訴弟反覆してソラニンを注一

射せる家兎血清は十倍もソラニン溶血に樹する防禦力を有せるを實験せウ然れどもそ…

．の赤血球の抵抗力は不攣なうき
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　サポニンを致死量以下に於て毎日兎の静脈内に注射する時は著しく血球及ヘモグロ

ゼンを減ず之の作用は流血中の赤血球がサポニンに依う破壊さる㌧ものに非ずして主

として造」血臓器殊に骨髄にその毒作用が及ぶ爲めなう勿論すべての組織，細胞はサポ

ニンの作用を受くるも造：血臓器細胞は特に鏡敏なう即ち初め小量の時は返って刺激を

受けて骨髄細胞は増殖するも蓮日サポニンの作用を受くる時はついに骨髄細胞は死滅

し從って著しき血液｛象の・罎化を來す

　慢性ずポニン中毒に於ける自』駐球の所見も亦興味あるものにしてIssac　u．　Moeckel

によれば家兎に於てはその総数正常範園にあるも脾臓を摘出せるものに在りては著し

く上ウニ萬に迄回すヌ淋巴球も塘カロす骨髄の鍵化にともなひて脾臓及肝臓も亦憂化す

作用張き時脾臓はついに硲子様墾性に落ち入るも中等度の時は濾胞の塘殖を來し恰も

自血病に見る如き所見を呈す即ち塗抹標本にてはミエロチーテン，メガロブラステン

ノノンモブラステンのみにしてリン・ぐ球は殆んど認むる能はず之れ脾臓彦）主細胞たるミ

ェロ・一イソシユの組織がサポニンによヴて直接刺』激されしに由る

　肝臓もその毛細管は軍核張臨墓性自血球にて充満され所々にミエロチーテン及ミエ1

ロプラステンを有する特有なる組織を見る然れども脾臓及肝臓に於て特に血球の破壊

が塘加せりと思はる＼所見は之れを薮見し得ず

　即ち骨髄細胞は破竣せらる＼にか＼はらず脾臓及肝臓にては高度の骨髄性化生

（myel・ishe　Metaplαsie）を認む

　之れを要する1く静脈内注射による慢性サポニン中毒の本態は骨髄の破壊と同時に他

・の造血臓器の病的の細胞増殖なう然れど竜各種の細胞は進化せずして骨髄中のミエロ

ブラステンはミエPチ・一プンに進化せず脾のミエ・チ・」7ンは多核白血球とはならず

メガロブラステンはノノレモブラスヲ’ン又は赤」血球に饗化せざるものなり

　　　　　　　　　第十五章　経ロ的にサポニンを與へし際の作用　　　　　　　　、

　サポニンを内服せしめし際には静脈内に注射せし1塀こ比し著しくその毒性を減ず多

くのサポニンはその静脈内注射による致死丑の百倍位を與ムるも殆んどその吸牧によ

る中毒症状を見ず即ち胃腸瞥壁はサポニンに封して高度の不透過性を有するものなり

然れどもこは腸壁が完全なる揚合にのみ適用するものにしてもし毒物の量甚だ．しく多
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きか叉は他の何等かの原因により局部的に害はれをる際にはずポニンは夫より吸牧せ

られて静脈内注射によると同じ中毒症状を呈す

　三三鼻その他の粘膜はサポニンに甚だしく鏡敏なるも消化瞥の粘膜は比較的底一大

なウサポニンを飲用するか叉は含歎を行ふ時は灼熱的の不楡快なる感を畳ゆ，同時に

渇を了え著しき唾液流出あり何れも口腔粘膜の刺激によるものなり

　胃壁も亦刺激：を受けその結果悪心，嘔吐，蠕動一国，胃液分泌恥加を啓す

　静脈内注入に際しその鏡敏度が動物の種類によりて相異あることは既に述べし如く

にして此現象は経口的に與ふる揚合猶一層顯著なるを認め得多くの草食動物特に羊，

山羊，兎，鼠ば経口的にはサポニンに閉して免疫性を有するかの如く見ゆ成長せる

牛も丁丁なり．比較的鏡敏なりと思はる＼は犬，馬，豚，鶏類なうとす

　又幼動物は老動物よう感受性強く肉食動物は草食動物より著しく鏡敏なりその吸牧

によらざる局所的中毒症歌としては唾液流出，嘔吐，下痢，食慾飲損，全身異和，麻

痺症歌なうとす．局所症状をのぞけばその中毒症状は艀脈内注射に依るものと杢く同

一なわ

　　　　　　　第十六章経ロ的投與に於ける小量のサポニンは果し

　　　　　　　　　　　　て吸牧さるムや否や

　以上蓮べ來うしサポニンの作用は主としてその局所作用，非経口的作用及摘出臓器

叉は遊離細胞に封ずる作用を述べ來うたるものなるが野際問題として最も意義あるは

脛口的二二に於ける場合の關係なりとすその清化管に封ずる局所作用は前述せる庭な

るもその吸牧作用に就きては先づその吸口するや否やに就きて之を論ぜざるべからず

少くと竜完全なる冒腸管壁は小量のサポニンに封し著しき不透過性を有しその大部分

は吸牧せざるものなることは多くの學者は之れを認めたる事實なることは前述せる所

なるもその一部は吸牧さる＼と主張するコーベノγト及その一派と即く之れを吸牧せず

と唱導するコフレノンその他の諸判者とありて未だ全く一一致せる結論を得ず

　勿論大量のサポニンを特に反覆して與ふる時重き中毒症歌を惹起し死に至るは腸管

ようの吸牧によるは論を待たず問題は小量を1回乃至反覆して與へし際に吸牧するや

否やにあわ之れに關しその交獄甚だ多く一々之れを示すは繁に堪へざるを以てその相
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封峙ぜる二説を総括的に述べんと欲す

　コーベルト及共の門下のサポニンは少．くともその一部は吸牧さる＼ものなりとせら

る主なる根倒は人馬及動物に経口的にサポニンを投與せしに少くともその一一部尿中に

ずポニン及サボゲニンを詮明せるによる・又サポニンは吸牧されずと唱導する　Gais－

boeck，　Kollert，　KoHer，　Haupt11〕ann，：Baycr等は完全なる腸壁を有する人切は動物の

尿中にはサポニン及サボデモンを誼明せずと．又彼等は尿中にサポニン又はゲニンを

登見せし時はその吸牧に就きて毫も疑ひなきも尿申に排泄されずとて直ちにサボニソ

の吸牧を否定し能はずとし他の方法によウサボニンの半弁につき研究せ．り即ち非経口

的にずボニンが膿内に入る時は常に血液中のヒ。レスプソン塘加及有核赤血球の出現

あるを以て彼等は人及動物につきて小量のサポニンを1回又は連日経口的に投與しつ

＼血液を楡塾せし～も毫竜理化なきを確認しヤラッパ，斜張の如き下剤にて埋め腸壁を

刺激せし後にサポニンを與へしに有核赤血球の出現ヒ。レステリン増加を確めし事よ

ウ彼等は完全なる腸壁は杢くサポニンを吸牧せざるか吸罪す．る、とする竜現今の方法に

ては知う得ざる程度のものなるも馴し腸壁に加答兄その他の刺激あるときは吸牧され

得と結論し近代の多くの學者も迂れに賛するに至れう
　　　　　　　＼

　　　　　　　　第十七章　起泡測としてサポニン下用及其可否

　以前よムツ’ポニンはリモナーデ，ソーダ水，サイダーその他の清涼飲料水の墨池性

を維持せしむるために使用せられたるはよく吾人の知れる庭なう・その下めに現今迄

用ひられしは多くは市販の廉債なるサポニンにしてキラや皮（QuiiLりa一：Rhldc），白色ナ

ボン草（SaPonin‘‘Sthalner，，　Saponin　crudum‘‘Merck，，）．又は・ナポニン生藥よう得．た

るエキス叉は溶液にして次に示す如き名品を附して販興せられたり

　即ちGummi　cr6me，　Gu111mi　mousseux，Gommalin，　Cremoli11，　Spuma七〇li・】，：Lychnol

Liquor：Lautain，　Aphrogen，　S∫）umagen等なりき

　此等起泡剤の債値を批費するに際しては一・方にその起泡性他方にその生理的作用を

考慮せざるべからず從來はそ璽）一・方のみに注目し他は等囲硯されし傾向あり之の黙

に關する新例として例へばMalldelhaumの報告あう．彼はアフロゲンなる黒穂の下

に贋費されをるサポニンを批黒して曰く「アフロゲンはスタ曲学ノン又はシ。ノンツのサ
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ボニンよりその溶血力は8－10倍弱く叉白鼠の皮に注射に際してはその毒性は80分

の1なり」ど『 Rるにその起泡性に就きては全く言及せず而してアフログンはその生

理作用弱きのみならずその起泡性も他の市販のサポニンに比し著しく微弱なり・故に

もし跨る一定度の起二度を望む時合には多：量のアフログンは少量のずボゲニンにて充

分共の代用を即し得然もその毒性に於ては三者の間に大なる差異を認めず．且つその

溶血作用も皮下注射kよる毒力も共に経口的に與へし丁合の二三なる尺度となら楓事

は既に述べたう

　か＼るが故に起泡剤としてのサポニンの債値を批判せんとして種々先入は苦心せる

も現今に於ては猫一定の標準方法を得ざる歌態にあう殊に飲料水に含閉れをる如き少

量を経口的に連績投與せる丁合の衛生上の害否に就きては爾完全なる實験を敏けり．

例一睡・dは酬の鰍を捌せんとする諮締撃なち式を造嘔

之の揚合の毒性は皮下注射’を意味し溶血度も同じく経口的投興に於ける毒性を示さ．

ず．毒性を示すに皮下注射の代うに飼育試験を用ぶるは爾一層當を得たるものなるも

之の揚合にも多くは急性中毒量を示す竜の1こして少量連績三三の揚合に於ける墾考と

はなう難し．即ち前述する如くプボニンの起泡剤としての三値批判には現在に於ては

一定の標準なきを以て各揚合に就き考慮するを最も奎當とす

　現zト清1京飲料水規準に回しナボニ1ン慮用に關する各國の取締朕況を見るに佛，填，’

瑞，の三國に於ては乏れが使用を三二しをるも猫逸にてはその神文明瞭を旧き少量の

サポニンは絶封禁止取締を行はざるもの＼如し

　然して三三サポニンが三二迄清涼飲料水に添加されあるやに就きては前述を）如く禁

止されあるがためにその正確なる知識を得るは困難なる竜屡々報告せられたるを見る

にUtzは1909の梅査の結果ずボニンを全く含まざる清涼飲料水は旧くなしと報告

しLangerも亦1911年清涼リモナーデ中サポニン含有は通常の事なわと言へり．叉

佛のC・翻・i・も最近リモナーデにテポーンを登見せるもK・且・・u．W・1k・・b・・g

は1925年に瞼回せし際はツモ≠・一デにサポニンを登見せる竜の一例もなしと報告ぜ

う

　畿って嗜妊飲料水にサボ三ジを添加する必要あうや否や又夫れが合理的なりや香や’
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につきての諸識者の意見を見るに匿々にして一致を映く．多くの衡生學者叉は飲食物

化適者はずボニン添加を以て一種の哺着と見倣し康止すべきを主張し製造業者は大部

分その必要を力読す・ずポニン學の大家コーベノγトはサポニンは炭酸ガスの放出を防

ぎその飲料水を新鮮ならしむる威を與ぶると云ム鮎に於てその債値を認めをれう

　190G年弱逸飲食物化巫者の第5回奪合の席上に於てBeythienは「天然の果汁よう

即せるリモナーデは著明なる池立性を有するに人工製品は之れを有せぎるがために之

の敏貼を補はんがたあにサポニンを加へたうそれ故必ずサポニンを加へぎるべからず

と云ぷ理由はなく從って鼓に大なる便値を認あずたビ競走上止むを得ず用αたるなう

故に一般に禁止せらる＼ならんには實行は容易なう」・と蓮べつ窒いてSchaerは多く

のサポニンは有毒にして無毒の竜のとの化學的識別は困難なるを以て一般サポニンは

細く之れを禁止したビ藥理學上大量に於ても比較的無害のもののみを指定して許可す

るを合理．的なうとすと述べたウ

　又Iloflnann，　Kobert　und　Halberkam1の諸大家も有与瑛サポニンは是を禁じ無毒の

竜のは之を許可するを至當なうと考へ殊にコーベノレ’トは“Beitr三ige　zUr　lくenn七niss　der

Saponihsubstanzen”壱こ於てグアギックソンデンずボニンは之れを許可し他のものは全

く是を禁止するを可とすと言へう又彼に此の如く比較的薬毒なる考を抱かしめし主な

る事實は從憲章及動物の食用に供されをうし植物よム近來多くのサポニンが登見せら

れしためにして即ち彼は「嗜好品に綜べてのずボニンを禁ぜんとする論者は南アメソ

カのアデン地方民が数百年來毎ロサボニン含有のパンを常食とせる事實を如何とす」

と指摘せう

　：更に興味ある購實は最近Heiduschkan，　Zywnev爾氏の報告なムとす．彼等はトノレ

コ蜂蜜なるノ・ノレフ（Ilalwa）のサポニン含量に就き研究をとげ〃スノ・ノレフ（Weiss－

1】alwa）は0．1％タヒンノ・ノγフ（Tachynhalwa）は0・05％のサポニンを含めるを知れ

う．然るに之の蜂蜜は東洋入種の常食する所にして激百年間大量：を食せるにも拘らず

何等の障害あるを聞かず・又毎日20g（サポニン含量0・01－0・02g）を胃腸病患者に給

與せしむるもその中毒例を見しことなし

　叉ハノレワのサポニンは大部分東洋産のサボン草よウ得たるものなるを以てそのサボ
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ニンの種類はサボニンクノンPドゥム，サポニンデプラートゥム，メノレク自色ずポニン

〈Sapo11｛11　Crudum，　Saponin　depuratuln，　Saponin　pur．　albiss．）を出でず然も是等の・ナ

ボニンは從來有毒のものと見倣：されるたうしものなう・以て從來述べ來うし交獄との

矛盾の奈遽にありゃを窺ムに足るべし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳
　叙上の如くサポニンは其種類極めて多く毒性張烈なるもの多しと錐も或種類によわ

ては少量を蓮塾して用ぶるも無害のものあう叉從來信ぜられし如く赤」血球及魚類に封

して甚しく有毒なる竜のも之を経口的に用ふるときは無毒なるものあるを以て嗜好飲

料水の類に総てのずポニン類の使用に封し絶封的禁止をなすは租嚴酷に遇ぐる嫌あら

1ざるかさりとて如何なる種類のサポニンを問はず之を許容することの危陰なるは論を

挨たず．故にコーペノγト氏の主張の如く全然無害のサポニンに限う之れが使用を認容

するを以て二三なうと信ず

　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　獄

i1）　K：obert，　DieSapolliugruppe　aus　He丘ter，s　Halldbucll　der　o　xperimelltellen　Pllarmakolgie　ll　Bd1．1

　（2）　II，　Bla臆　13eitモige　zur　Kelltlliss　der　Saponi11．　Di鮒．　ZUrich　1911，’S．52。

　’（3）　E．Sieburg．　Arclliv　der　Pharmazi6251，166（1913）
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《6）Kobert．1．C．
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　　　Afd．2，　Bd．9，　NL　7．
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泰

秋

藏

』水素イオン濃度の論議せられしょり蝕に三十年此処各方面の學術的研究に及ぼせし之

、が影響既に甚大なうと昏夢今後丁々多方面に渉らむ傾向著き竜のあるは之を最近数年

來年を逐ふて激増せる文献に徴するも明かなる可し．然るに鑛泉の水素イオン濃度に

・關せる文献に到うては極めて稀にして其の藪未だ数ぶるに足’らざるを観れば從來之が

研究の等閑に附され居たるは疑を容れざる事實なるが復一方鑛泉の科學的研究1こ竜水

素イオン濃度を慮用せんか必や新なる分野の開拓彩る割きものあらむとは夙に一部識

者の着目せし庭なウ・果して然らば之が研究は本邦の如き豊富なる泉源を有する國に

於て卒先着手す可き好佃の問題たるや論を侯たざるなり

　余等は襲に本邦に於ける著名鑛泉．五十絵種に付き水素イオン濃度の測定に著手せし

が今回之を了へたるに因う恰も時を同うして測定を試みたる東京市上水め水素づオン

濃度と共に妓に共成績を報告せんとす

　　　　　　　　　　　　第二章測定方針に就て

　鑛泉の水素イオン濃度測定に關せる文獄調査を行ひたる結果余・等は1927年度の

　　　　　　　　　り
・・ bhcmical　abs七rac石言占上に伊太利に於て二十同種の鑛泉を比色法にて測定せるを報ぜ
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ると某著書中にL．Micllaelis氏に依ウ霊話法を以て測定せられたる三種の法泉のPII

債の記載あるを知6得たるに止蓑ム之が原文等に到うては遽に入手するの機を得ざウ

しを以て先づ最良なる測定方法の調査を試みたり

　從來水素イオン濃度測定法として最も画く曲用せらるるものを基ぐれば電池方法並

びに比色法の二者なる可きは論を侯たざる庭なうと錐侮之口中には多種多様の方法及．

装置存するものにして實測に當bて之等の選定は一に楡髄の性状に慮じて適當1こ行は、

れざる可からざるは明かなう．試みに血膿を下の如く分類せん

　　　1・桧　n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II．搬　鷺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．酸　性　　　A．緩同作川を銘するもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ．強
　　　　1．凹きもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　。搦きもの1　　　・　2幽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1｝。　　il…1　　　　｛4三．

　　　B・腰衝㈱鮪せざるものl　　　　　c．燃性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L空
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田圃

1及II中の劃線を附せる項に同時1こ該帰せる検膿則ち緩衝作用微弱1こして且中性附』

近に在る唱のの測定は種々の困難を伸ふが爲特に細心の注意と熟練とを要するものな

るが鑛泉の二二は實に斯る性状を有せる検膿に属せるものと云ふべし．從て之等が測

定を比色法に依ら｛∫か盤類誤差（SalzfGhler）及酸誤差（Slturefehler）の生ずべきは明

かなウ．而て臨類誤差とは楡瞠井：に於ける藍類の標示薬の色調襲化に及ぼす影響に起

因せるものにして共程度は標示桑の種類楡膿中の臨類の性歌濃度及水素イオン濃度等．

に關係をイ∫し酸誤差とは標示藥自膣多くは酸（臨塞の場合も在り）なるが爲楡膿中の

OH’と作用する事に起因せる誤差にして之が程度は標示藥の種類濃度及強禮の水素イ

オン濃度緩衝作用の弓勲等に罵1麟せるものなるが鍍泉の如心腹葦紘る組皮をイ∫せる堕

類1織1・出ては欝の補正を從來の盛鰍差欝に働無賃輩1・行盈得ざる・備、

の存す急きは蓋し豫想に難からざるを以て正確なる測定を求めんと欲せば比色法のみ

に依りては得可からざるや明かなう．之に反し電池法に依る位の極めて正確にして毫，

末も誤差の伸はざるは現今一般に信ぜらるる庭なうと難亦橡膿の性頁1こに因うては本法

に依る測定の不可能なる場合或は測定に際し困難を減船、話合の噛せるを考慮せざる可’
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からず而て一般に緩衝作用微弱にして且PII＝6－8なるもの㌧電池法に依る測定は至

難の技とせられ適適なる簡易測定法に就ては今碕研究中に属する乙とを考ぶれば鑛泉

に於て軍に本法のみに依る1．2回の測定を以て事了れうとなさば時に誤れる測定値を

看過し去るが如き呑舟無きを保せず

　蝕に於て余胤は電池法と比色法とを併せ行ひ其結果を相互に比較参照し以て盤類誤

差及酸誤差等の算定に資すると共に電池法に依る標準値の正確なる判定に便ならしむ

る方法を探わたるが實測に當ら果して多大の便利を得たるのみに止まらず鑛泉の如き

瞼膿に於ては本法に依るに非らざれば到底正確なる測定を行ひ得ざる可きを痛鳳せめ

第三章測定方法に就て

　電池法に使用せる電池は飽和甘雨電極一飽和堅化加里溶液一水索電極及飽和甘乗電

極一飽和幻化加里溶液一飽和キシヒドロン電極の二種にして比色法としてはミノ・エソ

ス氏法及クラーク氏法を採用せ少以下之等の渾定器に付き概要を述べん

　一．電池法に就て

　本法に使用せる主要諸廊下の如し

　　　蓄電池4volt　30amP．　hour・　　　　　　島津製作所製

　　　Wcstom　Cadmium；甥1準電池　　　　　　東京電機株式面心製

　　　・…　　　　　　　　”　　　　　　　　　蓮信省霊氣試験所製

　　　：Lead＆：Northrup　Pote皇ユ七iometer－K型Lead＆Nor七11rup倉祉製

　　　Milli・・1・磁・騒：1～貧，巻盈mp振霊櫻作膿

　　　Michael｛s氏U字型水素霊極

　　　飽和甘乗電極

　　　Micllaelis氏Ch｛－hydro11電極

　　　1（oltlloff氏Cllillllydron電走亟

　　　古血恒温槽（獄爾装置附）

　　　KipP氏水素琵斯登生装置

　元來ミノ・エリス氏U字型水素電極は取扱極めて簡軍にして且槍壷中の炭酸南蛮面素
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揮：耐性物質の逸散を防ぐに足る便盆ありと錐品性附近の緩衝作用乏しき橡睡の測定を

本器に依らんか正確なる動電力を得難き場合存するを以てむしろ．Hasselbach六三は

Clark氏の振壷式電極（Sch貢telelektrode）1こ依るの可なるを説けるものあれ共：Bealls

　　　　　コ　
及Hammott氏等の研究に依れば精製せる応化赤金を以て電極の自金黒を作らば本器

を以てするも良く正確なる測定を行ひ得たウと云ふ．余等も亦鑛泉の測定に本器の使

用し得点きことを臨め確めたるは勿論なう

　此庭に摯げたる電畜計は特に水素イオン濃度測定用示零器（｝τullinstrument）として

設計せるものなるが内乱抗言なる爲堅牢にして取扱に便なるのみならず如何なる二二

の測定にあたウても極めて迅速に所要の動電力を良く0．1millivolt迄判讃し得・る心あ

るものとして推乱せんとするものなう

二．比色法に就て

　從來余等の使用に供せる測定器を基ぐれば下の三種なり

　1．ミノ・エリス氏簡劾水素イオン濃度測定器

　2・ヘリグ式水素イオン濃度測定器

　3，陸軍衛生材料廠製簡易水素イオン濃度測定器

ユ．はミノ・エリス氏標準液帥ニトロフエノーノン属（NitroPhenolreichen）標示藥を使用

せるものにして2．は同じくニトロフエノーノレ標準液に色調を合せて製したる着色硝

子製の恒久標準板を用ムるものなるが元來ニトロフエノーノン局標示薬は時日経過に依

る鍾化僅少にして且魚類誤差及蛋自誤差（Eiweissfehler）等竜亦少き特徴存すれ共共酸

誤差に到りては甚だ大なるを以て特に中性附近の緩衝作用徴弱なる徐膿の測定に適せ

ざるは明かにして例せば河水，海水，霊水，上水，下水等の如きを本標示藥にて測定せん

か著大なる誤差を生ずべし．妓に点て余等は新に特殊型とも云ぷ可きミノ・エリス氏水

素イオン濃度測定器を製作せしめ使用に供する事とせう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユラ
A．　ミノ・エリス氏水素イオン濃度測定器（特殊型）

　本器は同氏が海水河水等の如き中性附近の緩衝作用に乏きものの測定に際し標示藥

添加に依る誤差を可及的に僅少ならしむる日的を以て考案せる特殊の測定器にして共

の特徴は極めて稀鐸せる標示藥を最少限度に添加して得たる微1こ清色せる搬醗の厚き
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液層を透話して比色を行ぷ鮎に在ウと云ぷ可く其の原理は同氏の緩衝剤標準液を用ひ

ざる測定法と全く同様なり此の際使用1こ供せし標示藥はln－Nitrophollol原液（0．3％）

・の十倍稀稗液にして測定値は下式に依うて！7．5。に於ける値に換算せるものなう

　　　　　瑞＝Pκ十ヂ＋8＋δ

　　但し　」砿＝一109κκは測定温度に於ける標示藥の解離恒数なb

　　　　　ρは17．5。を標準とせる温度に封ずる補正項なり

　　　　　8は盛類誤差の補正三二う

　　　　　　　　　　　　アは呈色度（Farbgrad）と稔するものにして實験に依うて　　　　　δ＝lo9
　　　　　　　　1－F

　　　　　求むる項なウ

　術δはアを知らばミノ・エリス氏の製作に係るF及δ問の關係圓より直ちに求め得’

る便あり

　：B・’陸軍術生材料三品簡易水素イオン濃度測定器

　本器の標準液はミノ・エリス氏ニトロフエノーノγ属（Ni七rophenolreichen）標準液及ク

．ラ・一ク氏スノγフォンフタレン腸（Sulfollph士haleillreicllen）標準液の二者よう二七止れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のも無機盤類溶液を以て有機標示藥に代べたる所謂恒久標準液（lndika七〇rdau6rrcihcn，

P6γ臓？日面α冠α，て紛なう而して前者は前に述べたる如く酸誤差大なる爲め此場合使

用に堪へざる竜後者即ちクラーク氏標準液は此の歓貼小なる爲め本四牢に於ては専ら

伺標準西中プロムチモノγブラゥ（Brolnthy皿01blau）及フエノ・一ノンロート（Pllenolrot）

の二者を慮乱せう．本丸中クラーク氏法とあるは帥ち之に擦れるものなう

　今回の測定に際し使用に供せし諸藥品申酷酸，酷酸鉛，甘乗，キンヒドロンはC・

．A．　F．　Ka111baum肚製最純品にして修酸，苛性暫達，硫酸，盤化白金，盤化加里，亜鉛

はE・Merck肚製最純品に之を求め比色法に使用茸る標示藥は総て米國Hy11SDn・

Wescott＆Dunni119會示上の登高に依る水素イオン濃度測定用精製品を使用せり・電

池法に用ひたる水銀は當試験所在庫品（晶質不明）を所定の精製法に依みて精製せるも

のを更に減歴蒸溜を行ひて之に宛てたう．叉本實験に使用せる諸器具の二子は悉くパ

．イレツク’ス（Pyrex）或は良硬質硝子を以てしアノレカリの溶出せざる様細心の注意を梯

・ひたるは勿論なう・
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　測定温度に就き述ぶれば電池法に依る測定は18。に調節せる恒温槽中にて之を行ひ・

ミノ’エリス詠懐に依るものは175。に換算せるものにしてクラ・一ク民法に依るものは．

室温（17。一19。）に於ける値なう

　以下順を追て面出の實施せる測定法に就き述べん

一・ ?^　測定に供せし点出は各泉源地にて採集せるものを内容500－800ccmの並

質硝子製容器に臨めゴム栓にて密栓を施し直ちに迭蓬を乞ひたるものにして亦採集後

同一一日歎を経過せるものに非らざる事を明記し概くものなり（後章墾照）

二・山雨試験　硫化水素を含有せる槍腔は水素直面に依る測定不可能なるを以て先づ

所定の定性試．瞼法を行ひて之を含有せる唱のと否とに分類し次でMethylrot（三色黙』

PH＝45）Rosols三lurG（引色黙PH＝6．8）及PhGnolpllthalei11（曖色黒ll　I）H：＝8．3）等の示

藥反慮を試み豫め検膿PHの概略の領域を定め以て後の測定操作に便ならしあたう

三．電池法に依る測定に就て　竃池法に依る測定値の正否は一に懸って動電力測定値．

の正否に在るは理の営然とする庭にして普通正しき動電力を示せるものと見倣し得る

は下の如き項に該出せる血合なり

　1．恒温槽に於て一度電氣的李衡に聴せる以上は時を隔て反覆測定するも其の乱訴．

一定不愛なる可き事

　2・数佃の異なれる電極にて測定するも共の結果同一なる可き京

　二二に特に注意す可きは検温の二二如何に謡う温温的李衡に達する時間に甚だしく，

長短あるものにして之に就き一般に次の關係在リ

　ユ・緩衝作用弱きものは亡きもの1こ比して長時間を要す

　2．水素イオン濃度中性に近き程長時間を要す

　3．電極の種類に依りて多少の相違あウ

　されど斯る現象の如何なる臨画に幽くものなるやに到ウては現！卜未だ説明せられざろ

庭なるが余等は鑛泉に於ても遍く之と同様なる現象の存せるを認めたウ．即PII・＝1

－4問のものは恒温槽に二十分間放置して一定の温度に蓬せしめたる後直ちに測定ぜ

U魏モに一定不礎の動電力を示せう．PI1＝4－6間に在る検膿は今回の蒐集鑛泉南に存．

せざりしが故に此面全く不明なるも從來の経験よウ推さば：PII＝4－5闘に在うては一

1
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1）H＝1－4間と大同小異にして其測定容易なる画く1）H＝5－6問に在らては稽長時間を

要するならんと豫断ずる竜蓋し大差なかる可し．申性附近即PH：＝G－8間に在るものの

測定に於ては電氣的卒衡に逮するに甚だ長時間を要するを常とせるものにして前章に

述べたる如く各操作の微細なる山立に到る迄周到なる注意を彿ふに非らざれば正しき値

を得難き事情存するを以て余命の調査の結果必須なうと認あたる條項を次に暴ぐべし

　1・電極の白金黒附けに使用する対曲白金液は精製せる盤化白金を以て製するを要

す此の際若し不純品にて自金黒を附けんか他の被瞼液に封しては何等の障害を與へず

して中性附近に於てのみ著大なる誤差を生ずるが如き揚合盛存するを以て特に留意す

可き事と思惟す

　2．電極の自金黒部は測定に先だぢ充分水洗するを要するものにして微量の異物の・

残留に依りても屡大なる誤差を生ずる事ある訂し從ひて本測定用の電極は絶甥に之を

他山の槍膿に使用せざるを要し止むを得ざる立合即ち標準酷酸盤溶液等を測定せる後

は特に洗諜を完全になさざる可からず

　3．電極は使用に際し先づ蛇骨豊にて数回反覆洗1條を要す．此の際瞼膿と水素蜜蝋と

の混合物にて遣手洗立せば一層可なり

　中性附近の鑛泉に在りては倉庫的李衡に達する迄の時間臨検膿に依りて甚だしき長

短あるものにして辛々の暗雲に就き之等を調査するの煩項を避けんが爲余等は次の如

き方法に從ひたう即ち電極中に槍膿を入れ水素琵斯を通じ密栓せるものをユ50－200

回忌に振憎し18－20時間放置して之が動電力を測定し悉く2ド衡に達し居るを確め両

若干の康応に就きては更に数個の電極にて同時に測定を試み共の結果の一致するや否

やを楡せう

　PH＝S－9間に在うては直ちに電氣的甘露に達するものと然らざるもの在うて一定

せざるを以て便宜上悉く上述の中性附近の槍膿に封ずると同一操作を探りたウ．硫化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユエ水素を舗するものはキン・ド・ン電極に働だるが元応本法は了以上の含盟類溶

液の測定には盤類誤差を伜メ、ものなるも楡膿血に斯る濃厚なる含盟鑛泉記せざOしを

以て之に画して顧慮するを要せざうき

　動電力は何れの揚油にも0・1millivol七迄正確に測定し之ようMiρhaelis氏の表に依
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うてPHを求めたり

　四．比色法に依る測定に就て．本法ぱ電池法に依る測定の簡軍ならざるもの即PH

＝6－9の楡艦に就て施行せるものにしてクラーク氏法に於てはPH＝6．（i－6．9間に

Bromthymolblauを，　PII＝6．9－8．4間に1）hellolrotを使用し特殊ミノ・エソス氏法は

PH＝7・0－9・0聞に於て之を施行せう．

　磯部，増富の如き冷泉に在ウては含有せる多：吐の炭酸瓦斯の水素瓦斯の武力に及ぼ

す影響甚大な，う．されば炭酸瓦斯Q分厘を測定し以て補正を行，婦こ非らざれば正確な

る測定値を得る能はぎるものにして欺る一局部に偏し詳細なる測定を試みんか二等今

，回の實験の主旨に遠ざかるを以て翠に比色法のみにて之が測定を行ひたり「

第四章鑛泉のPH

　測定値に封ずる判定　余等の求め得たる数値の果して如何なる正確さを有せるもの

なるやの問題に就き先づ述ぶる庭ある可し．弓墨酸性泉に鳩せるものは電池法に依ウ容

易に正しき結果を得るも中性附近は然らざるを以て測定値の果して正しきや否やを検

せざる可からず．気楽は普通同一一検陛を二個の電極にて湖底し其の結果の大瞠一致せ

る事を諭せる後面にミノ・エリス歯面クラーク氏比色法に依り求めたる位と比較し其の

差の臨頽誤差及酸誤差の範園を出でざるものなる時之を正確なるものと．見倣：したり

　元來斯る樹澄は之を竃池法に依う測定せむか如何に精密なる方法を以て反覆測定を

試みるとも垢面の結呆は杢然一致を見るは稀にして多くの場合零以下第二位に於て多

少の遜動あるは避く可からざるものの如く斯る事實は既1こ酷二一酷酸曹達標準液の如

き張緩衝易：1に於ても現はるる現象にして其原因は検瞠の性歌測定杢装置の調製具合氣

象歌態電極の歌島等の微細なる鍵化の影碧；に依るものとさるる庭なう．而して一般に

電池法に依る測定に際し測定の誕差はPIIの小なる方に現るるものなるに依⊃余等は

二者の中のPIIの大なる方の値を正しきものとして探用せう

　例せば伊豆lll乳の湯を電1一法及比色法にて測うたるに下の如し

　　　電池法7・oS　7．11　ミノ・エリス旭岳7．19　クラーク氏法7．25

　斯る時PIIの大はる方即7．11を採用せう又熱海河原の湯に於ては7．（」9．7．07なる



鑛泉及上水のホ素イオン濃度に就て
127

値を得たるを以て7・09を採用せう

第一表．鑛泉のPH表

温泉名

下

山

同

同

別

鳴

霧

草

登

雲

閃

閃

後

府

子

島

津

別

戸

湯　名

　　　1
湯の川i

　　　l
箱　根

同

同

同

定山漢

櫓　富

同

栃尾叉

同

同

同

伊香保

東　山

富貴の湯

源の湯
ドン，コ堀

湯

翻の湯第
一源泉

巽生湯

捕温泉

姥の湯

鷲の湯

湯　　瀧

延暦の湯

湯河原儘
根の湯

湯本御代
の湯

底倉三ロ
刀の湯．

弧羅観光
蝕内湯

瀧の湯
錦一栗山
鍍泉

栗ZF鍍泉

川向の湯

No．1

同：No．正1

自准舘内
湯

原　泉．

お爾黒の．

湯

絡の湯

温噛泉．所在地 温　度
　。C

長野縣束筑摩郡本郷村　25．5。

大字淺問六六八

石川縣江沼郡山代町「　　65。
八の一二〇

愛媛融融後湯之町　　　　32。

．同　　　　　　　　　　46・2。

同　　　　　　　　　　　46。

大聖縣別府市大字別府　　5δ。

三五〇

宮城縣玉造郡鳴子町字　　51。
河原湯四〇

鹿堂島縣姶良郡牧園村　　64。
下中津川．

軒縣翻鳳町瀧躍
ヰヒ涯上道串晃男U君1；登男鋸）ト∫言易．　　　980

の瀧．

長崎縣小蟄町雲仙古揚．69ザ

北海道納田郡湯川村字　不　明
鮫川

紳奈川縣足柄下郡湯原　　60。．
町宮上字丸山六一六

鵬ミ川縣湯本数字湯坂　54。
山

県奈川土足柄下郡温泉　　60。
村並倉字上の山三六四

憩奈川縣足柄下郡強羅．

　　　　　　　　　　　　84。北海廼札幌郡定山渓

．山梨縣北P：摩郡璽富村　　23。
大『｝＝小昆箪六六八七

山梨縣北前職郡」曾富村　　24。

’六六七二

懇讐勘弁譲莞2伊
一〇　　　：

　　　　　　　　　　　　29。．同．九一〇
新潟縣魚沼郡山之谷村
，大字上折立字栃尾叉九　　360

一〇
．同　　フ『ヤ　．　　　　　　　　　　　　．3go

群馬縣伊香保町字伊香
．，保’．．　　　　　　　5δ。

三島縣北會津郡東山村
．大字湯奉字居李　　　　　56。

湧出：量

650升／分

一　　　明

　5．4チト／5♪

182。1升／分

53．2チト／分

　50升／分

100升／分

不　　明

　　同

　．，同

　｝5升／分

不　　明

　｝2升／分

　8斗／分

　ユ昌升／分

20750プト／「…争

不　　明

　　同

　55立／分

　4立1分

　14立／分

1♀δ立1分

不　　．明

　　同

電池法

　6。85

瀞．7．51

　8．91

　8．72

　9．02

　6．57

　6．62

　6．00

　1．54

　2．24

　2．02

　7．21

　7．36

　8．57

　7．51

　3．18

　7．03

7．14

7．13

7．30

7．46

7．OS

7・25．，

比　色　法・

ミハエウ　クラーク
ス法　　　法

7。28

8．41

8．93

7．32

8．41

7．57

7．13

7。12

7．12

7。15

7．09

7．20

6．85

7．15

8．30

6．45

6．60

7．45・

7。30

8．35

7．45

7．10

6．25

6．50

U。90

6．90

7．00

7．15

7．00

7．乞0

備． 考

固形物総竜
　　0．659／L，

固形物総量
　　L3191L、

固形物総量
　　4．099／L．

固形物総量
　　　2減）Og／L．．

固形物絡量
　　0．583δg／］［1．

固形物糖景
　　2臣7999／L．

固形物総量．
　　1．349／L
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　　　「

C繕寺繭白湯
手浮岡縣田方郡修繕寺町

C結寺
不　明 不　　明

7．33 7．31 7．30
固形号b総量

@　1．129／L

同 菖蒲の湯 同 同 同 7．42 7．45 7．40

同 石　　湯 同 同 同 7．61 7．51 7．45

同 杉　　湯 同 同 同 7．53 7．43 7．35

』同 雑　　湯 同 同 同 7．64 7．60 7．55

．武　離
一 佐賀縣武嶺町 48。 170升1分 8．17 8．05 8．00

城　崎 鴻の湯 兵庫縣城崎町湯島 60。 不　　明 7．28 7．10 7．00

同 一の湯及
O脚

同 60。 同 6．89 7．07 6．90 固形物総量
@　5．3291L

1同 御国の湯 同 60。 同 6．98 7．15 7．15

．伊畠豆山
離岡縣黙海町伊豆山字
�ｫ川一七〇

δδ。 1300石1日 7．76 7．59 7．45

旨i御料走湯
静岡縣熱海町伊豆山字二六〇四

s岡縣熱海町伊豆山無
�ｫ川一一六

60。

T3。

64so石1日

WGO石1ロ

3．73

V．U

一7．19 一7．25

．熱　海 河原の湯
錦岡縣熱海町熱海三六
Zの甲熱海匿有甲山 不　明 不　　明 7．09 7．13 7．05

同
清：左衛門 静岡縣熱海町熱海字濱三二八御料温泉

79。 5升1分 8．41 8．41
一

塑　原 御所の湯
栃木縣高原町下藍原古町七五二

90。 3斗1分 』7．67 7．59 7．50

・同 河原の湯
栃木飛禽原町下高原盛
ﾌ湯三六〇

75。 5斗1分 6．55
一

6．6δ

・同 子持の湯
栃米縣慶原町下盟原蔵
n戸

50。 2斗1分 6．70
一

6．7δ

同 鴻の湯
朽木縣窺原町下血原畑
ｺ四四九

45。 5斗1分 6．57
一

6．55

同 寺の湯
栃木縣藤原町下餅原門
O六六七の八

72。 2斗1分 7．3｛ 7．42 7．30

・瀬　波
一

10玉。 40GO石旧 8．76 8．72
一

大　湯 上の湯
秋田縣施角郡大湯国大
衷繧ﾌ湯十六

73。 不　　　明 7．20 7．45 7．25

三朝
温泉療養
褐ｴ泉

鳥取縣東伯郡三朝村大
嚴O韓サ三字中畑九四〇

71。 20升1分 7150 7．46 7．40

；淺　虫
椿の湯第一號

青森縣束津軽野内村大
圈ﾇ虫字内野一四

79。 】s升1分 8．57 8．63
一

飯　叛 鯖湖温泉
礪島縣銭坂町東瀧の町

¥七
δ｛o 2δ升1分 8．03 7．39 7．60

1和　倉
一

石川縣鹿島郡端村和倉三部七〇

不　明 不　　明 7．29 7．22 7．30

‘山　中 菊の湯
石川縣江沼郡山中町八
ﾌ一六五

50。 同 7．30
一

6．90

・磯　部
一

群属縣碓氷郡磯部上磯
秤Mノ久保一三一 不　明 同 一

7．52 7．50

五　色 一

山形縣南置賜郡山上ネナ大字板谷字五色五〇〇

45．5。 1164L旧 7．41 7．57 7．30

栃木 紅葉の湯
熊本縣阿蘇郡長陽村河陽栃木四二九ニノニ

46。 不　　明 7．99 乞73 7．55

栃　木 石膏泉 熊本縣阿蘇郡長陽村 46。 同 7β｛ 7．03 6．80
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　鑛泉のPH表（第一表）に就て　電池法の欄内中＊印を附せる値はキンヒドロン電池

法に依る測定値にして備考欄の固形物総量．は當衛生試験所彙報第12・號及第34號日本

三二分析表よう轄載せるものな動今二等をPIIの大小に依うて分類せば次の如し

・H｝・一11・一・1・一・1・一・1・一・i・∠・1・一・レー・1・一・1・一1・11←

鑛泉婁受loi1［2 ・1・i・ ・11・・「・ ・t・

鹿Pち草津，雲仙，登別次で箱根強羅，熱海御料走湯等は比較的強酸性にして道後，淺

巌，音波は比較的強璽基性に属せるが愈愈の大多数は感性附近なるを知ム符たう．次

にPHと水素イオン濃度との關係を中性附近を主として示し以て墾考に供せんとす

・H’ P水索孟ill、盈。1孟濃度ll・H 水素イオン濃度　　　millimo11五

1．0

2．0

3．0

4．0

5．0

6．0

6．4　・

6．6

6．8

7．0

7．1

7．2

】．Ox102

LOx101
1．O　Xloo

1．Ox10－1

1。0×10－2

1．0×10－3

4．0　×10－4

2．5　～く10－4

1。6×10－4

1。0　×10－4

0．80×10－4

0．63×10－4

7．3

7．4

7．5

7．6

7．7

7．8

8．0

8．2

8。4

9．0

10．0

Og50　　×10－4

0．40　×10－4

7．32　×10－4

0．2δ　x10－4

0．20　x10－4

0．16　×10－4

0．10　×1Q－4

0．06　×10一壬

0．04　×10一‘

0．Ol　×10－4

0．001×10－4

第二表方泉PHのミノ・エリス六二クラーク氏比色法に翻る

　　　　　　　誤差表（補正値を以て表す）

職名

淺　　問

山　　代

道　　後

同

別　　府

1鳴　　子

’湯の川

．束・　山

脚
名1　　特殊ミハ
　　リエス氏法’

富　貴　の　温

源　　あ　　湯

神の湯第一源泉

養　　生　　湯

楠　　温　　泉

姥　　の　　湯

綱　　の　　湯

＋0．23

十〇．31

＋0，09

＋0．0δ

　　　ll
クラーク密法1泉　名

　　　1
±0

十〇．36

十〇．42

＋0．12

十〇．02

－0．24

十〇。05

修善寺
同

i同

1伺

i同

武　　雄

城　　崎

同

病 名

狐　　鈷　　揚

菖　蒲　の　湯

石　　　　　湯

杉　　　　　湯

箱　　　　　湯

鴻　　の　　湯

一の湯田柳湯

特殊ミハ
リエス氏法

＋0．07

－0．Q3

＋0．10

十〇．10

十〇．0壬

十〇。12

十〇．18

－0．18

クラーク氏法

÷0。08

十〇。02

十〇。16

＋0．18

＋0．09

＋0．17

十〇．28

－0．01
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城　　蒔

伊豆山
同

海

同

監

同

目

算

同

瀬

大

淺

難

原

口

波

湯

朝

虫

湯ケ原

御　所　の　湯

気・戸　温　；泉

乳　　の　　湯

河　原　の　湯

清宕衛門湯
御　所　の　湯

河　原　の　単

子　　持　　湯

鴻　　の　　湯

寺　　の　　湯

上　　の　　湯

温泉療養駈原泉

椿湯第一號
佐根　の　湯

一〇．17

十〇．17

－0．08

－0．04

±0

十〇．OS

一〇．OS

＋0。03

十〇．25

十〇。0壬

＋0．06

＋0．04

＿0．17il箱　根
　　　i
十〇。31　」箱　　　根

＿侃4屍山漢
十〇．04　　　　栃　尾　又

十〇．17

－0。10

－0．05

十〇．02

十〇．04

十〇．05

十〇．10

十〇．06

同

同

同

伊・香保

飯　　坂

和　　倉

山　　中

研　　色

栃　　オ：

栃　　木

湯本御代の湯

底倉三日万湯

瀧　　の　　湯

川向の湯NoI

同　　　：NolI

自衣蝕内湯
原　　　　　泉

お仁山黒の湯

上湖江L泉

菊　　の　　湯

宗川族館内湯

石　　膏　　泉

紅葉　の　湯

十α16

－0．06

－0．10

十〇．02

十〇．01

＋0ユ5

一〇．01

十〇．64

十〇．07

一〇．16

＋0．31

十〇．26

十〇．22

十〇．12

－0．07

・十〇．24

十〇．23

＋0．30

十〇．31

十〇．03

十〇．53

－0。01

十〇．4〔〉

十〇。11

十〇．54

十〇．44

　臨三三差回酸誤差に就て　第二表は比色法に依る鑛泉：PHの盟類誤差及酸誤差の和

を示したるものと去ふ可く共の結果は蓮に余等の豫想せる如く甚だ不規則にして複雅

を極む．元來之等の誤差の起因する慮も亦前章に於て述べたるが如く甚だ簡輩ならざ

るものなるが故に是れ素よう當然の現象に属するものと言ふ回し．而して是等の誤差

に關する理論等に到りては全く不明にして軍に佃々の揚合に付きて電池法との比較に

依る補正項の知らるるに止まるが如き歌態なウ．例せばPhenolroもの0．5N－NaCI

溶液に封ずる臨類誤差の禰正値は一α15にして濃度減ずるに随ひて此の符號は一よ　・

り＋に麸ずる事丁丁はm－N’itrOpllello1の臨類誤差は0．1N’の含臨類溶液に於て三一

〇．10なる等の實験的に知らるる程度なう．素よみ下等とて竜完全なる緩衝剤に付きて

測定せられしものなれば緩衝作用無きもの或は微弱なるものに点しては一・般に適用す

るを得ざる呵し

　本測定に使用せる標示藥は悉く酸性標示桑なるを以て酸誤差の生ず可きは一三し得

ると錐之が数量的三冠竜亦全く不明に生せる竜のなるを以て本表に干ては軍に之等の

誤差の綜和を示すに留めたるは蓋し當然なウと云ぷ可し．然れ共本表に依らば次の如

き諸事茸の存在せるを認め得

一． @同一三陸に就てミノ・エリス氏法とクラーク氏法とを比較せば十階の誤差の後者

の夫よ’う」般に小なるを認め得可く從って特殊ミノ・エソス氏法の優秀なるを箕詮せる
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竜のと見倣し得．今クラF一ク氏法に於ける標示藥中Phellolrotの槍髄中に於ける濃

度を算定すれば8×10｛61no1にして特殊ミノ・エリス法に於けるIn・Nitrophenolの濃度

は2x10－4乃至2×10一5molにして後者の濃度前者の由れに比して大なるに竜係らず其

の誤差の小なるを以てm－Nitropheno1はPhenolrotに比して優秀なるを知り得可し．

然るに余等はi嚢に簡易ミノ・エリス氏測定器を以て之等の測定を試みたるに顯生なる誤

差を生じ使用に堪えぎるを認めたるが是れ該法に於ては槍膿中のm・Ni七ropheno1の濃

度3×10｝3molにして即ち著しく濃度大なるに因る事明かなう．蓋し本標示藥の敏鮎’

は色調比較的淡き爲め多量に添加するを要する鮎に在るものと云ふ回し

二．クラーク六法中：Bromthymolblauに依る誤差は一般に僅少なう是れ楡髄の1）11

と標示藥のPHとは何れ竜酸性域に存するが高めに酸誤差比較的高なるに因る事想像

に難からざる庭なり（荷酸誤差に就きては第七章に於て詳述せんとす｝

三．一般に比色法に依る誤差回想外に僅少なるより観れば鑛泉は大膿に於て可成緩衝

され居るものと認むるを得賊し

四．通常比色法に於ては0．05以下は到別し得ざるを以て今±0．03以下の誤差を零

と見倣し垂心正項の正負の面谷に依る分類を試むれば次の如し

測　　定　　方　　法

（標　　　示　　　藥）

特’
夋~’・エリス氏法

　（m－Nitrophenol）

ク　　ラ　一　　ク　　氏　　法

　　（Phenolrot）

ク　　ラ　　一　　ク　　氏　　法

　（Bromthymolblau｝

検 正 数，

補剛値陣正例補二二合 計

21

28

2’

10 1
4

6 1
1

3

3

1 3

37

35

8

　補正値の正露なるは一般には盤類語差及酸誤差の和と見る可き竜のなれ庸主として

酸誤差と見倣して大差なかる可く：負心なるは明に盤類誤差を示せるものと云ふを得賦

し補正値零なる竜のは含雨量小にして且つ緩衝作用比載的直なるが爲に盤類誤差並に

酸誤差を生ぜざるふ或は点者の誤差の符號を異にして大さ同様なるため相殺せられた

るものと観るを得べし
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　　　　　　　　　第五章　鑛泉PHの三后経過に依る攣化

　中性盟の溶液蒸溜水等の如き緩衝作用を全く映けるか或は之に極めて乏しき中性附

近の検艦に在うては大氣中の炭酸琵斯又は溶出する容器のアノレカリ等の影響に依る水

素イオン濃度の鍵化顯著なるは周知の事實なるが鑛泉も之を容器中に放置せるとき時

日の経過に從ひて同様なる影響を受くるか或は内部の鍵化例せば遊離炭酸硫化水素の

放出難溶性臨類の沈澱現象等の影響を受け其水素イオン濃度を鍵ずる事あう得可きを

豫想し得るが故に若し斯る鍵化存在せんか共の程度果して幾許なるやを検せんが蔦余

等は中性附近の楡膿に就き時を距て数回PH：測定を試みたるに興味ある事實の存在せ

るを明にするを得たウ

　節三表は帥ち之れ等の測定値を記載せる竜のにして測定は比色法を主とし経過日数

は共間10日乃至30日を距てたるものなう

　　　　　　　　　　　　　　第　　　三　　　表　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　鑛泉の水素イオン濃度の時日経過に依る鍵化

　　　　　　註　左右は同時に測定せるもにして上下は時日の鰹過順位を示すものなり

泉 名

湯　　ケ　　原

栃　　尾　　又

湯 名

聞々棋の湯

川　向　湯No．1

川向湯No皿

栃　　尾　　又　自在鑓内湯

　PH
電　　池　　法

　　PH
特殊ミハエリス法

7．24

7．32

7．03

7．12

7．03

7．12

7．33

7．15

　PH
クラーク法

7．30

7。3δ

6．go

6．90

6．90

6．go

墾化の圏示

7．00

6，90
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箱 根

鷹． 原

　

底倉三日月湯

寺　の　湯

御所の湯

，， i河原の湯

，，

，，

鳩　 の　湯

子　持　湯

1　　　　‘

定　山　渓

伊　香　保

五 色

・束 山

お歯黒湯

宗川抜館内園

山　の．湯

7．51

7．7遷

7．34

7。70

6，57

6．82

6．70

7．05

’

7．08

7．20

7．25

7．09

7。33

7．57

7．10

7．42

7．43

7．59

7．18

7．13

7．08

7．09

乞40

7。41

7．57

7．52

7．20

7。45

7．6δ

7。30

7．60

7悉0

7。85

6．40

6．65

6．45

6．δδ

6．80

6．75

7．05

7．10

7．20

7．00

7．20

7．20

7．00

／

／

／

／

／

＼
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ノ

箱
　」

根1湯本御代の湯

　l

　l

山 代

8．57

7．47

i

源 湯

城 崎

，，

御　班　の　湯

＿の湯及翻

，，

武 雄

伊　　豆　　山

，，

瀬 波

大 湯

鴻　　の　　湯

錦　戸　温　泉

乳　　の　　湯

上　　の　　湯

7。11

7。08

8．77

8．52

8．41

7．26

7．28

7．13

7．15

7．19

7。07

8．3δ

7．50

7．15

7．20

6．90

6．90

7．0ア

7。10

1

7．00

7．oo

．＼

｝．

8。27

8．0δ

7．9S

7。77

7．12

7．19

S．71

8．72

7．4s

7。45

’》＿

8．00

●

S。00

7．80

7．45

【〇一‘＿σ

po一’・一〇

＼．

一

7．2δ

7．30
一．
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朝

淺

鳴 子

別 府

湯　　の　　川

裾　 善　 寺

，，

，，

，，

修　　善　 寺

湿泉療養所原泉

椿の湯第一號

姥　　の　湯

楠準泉

濁　　鈷　　湯

菖蒲の凹

石 湯

杉 湯

箱 湯

7．50

7．50

9．17

8．57

7．31

7．46

8．83

8．63

1．

7・38

7。39

7．64

7．6δ

7．40

7．40

6．30

6。60

6。bO

6．30

6．45
／

、7．20

7．45
／

7．30．

7．30

7。35

7．40

7溢0

7．40

7。45

7．40

7．40

7．35

7．40

7．40

7．55

7。55

7．55

一「』

一．　　、

一
）←一＿→←＿弓レ’
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　当面は時日脛過に依るPIIの鍵化よう観察する時之を四種に分類する事を得．即ち

下の如し

　一．酸性よリアノγカリ性1こ移行する傾向顯著なるもの　　　　　9例

　ニアノレカソ性より酸性に移行する傾向顯著なる竜の　　　　5例

　三．極めて安定にして殆んど獲化を認め得ざるもの　　　　　　8例

　四．鍵化微弱なるか或は一定せざるもの　　　　　　　10例

　更に鑛泉分析表を墾照せし結果次の如き塁壁の存在せるを認めたう．．

　一・に冷せるものは悉く遊離炭酸を含有す

　二．に厨せる竜のは悉く遊離炭酸を含イfせず

　三．に厨せるものは余等の測定せし検膿と分析表に記載せる槍膿と同一なるや否や

　　不明なるもの多きも之に腸ぜる修善寺の諸湯山中山代等の諸湯は遊離炭酸含イ∫泉

　　ならざるものの如く從ひて遊離炭酸を含有せざるものと見倣し得んか・

　四．に属せるものは或は遊離炭酸を含有し或は之を含有せず

　之等の事箕を綜合せんか鑛泉は少くも共の大多数に於ては大難中の炭酸琵新，容器

よ6溶出するアノレカリ等の外部的影響に起因せるPIIの養化は豫想外に少く之に反し

内部の組成の遜化即ち炭酸琵斯の放出或は難溶性盟類の沈下等に起因せる鎚化顯著な

るを認め得・余等は斯る現象に附き叢に聯か考察を加へんと欲す

鍍泉の郷詐用に就て共通材ンを齢する二電解質が同日隷存在せる時は各が同

一濃度に潤て軍猫に在る場合とは一般に共の解離度を異にせるものなり．爾者が張電

解質なる時は斯る影響は素よう生ぜざれ共一方が弱電解質なる時は他方の強電解質の

影響に依りて之が解離は減少し亦雨者共弱電解質なる時は双方の解離は質量作用の定

葎に飼うて定詮る影響を相互に受けて減少を來すものにして之即緩衝作用の韮本的理

論たるや論を侯たざる可し

　識に鑛泉中に含有せらるる主要物質を恥ぐれば次の如し

　陽イオンH’，1（．，Na’，　NH4’，　Ca”．　Mg”，　Ba”，：Fe”，　A1…．

　陰イオンOH，’Cl’，　SO4”，　IICqr，　CO3”，　H2PO4’，　HPO4”，　SH’，　HSiO3’，　II2β03’，

　未解離状態に残存せる弱電解質
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　揮：登性物質　炭酸，硫化水素，アムモニア，亜硫酸

　鑛泉の水素イオン濃度は直接には含有せらるる山盛基の解離度並に弱電解質の加水

解離度に言うて左右さるるは明なるが更に二等の解離度は中性の張電解質の存在に依

うて支配さるるものなるを以て直接間接には総ての含有物質に關係ある事を認め得可

く換言せば鑛泉は極めて複雑なる緩衝混液にして唯夫れが緩衝力の比較的微弱なるは

甚だ稀繹せられブ2る朕態に在る爲な6と観るを得可し．試みに之等の酸盤墓の解離恒

数を墨げんか次の如し5）

H2CO3

H3PO4

H2BO3

H2SiO3

H2S

H2SO4

1玉SO3

NH40H

1stufe

2

1

2

3

1

1

2

1

2

1

2

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

K：18。＝5．Ox10－4

　

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

＝4．6×10－11

＝8．3×10－3

＝5．8×10－9

＝，3．0×10－12

高6。6×10－10

＝1．Ox10－9

＝1．0×10一工3

＝＝2．0×10一エ5

＝1．7×10－2

＝＝1．7×10“2

＝1．Ox10｝7

＝＝1．7×10－5

　鑛泉の緩衝作用の上水等の夫れに比し遙に大なる可きは之等の比色法に依るPlf測

定に際して鑛泉は上水よう酸誤差甚だ僅少有る事實に徴するも明かなウ（後章上水の

PH墾照）

　鑛泉PIIの攣化に封ずる考察

　一．三等は何れも遊離炭酸を含有せるを以て共の水素イオン濃度は所謂炭酸盤緩衝

液（Karbollatpuffer16su119）と認むるを得二って之等の1）IIが時日の経過と共に漸

次アノンカリ性に移行せる現象を共遊離炭酸の減少に依る炭酸一炭酸唖緩衝の鍵化に臨



138
勝田●山本●岡部

せしむれば蓋し眞相に近かる町し

　二・之等は悉く遊離炭酸を含有せざるを以て主として臨墓性臨．酸性臨等の緩衝液

と見倣し得可く共PHは之等の加水解離度に依りて決定せらる可きものにして今アル

カリ性よう酸性に移行する事實は其の盛墓性臨の減少に之が原因を蹄せしむるを得．

例せば不溶性臨類CaCO3等の生成に依る鍵化なうとす　．

　三．下等も亦悉く遊離炭酸を含有せざるものに属すものの如く余等は之の事實なる

可きを信ぜんと欲するものにして其のPHの一定不獲なる現象を之が緩衝作用の比’較

的大なると一及二に於けるが如き養化の生ぜざる事實とに蹄せしむるを得んか

　四・一一及二等に於ける二化の微弱なる爲か或は之に類似せる竜のなる可し

　爾此項に關する實験及考察は極めて不完杢なるも甚だ興味ある問題の存在せる事を

窺ひ得引く以後の研究に挨つもの多きを畳ゆ

　　　　　　　　　第六章　鑛泉の組成とPHとの關係

　鑛泉のPI1と共の組成問には不可分の關係存するは明瞭なる事平なウと錐野営の組

成の甚だ複雅なるが故に此二者聞に必然的に存する数：量的二二を正確に求むるの極め

て難事たるは蓋し豫想に難からざるも一方に干て其の水素イオン濃度の測定は精密正

確を極め良く；歎億分の一mol迄求むるを得るものなるを想はば之が測定を鑛泉分析に

慮用するを得んか多大の利便を得可きや明かにして之亦今後の好研究問題たるを失は

ざる町し．野洲は今回PHの測定を試みたる籏泉の若干に附き之が化學的組成と水素

イオン濃度とと間に存する数量的弓係の探究を試みたるに遊離炭酸含有泉に閉し興味

ある問題の存在を認めたウ．次に之が概要を述んとす

　含遊離炭酸水中に於ける不衡關係に就て

　炭酸を溶解せる水中に於ては無水形のCO、水和形のII，CQ汲イオン形のII．，　HCO、ム

CO3”等の三態の存するは明にして之等には次の如き数量的關係存在す

　　　　〔CO2〕十〔1玉CQD＝KりP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）

　　　　　CO・＝K’　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　　　　　IIコCO3

　　　　工旦二〕〔HCO豊＿K〃　　　　　　　　　　（3）』
　　　　　rH2CO3〕
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　　　　⊂号儲り一馬　　　　　　‘（・）

　　　　Pは炭酸三二の分墜

　　　　KOlは同時に存在せる盤類の濃度並に溶液の温度に依う定安る恒数にして其

　　　　の軍位はmo11しなう

　　　　K’・K”・1く，等は何れも李衡恒数なう

　斯る溶液中の水素イオン濃度を論議せんとせば此四白に基きて之を行はざる可から

ず然るに〔CO2）及〔H2CO・）は之を各別々に求むる事不可能な：るが故にK～K”等1よ

決定するを得ぎる竜のなう．然れ共（2）及（3）よう次の如き關係の存するを知る

　　　　　　　　　　　〔CO2〕十⊂H記COの　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）’（2）討　　　　〔H，CO、〕　罵R＋1

（2）’及（3）よう〔ざ謬騰〕一K髪、講

（GO2〕十〔II2CO3）は鹿Pち遊離炭酸二量なるを以て

　　　　　　　　　　〔H：．〕〔1｛CO♂〕＝1（，

　　　　　　　　　　　〔freieCO2〕
（3）’

“〔H・〕〔HCO3ノ〕〔frejeCO2〕等は何れ竜之を三二的に求め得らるる竜のなるを以てK、

～は吾人之を知ウ得るものにして普通炭酸の第一段の解離恒数と稽せらるるものなれど

も素より具正の解離恒数は之に非ずしてK”なるは明かなり

　　　　　　ラ
　Johnstone氏はBohr氏の炭酸の早蒔係数表よりKoを算定し之に基きて更に25。

iに於ける値を求めたう

　　　　　　　　　Johnstolle氏1く：o表：いlolekularkollzentration）

gesamte：Bas臼oderSalz

　　　Ko
　　　　　l　Pko＝109
　　　　　K：0

0．0皿oI

O．0338

1．471

0．1

0。0329・

1．483

0．2

0．0321

L493

0．3

0．0314

1，503

0．5

0．0300

1．523

1．0

0．0270

1．569

K、及1く2を基ぐれば下の如し

　　　　　鴫　＆o×1田
　　　　1
Pk・一1・9一

ﾅ「
6．52

6．47
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　　　　　遠｛ll：よ。×1㌍

更に明解の式を封数形にて表せばヲくの如し

　　　PI｛＝＝1）K1十109〔H：CO＝ち’〕一109（freieCO2〕

　　　PH：＝PK1十PK〕十log〔HCO’3〕一10gP

　　　PH＝・PK2十10g〔Cqち’〕一log（H：CO3’〕

　　　　　　1　　　　ユ　　　　1　　　　1

　　　　　　2　　　　」　　　　一　　　　2

叉炭酸塑類の陽イオン綜量を：B’

　　　：B’十H●＝・〔HCO3つ＋2〔Cq｝”⊃＋〔OII’〕

　　　　1
Pk・＝1・9了「　10・22

　　　　　　　io・32

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
PH：＝一pK十一3『1）K、↓『TpK2一一10gP十　、）109〔CO：」”〕

　　　　　　　　　　　　とせば次の關係あう

　　　　　2K。K：、K2P十1｛。1｛、P〔｝1・〕十Kw〔二H・〕一〔II．〕3
　．．　：B●＝
　　　　　　　　　　　　　〔H’）2

文炭酸カノγシウムを含有せる溶液に在うては

　　　　　　　〔Ca’●）〔CO：r’〕

　　　　　　　｝（Caσσこ「＝K

今固膿の炭酸カノγシウム存在せるときは〔CaCO3〕は一定なる可きを以て

　　　〔Ca”〕〔CO3”〕＝K：s

　　　Ks＝溶解度積（：L6slichkeitsprodukt）

（5）

（G）

（7）

（s）．

（9）

（10）

（11）

　之等の数式の示す關係は現今一般に認めらるる庭にして腱液の如き遊離炭酸を含亦

せるもの或は：±壌浸出液の如き炭酸藍類を含試せるもの等のPHと組成問に存する量．

的關係の研究に点く慮用せらる

　含遊離炭酸泉の組成と1’Hとの關係　上記の数式が鑛泉の如き複雅なる含盤類溶液

中に於ても亦成立するや否やは甚だ興味ある問題なる可けれども典の眞相を確むるに

は鑛泉の饅密なる定量分析及PH測定を同時に行はざる可からざるは明かなり・余等

は素よう斯る分析化野的測定を行メ、外側を得ざうしと雛も鑛泉のPHと日本鑛泉分析
つ

表とを比較墾照せる結果次の如き算定を試みたるを以て蝕に記載して墾考の資に供ぜ

んとす

　今回PII測定用として蒐集せし鑛邸中含遊離炭酸泉に干し共の分析の結果の到明ぜ
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る竜の二例に付き（5）式に報うて1）H及〔HCO，、’〕よう〔CO，〕を叉〔宜CO、’〕及〔CO，〕、

よりPHを算定せる結果次の如し

但K＝3．0×1r71）K＝6．52（18。）とす．　　　　ノ

鳴子温泉姥の湯

　　〔HCO3つ

　　〔CO2〕

　　：PH

伊香保温泉御歯黒湯

〔HCO3’〕

〔CO2〕

王）H：

　　實　　測

6．3811　ミソモノレ1L

5．7500　　，，

6．62

　　實　　測

6．2744　　ミ　リモノレ’11」

1．3818　　，・

7．OS

箪　　定

5．0697　ミソモノτ！1：L

6．57

算　　定

亀

1．7281　ミリモノン1L

7．14

又盤原温泉の若干に付き〔HCO、’〕及〔CO，〕ようPHを算定せる結果次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　　ρH（筑定）

　盤原温泉（A）　　　　　　　　6．43

　　　　　　　（B）　　　　　　　　　　　　　　　　6．71

　　・・　．　〔C〕　　　　　　　　　　　　　　　6．39

　　・・　　〔D〕　　　　　　　　　　6．87

　　，・　　　　（E）　　　　　　　　　　　　　　　6．51

　び

　余等の測定を行ひたる堕原の各鍍泉が上記の諸泉と同一なるや否やは明かならざれ

ども三等のP且は一例を除けば悉くPH＝6・0－7・0間に在うて上記の算定せる結果・

と頗る相似たう．之等の結果に徴するに（5）式の如きは鑛泉に於ても亦成立するもの

と豫想する竜蓋し大過なからんか

　叉〔freieCO2〕＝：KgPなる關係を始めとし本項に示せる幾多の藪式は如何なる璽類溶・

液に棄ても成立するもg）とせるは未だ軍に一佃の假定に過ぎざるものなウと言ふ　さ

れば鑛泉の如き複雑なる盤類溶液に於て之等の成否を確むるは極めて興味ある問題た
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るを失はず。以後の研究に侯つ庭多かる帰し

　　　　　　　　　　　第七章　キンヒドロン電池法に就て

　キンヒドロン（ChinllydroI1）はC6H4（OH）2・C6H402なる即成を有しキノン（Chinon〕・

七ドロキノン（Ilydrochinon）各一分子よう成る分子化合物（M61ekularverbindung）

・にして之が水溶液中に於ては其一部次の如く解離せる竜のなウ

　　キンヒドロン；＝≧キノン＋ヒドロキノン

　更に溶液中の水素イオンの量に癒じてキノンの一部は還元せられてヒドロキノンに

養ず

　　　　　0　　　　　　　0H：
　　　　　II　　　　　l
　　　　／＼　　．　　／＼

　　　　口＋2H・一一
　　　　＼／　　　　＼／
　　　　　H　　　　　　l
　　　　　O　　　　　　　OH

　此際水素イオンは其の電話を白金極に附心するが爲に叢に電位差を生ずる．ものにし

て是れキンヒドロン電極の原理なりと謂ぶ

　本法の特徴は操作極めて簡軍にして且つ箆斯雷池法に比し遙かに迅速に電氣牢衡に

達し得・る便あるのみならず正當なる測定を行はんか之が測定値をして瓦期電池法に依

る標準値と殆ど差異無からしむるを得る盟1に在ウ・從ひて近年之が慮用頗る旺んなる

は雷然にして本邦に於ても既に該法に依る測定器の市販品を見るに到れるが如き現況

なり・されど藪に留意せざる可からざるは本法に於ても叉検膿如何に依りて全然之を

癒帯し得ざる野合，測定値に誤差を伴メ、場合及び測定に困難を極むる二合等の存する

事なめ

　今從分明かにせられたる測定上の注意事項を基ぐれば次の如し

　（一）比較的アノレカリ胴張き槍髄に於てはヒドロキノンの一刀酸化せちるる結果キ

ノン及ヒドロキノン間に成立せる数量的李衡毛質破られ爲に正しき測定値を得る班能

はず從ひて本法の慮用範園はアノレカリ性のPH域に於て限界あるもの1ζしてKoltho丘f

氏に依れば緩衝作用大なる検温に在ウてはキンヒドロンの添加後迅蓮に測定を行はば
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PH＝9・0迄は測定可能にして1）H＝8・0以下に於ては測定容易な6と謂ふ

　曳二）槍燈に中性盤類を含有せる丁合には結果に誤差を生ずることあう・斯る誤差二

　　　　1
は含盤量一芦一N以下に言うては無回するを得る程度なれ共之を超ゆれば稽顯著なうと
　　　　o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ謂メ・・S・1》・L・．S6rensen，　M・Sδrensen・及K：・：Linderstrδm氏等は二等に關し詳細な

る研究を登表せら．同氏等は食盤溶液に就て斯る誤差の大さを測定せしに次の如き結

果を得たう

　　　　　　　　　含土量（定規）　　　　　　　　　　誤　差

　　　　　　　　　　G．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　工3

　　　　　　　　　　　1．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．8

　　　　　　　　　　　2．0　　　　　．　　　　　　　　　　　5．S

　　　　　　　　　　3．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　8．9

　　　　　　　　　　4．0　　　　　　　　　　　　　　　　　12．5

氏等は更に之が原因を探究せし結果キノン及ヒドロキノンの溶解度に及ぼす塵類の影

響が同一ならざるに因ることを明かにせう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1＝キノン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　II＝ヒドPキノン

　含　　、．　　　　　　　　　　　　　　上圖はキえンの溶解度は含盤量による影

　蓋
　憂　　　「　「　　　　　　　　　響小なれど竜ヒドロキノンは之に反し著し
　墾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　きことを示すものな6．爾キンヒドロンの・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　飽和溶液に代ゆるにキンヒドロン及キノン

　　　　　　　　　露竃　　　　或はキンヒド・ン及ヒド・キノンの飽和溶

液を以てせば斯る誤差は防ぎ得る竜のなうと謂ぷ．されど斯る多量の盤類を含有せる

検膿は極めて稀なるが故に一般の測定に際しては殆ど顧慮の要なき問題なう．・余等の

測定せし百三種の楡膿中欺る誤差を生ぜし竜のは唯一・例（醤油）に過ぎざりき

　（三）　キンヒド血ン｝キノン，ヒドロキノン等と化學的に作用する物質を含む槍膿

’に於ては測定値に誤差を供メ、か然らずんば測定不可能なる可きは當然にして斯る門門
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は比較的多きものなウと謂ふ・蛋白質，ヘモグロビン，共他動植物有機膣中に含有せ

らるる物質中に斯るもの多しと謂はるるも二二に付いては未だ詳らかならずされば

．測定者は此貼に注意せざる可からず　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　以上は二丁が可成の緩衝作用を有せる竜のとして論じたるものなう．緩衝作用微弱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う
なる竜のは瓦斯電池法に於けると同様に之が測定困難なり・Koltlloff氏は最近此の種

・の三二の測定法に就き大要ヲくぎの如き研究を薮表せり．斯る測定に當うては使用に供

するキンヒドロンは極めて純梓なるを要する竜のにして市販品は総てその『まNにては

使用に堪へず．若し斯るものを使用せんか其の測定の結果は門門よう甚だしく酸性な

るが如き数値を示す竜のにして是酸性不純物の含有さるる爲なう．されば市販品（K一

・ahlbaum製純品）を用ぶるに當うては先づ新しき検膿にて三四回之を洗瀞せる後使用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユの
す可し斯る操作を省略せんとせぱValeur氏法に依うて精製せるものに依らざる可か

らず．されど下れを以てするも測定二更に新しき橡醗にて洗1條し再び測定を行ひ爾者

・の結果の一致せるを確むる必要あう

　1余丁は同氏法に從ひてKahlbaum製キンヒドロンを二丁検膿にて洗濃せる後使用

・に供せしが好結果を得ること能はざウき．然れど竜適當なる操作を以てせんか本品を

・其のま㌧使用するも容易に測定を行ひ得るごとを明かにするを得たう

　　緩衝作用微弱なる溶液の測定に就て

　本測定に使用せる電池は下の如し

　　　　　　飽和甘乗電極一三和盛化加里溶液一飽和キンヒドロン電極

　　　　　　　（標準電極）　　　・　　　　　　　　（検三下電極）

　キンヒドロン電極の検膿用容器としては小型の甕製増鍋を使用し自二極は予約3m

m長さ約51nlnに旧きたる白金線を水銀を盛れる細き硬質硝子管に封入せるものを

用ひ同時に強弓の二丁用として便ならしめたう．本器に依らば一一回の測定に要する検

・液は2－5cc皿にて足う又簡翠且つ迅速に測定を行ひ得回し

　荷本測定は悉く18。の空氣恒温槽を使用して之を行ひたう

　元來キンヒドロンの水に封ずる溶解度は極めて小なるものにして常温に於て0．005

：Nなうと謂メ、されば検醗を飽和せしUるに必要なる量は極めて小量にて足る旧き理な
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れど竜通常は目測に依う租之を過量に添加し自金極の周園に若干の固形キンヒドロン

の残存せる程度を以て可とさる．然るに余等の経験に依れば斯る操作を行ひて測定す

るに緩衝作用比較的大なるもの或は比較的強酸性（約PH＝5．0以下）のものにあウて

は市販のキンヒドロン（Kahlbauln）を使用して好結果を得れども緩衝作用微弱にし

て且つ中性附近（PH＝5．0乃至PH＝8．O）の検膿：は之を以ては測定するを得ず．鼓に

余等は各種の櫨膿に初めキンヒドロンの微量を添加し次で漸時増量し此問刻々動電力

の測定を行ひたるに次の如き二様の現象を認めたう

　（一）或る程度以上の緩衝作用を有するか或は比較的強酸性（約PH＝5。0坦下）の槍

　　膿に於ては一たびキンヒドロンを以て鞄和せしむれば以後如何に之が過量を添加

　　するも動電力は麺化せず

之を圖にて示せば次の如し

　　　　　酷三一酷酸曹達標準液PH漏4．60　　　　レモンシ・ツプ＋倍稀綿液PH＝2．7δ

　　　　　　（瓦新電池法に依るPH＝4．62）　　　　　　　　　（＝瓦斯電池法に依るPH＝276）

亮 茎

’之

キンヒド・ン漢双，％ 免オn貞
キンヒド。！堰皿／σ

　實例として墨ぐれば酷酸一酷酸曹達標準液及各種の飲食物（本棄報飲食物の水素イ

オン濃度参照）等な動一般に緩衝剤，動植物膿液等は此の種の検膿に属せる竜のな

る可し

　（二）緩衝作用微弱にして且つ中性附近（約PH＝5・0乃至PH；S・0）の橡膿に於て

　　はキンヒドロン飽和に達せば一定の動電力を示すこと一の揚合と同様なれ共更に

　　之か過量を添加すれば或る量を超ゆるに及んで再びその動電力鍵化す

　之を圖示すれば次の如し．
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δ

禿

卜

ぬギ　
　1

修善寺温泉菖蒲の湯1）II＝7．45

（瓦斯鐙池法に依るPII鑑7．43）

　ザゑ

5
…

　　キンヒド。ン漂欠ノ∫

キンヒドロン含量（％）

　　　　0．013

　　　　0．025

　叉東京市上水（PH＝8．20－8．30）6ccln．

にm－Nitrophenol　O．3箔溶液（：PH＝4．91）

1ccmを添加せる後二時間を脛過せる検

醗（皿。Ritropheno1標準液に依る比色法に

於てPH＝720）のキンヒドロン含量に依

る動電力の鍵化を表示すれば次の如し．

　　　　　　　ミリボノγト

　　　　　　　　56．0

　　　　　　　　44．0

　　　　　　　　42．6

0．030

0．175

0．217

40．1

40．1

40，1

　　　　　　　　　　0．292

　　　　　　　　　　0．767

　　　　　　　　　　1．3G7

又之等の結果を圖示すれば次の如し

言

’ボ

ト

41．0

41．6

45．0

53．0

58．0

束京市上水に1n。）ζitrophello1の一定量を添加せる検農：PH＝7．17

（ミハエリス氏」；ヒ色法に依るPH＝7忍0♪

i 日　il目　　｝≠
● 目 1：

口 1 1

1 1目　1r一u
1　　　　　｝　　　　　　1

，　　　｝i 「一一一

目

100

X0

W0

V0

ﾂo　L50403020

麹和真
1

1 1旧　ii

｛

1　｛

l　　　l
戟@　　「

@　　5

3　　　　　　　　　1

I　l
I　lI　　I

目｛i 1
」　　　「　　　1

i 目
ノ0

1i． 1

0　　　　　　0／　　　　02　　　　03　　　　04　　　　0∫　　　　　0δ　　　　　α7　　　　05　　　　α9　　　　　ZO

キンヒト6ロン　タ5
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　樹過量のキンビドロンを添加して最早正しき一定不攣の動電力を示さざるに到れる

民謡を新しき槍膿にて漸時稀画しつつ之が動電力の遜化を観察せるに全く同一線上を

逆行し途に限界鮎を超ゆるに及び再び同一の不感の始値を示すことをも確めたウ』。而

して中性附近の若干の鑛泉に付き憶測せるに悉く同様の現象を認めた6

　一一般にキンヒドロン電池法と瓦斯電池法とに依る測定値は何等電極に障害を與乏ざ

る槍膿に於ても全然一致を見るは稀にして通常其差0。01－0．03ある竜のなウと謂メ、．

而して時日経過に依りてPH債を礎ぜざる修善寺の各鑛泉に付き測定せる結果前述の

一定不礎の動電力を云うて其のPHを計止し之と襲に測定し広きたる日新電池法に依

る値とを比較すれば次の如し

泉名

修善寺

　，，

　，，

　，，

　，，

湯名

石　　湯

箱　　湯

杉　　湯

濁鈷湯

菖蒲の湯

　　　：PH
キンヒドロン電池法

　　　　7．63

　　　7．67

　　　　7．57

　　　　7．42

　　　　7。45

帥ち極めて良く一致せるを示す

　PH：
琵斯電池法

　7．61

　7．64

　7．53

　7．38

　7．43

　　　PH
クラρ一ク氏比色法

　　　7．40

　　　7．50

　　　7．35

　之等の事實に徴するに緩衝作用微弱なる中性附近の検膿の測定に際してはキンヒド

ロンの添加量に一定の限度を附さば極めて簡輩に正確なる結果を得可きや明かなう．

されば斯る槍艦の測定法として次の如き方法を推漿するものなり

　歯並にキンヒドロンを添加するに當うては先ず可及的少量を添加し白金電極にて良

く撹拝して動電力を測る亡し次で叉少量を添加し同一操作を行ひ第一周との動電力を

比較して之が一致を見ざる時は更に第三上目の添加を行ふ・斯くするζと数回に及べ

ば遽にギンヒドロンの添加量に無關係なる一定不動の動電力を求むるを得呈し．術此

の際更に過量を添加して再び動電力の鍵ずるを観るも可なう

　爾斯る現象は比較的強酸性の検艦に於ても多少表るる詰合存するを以てキンヒドロ

ン測定法杢般に渡りて次の如き操作を行ムを可とす

　礁謎2－5ccmを分析用小型甕製出場に入れ適量のキンヒドロンを添加し自金極を
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以て約百五十回撹搾し杢く砲和せしめたる後動電力測定を行ぷ・次で之を一分聞放置

して測定を反覆し二者の全く一致せるを確めたる後更に少量のキンヒドロンを加え曹

時撹拝して第3回目の測定を行ひ三者の全く一致せるを富む回し．粘稠なる二二に在

うてはキンヒドロンの溶解に多少長時間を要する事あるを以て注意す可し・両精密な

る測定値を求めんとせば同一實験を反覆すると同時に琵斯電池法に依る測定値と比較

するを要す

　余等は斯る方法によりて多数の飲食物のPHを測定せしに極めて好結果を得たう

（本彙報欽食物の水素イオン濃度蓼照）

次にキンヒドロン電池法に依ウて測定せる若干の鑛泉のPH：を學げん

泉　名

箱　根

伊豆山

面　坂

鳴　子

臨　原

　，，

湯　名

御代の湯

乳の湯

鯖　　湖

姥の湯

御所の面

訴の湯

子持湯

寺の湯

河原の湯

PH（キンヒドロン電池法）

　　　　7．22

　　　　7．ユ0

　　　　7．42

　　　　S．ユ9

　　　　7．94

　　　　7．92

　　　　S．00

　　　　S，01

　　　　7．S9

PH（クラーク氏比色法）

　　　　7．20

　　　　7．00

　　　7．20

　　　　7．GO

7．00

7．60

6．85

　之等の箕泉並に前記の修善寺の諸鑛泉は何れも第五章に述べたる鍍泉PH：の時日

経過に依る慶化を測定せしよう更に歎十ロを経過せるものにして二等の測定値の結果

は悉く嚢に鑛泉の1）Hの鍵化に付きて論じたる事實を謹せるものと謂メ、可し・又上記

の成績に徴するに四二は少くもPII＝8・00以下のものに於てはキンヒドロン電池法を
　　　　炉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

以てするも正確に測定する乙とを得可し．共の操作簡箪なる黙に於ては寧ろ二二電池

法に優さるものあう・然るに測定法を明かにせるは既に鑛泉のPH測定を完了せし後

のことに島す．是れ高等の甚だ遺威とする庭なウ

　　　　　　　　　　　第八章　東京市上水の：PHに就て
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　東京市上水の水素イオン濃度の精密なる測定は未だ試みられぎるが如し・余等は鼓

に之が測定を試み琵斯電池法に依る標準値を決定せると共に各種の比色法に依る測定

値の誤差を定め更に其の原因を明にし併せて上水の緩衝作用の程度を知るを得たるを

以て共の成績を報告す可し

　本測定に使用せし諸測定器次の如し

　（一）比色法に用ひたる測定器

　a．簡易ミノ・エリス氏水素イオン濃度測定器

　b．ヘリゲ式ミノ・エソス氏簡易水素イオン濃度測定器

　c．ミノ・エリス氏簡易水素イオン濃度測定器（陸軍衛生材料廠製）

　d．クラ・一ク氏簡易水素イオン濃度測定器（同上）

　　e．特殊ミノ・エリス氏水素イオン濃度測定：器

　画論の諸島に就ては既に述べたるを以て藪には三等の實測に使用せる標示藥の検膿

・中に於ける濃度を算定せし結果を記載するに留めん・a，b，　c・等は何れも心慮6c．cに涌

し1n一：NitrOPhello10．396溶液ic．cを添加する方法にして檎話中に於ける該標示藥の濃

度は0．43％卸3．2×10－3皿01なウ．dは槍膿10c．cに評しPhenolrot　O．02男溶液0．5ccln

を添加する方法にして之が槍膣中に於ける濃度は0・00Q5％即8・1×10－6　mo1なムeは

検膿の性1伏に慮じてm－MもroPllellol　O・03努溶液0・5乃至5・Occmを添加し検膿と共に

乏が全容量を45c・cにする方法なるを以て此際に出る槍艦中の標示藥の濃度はQ．000

，3％乃至0．003％即2．1×10－5乃至2．1×10’4mo1なり

　（二）電池法に使用せる測定器

　　a．飽和甘乗電極一飽和癌化加里溶液一水素電極
　　　　（標準電極）　　　　　　　　　（槍膿用電極）

　三寸電池法に依る測定は悉く上記の三池を使用せるものにして水素電極としてにミ

ノ・エリメ氏U字型電極拉同氏梨子型電極を採用せう

　　b．飽和甘張電極一飽和盤化加里溶液一飽和キンヒドロン電極
　　　　（標準電極）　　　　　　　　　　　　（心癖用電極）

キンヒドロン漢心は前章に述べたる簡易装趾を使用せウ

　測定温度　特殊ミノ・エリス氏法に依：るものは1牝5。に於ける値にして其の他の比色．
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法に依るものは雨湿（17’一1tl。）に於ける前脳を示し電池法に於ては18。の感恩恒温槽・

中にて測定せるものなり

　　測定方法　當試験所内にて採集せる上水約一途を硝子容器に牧めたるものを検脈と

　して各種比色法●電池法に惑うて同時に測定を行ひたう

　U字型電極の使用に論うては鍍泉の揚合に比し更1こ一層の注意を要す．是れ上水の’

緩衝作用の鑛泉の夫れよう竜遙かに微弱なるに因るものなり・されば竃極は絶封1こ他

種の楡膿の測定に使用せざるを要す．然らざれば正しき測定を行ひ得ざるは次の事實一

に徴し明かなう．3箇の電極を使用して測定を試みだる結果は下の如し

　電極番號No．　I　　PH＝S．30

　　　・・　　　No．　II　　　I）H＝S．6S

　　　・・　　　No，　III　　　：PII＝7．34

Nα1は常に上水のみの測定に供せし電極にして之に依る測定値は正しき結果を示す．

　　　　　1
No・IIは訂N苛性勘案溶液の少量にて洗1澄せる後上水を以て数回洗濃を反復せるも・

のにしてNo．　IIIは酷酸標準液（PH鑑4・62　at18。）の：PHを測定せし後上水を以て数1

回洗潅せしものなるが之等に依る測定の結＝果は正しからず．されば新たに白金黒附け

を行ひたるもの或は標準液を測りたるものは長時多面の温水中に浸け置きたる後上水

の：PIIの測定を二，三回工む可し．然る時は大瞠に於て使用に供し得るものとなる可』

し，岡三：雫衡に蓬iするには普通歎時間を要す

　梨子型電極は元來瓦斯流通型電極（Durchstrδ1nungselektmde）なるが故に上水の如・

き遊離炭奥州に飼うてPHを左右せらるる槍膣の測定には使用するを得ざる竜のなれ

共適嘗なる操作を行はば本器に依るも亦測定し得るのみならず共電氣21三衡に心するの・

極めて速やかなる黒馬に於ては寧ろU字型電極の遠く及ばざる庭なりとす・共の操作次．

の如し、白金極を充分水洗せる後之を挿入して良質のパラフィンにて密封し排氣瞥1こ

ゴム管を接績し之を吸引して瓦斯通入管よう櫨膿を吸ひ上げて内部を充たし：更に排氣

笹口に到らしむ。斯くして完杢に空気を排除せる心心氣管の歯内を閉ぢ水素瓦斯の激

しく流出しつつあるゴム瞥を手早く排氣循＝に接績し括栓を聞けば内部の検液は水素瓦、

斯に押され瓦斯通入管よう排出せらる．器皿に挽液の適彙を残して先ず排氣管を閉ぢー
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次で通入管の括栓を閉つれば可なう・約5分間回轄振堂を行ひたう後恒温槽中に三十

分放置すれば既に殆ど二二状態に達す・動電力の測定に當ウては盤化加里管の括栓を

欄かずして軍に二，三回速かに回韓せしむるを以て可とす．余等は斯る操作に依う比

・較的短時間に上水の：PHを測定するを得たう．蓋し本法は三二，海水，河水，二水，

下水等の測定にも鷹用し得るものと思考す

　上水のPH　第四表は測定の結果を示すものなり

　　　　　第四表　東京市上水のPH：（但當試験所内にて採集せるもの）

上水採集日並測定日

5年1月16口
　　，，

　　，，

1）H　　　180

購電池法嚇・一工・・咽・・一・型・［翻・…・祇法

8．10（U字型）

8．12　　，，

8．24　　　　

5年1月17日
　　，，

8．47　　，・

8．10　　・・

δ年1月18日
　　，，

5　ム｝三　1　月　　20　口

　　，，

　　，，

5年1月21口
　　，，

　　，，

　　，，

8．21　　，，

8．45　　・・

6

8．10（梨子型）

8。28　　　・・

8．22　　　・・

8．13　　　　

8。36‘’ @　，・

8．27　　，・

8．56　　　・・

7．53

7．60

7．50

7．50

7．50

7．30

7．30

7．30

7．30

7．30

6冒90－7．00

6．90－7．00

6．90－7．00

6．90－7。00

6，90－7．00

　　　備考。簡易ミハエリス氏法は本章の初めに述べたる三種の測定器を併用せるものなり

　一般に緩衡作用極めて微弱なる中性附近の溶液を琵斯電池法にて反復測定せるPH

債は毎回一致せざるものにして其の理工だ充分明かならず・叉斯る際瓦斯電極中にて

測定を了へたる瞼液と其の原液との水素イオン濃度を比較せんか前者は後者よう幾分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エエラ
大なる場合極めて多し。A．：Frumkin及びA．　Donde氏の研究に依れば是れ水素瓦斯

1中に於て電極の二二黒が溶液中の水酸イオンを吸著せし結果なウと謂ぶ．Kolthoff及

　　　　　　り
．びKameda氏も亦水素電極中の槍膿：と原液とのPHを比色法に依ウて比較測定せし



152
勝　　m●山　本・岡　部

に杢く同一の結果を得たうと謂ふ余等の測定に依れば本上水に於ても亦斯る現象存

するものにして強ちClark氏比色法に依るPHは電極中の槍1腔に側てはPII＝7．20

にして原液はPH＝7．30を示せり．又本上水は極めて稀薄なる炭酸及炭酸號緩衝液

（Karbonatpu飾r】65ung）と見倣：し得・從ひて微量の炭酸瓦斯の出入に依うても直ちに

早れがPH便に及ぼす影響勘からざるものと思考せらる・要之斯る種類の楡膿中に於・

ける水素イオン濃度は常に一一定なるものに非ずして時々刻々多少の悔津あるものと観．

るを以て至剛なうとす

　表中（U字型）及び（梨子型）と記せるは夫れ夫れU字型電極及び梨子型電極を使

用せることを示す．梨子型に依る測定値の卒均は1）H＝8．27．U字型に依る測定値の卒

均はPH＝S．24総廃職はPII＝8．26となる．されば東京市上水の水素イオン濃度はPH

＝S．20－S．30と認むるも蓋し大差なかる可し

　上水のPII＝S，2〔1－8．3〔1なうとして各種比色法に依る測定重1‘の概略の補正値を求む

れば次の如し

　　　測　定　法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補正値概算

　特殊ミノ・エリス氏法　　　　　　　　　　　　　＋0．60一＋0・70

　クラ・一ク旧法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十〇．90一十工00

　f！薪易ミノ、エリス氏ま去　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　　　　　　十／．20一十！噂40

即ち動員なる誤差を生ずるものなるが故に精密なる値を必要とする場合には比色法の

みに依るは一・署せざる可からず

　紛本上水はキンヒドロン電池法に依る汲；1定日可能にしてこれ緩衝作用の微弱にして

且PH＝S．00以上にあるが爲なること明かなり．

　上水中に含有せらるるが如き挙国の臨類に集うては臨類誤差の殆ど生ぜざる可きこ

と明かなるが故に恒等の誤差の原因は蓋し酸誤差なる黒し．余等は試みに果して然る

や否やを囲むる目的を以て次の如き實験を行ひたう

　検定に標示藥を出力1せしものを更に瓦斯竃調法によう測定を試みたるに不可能なム

き．是標示藥の影響に塞くものなる可し．更に之をキンヒドロン電池法に依りて（前

章緩衝作用微弱にして且中性附近の幽幽の測定法墾照）測定を行ひたるに次の如き結
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果を得たう

　　　　槍膿の種類　　　　　比色法に依るPH　　キンヒドロン電池法に依るPH

　特殊ミノ・エリス氏法に依る槍液’　7，50　　　　　　　　　7．46

　クラ・一ク氏法に依る検液　　　　　7．30　　　　　　　　　7．27

　簡易ミノ・エリ．ス氏法に依る検液　　6．90－7．00　　　　　　　7．00

　本成績に依れば上水は標示藥の添加に依う夫れ夫れ各種比色法の示す：PHに墾ぜら

れたるζと明かにしてこの原因は標示藥の酸性なるに基くものなりデされば標示薬の

種類及添加量（ユ49頁墾照）如何に依ウて誤差の大さ異なるは當然の理なう

　比色法に於て斯る顯著なる酸誤差の生ずる原因は復之を上水の緩衝作用微弱なるに

蹄せしむるを得可く余等は次の如き方法に依ウ之が緩衝能の概算を試みたう

　m－Ni七rophellol（0・3％）のPHは次式に依ウて算定するを得

　　　　　　　　　　　　　　　〔H〕＝》KI×〔IH〕．

　但K、はm一：Nitrophenolの解離恒数にして常温に於ては約5．3×10－9なり

　　〔IH〕はm－Nitropheno1の濃度（定規）なウ

　．●．］PII＝4．97

而して該標示藥のキンヒドロン電池法に依る測定値は

：PH三4．91にして良く一致せるを見たう　　　　　　　　　　　’

　叢にPH＝8．00なる緩衝作用を杢く有せざる槍髄を想像せんか之が6ccm　lこm一

・Niもrophello1（0・3％）1c。cを添加（簡輩ミノ・エリメ氏法に於ける重恭加量）せるものの混

合液のPHは次の如くして算定するを得可し

　槍液中には次の如き諸李衡關係存す

　〔IH：〕十〔OH’〕；±〔1’〕十H20

〔III〕は未解離状態に在るm－Ni七rophellolの濃度

〔1’）は解離櫃態に在る　　　・…

　〔1’〕＋〔OHノ〕一gesamte〔OH’〕＝10－6

　〔H●〕〔OH’〕＝Kw≒10弔

　〔：H●〕〔1ノ〕

　　〔IH〕『一K・一5・3・10－9，

（1）

（2）

（3）

（4）
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　　〔III〕＝・gesamte〔IH〕一〔1’〕＝3．2×10－L（1’〕　　　（5）

　　　　　（　　　　　　10一ユ410－L〔H・〕）⊂H・〕

　　∴　　　　　10一・・一5・3・10，9
　　　　3・2×10’3－10－6＋亡H’〕

　　．．．　　〔H：．〕＝5．31×10，0

　　．●．　PH＝5．276

　PH＝8．00なる検禮の6．ccmにm－Nitrophenol（PII＝4．97）1．ccmを添加せる場合其

の混合液のPIIは若し槍膿が強き緩衝作用を有するならんには原液同様PH＝8．00なる

可く若し緩衝作用を全然有せざる竜のならんかPH＝5．28なる可きこと上記の算定に

徴し明かなう．故に原液の緩衝作用の張弱によう共の混合液のPHはS．0〔〕よう5．28

の間の任意の値を・示し程る竜のなうと知る可し．きれば本上永（PII＝8．20－S．30）が簡

易ミノ・エリス氏法にて測定せる結果PH＝7．00－6．90を示せうとて素よウ怪むに足ら

ざる可く更らに上水は微弱なうと錐面多少の緩衝作用を有することを認め得乱し・こ

れ溶冒せる遊離炭酸及重炭酸臨等に基くこと明かなう

　叉第五表は東京市上水所淀橋貯水池にて操威せる雨水種のPHの比色法に依る測定

値を示せるものなう

　　　　　第五表　東京市上水所淀橋貯水池に於る諸水のPH比較表

　　　　　昭和五年一月六日採集同年同月七日測定．測定温度17。一19

　探集場所

大開渠四二上

沈澄池三號引出口

濾過池乙三號

芝井（浮水）

本郷井　（浮　水）

浄　　水　　池

PH（i愛甕垂£羨三）

　　　7．35

　　　7．39

　　　7．35

　　　7．40

　　　7．40

　　　7．39

PH（クラーク氏法に依る）

　　　　7．20

　　　　7．25

　　　　7．20

　　　　7．25

　　　　7．25

　　　　7．25

備考。同年同月七日當試験所内にて採集せる上水のPHは次の如し

　　特殊ミハエリス三法に依るPH＝7．35
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　　　クラーク氏法に依る　　　1）H：＝7．20

　爾村山貯水池よりの途水の混濁特に著しき揚言1こは大開渠にて明馨を投入し亦細菌

数多大なる時或は悪疫流行期に際しては面素瓦斯にて消毒することあうと謂メ、．余等

は斯る操作のPHに及ぼす影響虹季節痙化に依る之が攣化等の有無を槍せむが爲昭

和五年一月より十二月に至る迄測定を綴隠せむとす．されば本項に浮する詳細は後報

に譲る澄し

　　　　　　　　　　　　　　　第九章　総　　　括

　（一）緩衝作用微弱なる直行のPH測定法に關する調査を行ひ之に潔き鑛泉五十五

種のPH・を電池法及比色法に依り測定し以て之が正確なるPH債を求めたり（自119頁

至129頁画面）

　（二）　鑛泉は多少緩衝作用を有するを以て適當なる装置を撰定せば共PH便を比色

－法に卜うて測定する込誤差を比較的僅少ならしむることを得るものにして甚だ精密を

・要せざる揚合には本法に依るを便なりとす・但し特殊ミノ・エリス氏法・クラーク氏法

・等は之に適するも簡易ミノ・エリス氏法は慮用し難し（自129頁至131頁墾照）

　（三）中性附近の鑛泉のPHの時日経過に依る商化を測定して之を大震四種に分類

するを得たり

　　一・酸性ようアノγカリ性に移行する傾向顯歪なるもの

　　ニ　アノγカジ性より酸性に行移する傾向顯著なるもの

　　三．極めて安定にして殆ど鍵化を認め得ぎる竜の

　　四．礎化微弱なるか或は鍵化の方向一定せぎるもの

　而して（一）は悉く含遊離炭酸泉に属し（二）及（三）は悉く遊離炭酸を含有せず叉（四）

な鳩する竜のは或は之を含有し或は之を含有せざる事實あう．此故乙こ斯る縫化は鑛泉

組成の遜化例せば遊離炭酸の放出或は不溶性叉は難溶性盤類の沈澱析出現象に基くも

のと認めらる．從って一般に鑛泉のPHは臨地試験に依るか或は新に採酌せるものに

付き測定するに非らざれば原泉固有の数値を求むるを得ざるものとす（自132頁至

13S頁参照）

　（四）鑛泉の組成とPH間に存する量的關係を或る程度迄明にするを得たり　（自

138頁至142頁参照）　　　　　　　　　　　．

　（五）緩衝作用微弱にして且つ中性附近（PH＝8．00－5．00）の槍膿のキンヒドロン電
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図法に依るPII測定法を調査して簡易にして且正確なる一測定法を明かにし之に依ウ

て者干の鑛泉のPIIを測定し更にキンヒドロン測定法の杢般に亘う多少の考察を加～

たう　（ド1　142　亙て至　148　頁）

　（六）東京市上水のPHを瓦斯電池法に依り精密に測定せり（自148頁至ユ52頁）

　（七）東京市上水はキンヒドロン電池法に依る1興i定不可能にして叉比色法に依る測

定には著大なる誤差を伜ぷ．斯る現象は其の：PIIの8．00以上にして且其緩衝作用の

極めて微弱なるに起因するものと思考せらる（自152頁至155頁参照）

　近年に於ける張電解質の研究は途にイオンに關する可動率（能動性）の定理（Akitiv－

i七litsもheorio）を産み水素イオン濃度に激する理論も爲に一新紀元を劃せるやの親あり

從ひて之が測定法も亦長足の駿達を見るに到れるは蓋し嘗然なムと謂ぷ可し唯此冊

に在りて緩衝作用微弱なる溶液の測定法に乱する研究は比較的最近の事に下し文厭も

一丁からず従って既刊著書中には未だ殆ど之に卸する記載を親ざるが如き櫃況に在る

は甚だ遺械とする庭なウ．此の鮎に於て本報告は聯か参考に資する庭ある可きを窃に

信ず

　糸多に臨みて鑛泉を寄贈せられたる諸氏虹廊廟に斡旋の勢を賜うたる各府縣衛生課長

諸氏に封し深甚なる謝意を表す
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（9）　1｛01thoff　u．　Bosch；Die　A．nwendullg　der　Cllinhydronelektrode　zur　messung　der、VasserstofHone－

　　　nkonzelltratioll　i！1　pu宜erarmell　L6sungen．　Biochem．　Zeitschr・Bd・1S3・H・4／6，　s・43壬，1927・

　（10）A．Valenr，　Aun．　de　chim，　eむphys．：Bd．2L　s．547．1900，

　　　　　　　　　　　　　　　　　も　（11）　A．Fnlmkill　and　A．　Dollde，　BeL，60，1816．1927

　（12）】．m．　K・lth面a・・d　T．　Kameda．J・ur．　Qf　the　Americ．　chem．　s・c・v・1・5L　1930
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飲食物に於けろ水素イオン濃度及び其の

測定方法に就て

緒

囑

嘱

按

託　山　本　　允

託　勝　　　田

生　岡　部　　政

言

秋

泰

藏

　水素イオン濃度を理論化學的に論じたるは既に過去となり近來其の慮用方面の進歩

駿蓬は眞に刮目に値するものあ鉱醤化學，生理學，共の他工業方面に迄進出し之に

關する知識は既に化話者の常識となれり

　斯る隆盛に俘ひ下界に於ても種々専門的の立揚よう水素イオン濃度の測定を行ひ共

の報告を登表する人士勘からず

　然るに國民保健上重要なる飲食物に翻して未だ纏謡うたる報告を見ざるは甚だ遺械．

とする所なり・是並等が本實1強に遺手せる所以にして其の測定方法としては結果の正

確を期する爲め主としてガス電池法を用ひたるも又比較研究の爲キンヒドロン電池法

を併用せり

　蝕に其の測定結果の報告と共に測定方法を薮表して今後研究者の墾考に供せんと

す

　　　　　　　　　　　　　　　測　定　力　法

　ユ．電極及測定操作の説明

　既に絡言に述べたる如く今回の測定に於ては瓦斯電池法及びキンヒドロン電池法を

庵i用せう・而して琵斯電池法に於ては

　　　1．ミノ・エリス氏梨子型水素霊極

　　　1・同　　　　氏U字型水素電極

を使用して測定を行へう



　15S　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l11　オく●島：タ　　田　●　岡　　部

　梨子型水素電極は主として水素瓦斯を通ずるも溶液の水素イオン濃度に麺化を及ぼ

・さざるものに用ひらる

　U字型水素電極は中性附近の緩衝作用に乏しく且，炭酸瓦斯の逸散の爲め測定値に

誤差を生ずる如き液，例へば水，膿液等に慮用すべきものなう

　多くの揚合に於て瓦斯電池法に依う得たる結果は正確且精密なう．然るに之が測定

・には熟練を必要とし爾溶液の種類（例へば粘稠なる溶液）に依りては長時間を費さざ

・るべからず・加之検証中に被還元性物至奪の存在する時及び水素電極を障害する如き異

物の混入する場合は測定不可能か若しくは誤差を生ずるものなり．被還元性物質の存

在する時は瞼畑中に通ぜる水素瓦斯は還元によウて清費せらる・依って電極内の水素

座力を減少せしめ正確なる測定値を得る能はず・斯る物質としては二債の銅，三復の

・振売のMetalsalz液及び有機性色素等を皐げ得べし

　叉電極に障害を與ぶるものはアミーノγアノレコーノγ，砒化水素，硫化水素，青酸，ア

．ンモン轟ア，クローノレ，プロ臼一ム，ヨ・一ド，トノンオーノン，クロロホノγム，アセトン等

・なウ・謙る物質は白金電極を不鏡敏ならしめ・叉は使用に堪へざらしむ

　キンヒドロン電極としては最近使用せらるる忌寸装置を探用せめ．之に依れば少量

の槍膿を用ひて筒易且迅速に面忘し得る便利あるものにして之が構造及測定上の一般

注意に關しては本論所載の「鑛泉及び上水の水素イオン濃度に就いて」中に詳述せる

を以て本玉には之を省略す

　凡そ水素イオン濃度の測定に寝て其の測定値の正確且精密なる事は願はしき事な

り．然れ共之が爲必要以上に努力する事は無益の事に賦す・須く共の要求に恥じて工

夫すべきなり．例せは上文琵斯電池法使用上に注意すべき物質として記せるは叢話測

定不可能を意味するに非ざるなう．典の含有する量に慮じて誤差あるべき事を示せる

なう・故に溶液の測定に於て其の含イfする被還元性物質二二國こ障害を與ぶる物質の

微是にして測定値に大なる影響なき時は之等の僅の誤差は度外覗して可なう・・但し之

等の場合に於ても出來得る限うナIL意を拗ひ近似値：を得・ん事に努力すべきなり．二二還

元性物質の微＝吐を含U溶液に於ては水素瓦斯を通ずる時間を長くして測定を行ひ，叉

電極に障害を輿ふる物質の混入せる時は可成短時間1こ水素瓦斯の飽和を行ひ手早く測

9
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定操作すべきなり・碕瓦斯電池法或はキンヒドロン電池法何れを用ふるも最：竜注意す’

べきは電氣二二に達せるか否かを確かむる事なり・キンヒドロン電極は概して短時間

内に一定のボルト数を示す竜瓦斯電極は前述の如く溶液の種類操作の如何によう容易・

に確定数を得る能はざる事あり

　測定に際して此の如き注意を怠らざれば大多数の溶液特に飲食物は殆んど杢部琵斯

電極（梨子型電極）叉はキンヒドロン電極にて潰1定するを得べし・斯くして得たる値

に疑を生じたる時は同二槍膿を各富者を用ひて比較槍定すべし多少の例外はあれ共・

飲食物の如きは大部分ニツの測定値は一致若くは接近したる結果を得べし・然らざれ

ば誤差を生ぜしむる大なる原因なき限り測定者の不注意に依ること多しと知るべし

　紛今回は使用せざウしも簡易ミノ・エリス氏法及クラーク氏法等の比色法は飲食物鋳

へば日本酒，婆酒，サイダー類或は共の他細菌培養液等に封し實用上相當の成績を興

メ、るものとす

　2，各　　　　論

　　　　　　　　　　　　　第一表　萄　　萄　　白

物　　品　　名　　琳

歩葡萄酒（米國産）

赤　葡　萄　酒（佛國産）

赤王自蒜萄酒（邦　葦）

白　葡　：萄　酒（物恥産）

コーザン赤葡萄酒（邦産）

スペイン製赤葡萄酒

測　　定

温　　度

25。

2δ。

25。

250

15。

18Q

PH．（瓦断竃趣使用）

原液健轟暴0織，
3．31

3．23

3．84

2．8S

3．39

3．50

3．28

3．86

3。14

3。41

3。77

PH．（キンヒドロン電趣使用）

原液隔。轟轟。茅藻

2．83

2．83

3．39

3．18

3．18

3．40

　葡萄酒は緩衝作用強く共の含有するアノγコホノンはユ00分中4－10％を出でず．依っ・

て其のPHは主として梨子型水素電極にようて測定せり・詰れ共葡萄酒の測定に於で

注意すべきは亜硫酸の含有量なうとす

　漏壷最初自葡萄酒の試験に於て瓦斯電極によらんとせり・然るに其の1）Hは甚しく

小なる値を示し正融る結果を得翻旨はず・ここに二七三等は斯る船1・は・ン・ド

ロン霊極に依るべきことの必要を認めたう

　赤葡萄酒竜高大膿に於て亜硫酸を含有する事は從來の分析成績にようて明なり．故1



1．Go 山　本・勝　　田●問　部

に典の含量の電位差に及ぼす程度を知らんが爲にキンヒドロン電極を使用してコーザ

ン赤葡萄酒，スペイン赤葡萄酒に就き二者の値を比較したるに次の如き結果を得たう

コーザン赤葡萄酒

瓦　斯　電　極

キンヒドロン電極

スペイン製赤葡萄酒

瓦　斯　　電　極

キンヒドロン電極

實　　　験（一）

源　液　　　10培稀罧液

2．8S　　　　　　　　’3，14

2．83　　　　　　　　3，ユ8

實　　　験　（二）

　　　　原　液

　　　　　3．39

　　　　　3．39

ユ00倍稀罧液

　　3．77

　　3．79

10倍稀二二

　3．41

　3．40

　以上比較試験よう考ふるに書通市販品の赤葡萄酒中に宥在する亜硫酸は其の量甚だ

僅微にして瓦斯電極を用ひて試験するも測定値に影響少きものと認む

　　　　　　　　くエラ
　之に反し自葡萄酒中には亜硫酸の含量比較的多き乙とあう故斯る揚合はキンヒドロ

ン電極に依るか或は比色法を鷹用するを以て適當なうと信ず然Oと錐も赤葡萄酒中

にも共の含旦多くして測定誤差の大なる事あるを想像せぎるべからず

　是に由6て考ノ、るに葡萄酒の測定に際して其の亜硫酸含量不明なる時ばキンヒドロ

ン電極に依るを以て安杢なうと考ぶる次第なウ

　　　　　　　　　　　　．纂二表　日　　本　　酒

物品名
i淵、、，PII．（：瓦斯鴬趣使用）

液i暴U鴉｛制霜0鎌乞

金

月

澤

利

火

泡

寳　琵

桂

之

正

盛

酵

　　箭i

　　冠
　　鶴

　　久

　　關

　　宗
（沖縄産）

（伏見産i）

1b。

1b。

16。

1S。

1S。

25。

16。

1δ。

4。43

4．0δ

4．17

3．72

4．11

4．13

5．80

7．61

4．40

4．C6

4．12

3．77

4．01

4．OS

4ほ8

4．53

：PII（キンヒドロン電趣捷月1♪

　　　　lo　倍　　100一倍一
原　　液
　　　稀邪液稀碧｝液

4．40

4．06

3，97

4．40

4．11

4．00

（1）衛生試験桑報第十六既「篇ぞ麺漬中亜硫酸ノ合量二就テ」参照
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　日本酒中アノレコホノレの含量は15－19％（容量）に過ぎず・一般に極めて精密なる値

を要する場合は例外として飲食物の測定に於てはエチーノレアノレコホノレの如き電極に障

害を薦ぼさざる撮登性物質の影響に塞く微細なる誤差の補正は省略して可なウ

　日本酒の如き緩衝作用張き溶液の測定には梨子型，U字型何れも用ひ得へし．測定

結果に就て見るに瓦斯電極に依るPIIは（理研合成酒利久を除き）其の10倍稀糧液

の場合反って二二する特殊現象あるを認むべし・之に反しキンヒドロン冠極を用ひた

る場合には斯る現象を示さず・然れ共10倍稀繹液に於ては三者の値は一致す

　酒の如きは之を10倍に稀鐸するも共の水素イオン濃度は原液と殆ど異る事なし・

故に比色法によう測定せんとせば之をユ0倍に稀繹して固有の色を滅少せしむるを可

とす．此揚合アノンコホノレに墓く誤差は考ぶる必要なきを以て甚だ一躍にして且近似値

を得・るものなO

　池州及び賓焼酎はU字型水素電極にて測定を行へう．斯るアノレコホノγの含量多き中

性附近の竜のを比色法に於て測定する二合には標示藥の選澤アノレコホノレ誤差等に注意

せざるべからず

　　　　　　　　　　　　　　第三表　洋　　　酒

物　　品　　名　　租

「測　　定

温　　度

へ　　　ネ　　　シ　　　ー

ジョニーウオーカー

18。

18。

PH．（瓦斯電枢使用）

原液1縁り轟i跳O撫

3．66

4．OS

3．96

4．17

4．86

4．88

PH．（キンヒドロン電極使用）

原　液燕恥跳L號麸

3．68

4．10

第四表　ビ　　・一　　ノレ

物　　品　　名　　聡

キ

キ

エ

エ

カ

カ

ユ

ユ

リ

リ　　　ン

ビ

ビ　　　ス

ス　　ケ　　ー

ス　　ケ　　一　　ド

　ニ　　　オ

オ　　ン

ン

黒

ス

生

ド

生

ン

生

測　　定

温　　度

25。

250

25。

25。

25。

26。

26。

25。

・H．（瓦斯駆使用）i拙…ド・ン電趣面，

原液轡師漏U糠i原測誌。轟i燕喉
4．31

4．31

4．29

4．29

4．38

4．40

4．35

4．40

4．41

4．33

4β呂

4。40

4．48

4．45

4．43

4．50

4・31，

4．39

4．40
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　ピーノレ中に存在する炭酸の量は少きは0．2％（重量）よう多きは0・4劣に証す・二っ

て水素イオン濃度測定に於て水素屍斯に依姻ll逐せらるる炭酸屍斯の測定値に及ぼす

影響は何人も考．ζる所なるべし・然れ共此の場合に於ては炭酸の解離は共存する他の・

酸の爲に防害され且緩衝作用を有するを以て炭酸瓦斯の逸散ばPH：に影響を與ふる事．

少なう．唯にビーノレのみならず炭酸を含有する組ての溶液の測定に回りてPH凡5・00

よう小にして且Karbollat以外のものによう緩衝作用を回する液膿に於ては共の測定：

値は炭酸瓦斯によウ左右せらるる事少き竜のとす，故に是等の溶液の測定に當ムては

梨子型水素電極を適用するも其の測定値に信を置きて可なり

　斯る意唄こ於て余等はビーノレの測定には水素瓦斯を通じて含有する炭酸瓦斯を駆逐

し然る後に測定を行へう・高高をキンヒドロン電極にて試験する竜畠中に示す如く正

確なる仙：を得べし・萎酒は叉緩衝作用温き電のなれば之を比色法によウて測定する揚

合ユ0｛剖ζ稀稗すれば日本酒と同様好結果を奏すべし

　　　　　　　　　　　　　　節五表　醤　　　油

物　　品　　名　　講

ヤ　　　　　　マ　　　　　　サ

キツコウマン
キツコウエン
ヒ　　　　　ゲ　　　　　タ

測　　定

温　　度

25。

25。

2δ。

25。

PH．（瓦斯電極使冊｝HL（キン・ド・ン電撒ノの
　　　　　　　　　　　原　回忌u罧制轟簾｝原　液帰u邪馴轟f額

粥・1－
45514．s・
4。α）　　　　　4．S9

4．62　　　　・…．92

　　　

4．49

4．87

第六i表　酸酵性飲料

物　　品　　名　　鴛

i測　　定

言　　度

PII・（瓦斯刎・子壷）IPII・（キ・・ド・ン電極蜘）

原　液1虚し｝漕漏Ol集i原　液1Tl％，，fll漏u象儀

廿　　　　　　　　酒

カ　　　ル　　　　ヒ’　　　ス

レ　　　ツ　　　キ　　　ス

コ　　　一　　　ラ　　　ス

キツペ（ケフヰール）

2δo　　l　　δ．G7

剛…
250　　1　・　3．03

25・｝3，25

1酬・・1

δ．97　　　－

4．06　　　－

5、　P一
・）．ζ）」　　　　　一

‘｝7り
叱｝．D一　　　　　一

4．25　　　一

3．79

3．OS

3β2

今醤油を測定するに雷り共の分析表を滲照するに普通醤油中に含有するN’aC1は

ユ00ccm中13－209なウ・二二のNaC1の含量をユ00ccm二三209と考ぶるに大
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略a4m・1な「 ､・網・キン・ド・ン電極は澱中に÷の鞠を漏す翻ま

誤差を生ずるものなうと云ぷ・故に其の原液の瓦新電極に点る値とキンヒドロン電極

を使用して得たる値と一致せざるは蓋し當然なうと云ふべし』　　　　　　　・

　依って原液の測定にはヒドロヒノンを慮早したるに寺中の如く近似せる値を得た

6．10倍稀繹液に於ては七三：中のNaClの量は甚しく減少するを以て亜類誤差は度

外覗して測定を行ふも實際上大なる誤差を生ぜず

　　　　　　　　　　　　　　　　第七表　酢

物　　品　　名　　構

ミ　ツ　カ　ン　清　酢

マ　ル　カ　ン　清酢

理　研　衛　生　酢

古

型　　定

温　　度

18。

18。

18。

18。

’PH．（瓦斯甲種使用）

原液麻。轟轟簾
2．64

3．00

2．21

3．59

2。99

3．20

2．50

3．73

PH．（キンヒドロン電極便用）

　　　　10　倍　　　1GQ倍原　　液
　　　稀1障液　稀経液

2．25

　理研酷酸酢は醸造酢に比し酸性継し10倍稀繹液に於て竜爾醸造酢原液ようも眞性

酸度の張きを．見る

　蒲帆の如き溺酸に於ては其の溶液の水素イオン濃度は酸の濃度の卒方根に比例する

ものなり．故に酷酸に於ける原液と10倍憎憎液の1）Hとの差0・5ある時は緩衝作

用を有せざるものと見て可なり・之によりて考．ふるに酷酉菱酢は緩衝作用に乏しきもの

と云ぷべし

　　　　　　　　　　　　　第八表清涼飲料水

物　　品　　名　　稔

りボンシトロン
三ツ矢シャンペンサイダー

金線　サ　イ　ダ　一

年　　　　野　　　　水

肥

湿

定1・H・（瓦斯踊使用）

蠣液1暴。轟瞬。糠
1δ。

1ε。

16。

18。

3．06

2．9！

2．99

3．73

3．58

3．6S

PH．（キンヒドロン電極使用）

原液轟騙燕簾
3．09　　　－

293　　　－

3．01　　　＿
　　　

…ト
　リボンシトロン，シャンペンサイダー，金線サイダーの如きは悉く緩衝作用を有せ

ざるなり．然れ共是等の含有する酸を杓面面と見るに其の解離は炭酸の解離を防ぐに

充分なる事は解離血色にて明なり・二って之が測定に於て炭酸屍斯を駆逐するも水素
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イオン濃度に與ぶる影響大ならずと見て可なり・此理由に依う余等は梨子型水素電極

にて水馬瓦斯を駆逐して測定を行へう

　李野水に点ては其の含有する炭酸瓦斯は測定値に重大なる關係を有す．故に之が測

定に於ては開栓後迅速にキンヒドロン電極を用ひて測定せるに表中の値を得たう．之

を約10分間放置して試みたるに5・54を示し，又試に梨子型水素電極にて含有する

炭酸琵斯を駆逐したる後測定せるにフェノーノンフタレインに論ずる範園のアノレカリ性

（PH：＝8．3以上）となうてPHは炭酸瓦斯の含有量に關徹す

　　　　　　　　　　　　　第九表　果　　實　　蜜

物　　品　　名　　租

ザクロシロップ（佛走）

レモンシロップ（邦産）

イチゴシロップ（邦歳）

オレンヂシロツプ（幽幽）

ライムジュース

グレープジュース（米産）

コーヒーシロップ（邦産）

測定田・（瓦斯電極使用）IP…（・・…　ン電撒用）

湿　　度原 液暴。繍漏。鵠ヒ1原 液1繁華1手1。購芝

1so

I80

18。

IS。

180

玉80

18。

2。0δ

1．99

2．07

1．84

2．21

2．93

4．75

2．90

2．76

2．92

2．SO

2．50

3．16

4．96

2．06

1．96

2．05

1．84

2．25

295

4．78

2．S9

三～．78

2。S9

2．77

2．45

3．14

4．92

　果区営の如き多量に砂糖を含有する溶液の測定に於ては梨子型電極若くはキンヒド

ロン電極を使用すべし・U字型電極は水，酒の如き液に封しては良好なる結果は得・れ

共粘稠液或は電導の不良なる槍1澄に臥しては電環李衡に比較的長時間を要し動もすれ

ば誤差を生ずる二二あり．絡の鮎に於て到底梨子型電極に及ぶべくもあらず二二子

型電極を使用する場合と錐も灘酒に就き充分注意を彿メ、にあらざれは往々にして實際

ようも小なる値を得る事あウ．斯の如き物質の測定に於ては共結果の正否を槍する爲

め之をキンヒドロン電極による位と比較せば庶民なる成績を5y｝げ得べし．キンヒドロ

ン霊肉を使用するに當うても亦キンヒドロンの飽和に注意せざるべからず．余等の経

験に徴するに砂糖の如き物質を多量に含有する時は，共の液粘稠なる爲充分なるキン

ヒドロンの飽和を妨ぐる事あり．斯くして得たるPHは兎角不満足なる同値を示すべ

し．雨曝の使用せる簡易電極によれば共の飽和甚だ簡便にして氣池の混入等による誤

差を生ずるの憂少なウ
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　叉此の如き電導不良なる溶液の測定に於ては示零器は特に感度の鏡敏なるものを使

用すべし．測定上の不便蓋し大なればなう．測定表に示せる如くライムジュース，グ

ンープジュ・一ス．，コーヒ・一シ㌍。フ回外のものは緩衝作用を有せず斯る槍騰は人工品

回るか或は砂糖と共に酸類を加味せる所謂加工晶なる疑あうとす

　　　　　　　　　　　　　第十表野　　菓　　類

物　　品　　名　　総

．ト

大

盛　　　マ

カ　　　ボ

人

蓮

キ

．白

．廿

ネ

馬

茄

ト

コ“

マ

．ウ

ウ

鈴

マ

ボ

ネ

チ

ト

｝根

ギ

ヤ

参

’根

リ

リ

薯

ギ

薯

子

’ト

ウ

測　　定

温　　度

180

1S。

18。

16。

18。

18。

18。

180

1S。

18。

18。

18。

180

18。

田．（山回切換使用）

原液壷繍0賑
4，1．9

6．93

4．32

（5．22－5．88）？

6．80

5．95

5．97

5．41

5．45

5．05

5．81

6．09

5．55

4．2δ

5．73

4．56

：PH．（キンヒドロン兎極使用）

原液厩。轟乞

6，90

6．02

5．96

5．⑪8

6．07

4．29

5，73

100倍
稀繹液

第十一・表県 汁

．物　　品　　名　　二

水

夏

「蜜

・葡

．西

梨

瓜

キ

．梨

’．林

レ

，マ

蜜

．蜜

（マ　　ク

ン　グ　メ

モ

ナ

　．桃

　柑
　柑
　萄

　瓜

　瓜
　ワ）

ロ　　ン

檎

ン

ナ

測　　．定

．温　　度

18。

18。

18。

】8。

18。

i8Q

18。

18。

18。

180

18。

18。

PH．く瓦斯電極使用）

原　　液

4．09

2．76

4．34

2．93

5．65

5。65

5．38

6．49

4．22

3．57

2．16

4．77

暴u轟縣。糠

4．46

2．97

3．08

．5．83

5。90

2．47 2．92

PII。（キンヒドロン電極使用）

原液幡。轟縣。繍，

4．35

4。22

3．5S

4．71
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　此等の液汁は昌昌蜜の揚合に於ける如く梨子型竃極若くはキンヒドロン電極を使用

するを可とす・表中の成績は数種類の實験に止ま6多数材料に就き比較研究せる1こあ

らずと錐も雨者の成績一致して正確なるは説明を要せざるべし

　既に述べたる如く著しく粘稠なる液に封しては服こU字型電極のみならず梨子型霊

極と錐竜共作用を障害せられ爲に容易に電氣雫衡に達せざるか或は正確なる値を示さ

ざる事あり．表中玉葱の汁液の如きは共の好例にして之を梨子型電極にて測定せるに

當初5．22を示し18時間を経過せる後5・8Sに達し術塘加の徴候あう・斯る溶液の測

定に於ては寧ろキンヒドロン電極の勝れるに如かず

　　　　　　　　　第十二表　野茱類の位置に依るPH便の鐘化

野　　茱　　名　　稽

入

墨

キ

白

骨

大

ウ

参

根

リ

瓜

薯
’根

測定澱 P墓
PH

部i中　問　副先 端

1δ。

16。

18。

1b。

ユ8D

18。

6．40

δ．76

5．57

5。60

6．09

6．05

6．18

6．12

5．41

5．45

6．33

5．67

6ユ1

5．71

5，33

5．34

6．25

4．8〔1

　六種の野茱に就き各三部に分ちて測定せるに別表の如き値を得たう．之に依う考《

るに野島類のPHは二部よう先端部に亙う蓮紅｛酌に墾化する竜のの如し．

　　　　　　　　　　　　　　第十三表　錐　　　詰

物　　品　　名　　総
測　　定

温　　度

PH．（瓦斯電換使用♪　：PH。（キンヒドロン電極使用）

ノ　　子（京看【；産）

　　梨（信州箆）

　　耕r寒［1州走）

IS。

1bO

18。

18つ

1δ。

工6。

1b。

1ε、。

1S。

16q

160

原液1ネlo轟｝謹蜜ヒ．・・液1蘇鴛漏0糠

竹

花

金

パインアップル（甕北茂⊃

ア

甘

算

氏

ン

欝

ズ（信州熊）

杏（信州庄）

桃（米澤産）

　（信州逢）

　　　柑
杷（安房走）

アスパラガス（米囚走）
i

5．f［2

3．00

3．00

3．77

3．06

3，2δ

3．GS

3．40

3．47

3．73

5．31

5．31

3、23

3．21

4、01

3．32

3．68

3、91

3．65

3．82

4．04

5。倒

1 5．78

3．65

3．63

4．37

3．65

3．89

4．36

3．99

4．15

453

5．99
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　今同の測定に於て各槍膿に就き能ふ限うキンヒドロン電極と琵斯電極を併用して其

・の結果を比較研究する筈なりしも時間の關係上實現出來ざうしは遺憾な鉱叢に測定

’せるは錐内固形物の搾取汁に非ずして門中に存する液を試験したるなう

　　　　　　　　　　　　　第十四表　培　　養　　円

物　　　品　　　名　　　綱1

培 養

，，

，，

基

測定温度

180

1S。

18。

PH

瓦斯琳轍副…ド・ン騨飾
6．51

6。23

4．70

　培養基は細菌部の依頼にようて測定を行へるものなウ・緩衝作用旧きものなれば梨

子型電極を使用せう

　同門中キンヒドロン電極にて測定せる培養ジ、誓は寒天を以て作られたる故瓦斯二極に

ては測定不可能のものなう。よって加温溶解してキンヒドロンを飽和せしめ一定の温

度に復して後測定せるものなう

　　　　　　　　　　　　　　第十五表　牛　　　乳

　　　　　　　　　　　　　（イ）　滅菌せぎる牛乳のPH

産 地

；坂　．川　・歌　．場

　　　，，　膠

　　　，，

　　　，，

’尾　林　・牧　揚

　　　，，

　　　，，

　　　，，

和田牛・乳　「店

回　　類

混　　・忽，

9，

一，，

・，，

・，，

・，，

，，

，，

，，

下坂日時

ヲ《牟前5－6

ユ1／　　　，，

／1
ユ1／　　　　

／2
ユユ／　　　　　・
ノ　

％牛前5－7
11／　　　1，

／1
11／　　　，，

／2
ユ1／　　　，，

ノる

％午後9－11

測定日時

％午前11－12

11／　　　，，

／1
11／　　　，，

／2
11／　　　，，’

ノる

翼｛午後12－1

u／　　　，，
ノユ

％午前11－12

聚午後1一一2

ユ／　　　，，
／呂1

測定温度

18。

18。

18。

18。

18。

180

ユbO

18。

1δo

PH

6．60

6．57

6．59

6．61

6．63

6．63

6．64

6。63

6．55

（ロ）滅菌せる牛乳のPH：

産 地 擁類 搾取・時 I測定・時1測定温度

棚綴 骰ｬ血1％朝 i％轍・一・
1

18。

PH：

6．6壬



ユ6S 山本・勝田．・岡部’

坂　jlI　牛　孚L　店

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

和田牛乳店

混　乳
，，

，，

，，

，，

，，

％朝
11／　　，，
／7

11／　　，，
／8
11／　　，，
／9
U／　　，，
ノゆ

ヲる午後9－11

％午後1－2
11／　　，，・
ノマ

ジぎ午後2－3

ジぢ午前11－12

　　■，
ヲく午後・1－2

1b。

1b。

ユδ。

16。

18．

1b。

6．59　．

6．64

　　■6．61　・

6．59

6，δ7

6．51

（ノ・）　日時によるPIIの攣化

　　滅一菌せざるもの

物品名

・牛　乳
，，

，，

，，

，，

，，

，・

産糊種類け極日時い腕日Ω芋

坂川牧揚

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

混．乳 ﾜ1δ一畔！〈搬12

，，　　　　　　　　　　，，

，，　　　　　　　　　　

，，　　　　　　　　　，，

，，　　　　　　　　　　，，

”1　”

卜　，，2口

．　　・・3日

i　”4日
　　・・5日

，　”6日

；盤釜i・Hi備考o

18引・…．華飾農
F　　lso　　　　6．42　　　Σ

11S。生6ジ
11b。　4．：澱；

Bl罰1釦

　　　　5　1Sσ　4，21

（二）　日時によるPIIの白化

　　滅菌せるもの
　　　　　　　、 噂

物品名

牛　　乳
　

，，

産　　 地

坂川牧場
　　，，

　，，

’種類！搾取日時．測定・時1・・定澱i・H

混　乳
，，

，，

％朝．
　，，

　，，

％轍1一・i1酬襯
％　”　118つ｝　6・66

％・　i15。1α67

（ホ）　市販牛乳のPII

種　 類

混　　 乳

，，

，，

，，

，，

，，

購　入　日　時

％午前

　，，

11／，，
／1：＝

　，，

1！／，，
／11

　，，

　　　　　　購　入　場　所「測　定　誤　度
　　　　　1

PH

　　　　　「四　谷　薪　宿i

　　，，

芝白金盗町

赤坂田町
牢所元町
中所£i浬町

1so

18。

1b。

1δ。

1S。

16。

．6．53

4．99

6．δ5

6ρ6

6．64

6．幌
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（へ）キツペ（1くefir）

物　品　名

キツペ

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

1號

2號

3號

4號

5號

6號

7號

8號

9號
10・號

依　　　頼　　　人

坂川牛乳店
　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

測　定　温　度

18。

18。

18。

18。

18。

18。

18。

18。

18。

180

原 液

4．67

4．35

4．27

4。21

4．19

4。17

4，14

4．14

4．11

4．10

10　倍　　量

4．64

4β2

4．29

4．25

4，24

4，22

421

4．21

4．19

4．18

　牛乳に於ては主としてU字型水素電極を使用せう．然れ共之を梨子型電極或はキン

ヒドロン電極によう測定する竜正確なる値を得るものとす．試みに市販品を用ひて比

較検定したるに次の如き結果を示せり

　　　　　　梨子型電極　　　　U宇型電極　　　　キンヒドロン電極

　　　　　　　6．57　　　　　　　　　　　　6．57　　　　　　　　　　　　　　　　6．58

　表中（イ）及（ロ）に示せるは尾林及坂川爾牧揚に於て搾取せるものを6時間を脛

て測定せる数値なり

　共の他種々の場合に於ける測定は之を行ぷ能はざうしも文事の記載と今同の修験結

果に依り次の事を知れり

1・牛乳は叉緩衝作用を有し脱脂前後に点て測定を行ふもPIIに影響なく叉多少の加

　　水は實際上憂化を來さず

1．滅菌せるものとせざるものとの差は同一のものを比較せるに非ざる故事等の實験

　　のみにては断言し能はざるも之を文献に徴するも殆んど鍵化なきは明なウ

1・牛乳のPHは時日の経過と共に減少し酸味を増加するものにして滅菌せざる竜の

　　を室温（約18。内外）にして放置せるに（ノ・）の如き縫化を示せう・滅菌せる

　　竜のは同一中（二）に示せる如く3日迄は殆んど異朕なきを認めたう4日以後は

　　實験の都合上省略せう

k
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　　　（ホ）は市場品に就きて試駿したる成績にして表中4・99なる結果を示すものは

　　明に共の酸敗せることを示す

　　　（へ）キッペ（狸逸語Kefirなう）は市内坂川牛乳店よう依輯されて試験を行ひ

　　10日間の鍵化を見たる竜のなう　　　　　　’

　本丈中に記せる飲食物の分析に關する数字は総て衛生訟1験所彙報第10號及び小山

氏著衛生試験法に依bたるものなう

　術水素イオン濃度に關し墾考とせる主要丈職次の如し　　　　　　　・

　1．E．　Mislowitzer，1928。

　　Die　Be§timmlul塞der　WasserstoffiQllellkonzentration　voll　Flt1さ5igkeite1L

　2．　Clark．、V．＝～1．1922．

　　TIle　determinatioll　of　hydrogen　ions・

　3．　＝～licllaelis．　L．1922．

　　Praktiknm　der　physikalischell　Chelll｛e。

　4．水谷通治氏著　水素イオン濃度測定法　瓦斯電池法の部

　　　　　　　　同　　　　　　　　標示藥之部

　5．加藤元一氏著　水表イオンに開する知識

　6．安東洪次著　比色的水素イオン濃変測定法及共實際的曄用

　7．Obermeier　u．　Tillmalm8；iiber　die〔II〕der　Mnch（Zeitschレf．　Untersllch，（1，　Nahrζmgs　u．　Genuss－

　　1nittel　Bd．40，　S．23－34，192〔｝）

　8．R．　Dletzel　ulld　E．　Rosellbaum；Die　BesLimmullg　der　Wasser5to丘ionkQnzelltratiQn　in　Wei11

　　1nittels　der　Chillhydronelektrode（Zeitミchr．　f，　Ullterε疋1cll．（L　I4ebellsmitte153，321－330，1927）
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カビトマール及固形醤油防腐齊畦ミ稲iするも

の・醤油に樹すろ防腐効力試験成績報告

附密閉容器中に於ける贋判芥子油

　　の醤油に封ずる防腐効力に就て

技　師　衣　　笠　　　豊

技　手服　部　　安　藏

　昭和4年8月26日附衛保登第613號を以て衛生局よう照會に係るカビトマ・一ノγ及固

形醤油防腐捌と即する二種の芥子油製品の醤油に封ずる防腐効力に就き試験を行ひ同

時に醤油を密閉容器中に保存せる場合に於ける揮登芥子油の防腐効力に就きても亦之

を試験したるに次の成績を得たるを以て便宜上一括して之を報告す

　　　　　　　　　　　　　　一．試　験　材　料

　衛生局よう途附せられたる試瞼材料は合計二種にして次の如し

　　　　　　　　　　　　　甲．　カ　ピ　ト　マ・一ノレ

　本品は製造者に從へば揮登芥子油0．0179及酒精0．0159を混合し之を直径1．3cm

厚さ0・6cmの圓形コノレク栓を水洗乾燥し更に蒸氣滅菌したるもの二箇に漁潤せしめ

次にゲラチン溶液（ゲラチン1gを蒸脩水99　ccmに溶解す）中に投入し直に引上げ

乾燥後硝子壕に密栓貯藏せるものにして醤油一升に就き樽詰叉は壕詰の際一佃を使用

するときは醤油微止めの効力を有すと引す

　　　　　　　　　　　　　乙・固形醤油防腐剤

　本晶は製造者に依れば日本産の新鮮にして清潔なる木材を以て直径及び高さ各1cm

重量1gの圓筒形木型を作う之を局方揮：登芥子油中に五分間浸漬したる後漏斗上に揚

げ芥子油を充分滴下せしめ木型ユ00忙中に局方揮登芥子油2gを抱合するに至らしめ
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別に豫め局方ゲラチン19を蒸傭水100cOln中に加温溶解し濃縮して総量を50　cc皿

となし此の溶液中に前記芥子油を掘潤せしめたる圓筒形木型を投入し直ちに取出して’

冷暗所に放置し乾燥後引色堰に密栓二二したる竜のにして醤油一升に回し該製品一一個：

を投入密栓するときは産膜性酵母菌の登生を抑制し得べしと穏す

　　　　　　　　　　　　　　二．試験　方　法

　　　　　（’イ）　カビトマール及び固形羅油防腐剤に封し℃施行せる方法

　㊨印1脇由一升入硝子堤詰二箇を取り之に水を加ヘボーメユ5。（比重ユ。1152）に稀澤し

四丁繹醤油を各士曇に約」SJO　cαn宛容れ一は其儘試料に供し他は之に10分の1量の

腐敗醤油（綿にて濾過せるもの）を混じ之に各製迭者の指定分量即ち前記芥子油製品

各一箇宛を投入し元の如く王冠コノレクを施し別に封照として前記と同様に調製せる稀

繹醤油に三門を加へざるもの二堰を備へ一一・は之を密栓し他は紙帽にて覆ひ9－11月の・

期に亙ウて28。の鰐卵器中に保存せウ而して腐敗の程度は器底に沈澱を生じ之を振猛

するに著しく炭酸の三池を薮するか叉は液面に菌の聚落：を生じ途に全面に及ぶか或は、

器物の四緑に著明に徽様物質の附着するを以て度としたう

　　　　（ロ）密閉器中に於ける芥r油の防腐効力試！互翁に封し施行せる方法

　前記（イ）と同一方法に依ウて調製せる稀罧醤油に腐敗醤油を添加せるものと然ら

ざるものとに就き昏200CCInを共栓硝子ま曇に取ウーは紙帽にて覆ひ針にて数個の穴．

を穿ち他は硝子栓を以て密栓し之に擁畿芥子油（比重1．017）を醤油一石に封し夫々

25・2｛，・15・10・5及1・8ρcmの割合に混合し別に藥物を加へざる封照試料と共に5一

ユ0月の時期に亙うて2Sつの窮卵器中に保存せう腐敗の程度は前記（イ）の場合と同一

方法によりて到定せり

　　　　　　　　　　　　　三防腐耐久率

’前同の醤油防腐効力試験報告（衛生試験所彙報第32號147頁）に於て述べたるが如・

く干物を加へざる封照試料の寓敗に到うたる日数を以て各種干物を加へだる試料の腐

．敗に到6たるη数を除せる商を防腐耐久率となし以て各種搬品の防腐効力の比較封照

1こ便せり　　　1
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　　　　　　　　四．試験成績

（イ）　カビトマーノレ及固形醤油防腐剤の防腐効力試験

第 表

日数

1

6

8

11

19

25

34

41

51

60

67

腐敗醤汕を添加せざるもの

劇’ 照

紙　　栓

異歌なし

，，

蓮繰に徹
様物を生
ず

液面鎧卸こ

て覆はる

密　　栓

異歌なし

，，

落雷に沈
澱を生ず

微に沈澱
を生ず．

更に炭酸
醸酵を督
む

言夜1酊そ散に

て覆はる

ξ三ル傷響鶏

一升につ
き一個の
割に添加

異歌なし

微に沈澱
を生ず

更に盗ん
に炭酸醗
酵を瀞む

徽を生ず

多彙の沈
澱を生じ
液面徽に
て覆はる

一升につ
き一個の
割に添加

異調なし

，，

，，

，，

僅微に沈
澱を生ず

微1〈こ読宅江蔓を

生ず微に徽
聚生す

液面にそ散
荊？碧・明に

生ず

腐敗醤油を添加せるもの

針 照

紙　　栓

異．肌なし

邊縁に徽
様物獲生
す

液面に薄
き皮膜を
生ず

液面徹に：

て覆はる

寝　　栓

異歌なし

邊霧こにイ同

様物微に
獲生す

　

そ散田物納

著明に護
生す

更に沈澱
を生ず

言夜面宅載に

て覆はる

享三訓謄鶏
一升につ
き一個の
割に添加

王覇なし

微に沈澱
を生ず

，，

沈澱稚署
明に生ず

’更に盛ん

に炭酸醗
酵を螢む

言夜両にそ散

を獲生す

液面徴に
て覆はれ
沈澱多量
生一ド

一升につ
き一個の
割に添加

異歌なし

，，，

僅微に沈
澱を生ず

微に沈澱
を生ず

更に盛ん
に炭酸醸
酵を菅む

雲夜面に鴛之

を獲生す

ネ霞多f氏の

沈澱生ず
宅門田著明

に獲生す

備　考

益部を紙
栓に改む

　前記試瞼成績を看るに密栓して空話との接鯛を遮断せる揚合1こは何れも液面に於け

る徹の登育極めて不良にして從來の丁丁丁丁に於けるが如く液面に徽の爽生するを以

て腐敗の程度を判定することは到底困難なウ即ち醤油の表面に磯生する徽は一般に好

氣性菌なるを以て空氣との接鯛を遮断するときは之れが爽育は停止すべきも醗酵菌の

作用にようて炭酸琵斯を登生し酵一母菌類を器底に沈澱す’るに至るを以て之にようて醤：

油の攣質せることは疑ぷべからざるところにして密栓試験の揚合に於ては之を以て腐
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敗に到6たるものと判定するの二二なるを認め之を標準として防腐耐久率を算出した

．るに次の如き成績を得たう

　　　　　　　　　　　　　　　策　　二二　　表

検
盈．

腐敗醤油を添加せざるもの 腐敗醤f由を添加せるもの

難に認臓畝挙難に詐薮1一目嬬
密　　栓　　封　　旦1｛

カ　ビ　ト　マ　一　ル

囚形山畠防腐剤

19日

41日

41日

1、0

22

2、2

　6日
1gH

’19日

1．0

3．1

3。1

　前表の如くカビトマーノγ及固形醤油防腐剤を密栓容器申に於て製造者の唱ムるが如

き分量に於て使用するときは明に一・定の防腐効力を認め学べく防腐耐久率は卜者同一

を示せるも纂一表中の第41日以後に於ける馴者の成績を比較するときは固形醤油防

腐剤はカビトマーールに比して其効力少しく優れることを認め得べし

　　　　　　　　くロ）　密閉容器中に於ける芥子油の防腐’効力試験

　　　　　　　　　　　　　　　策　　　三　　　表

　　　　　　　　　　　　甲　腐敗1臨由を添加せざるもの

　　　　醤泊一石に封ずる鐸獲芥子’泊添加量　　　　　　　替油一石に峯士する揮獲芥子油添加量

畷　　　　CCm㈱皐）　　　　　　　CCIn㈱査）
　　螢｝旦ζ｛　｛　　25　　1　20　　1　1δ　　　　10　　｝　　5　　1　1．8　　　∫｝｝且翼　i　　25　　　　20　　1　15　　1　10　　i　　5　　i　1・8　　　＿

1！
　3・歌
　なし　　なし

41　”
　1

』131

異駿
なし

1
異伏
なし

レ

．．　，，

謡歌
なし

卜

i・

劉劉遷磐

卜

降磐隣隣
，，　　　　　　　，，

　｝；鮒最・

・iの沈澱…・
　i：を生ず・
　；！

レ ．，，

異駿
なし 萎磯

　液薇rに
　i役盃生1：
191微に沈　　・・

…撃を生．

P，　　　　　　　，，　　　　　　　，，　　　　　　　，， ，，　　　　　　　　，，　　　　　　　　，，　　　　　　　　，，　　　　　　　　，，

煙髪：

2㍉異型1”　”　”　”
　1生ず「　1

。i鰹．
　…誉三響

，，　　　　　　　，， ，，　　　　　　　　，9　　　　　　　　，，　　　　　　　　，9
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28

31

33

42

45

5！

60

67

74

87

112

132

146

166

173

異歌

なし

，，

異欺

なし

，，

，，

　

，，

，，

，，

液面に
徽を生
ず

，，

，，

，，

，，

，，

液面に
徽を生
ず

異歌

なし

，，

，，

，，

　

，，

，，

液面に
徹を生
ず

異歌

なし

異歌三星

なし
並に沈
澱を生
ず

1鰍量
1の沈澱

を生ず

撤量1醗・
の沈澱：はる沈
を生ず澱多量
　　　1生ず

液面徽
にて覆
はれ沈
澱を生
ず

，，

　

　

，，

沈澱を
生ず

，，

，，

液面に
著るし
く徹を

生ず

液面徹’

にて覆
はる

　　磁歪徽i
液面徴にて覆i
に覆は
る

はれ沈1

澱を生
ず

，，

1鐸

，，

，，

，，

，，

異歌

なし

異1りこ

なし

，，

，，

，，

，，

，，

7，

，，

沈澱穂
多量生
．ず

，，

，，

．孜面に

徽を生
ず

液面徽
にて覆
はれ沈
澱多量
生ず

　，，

（芥子
油臭あ
り）

異欺
なし

，，

　　

（芥子
油臭あ
η）

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，の

異歌

なし

，，

，，

，，

，，

o

，，

，，

，，

　，，

（芥子．

油臭あ
り）

異直
なし

　，，

（芥子
油臭あ
り）

　，，

‘芥子
油臭あ
り）

謳歌
なし

，，

　，，

（芥子
油臭あ
り）

異欺

なし

異歌

なし

，，

僅微：鼠

の沈澱
を生ず

，，

　

　

，，

　

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

　7，

（芥子
油臭あ
り）

　，，

（同芥
子油臭

，，

，，

，，

，，

，，

，，

異歌
なし

　

　，，

（芥子
油臭あ
り）

議笙十日十日微を生

蘇轟轟戴子
下築｛響僅灘噸難

あり）i微、

沈澱稿『

多量生、

ず
（芥子
油臭僅．

異状
なし

極微：量

の沈澱
を生ず

，，

，，

麓笙「更・徽

　　1　　　を生ずず
（芥子（芥子
油臭な油臭な．
し）　し）

鷺酸
油臭なはる
し）　i

備　　考 前表中密栓容器を以てせるものは試瞼著手後166口目に於て全部開栓して30分

問空中に露出せり

1
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　　第　　四　　表

乙　腐敗醤油を添加せる竜の

質数

回汕一石に封ずる揮霞芥子油添加量
　　　　ccm（紙栓）

ぎi刺2δ120 ・・い・1・ 1．8

夢疑惑一石に圭」する抑ζ獲芥子油添加玉ヒ

　　　　ccm（密栓）

1

4

13

19

22

異厭
なし

微に皮

を生ず

徹著明

に生ず

液面微
にて覆
はる

袖印
なし

異・朕

なし

，，

異歌
なし

異欺
なし

，，

異歌
なし

，，

封目251・・115・・i・

ll宣微に

沈澱を
生ず

劉三
鷹破
隆生
膜搬出

麗日嚇
目星掌を

生ず降ず1げ
錯薙1微著剛

異歌
なし

，，

鐸欝1誓灘1

異歌
なし

異歌
なし

”

異歌
なし

異朕
なし

，，

僅徴に
沈澱を
生ず

，，

1僅微に1

沈澱をi　・・

生ず1

1，8

28

31

33

42

4う

δ1

60

67

74

87

112

132

鰍に瞳御・1鰍に’1’騨多．

沈澱を
生ず

，，

液面㌘：z

にて毯
．はる

窒撃響を欝

，，

，，

，，

液面τ’ヒ・

にて覆1
はる1

液面徴1

七二1

il

I
1［

1

1

一
i「

ll・
i1

1，，

1

1
1・　，’
旨1

il

Il　・・

1

僅微に
沈澱を
生ず

，，

，，

　　り

（芥子
油臭あ
lJ）

，，

僅微に
沈澱を
生ず

，，

　ロリ

で芥子
油臭あ
り）

異歌
なし

液面徴
に徽凌
生微に
沈澱を
生ず

，，

、，

僅徴に
沈澱を
生ず

，，

，，

　リリ

（芥子
泊臭あ
り》

，，

微に沈
澱を生
ず

，，

，，

　　
（芥子
油：臭僅
1ゾ乏）

，，

羅1丁丁
ず　1ず

，，

，，

，，

　

（メ子／丁子

油臭雀2油臭僅
設）　　「汲）
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146

　　　僅微に僅微に
沈澱多沈澱を沈澱を
fl轍に生ず　生ず
徽を生（芥子（芥子
ず油物あ油臭あ
　　　り）　　η）

166

　　　沈澱精沈澱穂
沈澱多多量生多量生
量徽著ず　　ず
明に生（芥子（芥子
ず油臭あ油引あ
　　　り　　　り

ト僅微κ：

沈澱を
生ず
（芥子
汕臭あ
り）

沈澱多
量生ず

（芥子
油臭あ
り，

微に沈微に沈i穂沈澱
澱を生．

ず
（芥子
油漁船
微）

沈澱多
量生ず
（芥子
油臭薇
に　あ
り）

澱を生
ず
（芥子
油臭雄
町）

量多生
ず
（芥子
油二三
微）

量生ず
1芥子
油臭橘
と　な
し）

沈澱多L
沈澱多
量生ず

（芥子
油臭な
し）

173

1 沈澱多
ﾊ液面
�ﾉて
｢はる

沈澱多
b液面
�ﾉて
｢はる

難難垂準灘覆はる覆はる覆にる．覆はる1覆はる　　　　　　　　　　　　　　一

備　　考 前表中口栓容器を以てせるものは試験著手後166口臼に於て歪部開回して30分

問空氣中に露出せり

上記の試験成績につき前掲第2表の回合と同じく密栓試駿に於けるものは沈澱の析

出を以て腐敗せるものと認め紙帽を用ひたるものは十寸の試験に於けるが如く液面徽

欠て覆はれたるときを以て腐敗に黙したる竜のと認定し其防腐耐久率を算出し次の如

1き成績を得たう

第 五 表

桧 燈

　　封　　　　　照

揮嚢芥子油石25ccm
20　，・

15　，・

10　，・

5　，・

1．8　　

腐敗醤油を添加せざるもの 腐敗醤油を添加せるもの

紙 栓

腐敗に
到りた
る日敬

22口

87日

87口

87口

74日

42日

31日

防　腐

耐久率

1．0

3．9

3．9

3．9

3．3

1．9

1．4

栓

　　　ト
防　腐1

耐久率1

・紙 栓9

腐敗に
到りた
る日殿

19日

166日

166口

166日

166日

74日

28日

LO
8．7

’8．7

8．7

8．7

3．4

1．5

腐敗に
到りた
る口数

　19日

　87日

　87口

i74日
123日
　22日

　21日

中　腐

耐久率

LO

4．6

4．6

3．9

1．5

1．2

1．1

栓

腐敗に
到りた
る日数

4日

31日

31口

31H
22口

19口

13日

防　腐

耐久率

1・0

7．7

7．7

7．7

5．5

4．8

3．3

前表を看るに揮登芥子油の防腐効力は醤油を密閉容器中に貯曝し空聾の流通を塗回

せる手合と開放して其流通を自由ならしめたる揚合に於て著るしき差異を生ぜ魏Pち

其防腐耐久牽を比較するに密閉回申に貯藏せる醤油は開放容器中に貯藏せるものに比

して約2倍に相當し密閉容器の場合には一石に封し10ccmの割合に添加するときは

1防腐効力殆ど完全にして1石5ccmの微量に於ても梢充分なる防腐効果を奏するも
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のと認め得べし又共腐敗の状況を看るに密栓のものは主として酵母菌等の醸酵作用に

甚くものにして或一定丑の菌類を器底に沈著すれば多くは共醗酵作用一時停止し之を

開渋しで再びi盤氣と接鰯せしむるときは急激に徹の登生するを認めたり而して密栓容

器中に於ける竜の＼極めて良好なる防腐効力を呈する所以は勿論添加せる揮登芥子油

の揮散せずしてよく残存するに末くものにして前記の腎臓に於て盛夏の時期に際し醤

油1石に封し18ccmの微量のチll｛駿芥子油を添加せる竜のも試ll翁著手後112日後に

於て紛ほ且つ僅微の芥子油臭を認め得べく1石に平しユOccmの割合に揮贋芥子油を

添加せるものは166日後に於てもよく之を認め得たウ．而して共腐敗は之等芥子油臭

の清散と略一致するものにして前記第3及第4表に示すが如く1石に封し25ecln　1与

ccm及び10　cclnの割合に添加せるものを166日後に於て30分間開栓放置し再び栓

塞して貯臓するに爾後約1週聞にして何れ竜液面徽にて覆はれ杢く芥子油臭を認めざ

ウき

　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　論

　上記の試験成績に徴すれば密栓容器に醤油を貯惜しよく芥子油の逸散を防止すると

きは1石に封し5ccmの微量添加に於ても充分下席の目的を達し得べし而して衛生

局より迭附に係るカビトマーノγ及固形醤油防腐湖は製造者に從へば前者は醤油1升の

添加量と稽するコノンク栓1箇中には揮費芥子油0・00859叉後者は木栓1個中に0．029

を含有すべく之を1石の用量に換算するときは前者は2・85g後者は2gに相當す然．

るに之等爾製品の防腐耐久寧を看るに何れも約20．一3・0に相當し之を小官等の密栓容

器中に於て施行せる揮登芥子油の防腐効力に下する貫臓成績に比較するに製造者の唱

ムる製品一丁中に含有する搾登芥子油の分量に比して共防腐効力著るしく良好にして

或は製品1佃中には製造者の唱ムる分量よりも遙かに多量の揮螢芥子油を含存するに

肥るかを疑はしむ

　要するに小官等の實験に依れば醤油を密閉容器中に貯罪するときは著しき少量即ち

前記の如く醤油1石に下し約5ccm程度の揮登芥子油を以て充分防腐の目的を蓮し

得べきも共完全を期せんがだめには1石に封し約．10ccmを必要とするものと認む

　　　　　昭和四年十二月　　　　　　　　　　　，
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ラヅヵラィト製量器試験成績（第二報）

技　三衣

技　手蛮

書　生彩

下

部・　安

野　　政

豊

藏

治

　ラヅカライト製量器の衡生上良葉面に無しては嚢きに之が調査成績を報告せる所な

るが今又商工省よう衛生局を脛て改良を加へたるものに就き試験方起縮（口頭を以て）

あうたるを以て合資滋雨齋藤熊三郎商店よう右量器9個及同一材料を以て作製せりと

稻する椀15個を提供せしめ之に就き試験したるに次の成績を得たう

　　　　　　　　　　　　　　　試験材料

　丑器は直径約7cm，高さ約6cm，内容約200ccm，の圓筒形黒褐色の容器にして椀は

直濡約11cm，深さ約4cm，内容約250ccm，を有し禍赤色を呈す

　　　　　　　　　　　　　　　試　験　方　法

　試験方法は先づ商工省の要求に從ひ量器に40。に於ける4箔酷酸を滴盛し30分間

放置したる後共裏液を義倉留に附し瑠液に就きソミニー，ヴィタリー及ミロンの3反慮

を試験すると共に滲考の爲第1報に於けると同一方針に從ひ蒸解水，4％酷酸及50

％酒精を以て：夫々24時間冷浸し更に蒸鋼水，4％酷酸，醸造酢血清酒類を夫々沸騰

に至る迄加熱したる後之を可槍容器に満幅し30分間放置せる後前記と同様に各浸液

を蒸鋼し各館液に就きフォノンムアノγデヒード及フェノーノレ反鷹を検ぜう

　　　　　　　　　　　　　　　試験成績

　　　　　第一表　40。に於ける4劣酷酸を以て30分問浸出せるもの

検　睡
呈色反慮

量一

椀

器

フオルムアルデヒρド呈色反簸

誌「聯リ巌慮ン廉列斎蔽轟ロ坂1誌ム1クロ談｝過ク　
フェノール暴色反磨

　　　　　石茨反懸ル餓反癒

艶なし呈働し艶なし1呈触し艶なし呈漏し艶なし艶なし呈触し

同　　上同　　上山　　上同　　上同　　上同　　上筆　　上同　　上同　　上
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第二表　24時間冷浸せるもの

く＼＼呈色反朦
拾　　検＼＼

　弔　　　液

フオルムアルデヒ戸ド呈色反慮 フェノール呈色反応

＼．＼i誌一瞬副銀点「館ル：，撫麗”ン反灘、一ム巖誌灘感

量　器

阿　上

同　上

1騰i懸魚！1蝕艶1影凱鴛彫搬

第三表沸騰に至る迄加熱せる浸出湖を以て30分間庭理せるもの

裁検選 フオルムアルデヒード呈色反回 フェノール呈色反癒

隅一側副簸，1，ン礒ネル騰譲国ン欝欝一驚是認㌶鵬

：量　器

　日

量　器

　椀

量　器

　椀

量　器

　椀

量器

同　　　　上同
　　　　　　1
4％酷酸濫没液・同

同　　上｛同

　　　　　　1
醸造酢江L渋液1同

工　上｝同

聾譲謙麟同

灘講罵
　　・・　　　同

利己覆瀬高蓬；1芝1阿

　　　　　　同

灘水澱三色。」艶。、1艶。」艶。、1艶。、i艶。、1艶。、艶。」艶。、

　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　t　　l　　　　　l
上同
上1同

聖
上1同

上島

亡国

ゴ同

論
上1同

　i

　1

上同　　上同
疎・・艶i同

謝分慧可

±融
上川　上1同

上1繍露同

上1艶。。1同

上／、詐」

上局　上旨

」同上1同

l　　l

上」ユ

壷
上1同

上1同

上1同

」同

上神

聖
上神

上1同

」同

　f

上1【司　　　上1同

上擁紅中
上1痕　　跡1同

　　上1徴紅色1同

上1鐵還1同

上1艶。」同

上にi上1同

上1同　上局

飛上h
上1，4上1同

上」1漏
l　　l

上1同

上1同

上

上

上

上

上

上

上

上

上，

同

同

同

同

同

同

同

阿

同

上1同

上1同

上1同

聖
上1同

上1同

上1同

上｝同

上1同

上｝同

止i同

　5

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　譲

　前記試験成績に示すが如く其製造方法に改良を加へたる量器及椀は商工省の要求に

係る試験方法即ち40。の4％酷酸を蒲盛し30分聞放置せる浸液に就き試験せる結

果はフォノレムァノγデヒード及フェノーノレの雨反慮を認めず・更に墾考試験として蒸傭

水，496酷酸及50％酒精を以．て24時間冷浸せるものも亦前記雨反面を全く生起せ

ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『

　次に沸騰に至る迄加熱せる画面k，4鬼酷酸，醸造酢，清酒月桂冠及合成酒利久等

を瀬盛し30分間放置せる諒承に就き施行せる試験成績に於ては4％酷酸，藤造酢及

酒類等にありてはフォノレムアノンデヒードの呈色反慮中ペプトン餓反回は極めて僅微邸
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ち約200萬分1程度に生起するも爾他の反懸は何れも隠性なり．然るにペプトン鐵反

慮は往々にして爾他のアノンデヒード類にようて磯現することあるを以て此の極微の反

鷹は果してフォノレムアルデドードによるものなウや否や俄かに断定し難し叉フェノ

ーノレ試験に於ては前記3種の浸液は痕跡叉はユ0萬分1以下に相當する甚だ微溺のミ

ロン反慮を生起せ鋲故に極めて微量のフェノーノンを浸出せる竜のと思考せらる．而

して今同の試験に於ては沸騰に至る迄加熱せる各浸湖を満盛し30分間放置し前同に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f
於ては各浸剤を満盛し重湯煎上に30分聞加熱せる竜のにして爾者の試験方法に多少

差異あるを以て絶封的に比較することは困難なるも本改良品は概して前者に比して進

歩の跡著しきものと認めらる・然りと錐も術生的萬全を期せんがためには更に一・段の

改良を必要とすべし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　昭和4年6月
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市乳の加熱度及新鮮度の鑑別法に労する研究（第一報）

技

順

子

技．

一．

師衣

手悪

手秋

生阪

言

部

山

笠

本

圃

勝

回

船

治

　市乳は共細菌學的安全を期せんが爲め加熱滅菌を行ふを普通とす從って其加熱の程

度及新鮮度の試験は公衆衛生上必要映ぐ可らざる事項となし之に噂し研究擾表せられ

たる業績は既に20数年以萌よう之を認あ得べく共報告は極めて多数に達し殆ど枚基

　　　　　　　　　　　　　　　こユラ
に連あらず殊に1906年セリグマン氏の報告の如き詳細を生せう・而して近時米國を

始め欧州諸國1ご於ても加熱の乳質に及ぼす影響を早れ専ら低温滅菌制度を操用するも

の多きを加メ、るに至れう．然るに低温滅菌法として行はる＼ものは主として米国式の

ホノレダ・一法にして63。に於て30分聞加熱を施し直ちに冷却するにあるを以七滅菌装

置の不備叉は操作上の｛映脇方によう或は所期の熱度に達せずして不完全なる滅菌に陥

ウ或は過熱に失し爲めに低温滅菌の目的を洩却する雑品之なきを保し難く其他種々’な

る黒占に於て市乳の加熱度及新鮮度の試験は最竜重要なる意義を有するに至れう’

　本邦に於て竜昭和2年9月14日登臨警覗鷹令にようて東京府下販責の牛乳は63【以

下に於て30分以丙加熱滅菌を施行すべきを翻定せられたるを以て生乳と加熱乳との

匿別，加熱程度虹に新鮮度の鑑別試験法の研究は刻下焦眉の急務たるを信じ昭和4年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くわ
2月以來一定方針の下に專ら之れが研究に從事せる際偶々ワインスタイシ氏の同一問

題に關する詳細なる報文を入手せるも之が模倣を避け最初の研究方針に從ひ試験を途：

行ずることの興味あるべきを信じたる以て其儘研究を績捌し次の成績を得たう依て之

を録して第1報となす

　　　　　　　　　　＝・供試乳の採取，三二及加熱滅菌方法

　生乳，加熱乳虹に其新鮮度等の鑑別に封し最も正確を期せんには乳牛の種類・飼料
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等にも注意を拗メ、べきは勿論可及的新鮮にして正常なる生乳を韮礎とし之を種々の温

度に点て加熱滅菌せるものに就き試験を行ひ以て標準成績を得ること極めて緊要なる

を思惟せしむ．殊に搾乳後試験転手に至る間に隔て細菌等にようて汚染せらる＼とき

は酵素反慮に署しき影響を及ぼすべきを以て塞礎的調査に供用せし牛乳は悉く小官等

直接搾乳楊に出張し搾乳直後の混合乳を乾燥共面付硝子瓶中に分取冷却し或は準備せ

る滅菌容器中に直接搾乳せしめ冷却後可及的迅速に試験室に蓮蓋し直ちに或は一一定時

聞雨露箱内（10。一11。）叉は室温（15．0。一17。4。）に放置したる後其生乳拉に次の方法に從

ひ之を加熱減諭したる後試験に供せウ

　　生乳の貯地法

　（叩）5時間以上長時の貯戯を目的とする生乳は試瞼室に到着後直ちに滅菌1合入

市乳瓶に詰め王冠コルクを施し一定の温度に於て所要時間貯臓せる後次の（b）滅菌法

に從ひ滅菌せう

　（乙）5時間以内短時聞貯臓の揚合には試験室到着後一旦滅菌共栓付ユ1・入硝子瓶

に移し面面面内に貯戴せり

　　加熱減菌方法

　（の　滅菌後直ちに試験に供するものに在うては検乳約120ccm宛を数箇の内容約

200cc｝nのエノンレンマィエノレ硝子士曇に容れ之に検温器を挿入せる木田を施し…た々5巴

55Q，6げ，63。，65，70及80。の恒温百中に加試し瞼面心に所要の温度に達してよう正確

に30分間加熱を持績したる後直ちに流水又は氷水中に冷却して試験に供す

　（b）滅菌後更に・一定時贋1室温に放置し叉は冷裁箱（1UL11。）若しくは28の艀卵

面内に貯画したる後試験に供せるものは町及的市乳の條件に等しからしめんが冷めに

1合入市乳瓶を白鼠乾燥減赤し之に生乳を出盛し以下（a）に於けると同様にして加熱

滅菌を行ひたる後直ちに清寂王冠コノレクを以て密栓し冷却の上訴識温品に供せり

．（c）100。加熱滅菌乳に虚しては何れの場合竜共に櫨乳を！合入市乳10くに充たし王

冠コルクを施し蒸氣滅菌器中に於て加熱し正に10U。に嘉してよう30分間加熱を持

歯したる後面を中止し約1（，分間放置の後滅菌器中より取り出し直ちに流水中に冷却

し試験せう
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　　　　　　　　　　　・　　　　　　　≡三．　　言弍　　　験　　　＝謎r　　　濯…

　從家の文厭に徴するに生乳拉に各異なれる温度及時間を以て行へる低温或は高温滅

菌乳の加熱程度の鑑別法は主として牛乳中に含存する各種の酵素殊にオキシダーゼ，

カタラーゼ，アノンデヒードカタラーぜ，レヅクターぜ及アミラーゼによる反鷹拉にラ

ーム形成能及アノンブミン試験を行ぷに在ウ．前記ワインスタイン氏の研究も亦是等の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヨラ
反訴を鷹用し試験しだるものなり・最近ぜンセン氏も亦牛乳の加熱度の鑑別に話し張

れが徹底的研究を企圖し既にラーム形成能に關し数剛こ渉り詳細なる研究を瑳表せら

れだう

　小官等今次の試験に於ては専ら酵素反慮による鑑識法を主膿として試瞼を行ひ叉之

等の諸高慮は何れも乳汁の新鮮度に密接なる闘係を有するを以て同時に酸度，アルコ

ホル試験及細菌學的試験を施行し以て綜合到定上の愚考にi出せ6，今小官等の施行せ

る試験法を示せば次の如し

　1．酸度ソクスレ。ト及ヘンケノン雨乞法に從ひ検品50ccmに就きて検定せ6

　2，アノレコホノレ注加試験　フノレク氏法に準点し検乳10ccmに68容量％アノンコホ

ノン10ccmを加へ楡乳凝固せざるときは（一）となし更に同上アノレコホノレ10ccmを

追加し凝固せざるときは口とし凝固するときは口となす・若し鞠にア・・コホ・γ

10ccm添加の揚合凝固するときは之を（＋）となし更に槍乳10ccmを取う同一アノレ

コホノレ2．5ccm宛順次に注面し其凝固貼を溶し弦に清費したるアルコホノレ量を試験成

績中に掲載せり

　3，レヅクターぜ試験　米國牛乳標準試験法に準披し試験を施行せう．即ち瞼乳10

cc皿にメチレン青溶液（乾操メチレン青1．19を水500ccmに溶解せるもの1ccmを

取り水39CCmを加へて稀試せるもの）1ccmを混加し37’の温湯中にて脱色時間を

観測せり

　　　　　　　　　　　　　　　ひラ　4アミラーゼ試験　コーニング澱粉糖化試験法に払う槍乳10ccm宛を試験瞥に

取ウ可溶性澱粉（メノレク杜製）1％溶液夫々2，3，4，滴を加へ（各1滴は約0・05ccm

に相心す）振盟混和し37。の温湯中にて1時間放置したる証約5分間氷水中に冷却し

ブ2る竜のにヨ・一ド溶液（ヨード19及ヨr一ドカリウム29を少量の水に溶解し更に水
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を加へて全量を300ccmとなせるもの）1CCmを加へ其色相を観察せり．而して責色

（淡黄，卵黄，乃至拘穏黄色）を呈するときは添加澱粉全部蒋化の徴とし黄次色は両

痕跡の澱粉残存を現はし次色，友吉色等は未分解の澱粉存在の徴とす

　5，置目ラ伽一ぜ試，験

　（甲）容量法　ロペ。クオッチケノレ氏カタラーゼ試験器を用ひて試験せう・卸ち該試

験器の四目瞥の下部に於ける圓筒野中に一旦煮沸せる水を充たし之を25。の恒温槽中

に約1時間加温したる後門屈硝子管下に検乳9ccmを容れ：再び匝温槽中に於て15分

間加温し次に1％過酸化水素溶液3ccmを加へ恒温槽中にて少しく揺動して混和せし

めたる後直ちに糊目管の水位を誼取し更に2時間恒温槽中25。に於て静置の後再び丁

目管の水位を物取し其差を以て薮生せる酸素の容量となし（氣膣に封ずる補正を加へ

ず）之をccm数を以て示し別に之より野望100CCInにつき分解せる過酸化水素のm9

量を算出して併記せウ

　　　　　　　　　　　　ぴラ
　（乙）滴定法　コ・一ニング三法に從ひ検乳5ccmに1％過酸化水素溶液1ccm（原

法は5CCInなるも實験の結果却って共終：末反慮鮎不明瞭なうしを以て之を改墾せう）

を加へ2時間室温に放置したる後濃臨酸10ccm及10％ヨ・一ドカリウム溶液5ccm

を加へ15分間放置し次に水10ccmを加へて稀繹し少量の澱粉溶液を加へて遊離せ

るヨ・一ドを10分定規次亜硫酸ナトリウム液にて滴定す．又同一瞼乳与ecmを取う1％

過酸化水素溶液ユccmを加へ直に濃監酸及10％ヨードカリウム溶液各5ccmを加へ以

下前記と同様に試験し叢に清費したる10分野規次亜硫酸ナトリウム液の量より前記

滴定に於ける溜費量を減じ共差に0．0017を乗じ以て消費せる過酸化水素のmg量（カ

タラーゼ敷）を算出し糖乳100cc1皿に封ずるカタラ・一ぜ数を算定せり

　6・シャルヂングノン反響　楡乳10ccmを試験管に取ウメチレンブラウフォノレマソン

溶液（40％フォノレムアノγデヒード溶液5ccm，メチL！ンプラウ酒精飽和溶液5CCIn及蒸

三水190ccmを混和せるもの）ユcclnを加へ流動パラフ｛ン1ccmを添加し45。の恒

温槽中に入れ脱色時聞を観測せわ

　7．ストリヒ反鷹　牛乳10ccmを取う。．2％過酸化水素溶液（共1しに硫酸1ccm

を加へて酸性とせるもの）1滴及2％バラフェニレンヂアミン溶液2滴を加へて振撮
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し呈色反鷹を観察せう

　　　　　　　　　　四．アミラーゼ反磨に罰する豫備試験

　バノレカン氏は生乳を600－63。に於て30分間加熱するときは他の酵素類は殆ど鍵

化なきか若くは只僅かに影響を旧くるに過ぎざるも濁うアミラーゼは既に其の反慮を．

認めざるに至るを以て之を低温滅菌乳の鑑識に適用すべきを推奨せらる＼もウェノレツ
　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの

ミュラー氏は60う以下の温度に於ても破壊せらる㌧乙とあるを認めウェーデマン氏電亦

53。一54。或は55。に於て30分間加熱によリアミラ・一ぜの作用は甚しく損傷せられ56。

に至れば全く破壊せらる＼を験旧し三ってホノレダー法の如き低温滅菌乳の鑑識には不

適當なるを指摘せう．小官等は前述の如く63。，30分間加熱滅菌法實施に當う装置の不

備或は作業上の不注意等の映陥によウ60。以下叉は63。以上の加熱に至る場合之なき

を保し難く殊に60。未浦の加熱の出合には滅菌の効果上極めて憂慮すべきものあるを

以て生乳又は6（P以下に於ける加熱乳の鑑別に封しアミラ＝ぜ反慮の試験は最も必要

なるを思惟せしめたり．而して牛乳中のアミラーゼは乳牛の種類，搾乳時期等によう

其反慮の程度に差異あるを以て之れが標準を設定すること頗る困難を威せしむ依て先

つ次の豫備試験を施行し其結果に從ひ前記の試験法を定め以て更に基礎的調査試験に

移れり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　アミラーゼ試験は乳汁中の糖化酵素に依うて糖化せらる＼澱粉の分：量に依うて到定

するものなるを以て共糖化作用は澱粉の種類立立に作用温度及時間に依うて著しく異る

　　　　　　　　　　　　ゆう
ものとす・ウェノγツミュラ・一氏は晶晶に涌して詳細なる實験を行ひたる結果馬鈴薯澱粉

は糖化性最：も良好なることを報告せう・即ち同氏は生乳10ccmを取う之に0。5％澱

粉溶液を各・分量添加し15L17。の室温と37。の温湯中に観き30分時間湯1時間後

に於ける各種澱粉の糖化力を比較し次の如き成績を得・たり

　　　　　　　　　　　　　　第　　　一　　　表

澱　粉　　の　種　類

馬　　　　　鈴　　　　　薯

ア　　　ロ　　　ル　　　一　　　ト

糖　　化　　30　　分

室 副 37。

4

4

5

3

瀞芝　　イヒ　　1　　時…　　月ヨ

室 副 37。

7

6

8

5
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ノぐ

大

恥

碗

票

大

小

王

試1｛

蕎

ノレ　　サ　　　ゴ

　　　　　豆
粉（コ　一　ン）

　　　　　豆
（野生品等皮除去）

蜀

栗

Czirok

婆

黍

変

4

2

1

4

2

2

工

2

1

1

1

1

0，5

5

2

3

4

1

3

2

2

1

1

1

2

1

6

7

3

5

6

3

2

3

2

2

2

1

1

6

6

6

3

4

2，5

2

1

2

2

2

1

　　備考　表中の歎字は糖化されたる0．5％ll二乏粉溶液の量（滴数）を示す

　　　　　　　　　　くの　小官等は前記コーニングの澱粉糖化試験法に從ひ流血10ccmを試駿管に取うメノγ

ク製可溶性澱粉の1％溶液を夫々2，3，4及5滴の割合に添加し振鑑混和し152。の

室温及び37。の温湯中に30分間或は1時聞放置し5分間氷水中に冷却しヨード溶1

液1CCmを加へて共の色相を観察せり・槍乳は當所附近の和田牛乳店ようlll芋入せる混

合生乳にして4月11日午前4時頃搾乳せうと稚するものを前記（a）滅菌方法に從ひ

加熱滅菌したる後下に氷水中にて冷却し約2時問を経過せる後試験に供せう．其成績

次の如し

　　　　　　　　　　　　　　第　　二　　表
　　　　　　　　　　　　（【i】）　才害イヒ時…r：∫130　5｝に方｝ける成もで

上房＝こ準準∴箒
　　　　　　　L、＼

3 滴【4 消

1室温i37． 三｛…　証！　；　　370

生

5Cρ30分減
550　30　分　ご覧芝

6〔ρ30分減

　乳
菰乳
苗乳
窟乳

淡黄次

淡費友

淡友青
茨　　青

淡　　黄

淡　　黄

淡友三
次　　岩

淡友r・ナ淡　貰1次

友　青淡　責1次

友　　青淡友青友

友　　省友　　青次

青淡次黄
青淡次黄
青友　　青

青友　　青

5 滴

室温｝・ブ

1次　青友　青

　第　　三　　 表

（乙）糖化臨問1時間に於ける成綴

型」2　滴　3　滴14
　証！変｛室温　…　室温

滴い 滴

救遊の狂類 ・・． A温｝・・．匡・・1・曽

生 乳1淡剥淡司淡黄復友1淡司淡徽麟抜1淡友r・fi淡友青
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　前記試験成績を看るに澱粉を室温にて作用せしめたるものは糖化30分のもの竜叉

1時間の竜のも共に何れも共成績極めて不良にして殊に30分間糖化のものに於ては

生乳に澱粉溶液2滴を添加せるものも既に淡黄茨色を呈し且つ室温は毎時一定温度に

保つこと困難なるを以て從って其成績も亦不正確なるを免れざるべし次に37。の温湯

中にて糖化せしめたるものを看るに30下問作用の羽合は2瀬蛇に3滴添加のものは

生乳及50。滅菌乳は何れも淡黄色にして55。滅菌乳は濠荻青，60。滅菌乳は荻青色を呈

しよく前記2者と到別し得べし叉4滴添加の場合は生乳及0：50。滅菌乳は何れ雪避茨

黄色にして55。及60。滅菌乳は共に荻青色を呈す故に55。以上にて滅菌せるものと

55。以下にて滅菌せる竜の及び生乳とを典に識別し導べきも5滴の揚合には杢く不可

能なう．次に糖化1時間の竜のを見るに澱粉溶液2滴及3滴添加のもの＼關係は前記

30分間糖化の竜のと全く同一にして生乳に4滴添加のものは前記30分糖化のものに

比して租鑑識し湯き傾向を示せり．之を要するに生乳又は50。以下の滅菌乳は1％澱

粉溶液を2－3滴を加へ37。に於て30分叉は1時間作用せしむるときは殆と完全に

糖化しよく之を鑑別し得べく55。及60。の滅菌乳の匠別も亦少しく注意するときは可

能なう叉4滴添加の叩合は澱粉少しく過剰にして生乳の戸冠と錐も微に次色を呈する

を認めたり前述の如く糖化時間30分と1時間との揚合殆と差異なきが如きも多数の

實験に徴するに1時間のものは糖化作用一般に順調にして良好なるを以て爾後の試験

に於ては澱粉溶液2，3及4滴を添加せるものにつき糖化1時間を以て鑑識せり石1ぎほ

念のため1滴添加の回合を回せるに総ての場合何れも淡黄色を呈し加熱度の鑑別全く

不可能なりき

　　　　　　　　　　　　　五．基礎的調査試験成績

　第i次試験

　供試乳は府下西新井和田牧揚よう探臥せるものにして5月21日午後2時ホノレスタ

イン種乳牛よう搾取せる混合乳よう成う搾乳容器よう乾燥油鼠瓶に分取し冷却後可及
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的弓かに試験室に運般せう．比重1．032を有し外観言語に異朕を認めず

　（1）冷点素謡室内保存生乳の比較試験

　前記瞼乳の試験室に到着直後即ち搾乳よう1時間経過後に於ける生乳に就き試験を

行ひ同時に成べく細菌的汚染を避け数箇のユ合入牛乳瓶に詰め王冠コノレクを施して之

を15。一17。の室温に17時間及23時間放置せるもの蛇に心証点出に2時間，17時

間及23時間保存せるものに就き試験せるに次の成績を示せう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　第『　　四　　　表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
＼　欄後繍
　　＼桧乳の
試臓項目＼種類

　　　　　　＼＼、．

一・
P・時間

18時間

緊縮ち糊練隣魍冷殿

24時問 18時間 24時間

翔冷殿膿霧・膿霧1・

度1… 一　1・・ 6．6 9．0

・ル・ホ一白1＝1 1＝；ll＝1 2．δCC111

・ヅクターセ議1鍵闘：紛 鍵問30分鍵悶3（’5｝　5分

姦・ラ…
oll

カタラーゼ試∫撒法

験　　　　1滴定法

ロワく　　　　　　ニトトニ

次　　　双

淡　　一

様黄微次

0．85（26。2，

1．0　（34．0）

・」ρく．　　　　　二腎＝

～穴　　　取

淡　　黄

淡黄微騰

0．85（26．2）

1．0　（34．0）

9｝ノく　　　　　→←

之火　　　枯

淡　　黄

淡黄鉛茨

1．0‘30．9）

LO（34．0）

こ’k　　　　二“：
‘火　　　　鋲ミ

コト

mく　　　　ゴむ
tゾく　　玉【｛

淡墨微次

L2（37．1）

1．5〔5LO）

淡　　貰

淡黄微灰

淡半輪茨

1．5（46，2）

2●0（6S．0）

淡黄微友

淡茨黄
淡茨黄

2．8（86．2）

’会．3（74．8）

・・ルヂ・ゲル反則・9分i紛 8分 8分 5分 4分

　　億考本表中レヅクターゼ試験及シャルヂンゲル反慮は共にメチレンプラウの股色時間を示しアミ

　　　　　ラーゼ試験絹中の二六は1％二丁溶液の使用量，又カタラーゼ試陰に於ける括弧内の数字は

　　　　　夫々桧乳100c¢mにつき分解せる氾酸化水素のm9量を示す以下皆之に倣ふ

　前記1弐験成績に就き酸度並アノレコホノレ及レヅクターぜ試験等よう之を到鎖するに室

温に於て17時間（搾乳後ユ8時間）保存せるものは既に不良に陥るべきも之に反し

島島三内のものは安全なり．叉アミラーゼの反慮は乳質の餐敗に伜ひて其酵素の糖化

力も亦嚢退し室温17時間保存のものは澱粉溶液3滴添加の血合淡餌飼灰色にして同

様に23時間保存のものは2滴の添加にようて淡黄微友色を呈し糖化酵素の著しく嚢

退せることを認め得べし．而して心臓笛に貯冷せるものは酸度，アノンコホノレ及レヅク

ターぜ試験成績と一致して23時間経過後に於ても其作用の程度に殆と劉ヒを認めず

　　　　　　　　くの
之れウェ・一デマン氏の試燈とよく一致する所なう即ち同氏は5。，53時間貯戴生乳のア
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ミラ炉ぜ効力に礎化なきを認めたり

　カタラーゼ反慮は容量法に依れるものも滴定法に依れるものも殆と同一關係を示し

獲敗に到らざる生乳1〔，ccmは酸素約1・Occm前後を分離し墾敗に近づくに從ひて著

しく其分量を増加し室温17時聞保存のものは容量法にて1．5又滴定法にて2．0を示

し同じく23時間保存のものは容量法にて2．8叉滴定法にては2．2に達し著しき壇加

を示せり．次に冷門別内に23時間保存せるものは酸度，アノγゴホノγ及レヅクタ・一ぜ

等の試駿に於ては乳質に殆と田歌を認めざるも之に反しカタラーゼの作用は稽共強度

を増せウ．シャノンヂンゲノレ二二は極めて新鮮なる乳汁に在うては却ってメチレンブラ

ウの脱色に長時間を要するを認めた姥Pち正常乳にして搾乳後約3時聞を経過せる竜

のは脱色に8－9分，麺敗乳に在りては5－4分間にて股色するに搾乳後1時間経過

の新鮮乳にては39分を要するが如き特異現象を示せう

　（2）低温滅菌乳の酵素反慮試験

　前記（1）の試験に供せるものと同一生乳を取6一は搾乳よウ1時間経過（試験室到

着直後）後直ちに，他は搾乳よう3時間経遇（2時間冷藏箱内保存）後に於て夫々前

記（a）滅菌方法に從ひ恒温槽中に55。，60。及65。の温度にて各30分間低温滅菌を

施し流水中にて冷却したる竜のに就き直ちに前記の各種の酵素反回を試験せう．但し

前記の試瞼成績に徴し遜敗試瞼の必要を認めざわしを以て酸度，アノγコホノン及ヒヅク

ターぜ試験は省略せり．其試験成績次の如し

　　　　　　　　　　　　　　第　　　五　　　表

試　　瞼　　頚　　目

　　　　　　！．

滴

滴

滴

減菌湿．度及時悶

55。

60。

65。

55。

60。

65。

550

6〔ド

65。

30分

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

搾乳1時間後に於て
減菌せるもの

淡黄友

隙隙菅
茨『 ﾂ
旧友黄
灰　　青

次　　青

次　　青

次　　青

次　　青

搾乳3時間後に於て
減苗せるもの
（冷藏2時間）

淡黄次
次　　青

友　　青

淡茨青

友

次

青

青

青

青

『1ナ
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・・

　　　　　　　　　　鴨

　　　　　　　　　　1

…ヂ・ゲル反 w

δ5。

60つ

6δ。

550

60。

650

30分
，，

，，

，，

，，

，，

55。

6⊂，。

6δ。

，，

，，

，，

0．6（18。5）

0．3（9．3）

0．2（6．2）

0。7（23．8）

0註（13．6）

0．2　（6．S）

35分

35分

2層目以上

0．6（18．5）

0．3（9．3）

α2（6，2）

0．6（20．4）

0。4（13。6）

0．2　（6、8）

12分

25分

28分

　前記の成績を看るにアミラ・一ぜ及カタラーゼの雨反慮は搾乳1時間後に滅菌せるも

のも3時間後に滅菌せるものも殆ど同一成績を示しアミラ・一ぜ反鷹を前記生乳に就き

て施行せる成績と封照するに55－60．以上にて滅菌せるものは淡黄次一灰青色を呈す

るを以て前記生乳の淡黄色とよく識別し得べく又澱．粉溶1夜は3滴添加の揚合は生乳と

の鑑別に最も便利なり．次にカタラーゼ心慮は容量法に依れるものも滴定法に依れる

ものも殆と同一にして55。滅菌乳は0・6又60。滅菌乳は0．3－0・4及65。滅菌乳は

・0．2を示し前記生乳のLOに比較するに共滅菌温度の上昇に比例してカタラーゼの作用

署しく衰退せるを認むべし．次にシャノγヂンゲノレ反慮は生乳の場合と殆と同一關係に

して搾乳1時間経過後に於て滅菌せるものは共脱色に30分間以上の比較的長時間を

．要し搾乳3時間経過後に於て滅菌せるものは前記生乳の盛合に比して其滅菌温度の上

昇に比例して其．脱色時間を延長しよく生乳との鑑別試験に心用し得べきことを認めた

ウ

　第2次試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　本試験に供用せる二二は5月23日午後2時第1次試験に於けると同一揚二二同一

方法に依うて採取せるホノγスタィン種の混合乳にして比重ユ．032を有し外親共他に異

一状を認めず

　（1）冷寂箱及室内保存生乳比較試駿

　第1次試駿に於けると全く同一方法に依りて先づ試験室到着直後の生乳に就き試験

を行ひ同時に数箇の市乳瓶に浦画して王冠コノレク（内面にコノンク板を備ふるもの）を

施したるものを16．2一17．4。の室温に放置せる竜の及び潮回箱内に貯搬せるもの1こ就
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きて試験せるに次の成績を示せう

　　　　　　　　　　　　　　第 六 表

＼諾甥10・問
　　　　　　種類試瞼項目　　　　　　　　　試験室到茄・
　　　　　　　　　直後のもの

3時問

2時問冷誠
のもの

18時問

17時聞冷藏
のもの

24時間

23置芋口男冷勇炭

のもρ

18時間

17時間室温
に放置のもの

24時悶

23時間室温
に放置のもの

酸 劇　7・ 7。4 9．1

・ル・ホル試劇1＝1
（一）

（一） ・5ccm　I一

・ヅ・・運識腱閥30分 δ時問30分
以上 3　　端

厳・ラ…｛il

轟タラーゼ試｛灘

淡　．黄

淡　黄
淡黄微次

0．8（24．7）

0．7（23．8）

淡　　資

淡　　黄

淡黄徴次

0．9（27．8）

0．7（23．8）

淡　　黄

淡　　黄

牛黄微次

1．5（46．3）

1．2（40。8）

淡　　費

淡　　黄

淡黄口次

1。9（58．0｝

2．0（68．0）

淡　　責

淡　　黄

淡黄二丁

2．1（64．8）

2．0（68．0）

淡　　黄

淡責微茨

淡次黄

3．8（117．4）

2．7　（9LO）

・・ルヂ・ゲル購1・6分 7分 5分 4分 4分 4分

越前記の成績を第1次試験に於ける生乳の捕れと比較するに試験室到着時に於ける酸

度は前面の6．4に籍して今同は7，2を示し租高き数値を示せる外はアノレコホノン，レヅク

ターぜ及アミラーゼ試験等の成績は殆ど前当と同一にしてカタラーゼ歎は搾乳1時間

並に3時間後に於て観察せるものは前同の判れに比して租少き傾向を示せるも18時

間以上経過の竜のは何れも却って著しく増加し叉．シャルヂンゲノレ二二の脱色時間は三

間乳後1時間の竜のは16分にして前同の39分に比して著しく短縮し共他乳質の遜敗

・に件ひて速かに脱色し著明に一敗せる牛乳は5分以内にて脱色することを認めたう’

　前記各反慮の成績を綜合するに本四、験に供用せし生乳は運搬時に於ける氣温等の關

孫に依うて前同の槍乳に比して少しく乳酸醸酵に陥うしものに非るかを瓜惟せしむ

　（2）低温滅菌乳の酵素反慮試験

　前記（1）の試験に供せる竜のと同一生乳を取りて搾乳より1時間経過後（試験室到

着直後）直に前記（a）滅菌法に從ひて55。・60。及，65。に於て滅菌を行ひ流水中にて

よく冷却したるものを直ちに或は之を3時間冷間箱内に保存せるものに就き各種の酵

・素反慮を槍し叉滅菌後18時間ユ6．29－！7．4。の室温に放置せるものに就き酸度，アノレ

・コホノレ及レヅクターぜ試験と共に各種の酵素反慮を試験し更に搾乳後18時間経過（冷
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臓17時間）の生乳を取うて夫々55。，60。及65。にて減菌し再び冷三二内に5時間保存．

したるもの即ち搾乳証約24時間を経過せる滅菌乳に就き其酵素三鷹等を試験せう

　　　　　　　　　　　　　　第　　　七　　　表

試　験　顎　．目

酸

度｛

・ル・ホル…
o

減置f温度【

幽幽 @1
減　苗　後　の　経　氾　時　悶 17時間冷籏乳（搾

乳後18時間）を減
問1減蔚直後（搾　3時間冷城（搾〕185幽幽室温放置：菌し更に5時間冷
　乳1時間後）　乳4時間後）［（搾乳19時聞後）臓せるもの

55。

60つ

66・

30分

，，

，，

55。

60。

6δ。

，，

，，

，7

・ヅ…一

アミラーゼ試験

・消｛

3

4

滴｛

滴｛

・…・…箆・

55。

60。

65。

，，

，，

，9

55。

60。

65

60

δ5

60

，，

，，

，，

，，

　

，，

δ5。

69。

65。

55。

600

6δ。

，，

，，

｝，

，9

●，

，，

5δ。

60。

6．ヂ

，，

，｝

，9

淡友県
単　　　青

友　　　青

汐こ　　告

友　　　青

力こ　　青

0．6118．δ）

o。3（9．3）

0．2　（6．2）

α5（17・0芝

0．2（6．S）

0．1　（3。4）

14分

15分

20分

淡　友　県

単　　　青

友　　　う！ナ

渉こ　　青

友　　　青

力ミ　　r移

0，6（18，5，

0．3　（93）

0。2（6．2）

0．5（17。0）

0β（10．2）

0．1　（3．4）

6分

6分
16－18分

7。6

7．5

7．5

θ（一）

　（＋）

　1一）
　（±）

　（一）
　f±）

30駐…rllユ10ク｝

50芋rI罰30分以上

5時間30分以上

淡　次青
茨　　　青

．茨　　　青

友　　　青

友　　　青

友　　　青

0．6（18．5♪

0．4（12．4）

0．2　（6．2）

0．5（17．0）

0，3（10．2）

0，1（3．4）

17分

17分

£0分

淡友県
単　　　県

単　　　rlナ

次　　　青

友　　　r量ナ

友　　　i1｝

0。7　（27．3）

0．1（3．1）

0．1（3．1）

0．6（20．4）

0．1　（3．4）

0．1　（3。4）

7分

8分
16分

　前記成績中低温滅菌直後又は之れを3時間冷識二二に保存せる牛乳に就きて施行せ・

る酵素反癒を看るにアミラーゼ反慮は澱粉溶液2滴添加の場合55。滅菌乳は淡友青色

を呈し叉60つ滅菌乳は次青色を呈し同様に3滴及4滴添加の縞合55。及60。減菌乳は

何れも友青色を呈せり・カタラーゼ反回は滅菌直後のものと之を3時富鉱臓せるもの
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とは同一にして55。滅菌乳は0．6－0．5，60。滅菌乳はO．3－0．2，65。滅菌乳は0．2－0。1

なるカタラーゼ数を示せわ．シャノレヂンゲノレ反磁に於ては滅菌直後のものは冷藏3時

間．（搾乳後4時間経過）の竜のに比し何れ竜脱色時間を延長せ6・乙の現象は前同と同

様にしてこの揚合に於ても亦搾乳後約4時間を経過せる竜のに就きて試験せざるとき

は正確なる脱色時間を示さごるもの＼如し・即ち滅菌直後のものは55。及600滅菌乳

共に14一ユ5分にて脱色するも3時間冷温のものは共に’6分にて脱色し65。滅菌乳は

爾者共に16－20分にて脱色せう．次に滅菌乳を46．2－17．4。の室温にて18時間保

存するときはレヅクター・ぜ試験に於て殆と礎質を認めざるも酸度及アノレコホノレ試験に

於ては租不良の結果を示せう．又其酵素反慮を看るにアミラーゼ及カタラーゼ反慮は

滅菌直後のものと全く同一なるもシャノレヂンゲノン反慮は55。一60。滅菌乳は何れも；其

脱色に17分を要し65。滅菌乳は同じく20分を要せウ故に是等の結果よう到陶「すれ

ばシャノンヂンゲノγ反訴は前記の如く搾乳後4日肋間以内に於けるが如く蝕りに新鮮なる

か叉は此の試合に於けるが如く陳久にして乳質に少しく血忌を乱せるもの以外は大略

油色時聞10分未満の竜のは生乳叉は60。以内の滅菌乳と認め得べく，脱色時間10

分を超過する竜のは60。以上の温度にて滅菌せるものと推定し得べし叉検乳を17時

聞冷藏箱に保存したるものに滅菌を行ひ更に直面箱に保存し搾乳後約ユ書夜を経過せ

る牛乳に封し其酵素反慮を面するに減菌後3時小忌差せる牛乳と殆ど同一の優良なる

成績を示し之に依うて完全なる貯藏法に依うて保存するときは牛乳中の酵素は比較的

長時間を経過するも其酵素作用に殆ど影響なき乙とを認めたり

　第3次試験

　本試駿に供用せる楡乳は5月27日午後1時3q分前回と同一出所に於て同一方法

に依りて二六せるホノレスタイン種の混合乳にして比重1・032を有し外観共他異状を認

あず

　　搾乳後ユ8時問（17時間冷藏）経過せる生乳を低温滅菌せる一合の比較試験

　前同の試験に於ては低澱滅菌乳の貯藏叉は生乳を1定時盆画冠せる後に低温滅菌せ

る面訴の酵素反面を漉したる結果其貯藏方法完杢にしてよく乳質の憂敗を防遇すると

きは搾乳後比較的長時間を経過するもよく酵素反訴を生起するものなることを認めカ
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るを以て次の試験に依クて更に之を確試せり

　搾乳後1蒔問経過（試験室到着直後）の生乳に就き酸度，アノγコホノレ試駿及レヅクタ

ーゼ試駿を行ひ叉之に直に低温滅菌を行ひたるものと然らざるものとの雨冷に就き酵

素反慮を検し次に共生乳を更に17時間丁丁丁丁に保存したる後之を低温滅菌し滅菌

前後に於ける酵素反慮を試験すると共に滅菌直後に於ける酸度，アノレ耳ホノレ及レヅク

ターぜ試験等に依うて乳質鍵化の如何を検したるに次の成績を得たり

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　八　　　’表

試　陰　項　目

酸

誠苗湿度及時間

桧 乳 の 種 茎頁

生 乳 減 菌 乳

　　ロ　　　生　　乳

灘二言謝畷、踊幽馨謙鱗僑i欝i翻鵠．
7．0 7．6

　　　　　　　r 生　　　乳

55。　30分

60。　　　・・

G5　　　・・

（一）

く一，

乳15馴・・分肚

30パ　　一

”　i　　一
”　1　　＿

（一）

（±）

蹴（111μス上驚色せ㌻）

アミラーゼ試験．3消

．，滴19

　1

　1
　と

鏑l

　l

生

55。

Gり。

生

5ろ。

6り。

生

55．

α，つ

乳

30分

　，，

乳

31）分

，，

乳

30分

，，

淡

淡

黄　　淡

黄　　淡

淡黄微友

青

貰

・・ラー

^l…
乳io．S（24．7）

G・分1　一
，，レ　　＿

　　　
。1　＿

　　「

淡　みこ　黄

1．25（3S，5）

7．6

7．6

7．6

（一1

‘一）

（一）

（一）

（一）

（一）

淡

次

次

青

青

青

青

青

㌔！ナ

0．δ（15．4）

0．2（6．2）

（、．2（6．2）

δ時間3（1分以上

5噂i現30分以上

δ時…1釘εo分以上

友　　　　青

友　　　青

茨　　　音

友　　　㍉1歪

友　　　青

フ突　　　青

’

0．6（18．5）

0．4（12．3）

o．3（9．3）
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二1）分 3分

1G分

16分

21分

7分

6分

30分

　　　　備考　前表中冷藏箱内具揚議の生乳は冷藏用氷中途にて敏乏せる爲め初不良の結果を來せり叉カタラ

　　　　　　ーゼ試験は前記多数の成績に徴するに共滴定法は容量法と殆ど同一關係を示し共操作趣めて

　　　　　　煩雑なるを以て爾後の試瞼に於ては之を省略し專ら容量法を採用せり

　　　前記の成績を看るに生乳を17時聞自邸郡内に保存せるものは冷間用の氷中途にて

　　歓識せるため乳質租不良の結集を示せ6而して之を低温滅菌に附するに酸度は神化な

　　きもアノγコホノγ試験は滅菌前の生乳に比し租優良なる成績を示し叉酵素反鷹撃ちアミ

．　ラーぜ，力字ラーぜ，及シャノγヂングノγ反慮を比較するときは生乳と明瞭に識別し得

　　べく此等の實験に依う生乳の貯藏法に注意し乳質をして著しく墾敗せしめざるときば

　　共酵素反慮試験に何等の勢州を生起せざることを肝試し得たう

　　　第4次試験

　　　本試1験に供用せる槍乳は5月31日午前8時10分府下代々木西原朋衣舎搾乳揚に

　　於て滅菌共脚付硝子瓶中に直接搾取せるホノレスタイン種の乳牛2頭よう得たる混合乳

　　にして搾乳後直ちに密栓し氷詰となし可及的迅速に運搬せる竜のなう．共比重ユ．032

　　を賊し外観其他に異常を認めず試に細菌試験を施行せるに殆ど無菌状態なうき

　　　（1）冷藏箱内貯藏生乳の試騒

　　　前記の槍乳に就き試験室到着直後即ち搾乳よリユ時間経過後の生乳に就き其酸度，

　　アノレコホノレ及レヅクターぜ並に酵素反恥辱の一般試験を行ひ叉同時に可及的細菌汚染

　　』を避けて数本の1合入市乳瓶に詰め王冠コノンクを施し冷藏場内に保存し4時間（響町後

　　5時間）経過後に於て其酵素反慮を検し又別に23時間（搾乳後24時間）経過後の生乳に

　　就き酸度，アノγコホノγ及レヅクタ・一ぜ三鷹三二酵素三門を瞼せるに次の成績を示せウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　九　　　表

試　　瞼　　顎　　目
試燈建室到貯直後
（搾乳後1時問纏過）

冷　　戴　　箱　　内　　貯　　荻　　時　　問

・燗（搾撒5燗髄）i23・糊（闇後・・燗経過）

酸 度1 7．0 7．2

、
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アルコホール試駁
（一）

（一，
1 （一）

（一♪

・ヅ・・運試劇・時間・粉以司 5　　0芋　債】30　5｝　以　上

・・ラー

oiii 淡

淡

淡 黄

黄

土

淡

淡

淡　　　．黄

黄

黄

淡

淡

淡 1黄

黄

黄

・・ラ運試刺 0．9（27．8） 0。9（27．8） 0．9（27．8）

・・ルヂ・ゲル旧劇
18－19分 10分 9分

　前記の成績を看るに殆ど無菌状態に於ける生乳を冷藏箱内に貯画するときは搾乳後

24時間を経過するもアノγコホノy及レヅクターぜ試験並アミラーゼ及カタラーゼ反慮．

共に殆と何等の麸化を認めず酸度只僅かに塘進ずるのみ而してシャルヂンゲノン反磁は

搾乳後1時間に於ける竜のは】8一ユ9分聞にて股：止し搾乳後5時聞経過せるものは10・

旧聞にて脱色し又搾乳後24時間を経過せるものは9分にて股色せり即ち前記多数の

試験成績に於けるカタラーゼ数及シャノレヂンゲノ・反慮の．脱色時間の動揺は何れも乳汁．

中に増殖せる細菌に依ウて生起せるものなること明瞭なう．但し搾乳後5時間以内の

新鮮乳のシャノレヂンゲノレ反慮は其脱色に比較的長時問を要することはよく前面の試験’

成績と一致するところなウ

　（2）冷臓籍内貯臓低温滅菌乳の試験

　前記（1）の試駿に供せるものと同一生乳を取うて搾乳後1時間経過せる菟のに就き・

低温滅菌を行ひ之につき先づ酵素反慮を検し次に搾乳後5時闘経過の生乳につき低温

滅菌を行ひ滅菌直後に於ける酵素反応を検し又之をユ8時間冷温せるものにつき酸度

7ルコホノレ及レヅク中田ゼ試験並酵素反鷹を検せう・殉検乳中に新に70。にて滅菌せ

るものを追加し之に就き各種の反慮を試験せウ其成績次の如し

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　十　　　表

試・預r齒R度㍊・

酸

　　　5δ。　30分皮1岬・
　1　　　6δo　　　，・

　　　70。　　　・・

搾乳1時悶後の
減菌乳 繍灘綴騰講縢

3 1

7．2

7．1

7。1

7。1

●
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∴一｛

・死・

55。　30分

60。　　・・．

65。　　・・

70。　　　・・

55。　　・・

60。　　・・

6う。　　　・・

700　　・・

δ6。　　〃

Go。　　〃

55。　　〃

60。．　　〃

55。　　　”

600　　　”

55。　　”

GO。　　”

65。　　〃

7（ρ　　　〃

55。　　　〃

60。　　”

65。　　〃

7（［o　　　〃’

次

茨

友

茨

青

青

膏

青

青

青

0．5（15．4）

0．3　（9．3）

‘｝．2（6．2）

1）

1δ一18・分

15－18分

2時m以上

2時閃以上

沙ξ

茨

青

青

青

膏

青

青

0．5（15．4＞

0．2　（6．2）

0．2（6．2）

o

　10分

　10分

2時間以上

2時問以上

1＝1

乏＝l

l＝；

1＝1

5時聞30分以上

5時悶30分以上

5時聞30分以上，

5時間30分以上

友　　　青

炭　　　一

次　　　青

茨　　　青

炭　　　青

，次　　　青

0．6（18．5）

0，2　（6，2）

0．2　‘6．2）

o

10分

　10分

2時闘以上

2時問以上

　前記試験成績を看るに無菌状態にて搾乳したる竜のを5時間二二したる後低温滅菌

’．

�sひ更に18時間冷回せる牛乳は共酸度僅かに0．1－0．2の増加を示すのみにしてア

ソレコホノン及レヅクターぜ試験等に於ては殆と’新鮮乳と同様の優良なる成績を示し叉共

’酵素反鷹に就きて見るにカタラーゼ数は55。滅菌乳は前記生乳の。。9に証し約牛減し

て0．5となう其後貯刈時聞の延長に耳うては殆と墾化なく又60。一65。滅菌乳のカタラ

・一 ｺ数は0．3－0．2にして是れ亦貯藏時間の延長に依りては殆と攣化なく70。滅菌乳

はカタラ㌘ゼ酵素の全く死滅するものなることを認め得べし又シャノレヂンゲノレ反鷹は

』前記生乳Q揚合と同様にして搾乳1時間後に55。及60Cにて滅菌せるものは15－18

分間にて脱色する竜搾乳5時聞（冷藏四時間）後に滅菌せるもの及び之を更に18時間

．．

竕ｺしたる牛乳は共に10分間にて脱色し65。並70。滅菌乳は何れも2時間以上を経過

寸る竜股：色せぎうき
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　第5次試験

　本試験に供用せる内乳はG刀5日午前7時30分斜脚と同一揚所に於て搾乳容器中

より滅菌共帰国硝子瓶1彰｝課せるホノレスタィン種の混合乳を直に密栓の上氷詰として

可及的迅速に蓮馴せるものにして比重1．032を有し外観其他に異朕を認めず

　（1）冷藏箱内鼠臓4三乳の試験

　前記瞼乳に就き試瞼室到着κ‘後即ち搾乳よう1時間経過後の生乳並に之を4時間

（搾乳後5時間）及23時聞（控乳後24時聞）冷臓箱内に保存したるものに就き前．

記と同様に各種の試験を施せう．而して一同よう以後の試験に於ては米國協定法に從

ひ直接丁丁並2F板培養に依る細菌試駿を追加し以て二丁時間と細菌増殖の丁丁及低湿

滅菌の細菌學的効果等に就き試験せり．即ち表中の数字は各梅乳1cc111中の菌数及彦侵・

落数を示すものなり

　　　　　　　　　　　　　　　舞　　十　　一　　表

試　　瞼　　頚　　目
試験ヨ；到茄直後1

　（搾孚L1時間経過）

冷　　荻　　籍　　内　　貯　　籏　　時　　m

瞬間（二元・醐縄）1・3燗（向後・捌0縫）

皮1 6．4 6．4 6．6

アル・ホル試倒 1＝1 1二1 1＝1

レヅクターゼ膨℃罵箕 5時間30分以上　5時悶30分以上

　　　　∫直接桧鏡
細官試蝋　　　　レi玄板培養

339，42‘，

30〔｝，n〔X［

499，040

425，600

・・ラー

oii引 淡

淡．

淡

黄

黄

黄

淡

淡

淡

口

黄

黄

淡

淡

淡

黄

．黄

黄

．一力?e一．．ゼゆ臓 1．0（30．9） 1．0（30．9） 1．4（43．2）

シヤルヂンゲル反旋： 25分 s分 8分

　前記の成績に就き酸度，アノレコホノレ，レヅクターぜ及細菌試験を看るに｝｛臓箱内に1

23時問貯識するときは酸度並細菌数を利i塘坐する傾向を示すもアノレコホノレ及レヅクタ

ーぜ試験に於ては解く異字を認めざうき叉酵素反癒の成績を看るにアミラーゼ反鷹iは

澱粉溶液4滴添加のものも亦淡黄色を呈し前段の試験に於ける生乳に比して澱粉の糖・

、
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化力稽張きを認めしむ叉カタラーゼ数は前記無菌的搾乳の槍乳に比して何れも少しく

増加し23時聞冷母乳は前者の0・9に封して1・4なる数字を示し次にシャノレヂンゲノレ

反慮は試験室到着直後のものは前回のユ8－19分に上し今回のものは25分にして租

股色時間を延長せるも搾乳後4時間並23時間冷藏乳は何れも8分にて脱色せるを以

て寸寸の9－10分に比して殆と大差なく其他1般的に観るに今回の試験に於ける23

時冷冷事事のカタラーゼ数租著しき塘加を示せる以外は前同の無菌的に搾乳せる楡乳

と曄灘似する域績を示せり

　（2）二二箱及艀卵器内鼠藏滅菌乳の比較試験

　前記（1）の試験に供せるものと同一一生乳を取うて搾乳後5時聞（冷藏箱内4時間保存〉

輕過の後之を低温滅菌し其直後のもの及び24時間冷臓箱内に保存せるもの及び同様

に280艀卵器中に保存せる竜のに就き墾敗試験並酵素反慮を試験せ6而して低浬滅菌

乳の容器は前言に於けると同様に可及的市販の配建仁と等しからしむるために／合入

市乳瓶に詰め王冠コノレクを施せう其試験成績を示せば次の如し

　　　　　　　　　　　　　　第　　十　　二　　表

減　　萬　　後　　　の　　経　　過　　時　　問

試瞼出目　加熱澱及日読　減蔚i‘〔後　2塒下冷藏　2持r　］（騨曙）
　　　　　　　　　　　　　　　　‘搾乳後5時問）　　f搾乳後29時間）　　‘搾乳後z9時間）

酸

　　　5ラ0　　　3〔P度｛ll二・：：

アルコ　ホル試瞼

55。　　　・・

6‘ρ　　　・・

650　　　・・

6．4

6，4

レヅクターゼ薄曇

5δ。　　　・・

6（1。　　　・・

650　　　・・

55。

6〔lo

6も。

55c

6（1。

6δ。

，¶

，，

，，

，，

，，

，，

6時間30分以上

5臨悶30分以上

5問時30分以上

203β5三～

1δ3，596

20，000

18，000

6。8

6．8

6．8

1＝l

l＝l

l＝1’

5時間30分以上

5時問30分以上

5時間30分以．上

735，41ρ

285，000

79，000

515，000

176，〔｝00

21，000

14．〔｝

11．0

10．0

凝

凝

2．δcCm

固

固

7分

8分

5分

無

無

無

無

無

数

数

数

．数

数

数
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　　　　　・滴｛

・・ラー・滴

　　　　　・滴｛

〃ラー…

55。　　3α

60。　　…

650　　・・

55。　　　・・

60。　　・・

66。　　・・

55。　　，，

60。　　　・・

6δo　　　・，

55。　　・・

60。　　，，

650　　　　

一・一
55。　　　・・

60。　　　・・

6δ。　　　・・

淡

淡

次

二

次

友

黄　　淡　　次　　黄

青　　淡　　茨　　青

青　　灰　　　　　青

告　　友　　　　　『！量

青　　茨　　　　　青

青　　茨　　　　　青

青　　灰　　　　　青

青　　みこ　　　　青

青　　　灰　　　　　　青

友

次

青

青

青

青

青

青

青

青

青

0．5（15．4）

｛｝．三～　（6．2）

1｝．2ω2）

吐）．5（15，4）

〔｝。2（6．2）

1）．2‘6，2）

仇5（15．4）

〔』

d3　｛9邑3）

〔1．7ζ27．3）

8分
1［）分

24分

　11分

　12分

3時問以上

7分

5分

9分

　前記試験成績に就きて看るに生乳を4二二冷藏したる後低温滅菌を行ひ更に24時

八二藏せるものはアルコホノシ及レヅクターぜ試験に於ては極めて良好の成績を示すも

酸度は滅菌直後に比し0．4の塘加を來たし細菌歎も亦之に相話して増加を示せり・而

して滅菌浬度の上昇に從ひ細菌學的關係も亦漸次良好となう殊に65。於て著しく優良

なるを認む然るに滅菌後28。の艀垣日二三に貯藏せるものは酸度，アノレコホノγ，レヅクタ

ーぜ並細菌試験の成績杢部極めて不良にして杢く礎敗せるを認むべし．次に酵素反慮

の關係を看るにアミラ・一ぜ反臆iは｝f｝藏せるものに在りては24時間纏過後に於ても殆

と墾化なく之に反し28。に貯識せるものは其作用租衰退を示せウ。カタラーゼ試験に

．於ては滅菌後冷藏24時間経過後に於ても其作用に謎化なく極めて良好の關係を示す

も2S。貯藏のものは甚しく異状を呈せり・シャノンヂンゲノレ二二も亦殆と同様の一三を

示し艀卵器内に於けるものは共作用寧ろ生乳よりも張烈なるを認む旧れ蓋し前述の如

く酸度，アノ〆コホノγ及レヅクタ・一ビ牛追こよウて認め導べき孚L質の七化及細菌學的影

響に因るものならんか

　　（3）引時箱及流水中野藏滅菌乳の比較試験

　前記（1）の試験に供せる竜のと同一の生乳にして冷藏三内に23時間（搾乳後240を

間）貯藏せる生乳を取うて三元滅菌を行ひ滅菌直後のもの及び之を更に24時間冷藏
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・箱内に貯藏せるもの拉に同じく24時間19’の流水中に浸漬三二のものの爾者に就き

・鍵戸田験及酵素両両を明し次の成績を得たう

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　十　　三　　表

試　　瞼　　顎　　目

酸

度｛

・……
・物…｛

細峨1｛

　　　　　　・．滴｛

・・ラー・滴

　　　　　　・滴｛

・・ラ…瞼

ゆヂ・ゲ…

加’熱温度及時間

55。

60。

65。

30分

，，

，，

δ5。

60。

65。

，，

，，

，，

55。

60。

6回目

，9

，，

，，

55。

60。

65。

55。

60。

65。

，，

，，

，，

，，

，，

，，

55。

60。

65。

55。

60。

65。

55。

60。

65．

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

55。

60。

65。

，，

，，

，，

55。

60。

65。

，，

，，

，，

減　苗　後　の　纏

㎜藏r菌直後
　（搾乳後24時間♪

　　　　　過　　時　　間

1概轟鼠講丁撫撚離翻

6．6

6．6

（一）

（一）

（一）

（一ン

5時間30分以上

6時間30分以上

5時問30分以上

H8，213

88，246

ゴ24，422

51，367

淡

』茨

一

次

黄

青

害

黄

青

青

青

青

青

0．5（15．4）

0。3　（9．3）

0．2　（6．2）

　16分

　16分

2時間以上

7．0

7．0

7．0

8
1＝l

l＝1

δ時間30分以上

δ時間30分以上

5時閲30分以上

淡：

友

次

次

灰

黄

青

青

青

青

青

沓

青

0．5（15．4）

0．3　（9．3）

0．2　（6．2）’

　10分
　12分

2時間以上

7．2

7．2

7．2

1＝l

l二；

1＝；

5時問30分以上

δ時間30分以上

5時問30分以上

1，979，950

1，357，6SO

113，140

390，000

320，000

　7δ，000

淡

友

次

灰

0．5（15．4）

‘），3　（9．3）

0．2　ぐ6．2）

黄

青

青

青

青

青

青

青

青

　11分
　13分
2時…問　以　上

前記成績に徴するに滅菌後24時間冷藏せるも9は（2）の試験に於けると同様に其

鮪
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，

酸度0．・1を塘し24時π野流水中に保存せるものは0．6を塘加し二等の二化に相慮して共

細菌数も亦塘加を示せり．而して酵素反癒中アミラーゼ及カタラーゼの作用は冷臓窟

三流水中保存のものも共に滅菌直後と殆と麺化を認めず・シャノンヂンゲノγ反慮は何れ

　　　　もも10分以上を示し殊に65。滅菌のものは55つ及60つものに比して極めて長時間を要せ．

るは注意すべき庭なり

　第6宍下士

　本試験に供用せる生乳は6∫PO日午前7時30分荷な記と同一場所に於て同一方法に

依りて滅菌共野付硝子1鼠中に分取せるホノγスクイン種の混合乳にして直に密栓の上氷．

詰として可及的迅速に運搬せウ比重1・（［31を有し外観」じ他に異歌を認めず

　（1）冷蛮箔内貯臓生孚しの試騎

　前記1生乳に就き試験室到着直後（搾乳11白白後）並4時聞（搾乳5時聞後）戸戸箱

内貯藏の後先づ麸敗試験並酵素反回を楡し叉！合入市乳瓶詰となし前記の如く王冠コ

ノンクを施して冷藏三内に・23時間及50時聞貯嶽したるものに就き同様に試瞼しヲくの．

成績を得たり

　　　　　　　　　　　　　　第　　十　　四　　表

一州灘蕎劉，姦乳後織，：議轟鑑1、漏翻，

酸
度［

6．5 6．8 7」｝ 9。2

アル　コ　ホル試験
（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一ノ
δ．1）CCm

　　　　　　　ぼレヅクターゼ試駿1 5時間30分以上 　　　　　　　・・糊3・以上刎 2：；分

蒲・講
o1：雛i 5，657

5，650

67，SS壬

G2，S7｛1

・・ラー・試・轟

　　　　　監4滴

淡

淡

淡

黄

費

黄

淡

淡

淡

黄

黄

黄

　　　　　　　　1カ　タ　ラ　一　ゼi弐黙1 1．0（30．9） 1．0（30．9）

淡

淡

淡

貰

黄

黄

1．0（30．9）

淡　　　黄

淡　　　黄

淡　友　黄

1．2（37。1）

　　　　　　　しシャルヂンゲル反歴：i
　　　　　　　」

9分 9分 6分 2分
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　前記の成績に就きて看るに生乳及11。冷藏乳に於ては搾乳後5時間貯藏の揚合には；

前記多鍛の試験成績と同様に新鮮度及酵素反慮等に於て殆と何等の麺化なく三二23

時剛・及ぶとき職野面・画し之ゆ賦て繊撫亦肋し粘∫シ・ルヂンゲ・・

反慮も9分よウG分に短縮せるも共他に攣化を認めず更に50時問の長きに及ぶときは

酸度，アノンコホノγ及レヅクターぜ試験拉細菌的關係杢部不良に陥うシャノレヂンゲノレ反

慮も亦2分に短縮せり然るにアミラーゼの作用は特に減退を認めず据れ既述の如くウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
エーゲマン氏の成績とよく一致する所にして此酵素は乳汁’を低温に保存するときは乳

汁中の細菌の塘殖等によりては著しき影響なきもの＼如し．シャノγヂンゲノγ反慮は本

試験の成績に徴するも細菌的影響を受くるものなることを玉出し得べし

　（2）冷藏箱及艀卵器内貯藏滅菌乳の比較試験

　前記（1）の試験に供せるものと同一生乳を取りて搾乳後5時間経過（4時間冷臓箱内’

保存）の後之を63％65。，70。，80つ．及100’にて30分間滅菌し先づ滅菌直後に於て麺敗試駿

及酵素反面試験を施し叉男Uに1合入市乳瓶に詰めたる楡乳を同様に滅菌したる後悔藏、

箱及2S。の購卵裏面に保存し24時間を経過せる後面に就き再訟鍵敗試験並酵素面癖

を検し次の成績を得たウ

　　　　　　　　　　　　　　第　　十　　五　　表

試　　瞼　　項　　目

明

　　　　　　　I

滅苗温度及時間
滅　　宙　　後　　の　　維　　過　　時　　悶

減　菌　直．後　　溢時間冷戴　　24時間卿卵器
（搾乳後5時間）　　f搾乳後29時問）　　（搾乳後29時間｝

6留　3・分l

　　　　　I65。　　　，・

7〔｝。　　　・・

so。　　　・・

10〔｝。　　　，・

63。

65。

70。

80。

100。

，，

，，

，，

，，

，，

6．S

6．8

．7．0

7．0

7．0

7．α

7。o

（一｝

（一）

（一）

（一）

‘一）

（一，

で一）

（一）

（一）

（一）

（一）

『（一，

（一）

（一♪

13．8

14．0

8．2

10．S

7。0

凝

凝

凝

（一〉

（一）

固

固

国

富
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レヅクターLゼ試馳
　　　　　　　1

63。　　30

650　　・・

7〔，。　　・・

80。　　　，・

1∩0。　　，・

糸田了有『幽幽；翁

直接桧鏡

亭板培養

　　　　　　　　‘

・・ラ

　　　　　　　　1

・…一

6：｝。　　　7・

65。　　・・

π｝。　　・・

80。　　　，・

100。　　・・

63。　　，・

α5。　　　・・

70つ　　　，・

SO。　　　・・

100。　　・・

e｝3。

6ろ。

63。

65。

63。

63。

，，

，，

，，

，，

，，

，，

63。

65。

70う

，，

，，

，，

5　03…問30分以上

5時聞30分以上

5時悶30分以上

5時間30分以上

5時聞30分以上

0

　0

　0

500

200

100

δ時間30分以上

δ時間30分以上

5時m30分以上
5　0￥rI030分以上

5時間30分以上

56，570

20，265

1s，り∩「｝

つ5〆｝α〕

δ5，りPo

δll，「lol）

51，り。‘｝

4‘㌧000

二次青
茨　　　青

力こ　　青

次　　　青

次　　　青

茨　　　青

0。2（G．2）

0．2（6．2）

0

炭

力こ

友

青

青

青

青

青

果

（、．2　（6。2）

02ω，2）

0

シヤルヂンゲル反庶

63。

65。

70。

SG。

1α｝。

。　i　12分
，， x。鋼以上
・｝塒問以上

：：ll麟綴圭
　　｝

　10分
2’時問‘以上

2時問以上
2時問以上
2時問以上

　　　5分
1　1き芋rll】　30　ラ♪

1時問40分

1時問40分

1時問30分

，無

無

無

無

無

無

無

無

無．

数・

数

数

数

友

タ

次

友

青

青

膏

青

青

青

　5分
1時悶　30二分・

2時間以上
2時問以上
2時間以上

　前記成績に就きて看るに滅菌後24時間冷藏せるものは前段試験の場合と同様に各

温度に於ける滅菌乳共に共酸度0．2を墳加し之に和慮して細菌数の塘加を示せる外ア

ノγコホノレ及レヅクターぜ試験は何等の遜・化なく良好なり．然るに滅菌後24時問解卵

・器中に保存せるものは滅菌温度によりて夫々異なれる關係を示せわ．部ち酸度は100。

滅菌のものは冷寂の場合と同様に僅かにO．2を増加せるに過ぎざるも8｛，。以下の滅菌

乳は著しく酸度を壇下し殊に70。未満に隔て甚だし之れ乳酸菌の生存と否とによウて

然るに非るか．而してアノγコホノγ三三aに於ても亦酸度と一致してδ0。以下の減菌乳は
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何れ竜不良にして1000滅菌乳のみ良好の成績を示せう，次にレヅクターぜ試験の成

績を看るに63。滅菌乳最も不良にして65。，70。及80。に於けるもの之に次ぎて不良

を示し100。加熱乳も亦優良とは稻し難きも爾他のものに比し遙かに優れう然れども細

菌學的關係よう看れば高温度に於ける竜のも共に不良に陥少目アミラーゼ試験は滅菌’

温度63’以上のみなるを以て冷藏及解卵一中に貯藏せる揚合一に滅菌直後と殆と攣化

回しカタラーゼ数は63。及65。滅菌乳共に0．2にして冷藏によう転化なく70。に到

れば其作用消失するを認む．シャノレヂンゲノレ反慮は本試験に於ては65。以上の滅菌乳．

は何れの場合竜共に1時問以上の長時間を示し63。滅菌乳ば冷藏の場合は10分を示．

し滅菌直後と大差なく之に反し艀卵器中に貯藏せるものは5分に短縮し第5次試験に

於ける竜のと同様の成績を示せう

　（3）24時三二藏生乳の滅菌三二卵三内貯藏試験

　前記（1）の試駿に供せるものと同一生乳を前記の如く牛乳瓶に取う冷藏箱内に231

時間（搾乳後24時間経過）貯馴せる後之を前記（b）及（c）滅菌法に依りて滅菌し

一は滅菌直後他は之を更に24時間2S。の購卵器中に保存したる後之に就き鍵敗並酵

素反慮を麟験し次の成績を得たク

　　　　　　　　　　　　　　第　　十　　六　　表

試　瞼　質　　目，

酸

度｛

∵・■

助・一／

滅菌温度及時問

65。

70。

8〔，0

10〔IQ

30分

，，

　

，，

65。

7〔ρ

80。

100。

，，

，，

，，

，，

65。

70。，

80『「

100。

　

，，

，，

，，

減萬直後（搾乳後24時間）

6．8

6．8

6．8

6．8

（一）

（一）

（一、

（一）

6時問30分以上

5　日芋「10　30　亥》以上

滅荏「後24時間艀卵器内
貯藏（搾乳後48時間）

14．0’

7．8

10。4

7．8

凝

凝

2●5cclu

r一）

（一）

固

固

55　　分

40　　分
55　　　分

701　　分
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・・ラー

oiii1

30分

，，

，，

，，

，，

，，

39，599

2，432

　（l

r；4，60‘1

1，ち00

　1δ0

数

数

放

65。

66。

6δ。 ，，

力三

友

青

山

青

次

誘・：

友

青

青

青

・・ラ細

，，

，，

，，

0．3　（9。3♪

o

o

〔〕

0．S　（24．7）

‘）．55（17．0）

1．0（30．9）

〔レ．8　‘24。7）

65。

7〔ρ

80。

100。

，，

，，

，，

，？

2　時　問　以　上

2時　問　以　上

2時　間　以　上

2　時　問　以　上

21分
45分（殆脱色）

55分（殆脱色）

2　時m以上

　本試駿の成績中24時間白白生乳の滅菌直後の早態を前段試験に於ける4時間冷藏．

援滅菌直後のものと比較するに共細菌数は供用せる生乳中の細菌数に比例して差異を

來たせる外酸度，アノンコホノレ，レヅクターぜ試験管酵素二二の關係は爾者llTれも殆と全

く同様にして滅菌後艀卵話中に2蓬時間貯嶽のものも丁丁酸度，ア〃コホノン試験，アミ

ラーゼ反刃及細菌磁針係は前段試験の場合・と同一なう而して70G滅菌乳の酸度80つのも

のに比して遙かに低きは奇異の現象と認むべく後日再試駿によウて之を確定せんこと

を期す．レヅクターぜ試験に於ては前段試馳に比し一層不良の成績を示せう．カタラー

ゼは前記試験に於ける加く70。以上の加熱によウて共作用消失する竜夏に細菌的汚染

にようて典作用復活するを認むべし．シャルヂンゲル反歩は滅菌直後に在うては各温

度にあけるものは共に2時間以上を示せる竜町卵器申に23時間貯藏後に於ては100。

滅菌乳のみ同一妖態を保ち爾他のものは其反慮滅菌温度の低下に租比例して強盛とな

れり・即ち屡々継述せる如く本反癒も亦細菌の影響を受くるものと認めざるを得ず

　第7家試験
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　本試駿に供用せる生乳は6月13日午前7時30分府下代々幡町代々木字西原日英

舎搾乳場に於て搾取せるホノγスタイン種の混合乳を冷却機を用ひて冷却せる後滅菌共

栓付硝子瓶中に分取し直に密栓の上氷詰として可友的迅速に蓮搬せるものにして比重

1．030を有し外観其他に異歌を認めず

　（1）冷藏箱内貯臓生乳の試1瞼

　前記の生乳に就き試験室到着直後（搾乳1時間後）のもの及4時間（搾乳5時間後）

冷藏箱内に保存せるもの並に1合入市乳瓶詰となし丁丁二丁に23時間二二せるもの

に就き歩留試験並酵素反慮を嚇し次の成績を得たう

　　　　　　　　　　　　　　第　　十　　七　　表

試　　瞼　　項　　賃
搾 乳 後 の 終 過 時 旧

i1劇（識室二二15醐（特齢脚 24時間（23時間量目）

酸 劇 6．4 6．4 6．8

・ル・勅試副 （一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

・ヅクター・曲面・蝋・・分以上 〔塒・脚棚上

緬試瞼諜罐

　　　　　2滴
アミラーゼ試駒13滴

　　　　　3滴

淡

淡

淡

黄

黄

黄

1，657，100

622，270

淡．

淡

淡

黄

黄

黄

3，003，600

δ53，000

淡

淡

淡

黄

黄

黄

・・ラ疲試剛 0．8（2r壬．7） （，．9（27．81 1．0（30。9）

シャルヂンゲ1レ反癒 9分 9分 6分

　前記の如く今次の試験成績も亦第5及第6次の雨試験に於けると等しく生乳は4時

、間冷藏（10。一11。）にては共酸度鍵化なく冷藏23時間に及ぶときは0・2を塘し細

菌数も亦之に相懸して増加を來たせり而して第5及第6次雨試瞼の場合に比して共細

茜数遙かに多きは本試1瞼に於ける生乳は前述の如く搾取後冷却機上に流下せしめ以て

室氣中露出冷却法を施したるものなるを以て共際空下中の雅菌に依うて汚染せられた

るものなるべし．次にアノレコ．ホノン及レヅクターゼ試験に於ては極めて良好の状態を示
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しアミラーゼ試験は第5及第6次試験に於けると同様に1％澱粉溶液4滴添力11の場合

にも亦淡黄色を呈し共作用爾他の揚合に比し租張盛なるを認む叉カタラーゼ数は細菌－

歎の塘加に比例して租壇加ぜるを想像し得べし．シャノンヂンゲノレ反慮は第6次試験の

揚合と同様に23時問冷藏によう脱色時間9分よう6分に短縮し其反慮張盛となれる

即ち細菌汚染に亭亭あるを思惟せしむるに足るべし

　（2）流水中保存滅菌乳の試験・

　前記（1）の試験に供せるものと同一生乳を・一合入牛乳瓶に詰め冷藏箱内に保存し一

は搾乳5蒔間後に於て他は搾乳24時間経過後に於て滅菌し何れも流水中に24時問．

保’存したる後之に就き試験し次の成績を得たう

　　　　　　　　　　　　　　第　　十　　八　　表

試　　瞼　　顎　　口

度

アルコホル試験

・〃一・
　　　　　　　隻

　　　　　直接桧鏡

細■

減苗温度及時聞

5δ。　　30分

60。　　　・・

65。　　　・・

7（ρ　　　・・

80。　　　・・

100。　　　・・

5う。

60。

65。

70。

80。

100。

，，

，，

　

，，

，，

，，

55。

65。

70。

，，

，，

，，

55。

60。

65。

70。

80。

1000

，，

，，

，，

，，

，，

　

搾乳後5時開纏過生乳を
減菰後24時間流水【P保存

6．8

6．6

6．6

6．6

6．6

6。6

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

2時間50分
5時間30分以上
5時問30分以上

1，810，240

1，753，670

84S，550

90δ，120

搾乳後24時問終過生乳を
減菌後24時問流水中保存

7．0

7．0

7．0

7．0

7．0

7．0

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

2時間

5時悶30分以上
5時悶30分以上

406，534

275β94

91，79S

SS，249

5，657
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隔1
　　　1

・・ラー

シヤルヂンゲル反鷹

’

550

6〔P

65。

70。

80。

100。

　

，9

場，

，，

，，

，，

55。

60。

55。

6〔，。

5δ。

600

，P

，，

，，

，，

，P

，，

55。

69Q

65。

7〔｝。

，，

，，

，，

，，

55。　　　・・

60。　　　・・

65。　　　，・

70。　　　・・

80兄　”

1，598，450

823，δ00

285，500

230，000

淡友　黄
炭　　　青

友　　　青

立　　　青

目　　　青

次　　　青

0．5（15．4）

0．2（6．2）

0．1　（3．1）

0

　　10分

　　12分

　　18分

　　40分
2　時…　問　　以，　＿ヒ

860，000

800，000

380，000

6，000

　1，000「

淡友青
友　　　青

友　　　青

友　　　晋

灰　　　青

友　　　青

α6（185）

0．3（9．3）

0．2　【6．2）

0

　　7分
目　8分
　　24分
2時　間　以　上

2時　間　以　上

　前記成績に從ひ搾乳後5時間及23時間経過の生乳を滅菌後共に流水中に33時間保

存せる場合の朕況を看るに酸度は各滅菌温度に於けるものも共に滅菌前に比し0．2（只

』一 ﾌ例外あのを増しアノγコホノン試験及アミラ・一ぜ反鷹は全く同一成績を示しレヅク

クーぜ試験も亦殆んど同様にして細菌の關係は供用せる生乳の陳久なるに準じて共数

多きを認む殊に70。以下低温滅菌に於けるものに於て然うとす．カタラーゼ数も亦細

菌数に準ぜるが如くシャノγヂンゲノレ反慮に於ては55。及60。滅歯乳は前述の細菌的關

係に一致するも65。及70。のものは寧ろ反封の現象を呈せり．此黙は後日爾ほ多藪の

實験に依りて之を確定すべし．

　　　　　　　　　　　　六．基礎的調査試験成績一覧表

　前記7回に亘b施行せる試駒成績に從ひ生乳及各温度に於ける滅菌乳に就き夫々其

酸度，アノγコホノγ，レヅクターぜ及細菌試験並にアミラーゼ，カタラーゼ及アノレデヒ

ードカタラーゼ（シャノレヂンゲノレ三巴）の各酵素反鷹の成績を総括して・一覧表を示せば
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次の如し

（1）生 乳

第 十 九 表

試　瞼
：項　目

酸 度

醸騰瀞1，欝繋

1

2

3

4

5

6

7

アルコホ

ル試験

1

2

3

4

5

6

7

6．4

7．2

7．0

7．0

6．4

6。8

6．4

レヅクタ

ーゼ試験

（一）（一）

（一）　（一）

（一）（一）

（一）（一）

（一）　（一）

（一）　（一）

．（一）　（一）

1

2

3

4

5

6

7

細萬
試識

凹凸〔51

　　　　し培養1

糊・｛

懸｝・｛

カタフー

ゼ試験

1

2

3

4

5

6

7

5窟享窪5霧。分以．ヒ

5醇間「｝り分以上

5時問激）分以上

5噂認匁）分以上

5蒋三コ39分以上

0．8｝（26．2）

0．8（24．7）

0．8（24．7）

0．9（27．8）

1．0（30．9）

LO（30．9）

0．8（24．7）
　　　　　」

1。0（30。9）

0．9（27り8）

14時問冷刻
‘搾乳5時

間後）

6．4

6．8

6．4

：17時問冷戯
（搾乳18時

間後）

欝畏誇1欝ぎi時

6．6

7。4

7．6

1沿へ薪　δ00111冷燕！17時間室温123時間室問

6。6

7．2

6．6

7。0

6．8

9，2

1纒L・8時三戸L24時

9．0

9．1

（一）　（一）

（一）（一）

（一）（一）

5屡き写二i翼P分以．ヒ

5茸妄写巳：；「｝分以」二

339，420

300，000

　　5，657

　　5，650

1，657，100

　622，270

0．9（27．8）

1．0（30．9）

LO（30．9）

0・9（2乙8）1

F（＿）

／＝；

（一）

（一）

‘一）

5旦ぎロコ30分・以」土

5時聞勧分以上

　　／ユ以．ヒ、

3隠醤色ノ

1．0（3α9‘

L5（46．3）

1．2δ（38．5）：

（一）（一）

1一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

5噂鵠30分以ヒ

5菩鷺宏）分3ユ上

5醇鷲1；」分以上

5菖町：；9分以上

5時罵’｝：，分以上

　499，040

　425，600

　67，8S壬

　62，S70

3，003，600

　853，000．

5ccm

2．5ccm

2．5ccm

23分

無　数

無　数

5分

3分

1．2（37。1）：

1．9（58．0）

0．9（27．8）

L4（43．2）

LO（30．9）

1・0（303）」

1．2（37．1）

「1．5（46．2）

　2。1（硯．8）

2．8（86．2）

3．8（117．4）
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ア

ラ

吃1

ゼ

試

ｱ

」

　｝

　／

瞭

　／

’シヤ’ルヂ

ンゲル反
ぐ恋

1

2

3

4

5

’6

7

1

2

3

4

5

6

7

1

2

3

4

5

6

7

1

2

3

4

5

6

7

・淡

．淡

淡

淡

淡

’淡：

淡

淡

淡

淡

淡

淡

淡

淡

黄

三

三

三

三

三

碧

黄

黄

四

脚

黄

黄

黄

淡黄微茨

淡黄微灰

淡黄菅友

淡黄菅
淡　　黄

淡　　黄

．淡　　黄

　39分

　16分

　20分

18－19分

　25分

　9分

　9分

淡　　黄

．談　　黄

』淡　　黄

・淡　　黄

淡黄微友

’淡黄微次

・9分

7分

淡　　黄

淡　　黄

淡　　黄

淡　　黄

淡　　黄

淡　　黄

淡　　黄

淡　　黄

淡黄茨
淡　　黄

淡　　黄

淡　　黄

10分

8分

9分

9分

淡　　i黄

淡　　黄

淡　　黄

淡　　黄

光　　長

齢　　黄

淡黄微次

淡黄微次

淡次黄

8分

5分

3分

淡　　黄

淡　　黄

淡　　黄

淡　　黄

淡　　黄

淡　　黄

淡＝　黄

淡　　黄

門　　黄

淡　　黄

舌　　黄

淡　　黄

淡黄微灰

淡黄後友

淡友黄
淡　　黄

淡　　黄

淡　　黄

8分

4分

9分

8分

6分

6分’

淡　　黄

淡　　黄

淡次黄

2分

淡　　黄

土　　牛

膝語釈茨

淡　　十

三黄吟友

淡黄層次

5分

4分

淡黄微友

淡　　黄

淡友黄
淡黄微炭

淡友黄

淡友黄

4分

4分

　　（2）滅　菌乳

汁二十表　　酸　　　度

試験室到著直後の践菌乳
i搾乳後1時問経過）

冷戴4時問後の滅菌乳
i搾乳後5時問経過）

マ識17昨

竚繧ﾌ誠
ﾛ乳

冷藏23時問後の滅菌乳
i搾乳後24時間経過）試　瞼

?e

試験回次

盤 濃 滅苗

ｼ後

滅菌後
笵ﾔz4
條ﾔ

麟蕪

　55。

；滅苗乳

2

3

4

5

7

7．6

6．4

7．2

6．8

6．8

14．0

7，6

6．6　　7．0 7．2

7．0
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　　600

門馬乳

　　65。

減萬乳

　　700

減苗乳

　　63。

減蔚乳

　　800

減菌乳

　　100。

滅菌乳

2

3

4

5

7

2

3

4

5

6

7

一

一

一

4

5

6

7

一

一

一

一

一

7．5

7．5

一

一

一

一

一

6．4

一

一

7．1

一

一

一
7．1

一

6，8

一

一

6．S

7。0

一

6，6

一

11．0

7．6

一

α6

10．0

14．0

7．6

一

一

一
6．6

6．8

一
7．0

一

一

7．2

7．0

7．0

一

7．2

7．0

一

14．0

7．1

7．0

一

6．6

一
8，2

一

6．8

一 i

7．0

一
7．8

6

6

7

6

7

一
●

6．8

1 1

6．8

一

一

7．0 13．8
一

7．0

一

7。0

一
6．6

10．8

一

6。8

7．0

10．4

6．6

1

7．0

一 F

6．S

7．〔1

7．8

一

舞㌻ニートー孝ξ アノレコホノレ試験

試　瞼

頓　目

　　55。

誠黄乳

　　6〔，o

男臼乳

試

瞼

同

次

●

2

3

4

5

7

誤1潔灘醤評乳1 「告寡芝4μ芋π珂｛灸の江ミ四丁孚L

　（搾孚しそ灸5睡芋r：1】誰護邉）

；．’1『芝［7江駐

π！1～・乾乏）夢．呈

丘’i．・ん

～缶環～21誼厨司後の江ミ憲r孚L

　（f｛言孚Lぞ妾12403頂1糸霊過）

減菌

直後

1轡：三三i三三一三；：1難生il三三一三1二

一

2

3

4

5

一1
’　脚　一
　」

一

一

（一）

（＋）

1

（一）（一）

一

一

（一）（一） 一

F

（一）（一）；

＿1＿
；（一）（一）圏

l
l（一）　（十）：

i レ
i（一）　 （一）．

　一　　
1

凝固1 一　　 、（一）（一）

一

（一）（一〉　　一 凝固

一　　1（一）（一）　　一

　　　l　　　l

’（一）（一）

一

一

一

（一）（一） （一）（一）． @一
（一）　（一）．　　一

　　　　　1

一

（一）（一）（一）（一）

　　　　　　　　　　1

（一）（一）．

I　　I
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　65。

戯菌乳

　70。
；滅菌乳

　63。
’滅歯乳

2

3

4

．5

・6

7

畢

31＿
・4

6

7

6

　、び　レ6、

’滅萄乳　　7

　幽1∩o。．

；滅萬乳

6

7

（一）（＋）

（一）（一）

（一）（一）

（一）（一）

（一）（一）

（一）（一）

（一）（一）

一　　（一）（一）

（一）（一う

2，5ccm

凝固

（一）（一）

凝固

（一）（一）

凝固

凝固

（一）（一）

（」）（一）

（一）（一）

（一）（一）

（一♪（一）

（一）（一）

（」）（一）

（一）（一） （一）（一）

（一）（一）

2，5ee皿

凝固

（ 一）　　 （　一 ）i　　　　　

一

凝固

・（一）（一）

（一）（一）

第二十二表 レヅクターぜ試験

。試　瞼

‘項　目

　．55。

鳶成田孚い

　’6σ。

i滅菌乳

　63。

滅菌乳

　65。．

滅菌町

回

瞼

野

次

2

3：

一蛙

∫5

7

2

3

4

5

6

2

3

4

5

6

7

試瞼室到清直後の
滅菌乳（搾乳後1時
間竹工）

倭琴4時間後の減菌乳
（搾乳後5時間謹聴）

輸藏17
時岡壕
の離離

日日21塒別後の滅蔚乳
G窄孚しそ麦24時＝悶糸総隈D

滅菌滅蔚後
　　冷機3
直後i時開

面面後繊萄
室温18
時間

3時躍冒lo分

直後 1灘緯購

5時間39分
以上

5時問3σ分
以上1

：5時問30分

四分

5μ糊30分
以上

5噂聞30分
以上

鯉1り分．

1
．5時聞3G分

以上

2時問50分

一　　i謄9分1　－　　i輩轡’分　　一

5時問30分
以上

鱗卍∫幻勢

以4ガ

5時開30分
ユ上

50芋問30分

以上

，

5時問30分
以上

5時聞切分
以．ヒ

5時聞30分
以上

7分

8分

δ分

．滅萬　滅菌

直後　直後

5時聞3σ分．＿
以上

5分
1時問30分

5時聞：玲分

以上

5時聞39分
以上　　　　一

5時間1り分

以上

5町を問！幻分

以上

騨隆繍繋

5島欄1日分

以上

5時問！㍉）分

以上

50期3G分
以上

2時問

5時聞30分
以上

5噂問3【〕分

以上

5時間1｝o分

以上

5峙問1狙分

以上

55分
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　7〔，o

減苗乳

　80。

減菌乳

　100。

減萬乳

4　　－

6　－

7　一

6

6

5昨悶3り分

以上

5昨問Ψ分
以上

　1
　5蒋閃39分
一　似上

　1

5醇灯｝3分

以上
50享目コ395｝・

以．ヒ

10婁調D分

5畦閃’｝り分

以上

5コ亨間30分：

以上
・1時悶｛」分、

50岡窪。分　＿
以上

｛蒔虹り分．

●　1
　5コ隅3」分
一　 ！以上

　9

50璃1ン」分

以上

40分・

55分一

70分・

第二十三表　細菌試験

直

接

鏡

平

試

瞼

顎

目

試

瞼

回

次

55u
菱｛

6〔1。

霧｛

63●

蓄

乳

量｛

711。

菱｛

藪〔戸

菱｛

5

7

5

7

6

5

6

7

6

7

6

7

試瞼室到茄直．

後の減苗乳
（搾乳後10芋ll；1糸室過）

冷殿4時間後の減黄乳
　（搾乳後5時問出過）

1冷城17；

1時間後

i廼
冷裁23時悶後の滅黄乳

（搾乳後24時間経過）

欝一昨欝旧離辮轟濃
203，652．一

183，596

0

0

一　一　　　〇

＿1＿
」＿

735，410 　一　　無数
1，810，2401　一

285，000． @一　 ．無敷

一　　　1，753，670．　一

・鯉；

響‘〔L

848，550

無数

無恥

20，2Gδ，一　無数：一

一　　　　905，120．　一　　　　一

、18，0QO，　一 無鍛

膿…一難麟

繭，。

菱｛

556

菱｛

6u。

菱｛

禰。
鍔

乳

61一

．Lq
5

7

5

7

6

一i一　　　一
　1

＿L　｝

一1一
　［

　　　
20，000、一

148，213

1，979，9δ0

8餌2461＿

　　「
39，599・・一

　　2，432一一

15，000．　　一

515，000；

515001一

0・

無数

i1メ598・450．

無数

一i－1嬬（加一i17◎0㎝一　鰍

一トレーi－82銑・・卜

　　　　　　　一－r
　　　　トー　　 一一 @｝一

　　E

一「

δ0〔［ 鋼一

　　　224，422一

　　　ト1・3δ7邸O
戟|

406，5341　－

　　　1

113，140．

275，394

91，798

無数

　　　
一　　無数．

8S，2r…9：　一

　　1

　　無数，

5例一
‘3即od＿．

　　1320，000ドー・
8GO、o（）（，1　＿．

　　1
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板

培

養

聾｛

聲｛

欝｛

100。

舞｛

5

6

7

6

7

6

7

6

7

200

100．一

21，000

55！000

285，500

50，000・　一

一　　　　　230．000

51，900

40，000

無数

無数

無数

無数

無数

51β67

34，600

1，500

150

75，00b一

一　　・無数

＄00，000．∴

一　　無数：

380，000，　一

60，000．
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臼ロ㌻問

肚
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18分・

40分
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一　30分

9分　一
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分

鍵悶

鯉阻
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16分

2酢聞
以上

2時聞
以上

雛問

旗聞

鍵聞

’誰認

＿1＿

一　1－

1－@1一
　ヌ
｝1－

2嚇帽　＿
以上

一　21分

24分1一
　　1

四昨問
1以上

（熱）、

　　＿　 ・554ト

　　　（櫓瓦色）噛
引　2哺i＿　以上　i

十ト型

　　　　　　　　　　　　　　　七・結＾　論

　前記各試験に嘉しては夫々其成績に從ひ総括論述せるも更に杢般の成績に無き牛乳

の加熱度及新鮮度の鑑別に封し酸度，アノシコホノレ，レヅクターぜ及細菌試鹸並アミラー

ゼ，カタラーゼ及アノレデヒードカタラーぜ反鷹の關係を綜合考察すること次の如し

　酸度　生乳は之を10。一11。の冷藏高山に貯藏するときは搾乳後5時間経過に於ては

共酸度に墾化なく18－24時間経過に於て約02度を増加し50時間に及ぶときは9・ひ

以上の不良乳に上するを認めたう而して生乳をユ5．o。一17．4。の室温に於て18時間放置

するも亦同様に9．0以上に達せり．次に滅菌乳に在ウては550，60。及65。に於ける

ものは之を10。一11。の冷藏高士に23時間一声するときは0．4，又流水（19）中23時

間保存するときは0．6程度の塘加を來たし70。，80。及10．0加熱乳は一戸一計流水中23

時間保存に於て0．2程度を糟幸し艀卵器中28。に撃て23時間保存するときは80。以

下の加熱乳は70。の場合を除き何れも共酸度ユ0．0以上に弔しユ00。に於けるものは

0．2－1．oを塘加せしもS⊥1未満に止まれう．70。加熱乳山上10．0未満なウしは奇異の現

象として後日の十二に譲れう而して高温．滅菌法實施當時東京市乳2s6種に竣響き精査せ

る三無に徴するにアノレコホノγ，レヅク弓田ぜ及細菌試験に於て極めて不良の成績を示
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せる検乳にして其酸度之に一致して増加を示せるものは極めて稀にして多くは6．4－

7・5の範園内に在う即ち正常乳と殆と異なる愚なし故に高温滅菌乳の張合には酸度は＝

典新鮮熟瓜に衛生警察的到定上重要なる1項目とするに足らぎるべきを指摘せう（衛・

生試験所彙報第28號112頁墾照）然るに低温滅菌乳に在うては杢く之に反し酸度の・

語漏も亦極めて必要とするを認む即ち前記各試験に際し屡々記述せし如く滅菌後冷七二

に際し時間の纏過によウ酸度漸次増加し之に從ひ細菌数も亦増加を示せるもアノレコホ

ノγ試験に於ては殆と常に二二と認めざるを得ざる状態なわき而して之を細菌的關係よ

り観察するときは極めて高然の事に属す帥ち高温滅菌乳に於ては乳酸菌死滅し低温滅．

菌乳の揚合には然らざるものあればなウ之を要するに加熱乳の酸度は通例8・0以上を

有するものは陳久の疑あるものとせらる㌧も今次の試験成績に徴するに低温滅菌乳に、

劃しては7・5以上のものは新鮮ならざるものと品定して不可なきを認めしめたう

　アルコホル試験生乳及各温度の滅菌乳を通して之を10。一11。に於て24時間晶晶1

するときは本試験にようて殆と何等の異歌を認めず又19。の流水中24時間保存せる

滅菌乳竜亦同様なウき而して15。0。一17．4。の室温に放置せる生乳は17時二部過後著し

く不良に陥り滅菌後2S。にて24時間詰藏せるもの＼中80。以下の加熱乳は悉く凝固を

來たし猫う100。乳のみアノγコホノン試験にようて異状なかうき之を要するに低温滅菌f

乳に封し本山高にようて共新鮮虚言は鍵敗の鑑別試験を行ひ以て衛生的到定上に資ぜ

んとするには湿りに寛大に過ぐる嫌あり只綜合品定上の一助たるを得るのみならんか

　レヅクターゼ試験　生乳は10。一11。にて冷藏23時間に及ぶも本試験の結果は依然一

として良好にして5‘）時間に到るときは酸度及アノγコホノγ試験に一致して悪化を示し

室温（15．0。一17．4。）にて17田￥間放置するときは著しく不良に陥れるは當然と云ふべ

し次に滅菌乳に在りては冷藏の揚合各渥度に於けるものも共に24時間経過するも良

好なうしは生乳の成績に徴し當六出ぐる程にして流水中保存の揚言にも亦良好なうき

室温に18時間放置に際しては60－65。加熱乳は良好の成績を示せう而して28。にて

24時間貯藏の揚合には各温度に於ける滅菌乳共に不良を示し共程度は加熱度の低き

程甚し本試験の成績を細菌試験の成績に封照するに大旧訓に隔て一致せるを認むべし

　細菌試験　直接槍詩法と二面培養法との成績は多くの帳合一致せるも時として矛盾
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を來たせるものあるを認む特に滅菌乳の揚合には培養法に於ける聚落数は直接検鑓法

に依る減数よO超過せざるべき理なるに試駿成績中往々素封の現象を呈せるものあう

．之れ前記東京市乳の試、瞼（衛生試験所彙報第28號113頁）の際に詳蓮せし如く直接

検鏡法の不精確に墓証する竜のなう而して細菌鍛は生乳及低温滅菌乳を通して酸度の

増加に従ひて増加し著しく多気に達するに及び始めてレヅクターゼ及アノγコホノン試験

の成績も亦之に一致するを認む術ほ特に注意すべきは同一生乳を搾乳後5時間以内に

滅菌せるものと24時間冷藏後滅菌せるものとの細菌数に甚しき差異あること是れな

・う即ち後者は前者に比し忌数常に10数倍以上に蓬せるを認めたり

　アミラーゼ試瞼　生乳中アミラーゼ含有の程度は乳牛の種類泌乳の時期等によウて

一定せざるべきも今回施行し得たる山詞内に於て之を観察するに小官等の試験法に依

φては生乳は何れの言合に於ても1劣澱粉溶液2滴及3晶晶加により常に淡黄色を呈

し4滴に至れば時として淡黄色を呈するも多くは淡黄微灰色或は淡黄灰色を呈し痕跡

の未轄化澱粉の存在を示し之を冷記するときは50時間に及ぶも二化なく室温に放置す

ることi7時間以上に及ぶときは其作用幾分減退するを認む次に加熱に依る影響を看

るに55。滅菌乳は澱粉・溶液2滴添加に於ては多くは淡黄灰色乃至淡友青色を呈し時と

して友青色を現はし滅菌面長摂するときは滅菌直後と殆と養化なく室温（15．0『一一17．4G）

～こ放置ユS時間の場合も晶晶と同様にして28。にて24時間経過するときは初め淡友

黄色を呈せるものも灰青色を現はすに至れり3滴添加に依りては多くは淡次青色乃至

次青色を呈し乱れに淡次黄色を呈する乙とあるを認めたり更に4滴添加の揚合には何

れも次青色を呈せり・昏0。加熱乳は澱粉・溶液2滴添加によう多くは友青色を呈し時と

して二次青色稀に淡黄二色を現はし3滴及4滴添加に於ては何れの場合にも友青色を

，呈せう叉65。加熱乳は2，3及4滴の露命合共に全部友青色を呈せう7」。以上の加熱

乳も亦同様なるべきは勿論なウ故に本アミラーゼ試験に依りてユ％澱粉溶液2滴添

加の場合淡黄灰色叉は淡次黄色を呈するときは55。一60。の加熱を示し次青色を現はす

ときは550以上の加熱乳と認むべし3滴添加の揚無心次黄色を呈するときは550程度

の加熱を想像し得べし律って本試験にようて加熱度の判定を行メ・には1％澱粉溶液2

滴及3滴添加を可とすべし
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　カタラーゼ試験　生乳のカタラーゼ反慮は搾乳後1時聞後に於ては二二酸素の容

量（ccm）O．8－1．0にして之を冷噛するときは4時間後には0・9－1・0，17時間後には

1．0－1．5叉23時間後には0．9－1．9なる数値を示し室温放置の場合には17時問後

ユ．5－2．1，2主時間後には2．8－3．8に増加せウ

滅菌乳の田沼を看るに55．加熱孚Llよ015－0・6・60’カn熱孚Lは0・2－0・4・63．加熱乳は

0．2，65。 ﾅ萬乳は0・1－0・2にして700以上の加熱の揚合には何れも陰性を示し各温．

度に於ける加熱乳共に搾乳後二二1時間乃至23時間脛過に於ける生乳の滅菌直後並

に滅菌後冷藏24時間後に於けるものも何れも殆と一様にして攣化なく同値を示せう

而してカタラーゼ反鷹は牛乳中の細菌に關係すること顯著にして高温滅菌に依bて本．

反訴杢く破壌せられたるものも細菌的汚染を受くるときば再び本反慮を現はすに到る

は既に先人の指摘するところにして小官等の試験に於ても亦之を認めた姥Pち滅菌後

28。の艀卵面谷に23時間貯幽するときは65。加熱乳は0・2－0・3のものは0・7－o・8

となり70。加熱乳は。・55ccm，100。滅菌乳は。・δ一1・occlnの酸素量を登生せり但し

55。及60。加熱乳の試験の場合には細菌的汚染甚だしきに拘らず殆と純化なかうしは一

奇異の現象に似たれども各縞合に減て発生する細菌の特質に原因するによるものなる．

べく是等に出しても亦後日再試の上決定せんことを期す

　以上の如くなるを以て本反慮六三によウて酸素の登生量（ccm）0・8以上の揚合には’

生乳，O．6』0．5のときは55。，0．4－0・2の際は60。，0・2－0・1の場合には63’一65。加・

熱乳を想像し得べし陰性反慮の揚合には7ぴ以上の加熱乳と決定して然るべし斯g如

くカタラ・一ぜ試験は高温度の加熱乳並に生乳の到二上緊要なる1項目たるを認むべく

爾他の試験に於て加熱乳たること分明せる場合猫う本反回のみ生乳的数値を示すとき

は明かに細菌的汚染を受けたるものなることを立回するに足るべく共楡乳は著しく陳：

三叉は礎民謡と決定し得べし

　アルデヒード抽出ラーゼ反慮　生乳のシャノンヂンゲノγ反鷹は搾乳後1時問経過のも

のはメチレンブラウの脱色時間多くの揚合16－39分にして10分以上を要せし竜10’

分未漏の場合2例あり之を冷飯するときは時間の経過に從ひ共三二強力とな施Pち共・

脱色時間は搾乳後5時聞経測ζ於て多’ ｭは8－9分（10分のもの1例あ6）18時間、
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・後に於て3－8分，24時間後に於て4－9分叉冷戴50時間に於て2分を示せ6而

して室温（15．OL　17．4。）にて17－23時間放置するときは二二二一・層：甚だしく4－5分

の脱色時間となれり次に滅菌乳の朕況を看るに55。，60。及63。加熱乳は搾乳後1時

欄の滅菌直後に於ては15－35分，搾乳後3時間（冷藏2時間）後の滅菌乳は12－25

・分，搾乳後5時間（冷藏4時間）経過せるものの滅菌直後に在うては10－12分（8

分のもの1例あう），搾乳後ユ8時間（二三17時間）’のものは6－7分，同じく24時

澗（三山23時間）経過せるものは16分を示し滅菌後之を三二するときは時間の経

過に從ひ三鷹弧盛となるものあう或は反封に嚢退するものあうて一・様ならざるも10

一一P2分の二色時間を示すもの多く時として6－S分のものありたう滅菌後艀卵器中

28。に貯生せるものは5－7分にして何れも10分未浦を示せり・70。以上の加熱乳

．は搾乳後1時間乃至24時間冷藏生乳の滅菌直後並に滅菌後3－24時間｝令藏の竜のも

共に脱色時間2時間以上を要し65へ加熱乳に於ても亦殆と同様にして只2回20－21

・分の例外を搬見せるに過ぎず滅菌後28。の如き高温に24時間保存するに70以上の

一加熱乳は搾乳回忌藏4－5時間程度に於ては依然として鍵化なく65。乳に於ては2時

澗未浦となり時として甚しく反二二盛となるものあうたり然るに冷藏24時間の後滅

「回せるものは100。乳のみ鍵化なく爾他のものは何れ竜1時間未満に麸ぜう

　之を要するに本反鷹に依うてメチレンプラウの脱色時間2時間以上の揚合には65。

乃至70。以上の加熱乳なること明かにして10分以上40分の場合には55L65。加

．熱乳と見倣すも大過なかるべく他のアミラF一ゼ，カタラ，一ぜ及オキシダーゼ（ストリ

ヒ反慮）試験の結果と綜合到定を行ふときは共加熱度を推定し得べし而して後述東京

’市乳の試験に際し本三鷹試験に依1うては2時間以上の脱色時間託ち65L70。以上の加

1熱乳なることを示すもカタラ・一ぜ反回と矛盾せる揚合あるを登見し之に就き研究を進

めたるに：再加熱にようて斯かる異常の現象を呈せるものなることを明にせう

　以上の如くアミラーゼ，カタラーゼ及シャノレヂンゲノγの3反慮試験の結果に韮き綜

・合判定を下すときは生乳並に55。以上70．以下の低温滅菌乳の加熱程度を鑑識し得べ

し70。以上の加熱乳に記してはストリヒ氏反鷹を試験するときはδ0’未三又は以上の

〕加熱を鑑別し得べし術ほ二等の酵素反慮と共に酸度．アノγコホノレ及レヅクターぜ試験
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を施すときは検乳の新鮮叉は陳久乃至縫敗乳なるかを容易に到定し得べく更に細菌試

一．験を行はば一層可なるべし

　前上論述せる牛乳の加熱度の到定は何れも30分間加熱を標準とし之を前提とせる

ものにして30分三半叉は30分以上の長時間加熱の揚町並に生乳と加熱乳との混合

・の場合如何なる關係を示すや等の問題は學げて第2報以下の研究に譲れり

　　　　　　　　　　　　　　八．東京市乳の加熱度試験成績

　上記試験法に從ひ東京市内の販責乳に就き調査せる成績次の如し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　二　十　七　表

検

番
號

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

購　　入

，月日時間

（昭和4年）

10月30日
　（水）

午前10時
10月31同
　（木）

午前7時
10月31日
　（木）

午前10時
10月31日
　（木）

午前10時
10月31日
　（木）

午前10時

1明31日
　（木）

午前10時

11月1日
　（金）

午前11時

施栓歌丁

丁 瞼　　　顎 目

アミラーゼ試験

i酸度2滴13言商14量商

王冠コルク
（紹　　木）

廣　口　瓶
（紙　　栓）

廣　ロ　瓶
（紙　　栓）

王冠コルク
（経　　木）

王冠コルク
（経　　木）

王冠コルク
（経　　木）

・・ﾗ轡
6．S

5．6

友青

田茨
黄

・・
P鋪

。。1備

　1

スol友青

　1

茨青

迷星

友青

灰青

皇運

炭青

斑青

茨青

茨青

　　｝

施「骸

謬コ瀦レ・園傭ト青

早熱睡コ協

11月1日
　（金）

・午前11時

11月1目
　（金）

午前11時

11月1日
　（金）

午前11時

王冠コルク
（キ1レク）

王冠コルク
偬　　木）

王冠コルク
（経　　木）

謝撫％
11月4日
　f月）

午前10時

11月4日
　（月）

午前10時

王冠コルク
（経　　木）

王冠コルク
（経　　木）

7。2

7．4

7．2

次青

痴守

茨青

友青

三四

次青

友r皆

剣備

ao
G淡黄：淡黄馬鹿

　｝

5工船

6．0

5．9

炭心

友青

友青

次青

友青

螺青

次青

ルこ青

カタラ
ーゼ試

0．2

0．3

0，1

0．2

0．

0．1

0．

シヤル
ヂンゲ
ル反照

14－16
分

18分

14分

12分

2時間
以上

12分

2時間
以上

0。2

0ユー0．2

0，1「0．2

1．0

0．

0．3－0．4

16－17
分

11－12
分

16分

10分

2時間
以上

14分

ストリ
ヒ反鷹

十

十

十

十

推定加

熱温度
購入揚駈

栓面の記載

主要事顎

胴輪響プ隣翻
60免65。P暮B

l
l麹町旺三番町
　　　ミルクプ
フント

鯛櫃讐二長町

蝶草叢向柳原

800棘田促署本町
以上某　舎

・冊
遠?｢町

十

十

十

十

十

十

・・
m募一13・

同所　滅菌
（全乳木曜）

某C株式會祉減
薗（全容Lフ｛くH箆）

某Dミルクプラ
ント減苗（全乳
木曜）

某Eミルクプラ
ント滅菌（全乳
木曜）

某Eミルクプラ
ント滅黄（全乳
木曜）

800　淺草1亟こ南手醤荷田丁

以上某　舎

一i灘町
・圃糞草馨南翻

墜轡ルクプラン
1上野公園西郷前

生乳

65。

以上

60。一6う。

600－650

上野廣小路
某喫茶店

下谷匿御徒町
某喫茶部

本郷匿東片町
茉K株式會就

市外巣鴨町
某Lミルクプラ
ント

茉F　ミル’クプラ

ント減耗（高温
滅茜金曜）

茉Gミルクプラ
ント減苗（全乳
金曜）

某｝1ミノレクプラ

ント滅苗（杢乳
金曜）

某1株式會’社滅
萬（全乳木曜♪

某J籾ミ式會祠土滅

菰（全乳木曜）

某J胡ξ式會肚滅
菌（全乳金曜）

同所　減蕾
（全乳月曜）

同所　滅菰
（全乳月曜♪
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15’

16

17

ユ8

19

20

21

22

23

24

25

」功4日
　（月）

牛前1∩些

11月4口
　（月）

牛堀lo時

11月δ日
　（火）

午前1】厩阜

ll月δ日
　（火）

ZF角穿110字

11月δ日
　‘火）

午前11時

11月6日
　（火》

午前iI時

11月6日
　（火）

午前110芋

11刀11日
　（月，

午前10時

王冠コルク
（紹　　木）

王冠コルク
（紹　　木）

廣　ロ　瓶
（紙　　栓）

王冠コルク
（綻　　木1

王冠コルク
糸・｛｛　木）

王冠コルク
（鯉　　木）

王冠コルク
（経　　木）

王冠コルク
（経　　木）

照淵諮％
i早螺i三智垢

7．C［ 友予f 次青

・・
P茨上巳

友青

田青

・・

I・青 姑1婿
　　1

噛1灰、・・

　1　　！
6．4茨青次青
　i　　！

凡。［二一

友青

茨閨

閥青

5」備1締1茨青

　1

1δ．｛・

姉1茨青展青

　　　　1

0．3

0．3

03

14－17
分

14分

十

十

　　　［
盈S－LO
　　　　十分　　・

・・ p劉・

住臆測一

｛｝．2一・0．3 2時聞　　　　十以上

碓蹴・・ルクプ・閣L講
1本郷匿赤木町

ント

1

㈱1`鱗甥懸L講
6躍透羅襲撃

㈱1難砦本町

同所’　減菰
（全乳火曜）

8U。

以上

」雀］巳ミノレクフ。ラ

ント減菌（全乳．
．火曝，

二野黙

呈宰聾避難齢

0．4

0．3

・・ﾞ姻姉巨
　1一一L」
6．3ルこ青白11∫　　　　　灰青　〔1．
　1．i

1日本橋匹城町

笈カフエー

瑚・陣輿車署｛杜

16分
十 …6δ． ?ﾊ璽

　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　

鍵悶＋｝↓鑑腿谷轟三宿

某」株式舎尉減：
菌’（十二火曜）

同所　減茸
・杢乳火曜，

某Nミルクプラ
ント減1省（全身L，

木曜）

某0ミルクプラ
ント浅叢（馬込．
月曜）

2時間
以上　・

班麟一二丁・謄躍乳

堀｝農学獅・紳・・梱一・磨 ・i醐；難辮覧i欝藷て茎乳

26．

2一

霞叢話：癬コ％

旨11刀11日
目（月）

ノF百」110芋

王冠コルク
〔纏　　木）

α81縮1婦量姉l

　l　l　　　｝

　　i
　　，16一エ9
0．3　　　　　　十　　！分

齢難論プ・

αsl備1次㍉！！雄

l　I　l　l
0．4　　7ラ♪・　十

同脈　減菌
（石下t刀開聞，

鏡剰難鯉。、認麟協

・・ 汕ﾔ嫉鉾劉嬬茨團姉卜u 劉一鯛髄＿ルi菱静醤
・・

苑盾撃撃炎w課・・；三友1締1灰青侃 119＿2（1

…分　　＋
1

6醇戯簸編笏町

・・ 苑＠??倩d1唾細・：・5分i・1醇・鞭騨山町：鑑義繍・

義芝Eミルクプラ
ント三笠1全乳．
火曜）

月曜）

31 p熱発・％：・・脚…1卸1琴一20綱・鞭騨！∫ ：支鷺Sミ1レクプラ

1ント1～描（杢乳．
灰ll獅

32 早繋細筆コ％｛唾青1・巌青・腱「IL 　　　S〔［o　’示11田駈望耳麦炉黒房垂

」以上1某牛乳店

「乏℃Pミルクプラ
ント減茸（全乳．

71く曙）

33 u黙灘・新s　…1瞭…1・・i三一13」i・輔欝プ・黙坐1

・・ ﾎ慰藷智略塵芋量

3∂

11月13口
　‘水）

1Fl狗11日茅

ぎ智協・・1鋪

婦1姉ド雌闘L障里離外穽駒
：義讐rミルクプラ

1ント細心義心．
フ1輔提，

36
11月1311
　（水）

午前11時

次脚i・・劉・　醇撃墜町［瀞羅義

斉轍刺二半1・坤分 ・1画聾着金
．遺しVミルクプラ

ント減薦（全乳、
四二）
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37 羅購噛 ・g團嬬… 0．2
18＿20i

分1＋
・圃菱匪響川町 某Wミルクプ

ラント言戚菌（全

乳水曜♪

　前記試不成績を通覧するに東京市内販責乳37種中60。一65。加熱乳と認むべきもの

25種，（内1種は既に外親柱敗状態を呈せの65。一70。以上80。以下のもの2種，80。

以上の加熱乳たることを示すもの6種（内高温滅菌たることを朋記せるものユ種）生

乳と認むべきものユ馬身60。以下の低温滅菌乳に期するもの1種にして写絵の2種は

アミラーゼ及カタラーゼ反比の試1駿成績に徴すれば60。程度の加熱乳と認むべきもシ

ャノレヂンゲノレ反慮に於ては65L70。以上の加熱乳に相當せう該鬼斗2種は何れも同

一配給所の市乳なるを以て更に日を更へて再試験を施したるに全く同一結果を得たり

弦に於て前記の墓礎試験のみにようては之を解決し得ざる黙を登見せるを以て更に次

の試験を途行し以て加熱時問の延長叉は再加熱にようシャノγヂンゲノレ憎憎に如何なる

影響を及ぼすかを調査したる結果前記二四2種は再加熱乳の疑充分なるを認むるに到

れう即ち次の如し

　　　　・　　　　　　再加熱試験成績

供試乳は和田牛乳店より購入せるものにして下府奮…小糸牧揚にて搾乳同店ミノンクプ

ラントに蓮：肥せる生孚しなウ

第　二　十　八　表

桧盟

符號
検　臓種類

加熱後終過
日問及放置∫りこ口

試 瞼 目

副、悶悶繋編「搬副曝
馴繍前の蝋 ・・1劇恥部糾・分1・
BIAを謝せ・もの 1・時・・語中1・・［雄【矧友司・・巨・分，1・

・1・・再燃せるもの1・・關冷風i・・陣1矧酬・・120撒上1・
・■Bを1・醐融せ・もの レ・i酬剣醐・・114－16分｝・
・1・・再燃せ・もの1・劇淋・レ・陣瞬1備1・・一・・1・關肚1・

F　　同 上 螺i搬中ト1■■引・・覗塒聞以上巨
・1脇誕ぎ5、誓拾｝‘蹴流水中1一ト1■一1・・136分1一

Hl同 上　　』 淵騨■■■■・・一・・い9到一
　　D5，生乳5の割合にて1
　　再加熱せるもの

1・時圏流水中1■一一レい・1％一25分1一

」洞． 上 騰騰中1一トトト1・・124分ト
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K喘灘鷲蓼合1二て1・劇薪榊トi一トー・・1・7分i一
L　i同
　1

上 罐　襟1一トトトi・・一・・「・7分1一
・・隠職の場合に加へた 1∴oI淡黄；淡黄灘ξ1α916分ト

　　備考　加熱温度及時問は各62．5Q－63．0。，30分目にして流水中の湖［度は15。叉冷戴箱内の温

　　　　度は9。一11。なり

　　　　　　　　　　　　　　九．総　　　　括

　叙上の試瞼にようて得たる成績中要黙を摘録すれば次の如し

　1．低温滅菌乳の新鮮度乃至憂敗鑑別等術前的試験に封し共酸度の楡定は：最も重要

なる事項の1たる乙とを認めた6之に反しアノγコホノレ試騎は之に重きを置くには絵ム

に寛大に過ぐる嫌あり此面係は喬温滅菌乳の揚合と正反封なう而してレヅクターぜ及

細菌墨壷は低温及高温滅菌の慰者の振合共に緊要なる試瞼事項たるべく殊に低温滅菌

乳の新陳鑑識上細菌本気の必要適切なるを認む

　2．低温滅菌法に依うては滅菌後に於ける生存細菌数は生乳中の菌数に比例し且つ

搾乳後家を10。程度に冷擁するときは登霞数は時間の経過に伸ひ漸次櫓適するを以て

市乳菅業當事者は搾乳後足に滅菌を施し可及的迅蓮に需要者に配面するを可とすべし

　3・アミラーゼ，カタラーゼ，アノγデヒードカタラーぜ及オキシダーゼの4反癒に

ょうて生乳及加熱乳の鑑別並に加熱卍呈度の概測を施行し得るを認むると共に此等の翅

翼は牛乳の新陳鑑別の一助たるを得るを以て低温減生乳の衛生警察運試臓上緊切なる

事項たるを認めしあたう

　4．前記の酵素反慮試験法に依らて市販乳中或は再抑調乳に在らざるやの疑あるも

のを認めたるは興味あることにして裾礁再加熱乳に封ずる鑑別法は未だ文献上之を認

めざるが如し腔來本問題の解決は牛乳取締上極めて必要なるを思惟せしむ

　　　附　某プラント工業所製低温滅菌装置を以て滅菌せる牛乳の試験成績

　本滅菌装置は現在本邦に於て行はる＼低温滅菌方式印ち生乳を63。にて30分聞加

熱の後冷却せるものを直に市乳瓶に詰むる方法にあらず初め生乳を配蓮用硝子瓶に詰

あ王冠コノンクを施したる後之を63。典他所要の温度に於て所要の時間加熱の後直ちに

冷却する竜のにして滅菌後細菌的汚染の機會少なき鮎は從來の方式に比し遙に優れる
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を認めざるを得ず然れども1日数十石の牛乳滅菌の揚合の如き之を大規模に實施し

得ざるは高高とする所なるべし．今之に就き63。及70。度に於て30分聞加熱滅菌の

揚合を試験せしに次の成績を得たり

　　　　　　　　　　　　（1）　63。，30分間加熱孚しの試1験成績

　供試乳は6月ユ0日午前7時30分搾取せる生乳（第14表搾乳後1時間経遇せる

竜の）を63。にて30分間加熱せる竜のなり

　　　　　　　　　　　　　　　　第二十　九表

減菌後纒過時間及保存訣態
試　瞼　類　目 ・時圏關1・一両傭貰）1・時問（室副・塒問（冷荻）i・陶画（室温）

～

酸　　　　　　　度 6．8 α8 7．0 6．8 7．4

アルコホル試瞼
激dクターゼ試験
@（脱色時　間）

　　（一）

@　（一）

T時悶30分以上

　（一，

@（一）

ｯ　　　左

　（一）

@（一）

ｯ　　　左

　（一）

@（一）
ｯ　　　：左

　‘一）

@（一）

S　時　間

細菌試瞼（培養法） 1，670 2，005 2，289 27，497 無数

ア・ラーゼ試験儒 淡　茨　青

?@　　青

友　　・青

ﾍこ　　青

友　　　青

?@　　青

次　　　青

氈@　　青

次　　　青

氈@　　青

カタ　ラーゼ試験 0．2（6．2） 0．2（6．2） 0．2（6。2） α2（62）’ α8（24．7）・

シヤルヂンゲル反感 12分 7分 7分 5分 11分

　　　　　　　　　　　　（2）70。，30分間加熱乳試．験成績

　供試乳は6月13日午前7時30分搾取せる生乳（第17表搾乳後2時間脛過せる

もの）を70。にて30分間加熱せるものなう

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　三　　十　　表

試　瞼　頻　目

酸　　　　　　　度

アルコホル戸山
レヅクターゼ試瞼
　（脱　色時　聞）
細宙試瞼（培養法）

・・ヲー・試験儲

カタラ・一ゼ試瞼
シヤルヂンゲノレ反雁i

滅　憲r　後　純　過　時　問　及　保　存　朕　態

3醐（室温）16醐・欄1・燗（鋼1・・醐㈱）〔・・馴（躍）

　　6．4，

　　（一）

　　（一）

5時悶30分以上

次　　　青

友　　　青

　　0
　　41分

目6．4
　（一）

　（一）

同　　　：左

0

13分

青

青

　6．6
　（一）

　（一♪

同　　　左

　56，570

　　　青

　　　青

　　0

　18分

　6．6
　r一）
　（一）

同　　　左

　3，725，418

茨　　　膏

友　　　青

　　0

　40分

脈

青

青

備考　前記雨試験に於て室温は21。，冷藏は10－11。なり
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　前記爾成績を看るにシャノレヂングル反慮は墓礎的試験の戎績と大ひに異れる闘係を

示せるも如何なる原因によウて然るか全く不明なウ將來の研究にようて之を解決せん．

とす共の他の昇！｛占に於ては何れ竜前上言呂他の成績とよく一一致せるを認むべし

　以上の試験に於て細菌に關するものは技手川端男勇之を搬當施行せり

　　　　　　　　　　　　　　引　　用　　文　　獄

　1．1L　Seligmann；ZむschL　ang．　Cllem。19，1540，ユ90α

　2．P．　Weillstei11；Ztschr．　Lエehensm．56，457，1928，

　3．0．Jenεe11；Le　Laiも　19，622，1929。

　　，…　　　　　　　　　，…　　　　　　19，724，1929．

　　，・　　　　，・　　　　，…　　　　　　19，816，1929．

　4．　Kρnillg；】～lilcllwirtschaf鉱Zelltra董b．3，41，1907．

　5．1㍉、、℃lzmnller；1｝ioch．　Ztschr，125，179，1921。

　6，　、V．、Vedemann；Arbt．　Reicllggesnndlleitsamτe　56，359，1926．

　　　　昭和四年十二月
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有機色素の味に就き、て

技　師久　保　田　　　實

技　生野　添　　英　夫

　有機色素は飲食物の著色料とし慶く使用せられ居れ共其の味に就きては看過せられ

居るが如し．勿論飲食物の漁色料として使用する量は僅少にして足るを以て味に封し

著しき礎化を興へぎるに依る可き竜色素の内にはかなう張き苦味を呈する竜の有る且

つ實際に於ても著色飲食物を食し味の不快なるもの有れば色素の味に就きて調査し使

用者の参考に資せんとす

　試験方法　色素を水面水に溶解し硝子棒を以て舌頭にて苦味の有無を決定せう

　　　　　　　　　　　　　　　　試験成績

A．ユ000倍液にて苦味を有せぎるもの

　アツォブラウ（Azoblau）　　　　　　ビスマノレクブラウン（：Bismarckbrau11）

　ボノレドーS．（B6rde昂ux　S．）　　　　　　コンゴーロート（Kongoro七）

　，クリ、ソイヂン（CIlrysoidin，　Merck）　　エヒトグリュン（Echtgr貢n，　Merck）

　エオジン（Eosin，　K（づima）　　　　　エリトロシン（Erythrosin）

「ギネアエヒトグリュン（Gilleaech七gr廿n）

　ヘノンペチアグリュン（Helvetiagran）

　リヒトグリュン　（：LichtgrUn，　GrUbler）

　オレンヂ（Grange，　Merck）

　オレンヂG一（Orange，　GrUbler）

　ポンソー（：Ponceau）

　フロキシン（Phloxinrot）

　タノレトラヂン「（Tarthraz｛n，　Segawa）

B．飽和溶液にて：苫味を：有せざるもの

　アリザリン（Alizarin　sicc．，　GrUbler）

インヂゴカノγミン（lndigocarmin）

リヒトグリュン（：Lich↓grti皿S．　F．）

オレンヂ1（Orange　l，　Kahlbaum）

オレンヂR（Orange　R，．lsllio）

ポンソー6R（Ponceau　6R）

ゾイレヴィオレ。ト（S蕊urevioleLt，　Grhbler）

ウラニン（Uranin）

アニリン黄（Anilin　ye1】ow，　Merck）
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　アヅ才ゲノレブ（Azogelb）　　　　　　コラリン（Corallin，　GrUbler）

　ヨードエオジン（Jodeosh1，　Grtibler）　ズダンIII（Sudan　III．　Merck　u．　GrUbler）

C．1000倍溶液にて苦昧を呈するもの

　アウラミン（Auramin）

　ブリリアントグリュソ（BrillantgrUn，　Merck）

　ノイトラーノγロート　（Neutralrot，　GrUbler）

　パテントプラウ（Patenむblau）　　トロペオジン00（Tlropaeolin　OO）

D．10，000倍溶液にて苦味を呈するもの

　アニヲングソユン（AniliDgrnn，　Mcrck）

　アウランチア（Aura11七ia）　　　　ノクシン（FIlchsin，　Gr｛ibier，及K（旗ma）

　クソスタノレウ㍉オレッ1・K：rysもa11violett，　GrUbler）

　ゲンチァナヴ｛オレット（GeutianavioletO，　Grtibler）

　ヘリアンチン（Heliantllin，　Merck）

　メチノレグリュン（Methylgrhn，　GrUbler）

　メチノγオランゲ（Metllylorange，　K（旗ma）　　　　　　　．

　メチノレヴてオレ’ット（Methyl　violett，　GrUbler）

　メタニノ〆ゲノンプ（Mqtanilgelb，　Konishi）

一E・100，000倍溶液にて苦味を呈するもの

　メチレンブリユー（Methylen　BluQ，　Kojillla及Morck）

　ヒ●タリン酸（Pikrins菖ure）　　　　サフラニン（Safrani11）

　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　　括

　以上の成績を通覧するに苦味を有する色素は凡て毒性比較的多きものに属し苦味を

有せざる色素の大部分は毒性少なきものにして一少部分は多少毒性を有するものな

う・即ち概して言へば苦味なきものは毒性少なきものなう

　　　　　昭和二年七月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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Abstracts　fセom　the　Original　Papers．

　　　　1．

E．．πo．

De七ec七ion　of：Furacrylic　Acid　in　Soy．　By　Iこ．醗？～電‘gα8α，　R怨しめ。ぬnd

　　　　2．De七ectioロofβ一Naphtol　in　Soy．

魚‘60Ti，エレ．飾？η～．o　andπ1～o．

III　Repor七．　By｝乙κ幅9α8α，．F：

．

　　　　3．Toxikologische　Untersuchunge11茸berβ・Naph七〇1，　als　ein

vierungsmittel　der　Soya．sauce．　Vo11∬1．．πo　u　nd　Y．βん祝αピα．

1（011ser一

　　　　4．De七ection　of　Salicylic　Acid　in：Food　alld　Drink　：By　Iこ

r魚660γialld　T五σα？7zo60．

羅η．・卿8α．，

　　　　5．　Study　on七he　so－called　Pa七hogenic　Bac七．　Coli．　IRepor七．

　　　　：Bact．　Coli．　f士om　Urinary　Infbc七ion．　Vo11皿∠掘るα．

　　　　The　author　isolated　sevell　strains　of　Bac七．　coli　froln　cases　of　u1・inary　coli＿

infec七ion　and　且ve　typical　fecal　strains　frol：［L　the　feces　of　solne　normal　healthア

persolls　and　cxamilled　comparatively　their　toxlcity，　llemolytic　and　lipo15アtie

action．　Ochihi1）rePorted　recently　that　‘‘13act．　coli　from　urinary　infee七ion　js

more　toxic七han　fecal　coli．　The　former．is　hemolytic　agains七blood　corpαscules

of　cattle　and　pig，　while　the　laもter　is　llot．　The　lipolytic　action　of　the　pathogellic

strains　seeIns　to　bo　stronger　than　the　otller．，，　According　to　tlle　author，s　experi－

meI1七s，　any　difドerellces　in　these　poiロts　conld　not　be　foulld　be七weρn　both　groups

of　coli　str昂ills　and　it　seems　to　be　warranted　to　collclude　that　Bact．　coli　ill　urillary

infection　is　notlling　else　thall　tho　illtestinal　Iヌact．　coli．　For　causing　enteri七is，

dyspepsia　and　o七ller　illtestillal　disorders皿ore　or　less　modi且ed　13ac七．　coli（para一

1）　S．Ochiai，　JouL　Hyg，＆111iect．　Dis，　Vol．21，113，　VoL　22，793．

P
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colibacteria　or　dyspepsiacoli）seems　to　be　llecessary，　becaαse　the　intestillal　tractus

may　be　ra七her　familiar、vithもhe　usual　coli・toxin　and　normally　too　resistant　to

l〕eeεしsily　attacked　by　it．　13u七to　the　uriIlary　organs　Bact．　coli　is　a　s七ranger　and

their　resistance　to　this　bacteria　might　be，　in　some　way，　so　wcak　that　it　nlay　be

easily　in且ammated　by　normal　iu七es七inal　Bact．　coli．

　　　　6．　Beitrage　zur　Desinfbktionsmethode　des　Papiergeldes，　der　Briefb　und

der　allgemeinen　Schriften．　HI　Mitteilung．

　　　　Uber　Desinfbktion　durch　fbuch七e　Hi七ze　und　ihre．　einfache　AIlwendungs－

methode．　Von　7τ」ゐ伽UIld　1．砒z｛1面αご‘‘．

　　　　7．On　the　Germicidal　Power　of　Commercial　De＄infbc七an七s．

alld　1；魚πα乙α臨．’．　『．』．．　　幽．

By　7乙∠iゐiろα

　　　　8．DeエNachweis　von　Saponinverbindungen　in　einigen　Schaumerzeu・

gungsmi七七el　der　Brauselimonade．　Von　r型～～tじgαsαulld｝乙伍伽・i．

　　　　9．Uber　die　pharmakologischen　und

SaponingrupPe．　Vonユ乙1ま。．

toxikologischen　Wirkungen　der

　　　　　10．The　De七e㎜ina七ion　of七he　Hy血ogen－lon　Conceコ七ration　in七he

Mineral　Waters　of　Japan　and　Water　of　The　Tokyo　Cen七ral　Water　Supply．

By｝こ」陥給“dlα，ハ乙　1セ？ηαη～060　and　j1．0ゐαゐ8．

．（A）　The　H：ydroge1ユ・loll　Collcentratioll　ill　the　Milleral　Waters．

　　　　　We　carefu11y　determined　the　hydrogen－ion　conce11七ration　in　551nineral

waters　from七11e　fαmous　hot　springs　in　Japa11．　Tlle　de七erminatiolls　wcre　made

princi1）a11y　using七he　U－shaped　elecもrode　ofムlichaelis　according　to　the　method

suggested　by：Beans　and　Ham皿e七t1）fbr　determination　of伍e　PH　values　in

unbu銀）red　solutions．　The　quinhydrone　elecむrode　was　used　fo1・the　waters

contαirLing　SH2．

　　　　　Basing　upon　our　experimelltal　results　we　arral】ge　the　data　as　follows

accordirLg　to　tlle　I）H　rallge：

　　　　　1）：Beans　alld　Halnmett：JQur11，0f　the　Americ．　chem．　soc．　Vol．4771215，1925．
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　　　PII　range　　　　O－1　　1－2　　2－3　　3－4　　4－5　　5－6　　6－7　　7－8　　8－9　　9－10　　10－14

　　　鑑艦礁。。，01．2200113081　0
　　　　　The　waters　above　PH：＝6．O　were　slightly　buf正bred　relatively，　so　that　the

measurement　must・be　c昂rried　ouいvith　tlle．utmost　precaution．1七gellerally

took　a　long　time　before　the　po七ential　reached　to　a．constaht　value，　and　moreover，

on　the　repeated　measurements　of　a　test　solution，　it　was，　in　mosむcases，　hardly

possible　to　obtaill　a　strict　reproducible　result。

　　　　　We　also　carried　out七ho　colorime七ric　measuremen七in　order　to　ge七the

correct　PH　estimation　easily　oll　the　electrome七ric　rnethod，　and　also　to　deもermine

the　tol汎1　amoαnt　of　salも即d　acid　er1・ors，　comparlng　tlle　results　of　tlle　two

methods．　：For　these　purposes　we　used　the　fbllowillg　three　kinds　of　illstrument．’

1．．　The　ordinary　Clark，s　ins七ru皿ent，　using　brome　thymol　blue　and　phenol　red

　　　　as　indicatOI・s．

　　　　　　　　　　　　　　　コ

2・幽The・・di…y革i・h・・li・’．i・・t・u甲・nい・i・g皿一・it・・Phen・1．・・i・di・・t…

3．　The　specially　de6igned　apparatus　by　Michaelis．which　is　used　to皿easure
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　unbu伽red　waters，　using七en　tilnes．diluted　m－11itrophenol　as　indicator．

　　　　　As　revealed　from　our　owlユ『experimcnts、ve　assure　tha七the　errors　ill

the　colorimetric　aeterminations　wore　not　large　on　the　determination　of　the

hydrogen－ion　concen七ra七ion　in　the．　mineral　wa七ers　except量n　thc　case　wi七h七he

ordinary．ムlichaelis，　Ine七110d．　So　it　is　possible七ha七such　indicator　me七hods　as

the　special　Michaelis，　and七he　ordinary　Clark，s　m6thod　are』suitable七〇expecも

the　desirable　approximate　PH　values．

　　　　　In　the　case　of　such　kinds　of　solution　as　mineral　wa七ers　which　are　poorly

buf琵red　and七heir　PH　valuos　are　near七ho　neu七ral　poinも，　i七is　vor｝・probable七ha七

their　hydrogen－ioll　collcentration　is　liable　to　cllange　gradually　by　various　causes，

such　as，七he　effbc七〇f　alkali　going　into　tho　sdu七ion　fro皿the　glass　ve＄se1，0r　the

gradual　alteration　of七11e　composition　in　the　solutions．

　　　　　Keeping七hese　in　millds兀ve　made．a　series　of　tlle　I）王｛measuremellts　succesi－

vely　and｝ve　canlo　to　prove七he　existence　of　a　relnarkable　phenonユellon七hat七11e

mineral　waters　wllich　show　PH　value　Ilear七he　lleutral　point　can　be　classi丘ed

in七〇the　following　four　kinds：

1．　The　waters　which　change　their　PH　values　remarkabiy　i11七he　directio1ユfrom

　　　　acid　to　alkali．

2．　The　waters　which　show　a　rclnarkab玉e　change　ofも11eir　PH　values　in．the

　　　　direc七ion　from　alkali七〇acid．
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3．　TIle　waters　ill　which　tlleir　PH　values　1・emaiD　almost　constant．

4．The　waters　ill　w111ch　tlle　alteratioll　of　PH　values　is　neitller　remarkabユe　nbr

　　　takes　a　de且11i七c　direcもion．

　　　　Tho　waters　of　the　class（1）alwαys　contahl　more　or　less　frce　carbonic　acid，

those　of（2）alld　（3）a1篤vays　contaill　no　free　carbonic　acid，　wllile　those　of（4）

　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

COllta1111七〇CCaS1011arV．
　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

　　　　Tlle　nlos七reasollable　explanation　of七hese　phengmella　is：In（1），　a　part　of

the　free　carbo1〕ic　acid　ill　watcrs　is　gradually　escaping　illto　air，　makillg　their　PH

values　larger；ln（2），　a　part　of　tlle　basic　metal　cations　is　trallslbrmed　into　some

illsoluble　or　llardl｝・solα1）1e　salts，　combiuing　witll　its　corresl）oDdillg　allions，

resultillg　the　origillal　solutiolls　nユorG　acid；i1（3），110t　o111y　the　cllangc　of　phases

as　melltioned　above　does　llo亡1il｛ely　to　take　place　in　tlle　solut｛ons，　bnt　they　arc

probably　well　buflbred．

　　　　It　is　a　wcll－kllow11血ct　that　iD　tlle　carbollate　bu仔er　solutioll　there　is　such　a

Ilumerical　relatio11こ1moIlg　the　PH　value　a．11d　the　total　free　carbonic　acid　as　well

as　tlle　total　sum　of　the　bica1もomte　rad｛cal　as　described　below：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［H・］一K［齢9薯工　，

br　　　　　　　　PH＝Pk十Log［HCO3’］一Lρg［frec　CO2］

wllere　　　．　［free　CO、］＝［CO，］＋［H・CO・］

　　　　Usillg　this　formula　severa111umerica】calculatiolls　of　PH　alld　the　total

collcelltration　of　free　CO，　were　mado．　On　colnparing　the　experimental　data

with　tlle　calculate（ヌresults，　we　can　assume　that　this　forlllula　is　also　apPlicable　to

the　experimellt　of　tlle　carbonate　buffer　mineral　waters・

（8）　The　Measuremellt　of　the　Hydroge11－lo1ユConcelltration　ill　Unbuffered

Solutioll　with　the　Quinhydrone　Electrode．

　　　　The　Ineasurelnellt　of　the　llyd1・ogen－ioll　collcelltratioll　in　a　solutioll　witll　a

small　bufibr　capaci七y　b5・means　of　the　quinlly（1rone　method　is　a　hard　probrem．

K：olthoff1）1」as　recently　publislled　a　note　oH　tlle　measuremoロt　of　tlle　hydroge丑一ioR

collcelltratioll　ill　sucll　solutions，　alld　reported　that　wllen　all　ordillary　prepared

quillhydrolle　is　used　forしlnbuHered　or　slightly　bufR）red　solu七ions，　a　satisfhc七〇ry

result　ca11110t　be　exエ）ected，　unless　the　quillhydrolle　is　washed　off　several　times

with　the　solution　alld　tested　prior　to　the　Dユeasurement，　in　order　to　remove　an

acid　impurity　surD∫，osed　to　be　presellt．　Kolむhoff　was，　however，　able　to　obtain

1）Kolthoff　u．：BQsc1L：Biochem．　Zeitεchr．　Bd．183．　H　4／6，　S．431，1927。
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desirable　results　by　usiIlg　the　specially　puri且ed　quillhydrolle　acc6rding　to　tlle

sq99esLioll　given　by．Valeur．

　　　　　We　also　made　some　experiments　of　the　unbuffereαsolutions，　usillg　Kah1－

baum，s　quinhydrone　wllich　arG　genθrally　used　in　the　quinhydrone　Inetliod．

Fortunately　we　were　able　to　prove　that．even　with　such　a　commercial　material　as

this　it　is　also　possible　to　obtain　a　favourable　resul七by　our　owll　me紐10d　described

belOW．　　　　　　　　．　　1

　　　　　0n　tr♀atillg　thp　unbuffered　or　poorly　buf艶red　solution　wiちh　a1ユordinary

qu三nllydrone　preparatio11，三ts　qu翫ntity　to　be　added　sbould　be　stricLly　adjusted

nob　t6　showもhe　presellee　of　solid　quinhydrone　more　than　a　cortain　limiもtcd

quantity　jn　the　solution，　after　adding　it　several　times　little　by　liしtlc　carefully

until七he　soluもion　is　saturated　with　the　quinhydrond　and　the　elecもromotive　force

becomes　collstant，　otherwise　the　electromotivo　force　will　be　mea．sured　always　to

correspond　to　IIlore　gr　less　higher　hydrogen・ioll　cGncentratioll　than　the　true　value，

owing　to　tlle　presence　of　an　excess　of　tlle　quhlhydrone．．In　our　experilnents　we

used　a　sInall　porcolain　crucible　of　ordinary　form　as　the　electrode　cell　and　a　short

spiral　platillum　wire　as　the　electrode．．

　　　　　：By　this　me七hod　as　brie且y．outlined　abovo，　we　were　able　to血easure　tlle

correct　PH　values　of　various　solutions　having　a　poor　bα飾r　capacity．

（C）The　H：ydrogen－lon　Concentr飢ion　in　Water　of　Tlle　Tokyo　Central　Water

SuPPly．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　The　PH　value　of　water　of　The　Tokyo　Cen七ral　Water　Supply　has　noちyet

been　determined．　We　tried　to　measure　its　correct　PH’vahe　by　means　of　tlle

electronユetr三。　method．　DuriDg　our　experiments　we　used，　at伽st，　the　U－sbaped
　　ロ
’electrode　of　L　Michaelis　alld　then　llis　pear－shaped　one．　Tho　laも七er　is　one　of七he

　mos七popular　electrodes　of　passillg　gas　type　alld　it　is　llot　to　be　used　for　such

　a】dnd　of　solution　whieh　eonεaills　CO、　and　wlloso　hyd1・09en－ioll　eoncer沽ration

would　be　dimlnished　by　thG　passage　of　a　stream　of　hydroge11．　Hellce　tllis

electrode　was　treated　in　a　particular　way　as　fo】lows：

　　　　　The　vessel　is且11ed　αp　wiあll右he　tes七water，　a110wing　Lo　come　up　to　the　end

of七he．　upPer　side加be・Care　mus七be　takell　to．ensure　tlla七the　whole　vesgel　is

quite　free　froln　air－bubbles．　The　hydrogen　is　allowed　to　stream　thr⊂）ugh　a　rubber

七ube　for　a　su伍cient七ime七〇remove　allもhe　air．　The．clld　of　the　rubber七ube　is

　then　connected　nimbly　to　the　end　of　the　upper　sideもube　of七hθelec七rode．　Bo七h

the七αps　o£the　upper　and　tlle　lower　side　tubes　are　now　opened，　and　the　hydrogen

is　introduced　gradually　into　the　vesse1，　expellingaparもof　the　water　out　of　the　end
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of　tlle　Iowe！・sidetube　ulltil　a　suitable　am‘）unt　ofwater　lsretained　ill　theelectrode．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

First　thG　Io、ver　and　thell　thc　upPer　tap　is　closed，　and　the　rubl）er　tube　is　discon－

nectcd　alld　thG　clectrode　is　shaken　about　150　times　in　the　rotating　stalld．

　　　　It　was　observed　that，　ill　the　case　of　the　pear－shaped　electrode，　it　took　much

sllorter　time　before　the　potential　came　to　be　constant　tllan　ill　the　other．

repcating　measuremellts　i七wεしs　hardly　possible　to　reproduce　a　collstant

value，　owing　to　an　extrelnely　slnall　buffbr　capaciLy　of　the　water．

　　　　　The　quillhydrollo　elccもro（1e　was　of　llo　use　for　this　、、・ater，　alld　this

illdicates　tllat　its　PH　va1αe　is　luore　than　8．O　alld　iしis　liLtlc　buf】晦red．

　　　　　We　also　worked　ouむwlth　somc　colorimetric　illstruments．

：By

PH

焦c七

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　In　theSG　experi－

men七生，　it　was　obso1・ved　that　the　sohtioll　withdrawn　from　tlle　electrode　cell　after

七11e　electromeむr三。　measurcment　had　always　less　PH　value七11an七he　origillal

watG止．　This　is　a　cllaracteristic　bGhavior　of　the　αnbdfR）red　Ileutral　salt　so玉utioll

reccntly　inve5tigated　by　several　observers．　Kolthoff　and　Kame（hl），　hl　their

latesもpaper，　llavc　made　a　discussion　aboしlt　this　phellomelloll　from　tllo　results　of

their　precise　experlments．

　　　　　In　colorilnGtric　measurement　of　th．is　water　a　special　care　is　called　f6r　to　thG

癒ct七ha七there　is　a　conside1・able　acid　error　on　using　some　indicators．

　　　　　11．The　Determination　of　the　Hydrogen．lon　Concentration　in　Food　and

D且nk．　By」箪1㌃？ηαηzoぎ。，｝．乙1壷f8配♂αand　j五〇たα乙。．

　　　　　We　have　recGIltly．determined　tlle　llydroge11－ion　collcentratioll　ill　some　olle

huLdred　salnples　of　food　alld　drillk，　first　workillg　with　the　orfgillal　solutiolls

alld　then　witll　ten　alld　hulldred　times　diluted　solutions．

　　　　　Tho　determhlatiolls　were　carried　out，　in　mos七cases，　usillg　the　gas　electrode

and　somotimesもhe　quinllyd1・onc　olectrode．

　　　　　From　these　measurements，　we　call　summarize、the　experimental　results　as

fbllow5：

1。　、Vjne：一

　　　　　、Vlli七e　w三11e，　contalnillg　usually　a　mucll　quantity　of　sulphurous，acid，

wllich　makes　the　observation　of　a　correct　po七ential　impossiUe　by　tlle　metllod　of

tlle　hydrogell　gas　electrode，皿ust　be　measured　with　the　quinhydrone　electrode．

In　the　case　of　red　wine，　howGver，　whicll　contains　a　less　quantity　of　tlle　sulpllur－

ous　aGid，七he　gas　electrode　is　recommellded　to　obtaill　a血vourable　1℃su1七．

1）　1｛olthoff　and　Kameda：　Journ．　of亀hc　Alneric．　chen〕．　soc．　「▽ol．51，28SS，19£9．
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2．　Sake；一

　　　　　In　the　measurelnellt　of　Sake　witll　the　hydrogen　electrode，　tlle　PH　Yalues

of　the　ten七imes　diluted　solutiolls　werG　always　Iess　than　thosG　of　tlle　origlnal

　fruids，　such烈n　abrLorlnal　case　as　this　eould　llot　be　obsGrved　by　the　quillhydrolle
“

mθthod．

　3．　Beer：一」

　　　　　The　PH　values　of　beer　measured　with　the　pear－sllaped　electrode　alld　with

　thG　quinhydrone　elecもfode　were　exactly　tlle　salne．　This　fact　illustrates　that　the

free　carbonic　acid　ill　beer　gives　little　effしct　to　tlleir　PH　values，　alld　it　also

　ihd三ca七es　the　pre白ence　of　strollger　acids　besid6七he　carbollic　aeid　in　boeユ㌧

4・　Soy：一

　　　　　II1七he　casc　of　Soy　containing　a　considerable　qua11七ity　of　sodiじ【1n　cllloride

which　is　likely　to　makQ　the　correct　PH　estimation　byむ｝1e　quiDhydrone　e上ectrode

impssible，　the　hydroquillone－qlli曲ydrolle　elヒ。むrode　is　to　be　used．　〔rhe　PH

values　ofall　other　materi翫l　could　be　determilled　by　Inealls　l）f　quillhydrone　method，

　5．　FruiレSquashes　and　Sirups：一

　　　　　Whell　th．e　sample　to　be　tested　has　no　buffer　capaci七y，　it　may　be　assumed

　thaもit　is　an　artificial　producむ，　for　tlle　natural　fruit　juice　has　always　a　buf｝わr

　actiOn．

6．The：Local　Uuequality　of　the：PH　Values　inむhe　Parts　of　Some　Vegetables．

　　　　　The　PH　values　of　each　samples　showed　a　remarkable　di賃ercnce　accordillg

to　the　part　measured．　The　value　was　e11七ire】y　ullequa1，　usually　showillg　nloro

　value　in　upPer　parts　than　in　lower　portion．

7．The　Pll　values　of　eacll　sample　are七abulated　as　f・11・ws：

　　　　　　　Samples

wine

Sake

beer

soy
　のVIIlegar

fruit－squrshes縞lld　sirups．

vegetables

fruits

2．88．

3．72．

429．

4．48．

221，

1．99．

4ユ9．

2．16．

：PH

●　　　　　，　　　　　●

●　　　　■　　　　o

・　　　　　■　　　　　●

●

，

■

●

，　　　　o

●　　　　　●

callned　fruits　alld　vegetables　3．21．　．

fresh　milk　　　　　　　　　6．57．．

o　　　　●

●　　　　　●

，3．84

．4，43

．4．40

．4，62

．3．59

．2．93

、6．93

．6．49

．5．64

．6．64
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　　　・12．Some　Soy　Preserva七ives　which　con七ain　Vola七Ue　Oil　of：Mustard

・・dth・i・E饒・七・・Sqy・By　Zκε1．…9・・α・nd　K燃9・・ε・

　　　　13．Examination　of　a　Liquid　M：easure　made　of“Lacquerite’r，　th6

Condeロced　Product　of：Formaldehyde　and　Carbolic　Acid，　especia11y　on　its

Sanitary　Effec七s．　13y｝乙1ζ顧．～‘9αsαalld　E魚麗。ヂ．ε．

　　　　14．Uber　den　Nachweis　stattgehabter：Erhitzung　von　M：ilch　und　die

Pr廿fung　auf　ihren　Frischezustand．　Voll　L　Kをγと．㏄gαεα，｝乙魚ピ‘orε，瓦∠1ゐ．εシα”～α

UIld」乙εヒzゐαη～o♂o．　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

15．The　Tastes　of　Some　Coa1・tar　Dye・s七uffs・：By　j。五魚乙06αand丑Noτ06．

、
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